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序

愛知県西尾市は六万石の城下町として知られ、肥沃な田園地帯が広がる岡崎平野

のほぼ中央に位置しております。

この度、愛知県埋蔵文化財センターでは、建設省中部地方建設局名四国道事務所

の委託事業として、国道23号バイパス建設に先立ち、岡島遺跡・不馬人遺跡の発掘

調査を実施いたしました。その結果、岡島遺跡では、弥生時代中期を中心とする豊

富な遺物が出土し、矢作川下流域の弥生時代を考える上で貴重な知見を得たほか、

不馬人遺跡では18- 19世紀を中心とする遺構.遺物をみることができました。

今回これらの調査成果をまとめ、ここに報告書を刊行するに至りました。本書が

歴史資料として活用され、埋蔵文化財に対するご理解の一助となれば幸いに存じま

す。

なお、発掘調査から資料整理に至るまで、地元関係者をはじめ関係諸機関及び関

係者からご補導とご協力をいただきました。ここに心から謝意を衷するものです。

平成5年3月

財団法人愛知県埋蔵文化財センター

理事長高木鐘三



愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第43集

おかじま

岡島遺跡

1993

財団法人愛知県埋蔵文化財センター



目次
第Ⅰ章調査概要

第1節調査経緯・経過(.---.--・-・.-・-)-一一一一))--)))-.-----------1

第2節歴史的環境.一一一------・----------・-------------・-2

第3節地理的環境---.-((-----------------------------6

第4節岡島遺跡の調査小史(----------・一一一・一)-.-)))一・一・(---------8

第Ⅱ章遺跡

第1節基本層位-)-)- --・--・・・--・・--------.・-----・-・--)-)--16

第2節遺構--一一))-)-))・・-一一--・.--・・・・・・--、).-.・-・--)..・((.・--)-----19

①遺構の分類---・----・.・・-)-・・--・・・-・()-・.・・-・.----・・)-、・・--)、-、-19

②第1両・・)一一--.----)--)--)-・---)-・.--.・-)---・------.20

③第2両-・-)・・-・--)-----)・-・-・・)(・・・-・)--(---・-)----))-)・)--23

④第3両---)-.------ -.(---(-・------().・--)・--))一一-・33

⑤旧河道-.-()--.-)、-----・・--・)・・-・----))---)一一---・----)38

⑥そのほかの遺構・))-・・・・--)-)-・-)・・.・・(・-).----・-・-(・-)・--・---・---)-・39

第Ⅲ章遺物

第1節土器・ -・・- 、 ・)---・・・・-・・・・(・・・・・)----・・・・・・・・- ・ ・・・-.(・・41

①分類視点・--・)、・---・・-・・---・-・--・)・--)--・・-・--.・)(--)-)一一・41

②弥生土器・----)・-(・.----・---・・-・・・)-・・-.-一一・-(.・------・--42

③古墳時代～中世の土器.陶磁器-(・・・)・--)---・・----・-----)----.73

④近性の土器・陶磁器)・・・・-・・・-- --・-))-.-・・・・・.・--・)-・・)・-・ ・79

第2節土製品)-----・・-(-)・-・--)-(-)---・一・・、・---・)--.----・--)--・82

第3節金属器)--・--・)-・-())---)・・-----・----.--)・一一---.-・--・-・・-84

第4節木製品)--・.(-)・----・・・-----)-・-・-・)----()・---・・().-・・)-.-)-・)・・85

第5節石器・石製品)・---・・(--・.・.-.・・-)--)-・・.%--・-----)・--、・・-・--(--86

第Ⅳ章科学分析

第1節珪藻及び昆虫化石群からえられた岡島遺跡の古環境変遷・)・・-..-・・--・・)--・・・)-・87

第2節岡島追跡における花粉化石(・・---・・一一-)・--)(-)・-・---一・一・()--・---)-133

第3節岡島遺跡出土の土器胎土・・・- -- -・・・-・ --141

第4節残留脂肪酸分析.--------(・-.・-----------)・--)・-----153

第Ⅴ章考察

第1節主要遺構の変遷・---・.・- -.-----一・一))-(--.-一一・・-)------160

第2節岡島Ⅰ期～Ⅴ期の設定)-.--一一一一)-)---・-)-))・-・--((----)・-)・ 162

第3節矢作川下流域における沖積地の形成と河川.-----・-・--.--・・-)・-)・)-・--167

第Ⅵ章まとめ------.-・.-・)----)-- ・-.---------・・--)・--.--- 169

付表.----- ・・-一一・・---(--))・---・--・--・-.-.----)---(---))・)-・--172



挿図目次
図1調査進行表-・・-・・--・・・・-・)・)-))・-(1

図2調査区位置図・------・・・))・・--)3

図3岡島遺跡と周辺の遺跡・.-・・・--・・-・・5

図4岡島遺跡周辺地質概略図..-).----7

図5過去の調査区・-・・-)・・・--・・・ -・・・8

図6岡島遺跡遠景・-・・---・・・・)・・)・・・・-)・・9

図7岡島遺跡中心部分--..------・9

図8岡島町4号線排水路・・・・・)・・・・・-・・・・・・-・9

図9愛知県埋蔵文化財センター調査区(62C区) ・)(- 9

図10西尾市立東部中学校保管遺物1 ・-・-(10

図11西尾市立東部中学校保管遺物2 ---)11

図12愛知県埋蔵文化財センター試掘調査出土遺物・・12

図13県道蒲郡.碧南線用地内出土遺物1 -13

図14県道蒲郡・碧南線用地内出土遺物2 -14

図15層位模式図--・・・・-・・・(---、(・---・・・17

図16主要遺構時期区分--・-・・-.・(-・--・・18

図17各土坑-- --・ ・・・・-・・・-・・-19

図18 SB01- -・・・-・・-・--・・-(-)-・・・-20

図19 SZ01-04- ・・・・-・-- -・・・-22

図20 SZ 05--.--・--(--.・----・--・23

図21 SE 01-・-)-)---・-・--、-.---24

図22 SX03- -・・・- ・・---・25

図23 SB02------((-.------)26

図24 SZ 06--.)・)、--・-・---・-・--・--27

図25 SZ 07-09-----・-.・------.・28

図26土器棺墓1 ・)・・・・・-・・--・・・・・・-・・-・・・・30

図27土器棺墓2 (・--.--・・・--)・・-・-・・31

図28 SZ 33-36・・・・・・・・----・・・-・・-・・-34

図29旧河道.-・-.-・・-・----・・-)・-・・38

図30そのほかの遺構-・--・-・・・-・)・-・)・・40

図31土器の部位名称.()・・---)・)-.・)・・.-・41

図32形態分類図)))・・-・--)・・・・-..・・・-.-・47

図33古墳時代の土器1 ---・-・・・・・・・(・・・・・.75

図34古墳時代の土器2.・- -.---.・-77

図35古墳時代～中世の土器-.-・-・--・・・78

図36近世の陶磁器1 ----------80

図37近世の陶磁器2 ・・---.------81

図38土製品.--・・)・)・-・------・--82

図39加工円盤・・--・・.---・------83

図40銅鉄・.---・.---・・・・.-・・-・・)・・-・・)84

図41鋼鉄出土状況・・----.・---.--・84

図42岡島遺跡位置図.・-.・ --・.・・- ・)87

図43分析試料採取地点(62 B区63A区) -88

図44分析試料採取地点(90 B;区).---・・88

図45分析試料採取地点における地質柱積図1 (90B2酎-89

図46分析試糊射地点における地質柱溌図2 (91 A区・89

図47昆虫化石試料の種類およびその相対年代・・91

図48弥生時代中期および後期の地層から検出された
昆虫化石の生息環境別出現率98

図49岡島遺跡90B2区珪藻遺骸分析結果103

図50岡島遺跡91A区珪藻遺骸分析結果-104

図51岡島遺跡の珪藻遺骸分析結果(1)岡島90B2区105・106

図52岡島遺跡の珪藻遺骸分析結果(2)岡島91 A区-107

図53岡島遺跡の昆虫化石リスト・108-109

図54岡島遺跡昆虫化石の分析結果1(90B2泥炭最2 F層)110

図55岡島遺跡昆虫化石の分析結果2(901溝炭最下層・111

図56岡島遺跡昆虫化石の分析結果3(70 B2泥炭下層112-115

図57岡島遺跡昆虫化石の分析結果4(90 B2泥炭上層)・--116

図58岡島遺跡昆虫化石の分析結果6(90 B2ⅡE5P・SD01 116

図59岡島遺跡昆虫化石の分析結果8(91A上層泥炭117-118

図60岡島遺跡昆虫化石の分析結果9(90B2ⅡF17bシルト) ・)・118

図61岡島遺跡昆虫化石の分析結果10(90B2大型土坑下部119-120

図62岡島遺跡昆虫化石の分析結果11(90 B2大型土坑上部) 121・122

図63岡島遺跡産の珪藻遺骸の顕微鏡写真123

図64岡島遺跡産の珪藻遺骸の顕微鏡写真2 -124

図65岡島遺跡産の昆虫化石の顕微鏡写真1 ・・・126

図66岡島遺跡産の昆虫化石の顕微鏡写真2 -126

図67岡島遺跡産の昆虫化石の顕微鏡写真3 -128

図68岡島遺跡産の昆虫化石の顕微鏡写真4 -129



図69岡島遺跡産の昆虫化石の電子顕微鏡写真1 -131

図70岡島遺跡産の昆虫化石の電子顕微鏡写真2 -132

図71岡島遺跡の位置図------・-・・133

図72分析試料採取位置図(90 B2区) ・--・134

図73岡島遺跡90B2区トレンチ断面図-134

図74分析試料採取地点における地質柱状図-135

図75岡島遺跡90B2区の花粉ダイアグラム・・・・-・ 136

図76花粉化石リストおよび出現率---137

図77岡島遺跡判土の花粉化石---)・-・140

図78分析試料一覧-・-(・-)・・--・.-・)-142

図79岡島Ⅴ期試料の実体顕微鏡観察結果142

図80鉱物組成の三角ダイアグラム(Bサンプル) -143

図81粒径による三角ダイアグラム-・(-・・143

図82岡島Ⅴ期試料の偏光顕微鏡観察結果144

図83岡島遺跡周辺の地質・-))-・・---・144

図84 Ⅹサンプルの実体顕微鏡観察結果-145

図85 X-Sサンプルの鉱物組成の三角ダイアグラム146

図86 X-Sサンプルの偏光顕微鏡観察結果-146

図87分析土器実測図1 --・.・-.・--・-149

図88分析土器実測図2 (----)・--(-150

図89土器導片の偏光顕微鏡写真(1) ・--・151

図90土器導片の偏光顕微鏡写真(2) ---152

図版目次

図版1第1面遺構図1

図版2第1面遺構図2

図版3第1面遺構図3

図版4第2面遺構図1

図版5第2面遺構図2

図版6第2面遺構図3

図版7第3面遺構図1

図版8第3両遺構図2

図版9第3面遺構図3

図版10土器実測図1

図版11土器実測図2

図版12土器実測図3

図版13土器実測図4

図版14土器実測図5

図版15土器実測図6

図版16土器実測図7

図版17土器実測図8

図版18土器実測図9

図版19土器実測図10

図版20土器実測図11

図版21土器実測図12

図版22土器実測図13

図版23土器実測図14

図版28土器実測図19

図版29土器実測図20

図版30土器実測図21

図版31土器実測図22

図版32土器実測図23

図版33土器実測図24

図版34土器実測図25

図版35土器実測図26

図版36土器実測図27

図版37土器実測図28

図版38土器実測図29

図版39土器実測図30

図版40土器実測図31

図版41土器実測図32

図版42土器実測図33

図版43土器実測図34

図版44土器実測図35

図版45土器実測図36

図版46土器実測図37

図版47土器実測図38

図版48土器実測図39

図版49土器実測図40

図版50土器実測図41



図版24土器実測図15

図版25土器実測図16

図版26土器実測図17

図版27土器実測図18

図版55土器実測図46

図版56土器実測図47

図版57土器実測図48

図版58土器実測図49

図版59土器実測図50

図版60土器実測図51

図版61土器実測図52

図版62土器実測図53

図版63土器実測図54

図版64土器実測図55

図版65土器実測図56

図版66土器実測図57

図版67土器実測図58

図版68土器実測図59

図版69土器実測図60

図版70土器実測図61

図版71土器実測図62

図版72土器実測図63

図版73土器実測図64

図版74土器実測図65

図版75土器実測図66

図版76土器実測図67

図版77土器実測図68

図版78土器実測図69

図版79木器実測図

図版80石器実測図1

図版81石器実測図2

図版51土器実測図42

図版52土器実測図43

図版53土器実測図44

図版54土器実測図45

図版82調査区全景1

図版83調査区全景2

図版84調査区全景3

図版85調査区全景4

図版86遺構1

図版87遺構2

図版88遺構3

図版89遺構4

図版90土器1

図版91土器2

図版92土器3

図版93土器4

図版94土器5

図版95土器6

図版96土器7

図版97土器8

図版98土器9

図版99土器10

図版100土器11

図版101土器12

図版102土器13

図版103土器14

図版104土器15

図版105土器16

図版106土器17

図版107土製品・金属器・木器

図版108石器



例言

1.本書は愛知県西尾市岡島町・江原町に所在する岡島遺跡(『愛知県遺跡分布地図(Ⅱ)』による遺

跡番号は55074)の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は国道23号バイパス建設に先立つもので、建設省中部地方建設局名四国道工事事務所よ

り愛知県教育委員会を通じ委託を受けた財団法人愛知県埋蔵文化財センターが実施した。

3.調査期間は1986年度1989年度-1991年度であり、調査面積は19000㎡である。

4・調査担当者は以下の通りである。

86年度平田睦美(本センター主事.現愛知県立松蔭高校) ・池本正明(本センター主事)

89年度山田基(本センター主事・現刈谷市立衣浦小学校) ・松田訓(本センター嘱託員) ・北

村和宏(本センター調査研究員・現愛知県立岡崎西高校) ・川井啓介(本センター主事)

90年度大橋正明(本センター主事) ・池本正明・鈴木正貴(本センター主事) ・尾野善裕(本

センター嘱託員・現名古屋市見晴台考古資料館)

91年度野本鉄也(本センター主査) ・池本正明

5.調査に際しては、次の機関から指導.協力を受けた。

愛知県教育委員会文化財課・愛知県埋蔵文化財調査センター・建設省中部地方建設局名四国道工

事事務所・西尾市教育委員会

6.遺物の整埋・製図などについては、次の方々の協力を得た。

阿部小百合・市川浩代・加藤ちか子・河野実佳子・佐野香恵・清水真埋子.中島由美子・中山記

久子・中村明実)服部恵子)薮田久子)山本章子(五十音順・敬称略)

7・本書をまとめるにあたっては、以下の方々から、ご教示・ご協力を得た。

天野信治・天野暢保・伊藤業晃)内田智久)伊藤秋男(伊藤久美子・大平仁夫・大参義一・神谷

友和・川崎みどり・小林久彦斎藤基成(斎藤嘉彦・佐藤由紀男・杉浦知幸・鈴木敏則・贅元洋

)林順一.松井直樹・町田勝則)三宅唯美)宮武頼夫・村井正義(五十音順・敬称略)

8.調査区の座標は建設省告示の平面直角座標第Ⅶ系に準拠した。

本書の編集は池本正明が担当し、執筆は池本正明・大橋正明・川井啓介・楯貴美子(本センター

調査研究員) ・水草康次(元本センター調査研究補助員) ・野本鉄也・樋上昇(本センター調査

研究員) )前田弘子(本センター調査研究補助員) ・高谷さつき(津島市役所社会教育課) ・森

勇一(元本センター課長補佐.現愛知県立明和高校) (吉野遺彦(名城大学助教授) (五十音順)

が、担当した。なお、それぞれの執筆部分は文末に明記した。

9(調査に関係する資料はすべて愛知県埋蔵文化財調査センターにて保管している。



調査の原因

第Ⅰ章調査概要

第1節調査経緯・経過

建設省名四国道工事事務所では、交通量調整を目的とした国道23号知立バイパス建設を

計画している。ところがこの予定用地内には弥生時代の集落遺跡である岡島遺跡が所在し

ており、事前に発掘調査を実施し、記録保存する必要性が認められた。このため新国道建

設に先だって調査実施が計画され、建設省中部地方建設局名四国道工事事務所から愛知県

教育委員会を通じて委託をうけた財団法人愛知県埋蔵文化財センターがこれを実施した。

本書は、この成果をまとめたものである。

調査は、昭和61年度の試掘による範囲確認を皮切りに、平成元年度～三年の三ヶ年にわ

たって、地下水位の低下する冬季に実施した。調査区は、新国道建設用地を横切る岡島町

4号線排水路と、市道尾花岡島線を境界に、西側から平成元年度分、二年度分、三年度分

とした。なお、作業にあたっては、これらをさらに排土などの関係で、それぞれ南北に二

分割して実施した。調査区の名称は各年度とも北側をA区、南側をB区とした。調査区の

総面積は19000m2である。調査方法は現地表面から表土のみをバック・ホゥにより除去し

たのち、建設省告示によって定められた平面直角座標第Ⅷ系に準拠した5mグリッドを設

定し、手掘りで包含層を掘削して遺構を検出する方法をとった。なお、今回の調査ではこ

の作業を概ね2回実施している。本書では、表現上必要な場合のみ、調査区名に第2項目

としてアラビア数字を、上層検出面(以下、上面)に1、下層検出面(以下、下面)に2

を付与して表現している。なお、調査に要した日程などは、図1に示した工程による。

遺構の測量については、ヘリコプターによる航空写真測量を実施し、調査区全面の1/50基

本平面図を作成したほか、重要部分については補助測量図を手測りにより実施した。
年 度 調査区 担 当 者 期 間

89

A
山 田 基
北 ヰ寸 和 宏
川 井 啓 介

12 → 2 月

B

山 田 基
北 ヰ寸 和 宏
松 田 訓
川 井 啓 介

3 )

90

A

1
2
両

大 橋 正 明
尾 野 善 裕
池 本 正 明

9 -→ 11 月

3
両
大 橋 正 明
尾 野 善 裕 12 → 2 月

B

1
2
t巨i

池 本 正 明
鈴 木 正 章 1 → 2 月

3
面
大 橋 正 明
池 本 正 明 3 月

91
A 野 本 鉄 也

池 本 正 明 12 → 1 月

B 野 本 鉄 也
池 本 正 明 2 → 3 月

図 1 調 査 進 行 表



調査参加者

また、調査参加者は、以下の通りである。

青山辰雄・青山千代子・浅井あや子・朝岡せつ子・浅井働・天野昭英・荒川喜代蔵・

芦田弘子・伊沢八重子.石川陽子・磯部艶子・岩瀬米子・稲吉秀英・宇野光秋・

遠藤フミ子・太田兎志子・太田美知子・大竹つや子・大竹礼子・大西稔.岡野寛・

岡安信次・小栗八重子・小野倉二・加藤はま江・蟹江よし子・小里基佐子・中塚雪江・

相通朝子・近藤敏夫・後藤照子・榊原猶子・笹尾恵理子)佐野栄作.佐原徳二郎・

志賀一三・杉浦銀-・杉浦みどり・杉山幸子・杉山倫子・杉山美枝子・鈴木京美.

鈴木勉(鈴木昌子・鈴木まち子(鈴木明子・鈴木英子・鈴木みさを・須見孝子・

高橋文雄.高原三郎・谷川綾子・都築加代子・土田千枝子・手嶋キヨ子・富川通代・

内藤富子・中井みつえ・中根己代治・永山勇征・名倉百合子・鍋田一雄.久永はるみ・

日高美代子・平岩駒二・平野フミエ・平松ゆみ子・藤村志げ子・星野安信・堀場節子・

牧ミツエ・増田洋子・松田和子・三浦悦子.三浦サエ子・三浦まつ・村井正義・

森嶋澄江・山本昭吾・山北チヨ子・渡辺スミエ・中根良雄・野々山弘千

(五十音順.敬称略)

出土遺物の一次整理(洗浄・注記段階)の参加者は、以下の通りである。

伊佐治民子・稲垣智子・加納かず子・斎藤夏美・新美厚子・久永弘子・堀田加代子・

三輪はつゑ(五十音順・敬称略) (池本正明)
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第2節歴史的環境
岡島遺跡の位置する西尾市東部地域の遺跡分布を見てみると、弥生時代の集落跡である

当岡島遺跡及び毘沙門遺跡が沖積地の自然堤防上に位置している点を除いては、中世以前

の遺跡はいずれも碧海台地縁辺部または丘陵上に立地している。これが中世以降になると、

沖積地の開発にともない、台地上から沖積地へと広がりを見せるようになる。

具体的な遺跡により上記の面を補足するならば、当地城最古の遺跡は、八ツ面山西南麓

台地上に位置する新御堂貝塚であり、縄文時代中・後期の土器が出土している。この地区

には時代的には弥生時代中・後期まで下がるが、松崎八反田遺跡・熊子山遺跡が立地して

おり、一連の集落跡を考えることができる。

また岡島遺跡の北部地域には、方形周溝墓が検出された西山古墳下層遺構、小島銅鐸出

土地、丘陵上の環濠集落とみられる不毛遺跡群、五砂山項上に鉄製農工具類を出土した5

世紀後半に築造されたと思われる五砂山古墳、葺石・形象埴輪の存在が確認された西山古

墳などが位置している。さらに136基の小円墳からなる羽角山古墳群や金屑古墳が立地し

ている。羽角山古墳群は6 ～ 7世紀代に構築された群集境で、横穴式石室を伴う小円墳が

多い。そして矢作古川右岸の西南山麓の丘陵斜面に位置する舟向山古墳は横穴式石室をも

つ古墳である。

古代.中世に至っても岡島遺跡周辺には、多くの遺跡が存在している。須恵器が出土す

る古代集落遺跡である志貴野遺跡、志貴野廃寺と呼ばれる古代布目瓦散布地、古代から中

世にかけての集落と考えられる八ッ面山北部遺跡、そして古代の濯概施設の一部に利用さ

れていたと推定される木樋が出土している室遺跡、さらに八ッ面城・戸ケ崎城.室城をは

じめとする中世城館も構築されている。

上述のように、岡島遺跡の周辺は原始・古代以来連綿と人々の居住域として歴史を刻み

続けているのである。 (川井啓介)

N0( 逮.跡名 備 考 N0. 遺跡名 備 考

1岡島遺跡
S52年度西尾市教委、

S62・H1・2.3年度(財)愛知県埋文センター調査
10室遺跡 H3年度(財)愛知県埋文センター調査

2加美遺跡 S63年度(財)愛知県埋文センター調査 ll毘沙門遺跡
喜

3志賀野遺跡
S62-63年度(財)愛知県埋文センター、

H1年度西尾市教委調査
12小島銅鐸出土地

i

4八ツ面北部遺跡H2・3.4年度西尾市教委調査 13西山古墳 S63年度西尾市教委調査

5志龍谷遺跡 14五砂山古墳 S63年度西尾市教委調査

6小島遺跡 H1年度(財)愛知県埋文センター調査 15舟向山古墳 -

7松崎八反田遺跡 16三本木山古墳 S43年度西尾市教委調査

8熊子山遺跡 17金屑古墳 S53年度西尾市教委調査

9新御堂貝塚 S48-49-55年度西尾市教委調査 18志賀野廃寺

※Sは昭和、Hは平成を表す。
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第3節地理的環境
岡島遺跡は、愛知県西尾市岡島町・江原町にかけて立地する弥生時代中期から後期にか

けての集落遺跡である。その面積は推定20,000 m2におよび、弥生時代の三河地方を代表す

る遺跡といえよう。ここでは、その立地を地形学的・地質学的に簡単に整理しておく。

地形学的には、東側を三河山地南西端の幡豆山塊、西側を碧海台地に挟まれた北東から

南西方向に延びる岡崎平野に属し、その肥沃な大地は稲作をはじめとして多くの人々の生

活に最適な場を与えてきた。

岡崎平野は、地質学的には、矢作川により形成された沖積平野で、沖積層の厚さは矢作

川河口で20m以上に達する。岡島遺跡の基盤層としての沖積層は、珪藻化石・貝化石など

を分析した森ほか(1990)により詳しく報告されている。この報告によれば、岡島遺跡周辺

の地下には、内湾性の安定した海域に堆積したと思われるシルト層が厚く堆積している。

この事実は、約9000-8000年前にはじまり、アカホヤ火山灰(K-Ah)降灰時期(6300y.B・

p.)付近にピークを迎える縄文海進の頃には、岡島遺跡周辺は、三河湾の一部、あるいは矢

作川の河口部となっていたことを示唆する。縄文の海はこの後、矢作川の大量の堆積物供

給により急速に埋め立てられ、遺跡周辺は、干潟環境を経ることなく河成氾濫城に移り変

わった。縄文時代後期から晩期の頃には、岡島遺跡周辺は後背湿地性の湿地帯が広がり、

さらに弥生時代前期にかけて、湿地は次第に縮小し草原的環境に遷移し、岡島遺跡の最盛

期である弥生時代中期を迎える。しかし、弥生時代後期には矢作川の洪水が頻発し、遺跡

は廃絶された。

以上が、森ほか(1990)により報告された岡島遺跡周辺の古環境の変遷の概略であるが、

ここで、今回新たに岡島遺跡周辺の地質概略図(第4図、愛知県環境部、 1979より作成)

をもとに、岡崎平野の形成に関する時期と旧地形の問題点を指摘しておく。それは濃尾平

野における森(1992)や服部(1993)の指摘する浜堤列の存在である。岡崎平野においても濃

尾平野に対応する浜堤列が存在する可能性が高い。岡崎平野は、縄文海進後の海退により、

矢作川の三角州として急速に埋積されたことはすでに述べたが、その際に現在の海岸線と

平行する浜堤を形成していたと考えられる。その1つの可能性として第4図に示した、氾

濫平野の堆積物と三角州の堆積物の境界付近にみられる微高地があげられる。この微高地

は、見かけ上、旧矢作川の自然堤防の高まりであるが、その延びの方向は必ずしも流路方

向と一致しない。このほかにも、地中に埋没した浜堤存在の可能性が考えられる。いずれ

にしても、この間題については、遺跡と海岸線の関係を知るためにも、今後さらにくわし

く検討する必要があろう。 (服部俊之)

引用文献

愛知県環境部(1979)地質図Ge-04 (渥美半島一岡崎周辺地域).愛知県環境利用適性調査.

服部俊之(1993)遺跡基盤層の粒度分析. (財)愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第45集『山中遺跡Ⅱ』.

29-31・



森勇一(伊藤隆彦(1990)岡島遺跡周辺の古環境の変遷. (財)愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第14集『岡

島遺跡』 ,102-106.

森勇一(1992)朝日遺跡およびその周辺の地質と古環境・ (財)愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第31集

『朝日遺跡Ⅱ ・自然科学編』,9-40.
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第4節岡島遺跡の調査小史

発掘調査史岡島遺跡は今日まで数次にわたって発掘調査が実施されている。ここでは、従来の成果

をまとめておきたい。まず岡島遺跡がその名を知られたのは、三河地震に伴う災害復旧工

事(昭和29年)で、新たに設定された岡島町4号線排水路の掘削工事中に岡島町地内にお

いて多量の土器が出土したことによる。この資料は、西尾市立三和中学校(現在の東部中

学校)に持ち込まれ、その後同校で保管されることとなる。東部中学にはこの他に、昭和

41年に実施された岡島町4号線排水路床下げ工事の排土中から採集された資料も保管さ

れている(神谷他1972)。これらの資料は今回実見・図化することができた。図示したも

のは21点で、弥生時代後期のものが主体であり、中期のものが若干これに加わる。 1～9

は壺。 1はいわゆるパレス壺。底部を欠損する。胴部は、赤彩される。口縁部は短く外反

し、口端で縁帯を形成する。文様は、口端に凹線文、口縁部上面にヘラによる刻目文、肩

〒



部にクシによる直線文と刻目文を交互に施

す。 2 ・小は口縁部を欠損する。外面の調整

は、手法Ca (第Ⅲ章第1節参照)による。

文様は、 2が肩部にクシによる波状文と直線

文を交互に重ね、小はやはりクシによる直線

文と扇形文を施す。 5は口縁部片。頸部がや

や長く、強く外反する口縁部をもつ。文様は、

口縁部にヘラによる刻目文を施す。 6 ・ 7は

小振り。外面の調整は、手法Caによる。 8

は口縁部片。口縁部は短く外反し、口端で縁

帯を形成する。文様は、口端に凹線文、肩部

にクシによる直線文を施す。 9は肩部片。ク

シによる直線文を施す。 10-16は高杯。 16を

除き、外面の調整は、手法Ca。 11は赤彩さ

れる。 17-18は甕。 17は球形の体部に、外反

する口縁部をもつ。外面の調整は手法Db。

18は台部片。体部との接合部分が「柱」状に

発達する。 20・21はミニチュア。 19は器種不

明。手法Aaによる。

岡島遺跡で正式な発掘調査が開始されたの

は、昭和52年度のことで、西尾市教育委員会

により昭和47年から開始されていた県営圃

場整備事業にともなって実施された。その結

果、環濠を想定させるような溝が検出された

ほか、これに伴う弥生時代後期を中心とする

遺物が多数出土した。

昭和50年度代にはいると、西尾市周辺に道

路網整備計画が活発化し、岡島遺跡の範囲内

に県道蒲郡・碧南線と、国道23号知立バイパ

スが岡島遺跡の南東部分で交差する形で計画

された。これに先立ち、本センターは予定用

地内での遺跡の範囲確認を目的とした試掘調

査を実施した(池本1987)。その結果、遺跡

の範囲は現在の岡島町・江原町を中心とし、

県道蒲郡・碧南線建設用地をほぼ西限、国道

23号知立バイパスの予定用地をほぼ南限とし
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図10西尾市立東部中学校保管遺物1
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て存在していること、県道蒲郡・碧南線建設用地以西と、国道23号知立バイパス予定用地

内の岡島町集落以東には、大規模な谷が存在していたことなどが明らかとなった。図12に

示す遺物は、この時点の出土遺物である。掲載資料はT. 1までの出土遺物で、県道

蒲郡・碧南線建設用地からの出土である。 22は壺。肩部片。外面の調整は手法Da。突帯

を巡らす。 23・24も壺。形状は類似する。腰部に焼成後穿孔を施す。外面の調整は、いず

れも手法Ca。文様は口縁部上面に円形滓文を施すが、 24は肩部にクシによる扇形文も施

す。 25-26も壺。小振り。外面の調整は、 25が手法Ea、 26が手法Caによる。

……〒二千

、16

胞書
図11西尾市立東部中学校保管遺物2



昭和62-63年には、前年度に実施された試掘調査の成果をもとに、県道蒲郡・碧南線建

設用地内の発掘調査を実施した。この時の調査は総面積6900 m2とやや広範囲で、弥生時代

中期を中心とする多量の遺物が層位を成して出土している。特にSD24・25と呼称した大規

模な溝の埋土中から、従来瓜郷式・古井式などと呼称されてき・た土器群が大量に出土した

ことは注目できる。なお、 SD23・24は、切り合い関係を持っており、これらの前後関係が

層位的にも検証できたほか、厚さ30cm程度の間層(本書第Ⅱ章で説明する灰黄色粘質土に

該当。)を挟んだ上方のSX02-03からは、従来長床式と呼称されてきた土器が出土してい

る。図13-14に示すものが報告書(『岡島遺跡』 1990愛知県埋蔵文化財センター、以

下『県道報書』と省略する。)掲載資料の一部で、 27-34がSD30、 35がSD30-35がSD14、

36-42がSD29、 43-58がSD24、 33がSD26、 34-47がSD25、 48-57がSX08、 58-66

がSX02出土である。これらはいずれも、有効空間を岡島遺跡に限定した弥生時代中期の土

器編年(池本1990)の基準資料とされるもので、それぞれSD29-30、 SK14がⅠ期、 SD24

がⅠⅠ期、 SD24-25がⅢ期、 SX02・09がIV期に該当している。なお、各時期の具体的内容

を要約すると以下の通りとなる。まずⅠ期は、いわゆる「条痕文系土器」の一群で、 SK14、

SD29資料にはヘラもしくは竹管による文様を付加する例も含まれる。次にⅡ期Ⅲ期は

「柄描文系土器」で、 Ⅱ期がクシによる文様のほかヘラによる文様も多用し、 Ⅲ期はササ

ラもしくはホウキのような柔軟性に富んだ特殊な原体を用いた柄描文を多用する時期。最

後のⅠⅤ期は「凹線文系土器」がⅢ期以来の土器に一定量加わる様相を呈する一群と理解さ

れた。なお、この中で特にⅠ期とした一群については出土量の関係から組成が明確にはで

UHi
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岡島遺跡

図14県道蒲郡・碧南線用地内出土遺物2
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きなかったほか、その時期区分についての問題点も指摘された(石黒1990)。

平成元年度からはやはり本センターは、国道23号バイパス予定用地内の調査を開始し、

本書がその報告書である。 (池本正明)
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第Ⅱ章遺跡

第1節基本層序

前章で述べたように、調査区周辺には土地改良時に盛土を伴う整地が加えられている。

従って、この整地層以下が旧地表の堆積層となる。これは大きく5つに区分される。まず、

この最上部を覆う旧表土部分であるが、これは概ね耕作土である。これを第I層と呼称す

る。第Ⅰ層の下層には黒色粘質土で構成される包含層が堆積している。これを第II層と呼

称する。第Ⅱ層の下層は、黒褐色土1で構成される包含層が確認できる。これを第Ⅲ層と

呼称する。第Ⅲ層の上面は検出面(第1両)である。第Ⅲ層の下層には、灰黄色粘質土が

堆積し、これを第Ⅳ層と呼称する。第Ⅳ層の上面は検出面(第2両)となる。第Ⅳ層の下

層にはさらに黒褐色土2で構成される包含層が存在する。これを第Ⅴ層と呼称する。第Ⅴ

層の下層には灰オリーブ色シルトが所在する。この上面が検出面(第3両)で、岡島遺跡

の基盤である。これを第Ⅵ層と呼称する。

以上が基本層序であるが、今回の調査区は東西約200mに及び、各調査区ともそれぞれ

若干の特色をもった、堆積状況となっている。まず、 89年度調査区では第Ⅳ-V層が不明

瞭となるのが特徴となる。 90年度調査区では旧表土上面を覆う整地層が基本的には存在し

ない。また、調査区東側部分では、第ⅤⅠ層上面が大きく落ち込み谷地形を形成する。埋土

には荒砂層なども存在し、ここに河道の存在を確認できることが特色としてあげられる。

また、 91年度調査区では、西側部分で第Ⅵ層上面が落ち込み、 90年度調査区で確認できた

谷地形の対岸部分が検出されている。また、 91年調査区は現在の岡島町集落部分に該当し、

調査区の東側部分では第I層の上部に大規模な整地層が確認された。

検出面

基本層序の説明で触れたように、今回の調査区は、時期を違えた3つの検出面を把握す

ることができた。ここではこれらを上面から第1両・第2面・第3両と呼称し、記述を進

めることとする。

第1両

90年度調査区以東に分布し、メインセクションでの検出状況からは、第2両の上を覆う

黒褐色土1層の上部が検出面となっている。ただし、 89年度調査区を除いて、これを面的

に把握するのが困難な状況で、 90年度調査区ではこれを第2両と同一面で検出している

(上面)。第1面の遺構は、平安時代～室町時代の遺構と古墳時代の遺構とに大別できる。

前者をA期、後者をB期と呼称する。



遺跡

図15層位模式図(l :80)

I層(旧)表土層

II層黒色粘質土層

III層黒褐色土1層

IV層灰黄色粘質土層

Ⅴ層黒褐色土2層

VI層灰オリーブシルト層
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第2両

今回の調査区ほぼ全面で検出できた。 89年度調査区の下面、 90-91年度調査区上面の一

部に該当する。検出面は灰黄色粘質土上部である。第2両は、弥生時代中期末～後期に属

する検出面で、 2時期に区分できる。このうち後期の遺構は、方形周溝墓数基と、土坑群

により形成される。これらをC期と呼称する。また弥生時代中期末頃に属するものは、 90

年度調査区の東部で検出された旧河道を挟んで、 91年度調査区では居住域、 89-90年度調

査区では方形周溝墓と土器棺墓群で構成される墓城を検出している。これをD期と呼称す

る。

第3両

黒褐色土2層の下に分布する灰オリーブシルト層直上が検出面である～ 90-91年度調査

区に分布するが、 90・91年度調査区東部に所在する旧河道を挟んだ付近に濃密に分布して

いる。ここでは、これらの遺構群については、時期的なまとまりから、 90年度調査区と91

A区北側部分に分布する遺構群をE期、 90年度調査区東部分で検出された旧河道以東にの

みに分布する遺構群をF期と呼称する。なお、 『県道報告』では今回E・F期とした遺構群

が、 63A区でレベル差をもって検出されたことが報告されている。

第
1
両

A 期

掘立柱建物 S B 01

土坑 S K 01

溝 S D 02

B 期

方形周溝墓 S Z 01- 04 土器集積遺構 S X 01 ・02

土坑 S K 02

溝 S D 03 ・04

第
2
両

C 期

方形周溝墓 S Z 05 溝 S D 05

井戸 S E 01 土器集積遺構 S X 03 ・04

土坑 S K 03

D 期

竪穴住居 S B 05- 土坑 S K 04- 09

方形周溝墓 S Z 06- 09 土器集積遺構 S X 05

土器棺墓 S Z 10 - 32

第
3
両

E 期

土坑 S K 10

溝 S D 07

F 期

方形周溝墓 S Z 33 - 36

土坑 S K 11 - 30

土器集積遺構 S X 06

図16 主要遺構時期区分



第2節遺構
①遺構の分類

以下、具体的な遺構についてA期から順に記述を進めるが、記述の煩雑さを避けるため、土坑の種類

港.土坑については、若干の分類を試みる。

土坑

土坑は形状から3つに区分される。

土坑a平面形が正方形ないし長方形で竪穴住居に類似するもの。ただし主柱穴は検出

されていない。

土坑b大型の土坑で、面積は2m2以上。平面形は、円形を基本とするが、方形ないし

不整形のものもある。さらに二分できる。

土坑b1面積の割に探いもの。検出面からの深さが20cm以上。

土坑b2面積の割に浅いもの。検出面からの深さが20cm未満。

土坑C小型の土坑で、通常面積1m2以下。平面形は、円形を基本とするが、方形ない

し不整形のものもある。さらに二分できる。

土坑cl面積の割に深いもの。検出面からの深さが20cm以上。



溝の種類

A期の遺構

土坑C2積の割に浅いもの。検出面からの深さが20cm未満。

溝

溝は形状から2つに区分される。

溝a長さが10mを越える大規模な溝。

溝b長さ10m前後の溝。

②第1両

A期

A期の遺構には掘立柱建物・土坑cl ・溝bなどがある。

掘立柱建物

SB01

90B区で検出された。梁行は3.0m(2間)、桁行4.5mが(3間)で、柱穴を9ヶ所確

認した。柱通りは不良。出土遺物は得られなかった。

土坑c1

SK01

90 B区中央部分で検出した。超大型の土坑。埋土中から灰釉系陶器・土師器・施釉陶器

(123-136)などが出土している。



B期の遺構

溝b

SD01

全長4.9mを検出した。 SB01の梁行に方向が類似する。埋土中から灰釉系陶器広口瓶

137が出土している。

SD02

全長3.2mを検出。 SD01に西端部分が破壊されている。

B期

B期の遺構には方形周溝墓・土坑a2 ・溝a ・同b ・土器集積遺構がある。

方形周溝墓

SZ01

陸橋部を北東にもつ。南側部分は調査区外となる。調査区壁面の観察から墳丘を有して

いたことが判明した。出土遺物には古墳時代の土師器(93・94)がある。

SZ02

陸橋部を北西にもつ。形状はやや歪む。 SZ01に西側部分が破壊されている。出土遺物は

得られなかった。

SZ03

南側部分は調査区外となる。出土遺物には図示してはいないが、土師器壺片がある。

SZ04

形状はやや歪む。 SZ03に北側部分が破壊される。図示してはいないが、出土遺物には土

師器壺片がある。

土坑a2

SK02

89 A区で検出した。埋土は炭化物を多量に含み、これに土師器壺の小片が多量に含まれ

ていた。接合作業により形状がある程度判明した3点(110-112)を図示した。このほか出

土遺物としては銅鉄(209)が1点ある。

溝a

SD03

89年度調査区西側部分で検出された。ほぼ南北方向をとる。端部はいずれも調査区外と

なる。出土遺物には古墳時代の須恵器杯蓋(122)がある。



跡追良岡

図19 SZ01-04 1:200
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溝b

SD04

面積16m2程度の範囲を、四角く区画している。規模から判断して、竪穴住居の周溝部分

である可能性が大きい。出土遺物には古墳時代に属する土師器甕(12)がある。

土器集積遺構

SXOI

NROlの89Al区南側部分、西岸の川肩がやや突出する位置で検出された土器集積遺構。

古墳時代の土師器(95-109)が、若干のレベル差をもって出土している。

SX02

90B2区で検出された。 SD07が埋没する過程の残存する窪地に堆積した土器群(114-

116 。数量的には乏しいが、いずれも古墳時代に属する。

③第2両

C期の遺構C期

C期の遺構には、方形周溝墓・井戸・土坑b2・溝a ・土器集積遺構がある。



方形周溝墓

SZ05

90 B区で検出された。北側周溝と北東コーナー部分は調査区外となる。規模は一辺9 ～

10 m程度。西側の周溝中央部分に陸橋部をもつ形状で、下図に表現する周溝部分を含めた

断面図の観察から、墳丘を有していたことが確認できる。主体部は、墳丘南東隅で1ヶ所

検出できた。プランは楕円形で、長径1・3m、短径1.0mをはかる。

ただし、棺の痕跡は確認できなかった。なお、埋土については脂肪酸分析を実施しており、

結果を本書ページに記述した。出土遺物は弥生時代後期に属し、周溝及び主体部埋土中

から若干を得ている(210-219)。

井戸

SE01

90 B区で検出された。プラン楕円形の「摺鉢」状の土坑で、全体の形状は90A区との境

界部分に所在する生活排水路下に伸び、明らかにはできていない。壁面はなだらかな傾斜

をもつ。底部には帯水層を打ち抜き、長径5.0m、短径2・8m、深さ0.8mの土坑を設置

している。南側には「テラス」状の施設を設定する。埋土中から弥生時代後期の土器がや

やまとまって出土(220-224・226)したほか、上層では古墳時代の土器(225も若干こ

れに加わっている。埋土の状況が特に上層部分では自然埋没の様相を呈していたことから、

古墳時代の土器については自然埋没時の混入と判断される。

土坑b2

SK03

90 A区で検出された。北側部分は調査区外に及び全体の形状は不明。溝である可能性も

残される。出土遺物には弥生土器(227-240)がある。

)I-「「~予-~、一



溝a

SD05

90A区南東部分で検出された。幅0・9mをはかる。全長は、 9・4mを検出したが、西側

部分は90 B区との境界部分に所在する生活排水路下に伸び、東側の端部はトレンチで破壊

してしまった。出土遺物には弥生土器(241・242)がある。なお、 241・242は近接して出

土している。

土器集積遺構

SX03

89 A区北側部分で検出された。 NR03の東岸部で検出された。ほぼ完形のミニアチュア

品が多く、土器を「立て並べた」ものが倒壊した結果である可能性が高い。

出土遺物には弥生土器(243-275)がある。

SX04

後述するSX 05上面に堆積する土器集積遺構。弥生時代後期の土器(276-292)が比較的

まとまって出土している。

D期の遺跡D期

D期の遺構には、竪穴住居・方形周溝墓・土器棺墓・土坑a ・同b1・溝a ・土器集積遺構

がある。

竪穴住居

SB02

91 B区で検出された。南側が調査区外となる。プランは長方形。規模は確認できた一辺

が5.6m。床面には柱穴2ヶ所と炉のほか、放射状に炭化材が分布し、これは垂木などの

壷.,,、A、、1yt=^Z

5.00m

p
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図22SX03(l:40)



上部構造である可能性をもつ。出土遺物には台付甕(293・294) ・石器(1009)がある。

方形周溝墓

SZ06

89 A区のNR03の合流部分で検出された。陸橋部を北西にもつ。形状はやや歪む。出土

遺物には、弥生土器(295-300)がある。

SZ07

90 A区で、南側コーナー部分のみ検出された。埋土中からほぼ完全な形に復元された土

器がいくつか出土したこと、しかもこの中に焼成後穿孔された壺がいくつか含まれている

ことから、本遺構を方形周溝墓と判断した。出土遺物には301-348がある。

SZ08

90 A区で検出された。東側周溝と南東部分のコーナーを検出し、そのほかは調査区外と

なる。わずかに検出できたコーナー部分から集中的に土器が出土していること(図25)か

らみて、方形周溝墓と判断した。

SZ09

90 A区で検出された。北側部分を検出した。陸橋部を北東にもつ。南側部分は調査区外

である。出土遺物には弥生土器小片がある。

J鳳、A N
図23 SB02(1:80)



土器棺墓

89A・B区と90B区で22基検出した。使用された土器は、 SZ29が大鉢を利用してい

るほかはすべて壺である。なお、 SZ32を除き、墓壙は検出できなかった。

SZIO

89 A区の北東部分で検出された。棺身とする土器を正位で据えている。棺身の充■土中

より別個体の土器小片(体部片)が数点出土しており、棺蓋も存在した可能性が考えられ

る。棺身は肩部以下が残存する。棺身の外底部には摩滅痕があまり認められない。

SZ11

89 A区の北東部分で検出された。棺身とする土器(349)を正位で据え、別個体の底部片

を棺蓋としている。棺蓋の残存状況は不良。棺身は肩部以下が残存する。棺身・棺蓋とも

外底部には摩滅痕があまり認められない。

SZ12

89A区の東部分で検出された。棺身とする土器(351)を正位で据え、別個体の底部を棺

蓋(350)とし、これを覆っている。棺身・棺蓋とも肩部以下が残存する。外底部の摩滅痕

は棺身にはほとんど認められないが、棺蓋にはこれが確認できる。

SZ13

89 A区の北東部分で検出された。残存状況は不良。棺身とする土器を横位で据えている。

棺身は肩部が残存する。

SZ14

89A区の東部分で検出された。棺身とする土器を正位で据え、別個体の部片を棺蓋とし

ている。棺身は肩部以下が残存し、外底部には摩滅痕が認められる。



岡島遺跡

のみが残存する。なお、棺身の下胴部に焼成後穿孔を施している。外底部には摩滅痕があ

まり認められない。

SZ20

89A区の南東部分で検出された。棺身とする土器(360)を正位で据えている。棺身は腰

部以下が残存し、外底部には摩滅痕があまり認められない。

SZ21

89A区の南東部分で検出された。棺身とする土器(361)を正位で据えている。棺身は肩

部以下が残存し、外底部には摩滅痕があまり認められない。

SZ22

89A区の南東部分で検出された。棺身とする土器(362)を正位で据えている。棺身は胴

部以下が残存し、外底部が摩滅している。

賀



部のみ残存する。棺身は外底部が摩滅している。

SZ18

89A区の中央部分で検出された。棺身とする土器(357)を正位で据えている。棺身は肩

部以下が残存し、外底部には摩滅痕があまり認められない。

SZ19

89A区の中央部分で検出された。 SZ18に近接する。棺身とする土器(359)を正位で据

え、別個体の土器を「入れ子」状の棺蓋(358)としている。棺身は肩部以下、棺蓋は肩部

のみが残存する。なお、棺身の下胴部に焼成後穿孔を施している。外底部には摩滅痕があ

まり認められない。

SZ20

89A区の南東部分で検出された。棺身とする土器(360)を正位で据えている。棺身は腰

部以下が残存し、外底部には摩滅痕があまり認められない。

SZ21

89A区の南東部分で検出された。棺身とする土器(361)を正位で据えている。棺身は肩

部以下が残存し、外底部には摩滅痕があまり認められない。

SZ22

89A区の南東部分で検出された。棺身とする土器(362)を正位で据えている。棺身は胴

部以下が残存し、外底部が摩滅している。

SZ23

89 B区の北東部分で検出された。棺身とする土器を正位で据えている。棺身は肩部以下

が残存し、底部付近に焼成後穿孔が確認される。また、外底部には摩滅痕はあまり認めら

れない。

SZ24

89 B区の北東部分で検出された。棺身とする土器を正位で据えている。棺身は肩部以下

が残存する。外底部の摩滅痕は不明c

SZ25

89 B区の北東部分で検出された。棺身とする土器を正位で据えている。棺身は腰部以下

が残存し、外底部が摩滅している。残存状況は不良。

SZ26

89 B区の北東部分で検出された。棺身とする土器を正位で据えている。棺身は肩部以下

が残存し、外底部の摩滅痕は不明。残存状況は不良。

SZ27

89 B区の中央部分で検出された。棺身とする土器(363)を天地逆に据えている。棺身は

全形が窺え、外底部が摩滅している。

SZ28

89 B区の中央部分で検出された。 SZ27に近接する。棺身とする土器(364)を正位で据



岡島遺跡
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遺跡

SZ23



えている。棺身は腰部以上が残存する。

SZ29

89 B区の中央部分で検出された。棺身とする土器(366)をほぼ正位で据え、別個体の土

器を棺蓋(365)としている。棺身、棺蓋ともに全形が窺われるほか、煮沸痕を確認できる。

また、磨製石斧(1002)が棺身から出土した。なお、外底部の摩滅痕は棺蓋にはほとんど

認められないが、棺身にはこれが確認できる。

SZ30

90 B区の北東部分で検出された。棺身とする土器(367)を正位で据えている。棺身は腰

部以下が残存し、外底部には摩滅痕があまり認められない。

SZ31

90 B区の中央部分で検出された。棺身とする土器(369)を正位で据え、別個体の土器を

棺蓋(368)とし、これを覆っている。棺身、棺蓋とも肩部以下が残存し、いずれも外底部

が摩滅している。また、充填土の脂肪酸分析を実施し、結果は本書153ページに記述した。

SZ32

90 B区の中央部分で検出された。残存状況は不良。棺身とする土器を正位で据えている。

棺身は腰部が残存する。墓境は棺身とする土器よりひとまわり大きい円形。直径70cmを測

る。

土坑a

SK04

90A区中央部分で検出された。東側部分をSD1001により破壊される。出土遺物には弥

生土器小片がある。

SK05

91 A区の中央部分で検出された。プランは台形。北東部分に不整形の土坑が認められる。

出土遺物には弥生土器のほか、不整形の土坑中から炭化米が出土している。

SK06

91A区中央部分で検出された。北西隅に長径1・1m、短径0.8m、深さ0.1m、プラン

楕円形の土坑を設定する。出土遺物には弥生土器がある。

SK07

91 A区南西部分で検出された。出土遺物には弥生土器小片がある。

土坑b1

SK08

91 A区南側部分で検出した。 SD06に東側を切られる。出土遺物には弥生土器(370)が

ある。



E期の遺跡

F期の遺跡

SK09

91 A区南西部分で検出された。 SK07に近接する。出土遺物には弥生土器小片がある。

溝a

SD06

91A区南側部分で検出された。全長9.5m、幅10cmで、 L字形に屈曲する。

土器集積遺構

SX05

89 A区のNR03東岸部分に大量に集積された土器群。 SX04の下層に存在する。 86点を

図示した371-457)。

④第3両

E期

E期の遺構はあまり明瞭ではない。土坑C2・溝aがある。

土坑C2

SK10

90年度調査区の東側部分で検出された。出土遺物には弥生土器(458-460)がある。

溝a

SD07

90年度調査区の東側部分で検出された。 90 B区を南北に貫き、 90 A区西側部分で終息す

る。 F期に属するSD08と同一方向。なお、埋没過程で上面にSX02が形成されている。

出土遺物には弥生土器(461-474)がある。

F期

F期の遺構には、方形周溝墓・土坑bl ・同b2 ・同c1 ・溝a ・土器集積遺構がある。

方形周溝墓

4基検出されている。 90 B区の西側部分に集中する傾向にある。

SZ33

90A区中央部分で検出した。プランは、四隅に陸橋部をもつ形状で、やや歪む。主体部

は検出できなかった。遺物は周溝部分から出土した弥生土器がある(475-501)。なお、 448

は東港北端部から出土している。



跡逮島岡
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SZ34

90B区北側部分で検出した。 SZ35-36と近接し、東側周溝をSZ35と共有する。北側の周

溝は、 90 A区との境界部分に所在する生活排水路下に伸びているため明らかにはできない

が、四隅に陸橋部をもつ形状か。遺物は周溝部分から出土した弥生土器がある(501-508)。

SZ35

90 B区北側部分で検出した。 SZ34-36と近接し、西側周溝をSZ34と、南側周溝をSZ36

と共有する。プランはコーナー部分の三ヶ所に陸橋部をもつ形状。主体部は検出できなかっ

た。遺物は周溝部分から出土した弥生土器がある(501-508)。

SZ36

90B区北側部分で検出した。 SZ34・35と近接し、北側周溝をSZ35と共有する。プラ

ンは、四隅に陸橋部をもつ形状で、やや歪む。主体部は検出できなかった。遺物は周溝部

分から出土した弥生土器がある(501-518)。

土坑b1

SK11

90 A区北側部分で検出された。プランは楕円形。出土遺物には弥生土器(519-532)が

ある。

SK12

90A区北側部分で検出された。 SZ33に近接する。プランは楕円形。出土遺物には弥生

土器(533-539)がある。

SK13

90A区中央部分で検出された。 SZ33に近接する。プランは楕円形。出土遺物には弥生

土器(540-554)がある。

SK14

90 A区南側部分で検出された。SZ33の西側周溝に一部分を破壊される。プランは円形。

出土遺物には弥生土器(555-561)がある。

SK15

90 A区南側部分で検出された。プランは扇形。出土遺物には弥生土器(563-568)がある。

SK16

90A区北側部分で検出された。 SD10と接する。プランは楕円形。出土遺物には弥生土

慕(569-572)がある。

SK17

90 A区南側部分で検出された。プランは円形。出土遺物には弥生土器(573-613)がある。

SK18

90A区北側部分で検出された。 SD10と接する。プランは円形。出土遺物には木製品

968のほか、弥生土器細片がある。埋土の脂肪酸分析を実施しており、結果については



本書153ページに記述した。

SK19

90 A区北側部分で検出された。 SD11の一部分を破壊する。出土遺物には弥生土器614

-616)がある。

SK20

90 B区南側部分で検出された。 SD08に近接する。プランは楕円形。出土遺物には弥生

土器(617-618)がある。

SK21

90 B区南側部分で検出された。プランは長方形。出土遺物には弥生土器619-626が

ある。

SK22

90 B区南側部分で検出された。 SZ36の東側周溝に大部分を破壊されるほか、 SK23と

接する。プランは形状不明。出土遺物には弥生土器(627-628)がある。

SK23

90 B区南側部分で検出された。 SK22と接する。プランは長方形。出土遺物には弥生土

慕(629-634)がある。

SK24

90 B区中央部分で検出された。プランは台形。出土遺物には弥生土器(635-637)がある。

SK25

90 B区中央部分で検出された。プランは円形。出土遺物には弥生土器(638-641がある。

SK26

91 A区北側部分で検出された。プランはやや歪んだ楕円形。出土遺物には弥生土器小片

がある。

SK27

91 A区北側部分で検出された。プランは円形。出土遺物には弥生土器小片がある。

SK28

90 A区北側部分で検出された。プランは長方形。出土遺物には弥生土器小片がある。

なお、埋土の脂肪酸分析を実施しており、結果については本書ページに記述した。

土坑b2

SK29

90 B区西側部分で検出された。プランは隅丸長方形。出土遺物には弥生土器(642)がある。

土坑C1

SK30

90B区西側部分で検出された。プランは円形。出土遺物には弥生土器643がある。



SK31

90 B区西側部分で検出された。プランは卵形。出土遺物には弥生土器(644)がある。

溝a

SD08

90年度調査区の東側部分で検出された。 90 B区を南北に貫くが、 90A区では検出でき

なかった。 90A-B区の中間部分で終息、あるいは大きく東側に屈曲する可能性をもつ。

出土遺物には弥生土器(645-690)がある。

SD09

90A区の北壁に接するかたちで検出された。規模は不明。出土遺物には弥生土器(691

-708 、木製品(964)がある。

SD10

90 A区北側部分で検出された。 SD11付近を西端とし、直線的に89 A区へ伸びるが、 89

A区では検出されていない。90A区と89A区の中間部分で終息、あるいは大きく屈曲する

可能性をもつ。出土遺物には弥生土器(709-741)石器(1019)がある。

SD11

90 A区中央部分で検出された。北側は調査区外に達する。出土遺物には弥生土器小片が

ある。

溝b

SD12

90A区北側部分で検出された。全長7・6m。幅は、西側が広く、東側が狭い。出土遺物

には弥生土器(742-771)石器(1025)がある。

SD13

90 B区北側部分で検出された。全長3.6m。出土遺物には弥生土器(774-777)がある。

SD14

90 B区北側部分で検出された。全長5・9m。 SZ35に近接する。出土遺物には弥生土器

778-790がある。

SD15

90 B区北側部分で検出された。 4・6mを検出したが、西側は調査区外に伸びる。出土遺

物には弥生土器(791-793)がある。

SD16

90 B区北側部分で検出された。全長12.1m。西側の一部を、 SZ36西側周溝に破壊され

る。出土遺物には弥生土器(794-833)がある。

SD17

90A区北側部分で検出された。全長9.8m。 SD10に平行する。出土遺物には弥生土器



(834-868)がある。

SD18

90 B区東側部分で検出された。出土遺物には弥生土器(511)がある。

土器集積遺構

SX06

明瞭ではない。なだらかなくぼみに土器が集積している状況。出土遺物には弥生土器869

-882)がある。

⑤旧河道

いずれも調査区を横断する形で、 5本を確認した。自然地形であるので、ここでまとめ

て扱う。

NR01

第1両に伴うもので、 89A-B区の東側部分で弧状に展開する。埋土は細砂である。 A

～B期に属する。検出面(第1両)での幅は18m程度である。出土遺物は古墳時代から中

世にまで及ぶ。 89 A区南側部分、西岸の川肩がやや突出する位置からは、古墳時代の土慕

がややまとまって出土している(SX01)。

.NR02

第1両に伴う。90A-B区の東側と91 B区の西側で検出した。やはりA～B期に属する。

検出面(第1面)での幅は30m程度。出土遺物は古墳時代から中世にまで及ぶ。

)

この道構図は各検出面上の河道のみを重ねて表現している。



NR03

第2面に伴うもので、二本の河川の合流部分を検出した。これらは89A区南側部分で合

流する。 C～D期に属する。検出面での幅は、 NR01とほぼ重複する部分が10m程度、 89

A区で大きく蛇行する部分で25mとなる。出土遺物には弥生時代中期後半の土器がある。

なお、 89A区では左岸部分から大量の遺物が出土している(SX06)。

NR04

やはり第2両に伴うもので、 90A*B区の東側半分と91B-A区の西側部分で検出され

た。 C～D期に属する。検出面での幅は25m程度。検出面での西岸部分周辺には上面に

SK03が検出されていることから、時期が下がるにつれて次第に幅が狭くなっていること

が予想される。図29に表現したものは最大幅の状況で、 C期の段階。 D期の幅は不明。出

土遺物には、弥生時代中期末から後期前半の土器のほか、昆虫化石がある。

NR05

第3面に伴うもので、 90A・B区の東側半分と91B区全域、 91A区で検出した。 E～

F期に属する。検出面(第3両)での幅は推定80m程度。出土遺物には弥生時代中期に属

する土器のほか、昆虫化石がある。

⑥そのほかの遺構

近世～近代に該当する遺構群で、 91A-B区を中心として分布している。これらは調査

直前まで所在した鳥居家に関連する遺構群と考えられる。ただし、鳥居家移転に伴う擾乱

により、調査時には明確な面をもつものではなく、結果的にはこれを第2両と同一面で検

出した。具体的な遺構は、井戸4基・特殊遺構2基がある。検出した井戸はいずれも桶組。

ただし、SE1004のみ上部を漆喰で円筒形に固めている。これらの遺構埋土中からは近世～

近代の陶磁器のほか、昆虫化石が出土している。特殊遺構は甕を天地逆に埋設した遺構。

埋設した甕の法量は、 SX1001が口径30cm、 SX1002が口径70cmである。この他にこの時

代に該当する遺構として、 89A-B区で溝1条(SD1001)を検出している。地籍図などの

検討から、三河地震による災害復旧時に廃絶した旧水田に伴うものと判断できる。埋土中

から近世～近代の陶磁器のほか、昆虫化石が出土している。 (池本正明)



岡島遺跡
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第Ⅲ章遺物

今回の調査で得られた遺物は弥生時代～近世まで及ぶが、各時期を通じ最も多量に得られているも

のは土器類である。以下、遺物について材質別に説明を加える。

第1節土器

①分類視点

土器は、今回の調査で最も多量に得られた遺物で、その出土量は27リットル入りコンテ

ナで700箱を数える。本項では具体的にこれらを報告するが、記述の関係上、時代別にこ

れらを弥生時代、古墳時代～中世・近世と区分する。なお、表現の煩雑さを避けるため、

以下に弥生時代、古墳時代の土器について、あらかじめ手法・文様・技法を整理し、形態

分類をしておく.

手法の種類手法

単一の工具により施される単一の動作を呼称する。代表的な手法はナデ、オサエ、ミガ

キ、条痕、ハケメ、ケズリの5つである。これらを順に手法A～Eと便宜的に呼称する。

手法A (ナデ手法)

Aa通常のナデ。表面はなめらかとなる。

Ab皮革などを利用。端部に多用される。手法Aaに比べ平行線が明瞭。

Ac恐らく指頭または指腹によるもので、一工程が明瞭な凹凸で判別できる。

手法B (オサエ手法)

内面に多く観察できるもので、明瞭な凹凸を持つ。指頭によるものか～

手法C (ミガキ手法)

二部高杯∵
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Ca通常のミガキ。原則として縦方向。

C b横方向に施されるやや幅の広いミガキ。器面が完全に乾燥していない段階で実

施され、若干の粘土の動きが観察できる。

Cc手法Caに付加し、文様的効果を狙ったもの。

手法D (条痕・ハケメ手法)

Daいわゆる条痕文。貝殻によるものをDa1、クシによるものをDa2とさらに

区分するが、不明確な場合はDaとのみ表現する。

Dbいわゆるハケメ。原体は板。

Dc手法Dcに類似するが、工具の動作単位のみ明確なもの。いわゆる、板ナデ。

手法E (ケズリ手法)

Ea狭義のケズリ。砂粒の動きをともなう。

Eb手法Ddに類似するが、器壁を掻き取る行為に重点をおくもの。

手法F (タタキ手法)

文様

文様は多様である。工具と装飾法に区分して説明を加える。

工具の種類工具

岡島遺跡資料では施文工具として確認できるものに、クシ・ヘラ・貝殻・竹管・指頭・

縄がある。

クシ

一回の工程で同時に多数の洗練を線刻できる原体を呼称する。各線刻は基本的

に平行となる。岡島遺跡資料ではクシをこのように規定した場合、以下の種類に

区分できる。なお、クシによる文様はさまざまな形状をもち、この差は使用工具

の差として認識できる。岡島遺跡ではこれをa～eの5つに区分できる。

クシa種

1本1本がきわめて細かく、まれにこれらが交差する。ササラまたはホウキの

ような形状の工具によったもので、岡島遺跡で最も代表される文様となる。

クシb種

木もしくは竹の先端を細く割ったもの。手法DcまたはDdに使用する工具と

基本的に同一(佐原異氏による分類のⅠ種。以下、佐原分類と省略する)。

クシC種

先端が二つに分かれたものを束ねたもの(佐原分類Ⅱ種A)。

クシd種

先端が丸い棒状のものを束ねたもの(佐原分類Ⅱ種B)。

クシe種



装飾の種類

管状のものを束ねたもの(佐原分類Ⅱ種C)。

ヘラ

先端が鋭利な工具を総括する。

貝殻

大振りな二枚貝の腹縁部によるが、まれに背面も使用する。

竹管

細い筒状の工具。そのまま、または半截して使用されている。

縄

いわゆる縄文の原体。

装飾

上記の器具を駆使し設定された文様は、大きく刻文系(刺突・線描)と貼付文系(浮

文・突帯)に区分できる。

刻文系

クシ

クシによる文様は、直線文.波状文・簾状文・斜格子文・刻目文・オシビキ文・

扇形文.はね上げ文・斜線文と区分する。

ヘラ

ヘラによる文様は、直線文・波状文・斜格子文・刻目文・オシビキ文.はね上げ

文・斜線文・局部圧痕文・斜線文・記号文と区分する。

貝殻

貝殻による文様には、直線文・波状文・刻目文・斜格子文・擬似縄文と区分する。

竹管

竹管による施文には、直線文・刻目文・オシビキ文・波状文・山形文がある。

指頭

指頭による文様には、刻目文・局部圧痕文がある。

凹線文

凹線文は、凹線文・擬凹線文に区分する。

縄文

縄文には、単節縄文がある。

組合せ文

組合せ文には、区画文と付加文がある。

区画文

区画文はクシないしヘラにより区画を設定し、その中を文様で充■させたもの。

区画文はさらに4つに区分される。



区画文の種類

付加文の種類

技法の種類

区画文1種(垂下直線文)

区画中に、多くはクシa種による縦方法の直線文・波状文を充■する。

区画文2種(区画充■文)

ヘラにより設定された区画中に、擬似縄文または縄文を充■する。

区画文3種(連環状弧文)

区画文2種に類似するが、形状は弧状。横方向に連続して設定される。

区画文4種

そのほかの区画文をまとめる。

付加文

付加文は横方向の文様に直交ないし斜交する形で縦方向の刻みを施したもの。上下を

ヘラによる直線文により設定された区画中に施される場合もある。同一モチーフのうち、

工具が複数に及ぶ場合もふくまれるもの(多くはクシとヘラ)を付加文A種とし、さら

にⅩ字文(付加文A1種) ・丁字文(付加文A2種) ・山形文(付加文A3種).その

ほか(付加文A4種)と区分する。また、工具が単一なものをB種とし、これにぼ複合

鋸歯文(付加文B種)がある。

貼付文系

滓文

浮文は貼付する粘土の形状から、棒状浮文・円形浮文と区分する。

帯文

帯文には、突帯文(各種刻目文を付加するものA種、突帯のみのものB種)がある。

彩文系

彩文

彩文は、赤色顔料(大部分はベンガラ)を部分的に塗彩するもので、さまざまな

形状にこれを塗彩する。ただし、残存状況の良好なものにめぐまれず、形状の判明

した資料はない。

技法

おもに上記の手法を特徴的に駆使した特定手順の組合せや、特殊な文様構成などによ

り設定される作業を呼称する。岡島遺跡資料では6つの特徴的な技法があげられる。

肩部突出技法

壺にみられるもので、成形時に設定されるいくつかの小乾燥のうち、頸部以上を

付加する段階(第2段階)で、粘土紐を若干内側に屈曲させて積む技法。この作業

によって、器形は肩部がやや強調された形状となる。



弥生土器
の分類

壺の種類

黒色焼成技法

壺にみられるもので、黒色に焼成されている。断面の観察では、この色調は土器

の表面、特に外面にのみ認められることから、これが土器焼成の最終段階で、器面

に炭素を吸着させる特殊な冷却法を使用した結果と判断できる。

台部柱状技法

台付甕の台部にみられるもので、体部との接合部分を発達させ、柱状部を設定す

る。柱状部の外面には原則的に縦方向の手法C bを施す。

連続成形技法(円盤充■法)

高杯にみられるもので、脚部から杯部を連続して成形する技法。杯部の底は、粘

土板を貼り設定される。

付加沈練磨消技法

壺に限定された技法。ヘラによる直線文を間隔をあけて、平行に施すことでいく

つかに区画し、交互に文様帯と研磨帯を配置する。文様帯は、クシb種による直線

文を充■したのち、付加文を施すことを原則する。研磨帯は手法Caにより、基本

的に横方向となる。

頸部文様帯強調技法

付加沈練磨消技法と類似するが、文様帯部分のみが若干突出し、視覚的に文様帯

を強調するものを特に区分する。そのほかの形状は、付加沈練磨消技法と一致する

が、付加沈練磨消技法の文様帯にはないモチーフを使用する場合も多い。

分類

土器の形状については、上記の手法.文様・技法を考慮し、分類する。壺は32種、甕

は10種、高杯は8種、鉢は4種に分類できる。

壺

壺は口縁部の形状に注目し、広口壺・細頸壺・無頸壺・短頸壺と区分する。

広口壺

広口壺は、頸部が太く、口縁部が外反する口縁部をもつ形状。 11類に区分する。

広口壺A

太い頸部に外反する口縁部をもつ。底部は突出。加飾性が強く、彩文を施す例も

認められる。肩部突出技法が特色で、 Ⅲ期以降(後述)黒色焼成技法がこれに加わ

る。

広口壺B

基本的形状・手法は、広口壺Aによく類似するが、口縁端部が「受け口」状を呈

するもの。



広口壼C

口縁部に特色をもつ。上面には「コブ」状に発達する円形浮文を用いる例もある。

広口壼D

大形品。太い頸部に外反する口縁部をもつ。加飾性は強い。黒色焼成技法、肩部

突出技法が特色。底部は突出する。

広口壼E

口縁部は直線的に伸びる。外面の調整は手法Daを原則とする。

広口壼F

口縁部は「受け口」状を呈する。外面の調整は手法Daを原則とする。

広口壼G

口縁部が「受け口」状で、縁帯を形成する。縁帯外面には凹線文、擬凹線文を施す。

広口壼H

頸部は外反し、口端で縁帯を形成する。縁帯は下方が垂下する。加飾性は強い。

広口壼Ⅰ

頸部は外反し、口端で縁帯が形成される。

広口壼J

広口壼Ⅰに類似するが、頸部が短い。体部は、 「ソロバン玉」状を呈する。外面に

は手法C aを施す。縁帯外面には凹線文または、擬凹線文を施す。

広口壼K

頸部は外反し、口端で縁帯を形成する。体部最大径以下は、手法Caを施す。加

飾性が強く、赤彩が施される例も認められる。

広口壼L

体部は球形で、頸部が長く外反する広口壷。加飾性は乏しい。

広口壼Z

そのほかの広口壼をまとめる。

細頸壼

頸部が細く、外反する口縁部をもつ。比較的小振りで加飾性は強い。 8類に区分される。

細頸壼A

丸みを帯びた体部に短く外反する口縁部をもつ形状。底部は突出する～

細頸壼B

基本的形状・手法は、細頸壼Aによく類似する。ただし、口縁部は鈍く立ち上が

り、明瞭な縁帯を形成する。黒色焼成技法が特色。底部は突出する。

細頸壼C

基本的形状・手法は、細頸壼Bによく類似するが、頸部はやや長い。口縁部が鈍

く立ち上がり、縁帯を形成する。黒色焼成技法が特色。底部は突出する。
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細頸壼D

口縁部は鈍く立ち上がり、縁帯を形成する。黒色焼成技法、肩部突出技法が特色。

底部は突出する。

細頸壼E

形状は、細頸壼Aに類似する。頸部はやや長く外反する。口縁部が鈍く立ち上が

り、縁帯を形成する。黒色焼成技法、肩部突出技法が特色。底部は突出する。

細頸壼F

体部は「ソロバン玉」状を呈する。口縁部は立ち上がり、明瞭な縁帯を形成する。

縁帯外面には、凹線文または擬凹線文を施す。

細頸壼G

口縁部が丸みを帯びて「袋」状を呈する。口縁部外面には、凹線文または擬凹線

文を施す。 

細頸壼H

大形品。太い頸部に外反する口縁部をもつ。加飾性は強い。黒色焼成技法、肩部

突出技法が特色。底部は突出する。

細頸壼Ⅰ

体部は「ソロバン玉」状を呈する。口縁部は外反し、端部が肥厚する。

細頸壼Z

そのほかの細頸壷をまとめた。

無頸壼

頸部をもたない形状。細頸壷の成形第2段階(底部～肩部まで)で製作。無頸壷は2

類に区分される。

無頸壼A

腰部が張る形状。黒色焼成技法が特色。底部は突出する。

無頸壼B

体部が球形。黒色焼成技法が特色。底部は突出する。

無頸壼C

体部の形状は細頸壼FまたはGに類似する。口縁部外面には、凹線文または、擬

凹線文を施す。

短頸壼

頸部が短い形状。短頸壷は6つに区分される。

短頸壼A

口縁部は肥厚し、フラットとなる。全形は不明。外面には、凹線文または擬凹線

文を施す。



短頸壺B

しもぶくれの体部に短く外反する口縁部をもつ。端部は丸く収める。調整は手法

Caによる。

短頸壺C

丸みを帯びた体部に、短く強く外反する口縁部をもつ。調整は手法Caによる。

短頸壺D

卵形の体部に、直立する口縁部をもつ。調整は手法Caによる。

短頸壺E

口縁部が外反するものをまとめた。調整は手法Caによる。体部、頸部の形状差

により、さらに細分できるかもしれない。

短頸壺F

脚部をもつ短頸壺をまとめた。いずれも、頸部は体部の1/2以上である。 「短頸」

と呼称するには問題が残るが、短頸壺B ・ Eと、形状・手法などが類似することか

ら、この名称を用いた。脚部の形状は、体部、頸部の形状差によりさらに細分でき

るのかもしれない。後述する高杯C～Fと同一。

小形壺

いわゆるミニチュアをまとめた。小形壺は3つに区分される。

小形壺A

ミニチュア品のうち、外面手法Caによるものを集めた。

小形壺B

ミニチュア品のうち、外面手法Dbによるものを集めた。

小形壺Z

そのほかのミニチュア品をまとめた。

甕の種類

甕

頸部の径が広い形状。甕は9類に区分される。いずれも基本的には煮沸痕が確認され

る。形状は、 A～Dが平底、 E～Hが台付である。

甕A

体部の形状は腰部がやや張る。口端はフラットであるが、貝殻またはクシによる

オシビキ文を施す。体部外面は手法Daによる。

甕B

口縁部は緩やかに外反する。口端はフラットであるが、刻目文、局部圧痕文を施

す。外面の調整は、手法Dbによる。

甕C

口縁部は緩やかに外反する。口端は丸みを帯びる。口端には局部圧痕文が確認さ



れる場合がある。体部外面は手法Daによる。

甕D

口縁部は屈曲し外反する。口端は丸みを帯びる。口端には局部圧痕文が確認され

る場合がある。体部外面調整は手法Daによる。

甕E

器壁は薄く、口縁部は緩やかに屈曲する。口端には刻目文が確認される場合があ

る。台部柱状技法が確認される。頸部や口縁部の形状差よりさらに細分できるかも

しれない。外面調整は手法Aaによる。

甕F

基本的形状・手法は甕Eに類似するが、小形となる。やはり頸部や口縁部の形状

差よりさらに細分できるかもしれない。

甕G

口縁部は緩やかに外反する。口端はフラットとなる。口端には刻目文が確認され

る場合がある。体部外面は手法Dbによる。

甕H

口縁部は明瞭な稜をもって屈曲する。調整は、外面が手法F、内面が手法Ebを

原則する。

甕Ⅰ

体部は球形。調整手法は、外面が手法Db、内面が手法Ebを原則とする。

甕Z

そのほかの甕をまとめた。

鉢

鉢の種類甕を扇平にした形状。鉢は4類に区分される。

厚口鉢

無頸壺に類似した形状だが、扇平で器壁は厚い。口端は厚く肥大し、縁帯を形成

する。腰部以下には、煮沸痕が確認される。調整は外面が手法Aa、口端が技法D

aによる。

大形鉢

腰部の張る扇平な鉢。口縁部は明瞭な段をもって屈曲する。調整は手法Dbによ

る。

大鉢

腰部の張る扇平な鉢で、口縁部は緩やかに外反する。頸部を中心に加飾性が強い。

黒色焼成技法が特色で、底部は突出する。煮沸痕が確認される。



高杯の種類

鉢Z

そのほかの鉢をまとめた。

高杯

脚部をもつ。高杯は8類に区分される。

高杯A

杯部は深い形状で、体部より水平に屈曲して口縁部を形成する。屈曲部上面には、

小さな稜を形成する。端部はフラットとなる。連続成形技法が特色、調整は手法C

aによる。

高杯B

杯部は、丸みを帯びた形状。口縁部はなだらかに屈曲する。脚部は外反し、裾部

を形成する。連続成形技法が特色、調整は手法Caによる。

高杯C

杯部中央で明瞭な稜を形成する。上段部分は外反する。脚部は緩やかに外反し、

裾部を形成する。柱状部は文様帯となる。調整は手法Caによる。

高杯D

杯部は丸みを帯び、腰部で屈曲する。脚部は外反し、裾部を形成する。柱状部は

文様帯となる。調整は手法Caによる。

高杯E

杯部は丸みを帯び、腰部で屈曲する。口径と杯部最大径がほぼ同一。脚部は外反

し、裾部を形成する。柱状部は文様帯となる。調整は手法Caによる～

高杯F

体部は球形。柱状部は文様帯となる。調整は手法Caによる。

高杯G

杯部は、緩やかに口縁部に至る。口端は尖る。脚部は柱状部から直線的に裾部に

伸びる。調整は手法Caによる。

高杯Z

そのほかの高杯をまとめた。



②弥生土器

210-219はSZ05出土。 210-211は主体部、そのほかは周溝からの出土。 210は高杯C。

杯部の小片。稜はシャープ。全面手法Caによるが、稜の周辺部分の外面のみ手法Aaに

よる。 211は、壼で底部片。外面の調整は、器面の風化が進み判然としないが、外面は手法

Ca、内面は手法Daによる。 212は短頸壼F。腰部以下を欠損し、台部の有無は不明。外

面は手法Caによるが、口縁部のみ手法Abを施す。 213は短頸壼B。口縁部片。手法Ab

を施す。 214は壷の体部片。外面は手法Caによる。 212と同一個体である可能性がある。

215は高杯C。杯部と脚部との接合部分の破片。器面は風化が進み判然としないが、調整は

外面が手法Ca、脚部外面にはヘラによる直線文を施す。 216-218は、台部の小片。いず

れも、器種は不明。外面は手法Caによるが、端部のみ手法Abを施す。 217-218は端部

がフラットとなる。 219は鉢Z。体部は丸みを持ち、口縁部は短く外反する。底部は、やや

突出し、外面の中央部が浅くくぼむ。外面は手法Dbによるが、口縁部は手法Abを施す。

220-226はSE01出土。 220は広口壼Kの口縁部片。縁帯外面に擬凹線文、口縁部上面に

クシb種による刻目文を施す。 221は壼の口綾部片、 222・223は底部片である。いずれ

も外面の調整は、器面の風化が進み判然としない。 224は器台。柱状部片。 「筒」状を呈す

る。外面は手法Ca。 225は甕。口縁部は屈曲し、縁帯を形成する。混入品。 226は甕Ⅰの

底部。外面に手法Daを施す。

227-240はSK03出土。 227は壼。体部片、丸みを帯びる。外面は、胴部に手法Ca、肩

部に手法Dbを施す。文様は肩部にみられ、クシb種による直線文と波状文を交互に施す。

228は壼L。口縁部片で、外反する形状。口端はフラット。口端付近は手法Abによる。口

縁部上面にはクシb種による刻目文を施す。 229は壼の底部。外面は手法Caを施すが、部

分的に手法Dbを施した痕跡をとどめる。 230は短頸壼F。裾部が欠損する。器面の風化が

進むが、外面に手法Ca、柱状部にはヘラによる直線文が確認できる～ 231・232は高杯C

の杯部片。外面の稜はシャープ。いずれも手法Caによる。232にはクシb種による直線文

と波状文を施す。 233は高杯D。やはり杯部片。口縁部は外反する。内外面手法Caによる

が、口縁部は券面の風化が進み不明瞭。234は高杯の柱状部片。全面手法C aを施したのち、

ヘラによる直線文を六本一単位とし、これを6段施す。 235・236は高杯の脚部片。外面は

手法Caによるが、裾部内面には手法Abを施す。柱状部にはヘラによる直線文、クシb

種による刻目文を施す。 237-240は甕。 237・240は甕の台部。いずれも煮沸痕を残す。 238

は口縁部片。 「受け口」状を呈する。外面は手法Db。 239は台部を欠損する。口縁部付近

に手法Abを施すほかは外面が手法Db、内面が手法Dcによる。

241-242はSD05出土。 241は蓋。傘形の体部に「円環」状の把手をもつ。口縁部はわず

かにくびれる。くびれの部分には直径2mm程度の穿孔を二個一組とし、これを対角線上に

二ヶ所設定する。 242は甕Ⅰ。台部は高い。外面の手法Dbは、非常に密。頸部には直径2

mm程度の穿孔を二個一組とし、これを対角線状に二ヶ所設定する。なお、煮沸痕は確認で

きない。



243-275はSX03出土。 243は広口壼L。球形の体部に外反する口綾部をもつ。内面に手

法Db、口端に手法Abを施すほかは、底部を除き全面手法Caによる。 244は短頸壼B。

丸みを帯びた形状。底部は突出する。外面は手法Caによる。 245は短頸壼C。口縁部は強

く外反する。口縁部は手法Ab、体部外面は手法Caによる。外底部には「木葉」の圧痕

が確認できる。 246-249は短頸壼E。 246は丸底。口縁部には手法Ab、外面には腰部を

中心に手法Cbを施す。 247-249は口縁部に手法Ab、外面に手法Caを施す。 247は底

部が突出する。 250-255は短頸壼F。体部の形状は250・253・255が球形、 251・252・254

がやや扇平となる。外面の調整は手法Caを中心に、端部には手法Abも確認できる。文

様は、柱状部にヘラによる直線文を重ねるが、 250・251はクシb種による刻目文も施され

る。なお、 254は脚部欠損後、破面を研磨して再利用している。 256-262は小形壼A。体

部の形状は球形で、口縁部は外反する。 256は口縁部の中程で若干屈曲する。外面の調整は

体部外面が手法Ca、口縁部には手法Abを施す。 263・264は小形壼B。体部は、やや張

る形状。調整は、体部外面に手法Db、口縁部に手法Abを施す。 265-271は高杯。 265が

高杯D。 266・267が高杯F、 268-270が高杯E、 271が高杯Gとなる。外面の調整は、手

法Caを中心とし、端部には手法Abも確認できる。271は調整がややラフとなる。文様は、

柱状部にヘラによる直線文を重ねるが、 255・256・267・268には、クシb種による刻目文

も施す。 266・267は、口縁部にも文様帯をもつ。 272-274は、鉢Z。 272は、やや扇平な

体部と内彎する短い口縁部をもつ。底部は突出する。 273・274は、直線的な体部と突出す

る底部をもつ。外面の調整はいずれもラフで、口縁部には手法Abを施すが、体部には、

前者が手法Db、後者が手法Aaを施す。 275は甕Ⅰ。胴部に張りをもつ形状で、口端はフ

ラットとなる。外面の調整は手法Aaか。裾部は欠損するが、破面を研磨し再利用してい

る可能性をもつ。

276-292、はSX04出土。 276は短頸壼D。底部は突出する。調整は体部外面が手法D b、

口縁部には手法Abを施すがラフである。 277は短頸壼E。体部と口縁部の境界が不明瞭。

調整は、体部外面が手法Db、口縁部には手法Ab、外底部には手法E aを施す。278は壷。

腰部が張る形状。外面の調整は、風化が進み判然としない。 279・280は短頸壼F。体部の

形状は、 279がやや扁平、 280が球形となる。外面の調整は手法Caを主体とし、端部には

手法Abも確認できる。文様は、柱状部にヘラによる直線文を重ねる。 281は高杯E。外面

の調整は、手法Caを中心とし、端部には手法Abも確認できる。 271はややラフとなる。

文様は、柱状部にヘラによる直線文を重ねる。 282-291は鉢Z。 282-286は「コップ」状。

外面の調整は、口縁部に手法Abを施すほかは、ラフな手法Acによる。 288は、やや扇平

な体部と、短い口縁部をもつ。底部は突出する。外面の調整は、手法Caを中心とし、端

部には手法Abも確認できるほか、体部には、部分的に手法Dbを施す。 289は、 274に細

部まで類似する。 290は胴部がやや張る形状をとるほかは、 282-286に細部まで類似する。

291は甕の頸部を拡大した形状。低い台をもつ。外面の調整は、口縁部に手法Ab、体部手

法Dbを施す。 292は甕I。形状は胴部がやや張る球形。調整は、口縁部に手法Ab、体部



外面に手法Dbを施す。煮沸痕は確認できない。

293・294は、 SB02出土。同一個体で、甕E。卵形の体部と、短く外反する口縁部をも

つ。調整は外面が手法Aa、内面が手法Acによるが、柱状部には台部柱状技法が確認で

きる。文様は、口端にヘラによる刻目文を施す。

295-299はSZ06の周溝出土。 295は広口壼AまたはB。口縁部と腰部以下を欠損する。

外面の調整は、肩部突出技法・黒色焼成技法が特徴。外面は手法Aaを施す。文様は、ク

シa種による波状文、直線文、オシビキ文を施した空間に、区画文1種を施す。 296は細頸

壷。口縁部を欠損する。形状は胴部がやや張り、底部は突出する。外面の調整は、肩部突

出技法・黒色焼成技法が特徴。外面は手法Aaを胴部まで、腰部以下はさらに手法Cbを

施す。文様は、クシb種による直線文を頸部に二段、肩部と胴部上方に各一段ずつ施した

のち、肩部と胴部上方の直線文を、やはりクシb種による縦方向の波状文で所々つなぐ。

297は壷。口縁部を欠損する。体部の形状は「ソロバン玉」状。外面の調整は、手法Aaを

胴部まで、腰部以下は手法Dbを施す。文様は、クシd種による直線文と波状文を交互に

重ねる。298も297と類似。ただし、施文原体はクシb種。直線文と波状文は交互ではない。

なお、波状文はラフである。 299は口縁部を欠損する。体部の形状は、 「ソロバン玉」状。

外面の調整は器面の風化が進み判然としないが、腰部外面には手法D dを施す。

301-348はSZ07の周溝出土。 301-304は広口壼D。 304を除き、黒色焼成技法が特徴。

301は口縁部片。縁帯は外反する。調整は器面の風化が進み判然としないが、手法Aaによ

る。文様は、頸部下方にクシa種による直線文を重ね、上方にはやはりクシa種によるは

ね上げ文を施す。 302・304は頸部片。形態・手法は301と類似する。文様は前者について

は301と同様であるが、残存部の下方には区画文1種の一部が確認できる。後者は、頸部

下方に竹管による山形文を施す。303は肩部片。肩部突出技法が確認できる。外面の調整は、

手法Aaによる。文様は肩部上方の竹管による直線文を境界とし、上方にクシa種による

波状文を重ね、下方には区画文1種を施す。 305・306は広口壼H。いずれも肩部以下を欠

損する。 305は、がっしりとした縁帯をもつ。外面の調整は、肩部が手法Ca、縁帯が手法

Ab、内面が手法Dbによるほかは、手法Aaによる。文様は、縁帯に凹線文、口縁部上

面にクシb種による刻目文を施す。 306は、縁帯下方が垂下する。外面の調整は器面の風化

が進み判然としない。文様は、頸部に突帯文を三条貼付し、その下方にクシb種による刻

目文を施す。縁帯は、竹管による刻目文を三段重ねた文様を間隔を開けながら配置する。

307は広口壼I。口縁部片で、縁帯に擬凹線文を施す。 308は広口壼B。底部は突出し、縁

帯は外反する。外面の調整は、肩部突出技法・黒色焼成技法が特徴。外面の調整は器面の

風化が進み判然としない。無文で、胴部には焼成後穿孔の円窓をもつ。 309は、口縁部が肥

厚し、底部は突出する。外面の調整は、券面の風化が進み判然としないが、黒色焼成技法

が特徴。腰部外面にわずかに手法Cbが確認できる。文様は不明確だが、胴部にヘラによ

る斜格子文がわずかに確認できる。口端には指頭による局部圧痕文を施す。胴部には焼成後

穿孔の円窓をもつ。 310・311は壼で、口縁部を欠損する。底部は突出する。肩部突出技法



・黒色焼成技法が特徴。外面の調整は、器面の風化が進み判然としない。文様は、 310が肩

部上方にクシb種による直線文、その下方に区画文1種を施す。 311は無文。 312・313も

壷。黒色焼成技法が特徴で、前者には肩部突出技法も確認できる。外面の調整は、前者に

ついては、器面の風化が進み判然としないが、後者は腰部下方外面に手法C b、胴部外面

には手法Aaを施す。文様は、 311では頸部に確認できるが、詳細は不明。 313は無文。 314

-316は、細頸壼C。 314・316は頸部の発達する形状。肩部突出技法・黒色焼成技法が特

徴。外面の調整は、器面の風化が進み判然としないが、前者には腰部外面、後者に肩部以

下で、わずかに手法Cbが確認できる。文様は、 314が頸部の上方にクシb種による直線文

を積み、下方には貝殻による刻目文を間隔を密に並べる。316は、頸部からクシb種による

直線文二段と、波状文二段を、間隔を開けて刻んだのち、波状文間については、縦方向の

直線文でこれをつなぐ。 315は、肩部以下を欠損する。無文。 317は無頸壼A。肩部突出技

法・黒色焼成技法が特徴。底部は突出する。外面の調整は腰部以下に手法C b、口縁部に

手法Abを施す。文様は口縁部外面に凹線文が確認できる。 318は壷の台部。低くがっしり

とした形状。外面の調整は、器面の風化が進み判然としない。 319・320も壼。詳細は、器

面の風化が進み判然としない。 321も壷。腰部以下が残存する。底部は突出する。肩部突出

技法・黒色焼成技法が特徴。調整は、腰部外面で手法C bが確認できる。 322は台部をもつ

細頸壷。口縁部は欠損する。 「ソロバン玉」状の体部に、低くがっしりとした台部がつく。

外面の調整は、肩部・胴部の外面は手法Aa、腰部と台部の外面は、縦方向の手法Ebに

よる。文様は肩部を中心に、クシb種による直線文と幅の狭い扇形文の列を交互に並べる。

323-325も細頸壼。いずれも、口縁部を欠損する。体部は「ソロバン玉」状。 323は、外

面に手法Dbを施したのち、手法Aaをラフに施す。無文。腰部には、直径3cm大の焼成

後穿孔がみられる。 324は、腰部外面に手法Cbを施す。文様は、円形浮文を縦方向に並べ

て貼付する。 325は、腰部外面に手法Eaを施す。文様は、肩部を中心に、クシd種による

直線文、波状文を施したのち、ヘラによる縦方向の直線文により器面を分割し、肩部上方

のみ、やはりヘラによる斜格子文で間隔を充填する。 326は高杯A。脚部を欠損する。連続

成形技法が特徴。外面に手法Db、内面に手法Aaを施す。文様は、口端にクシd種によ

る波状文がある。 327 ・ 328は高杯の脚部片。やはり連続成形技法が特徴。 327は、裾部が

やや広がる。端部はフラットとなる。外面の調整は、裾部が手法Aa、柱状部は手法Db。

328は基本的に327と同一。裾部を欠損する。 330は鉢Z。底部は突出する。詳細は、器面

の風化が進み判然としない。 331-339は、甕E。 331-337は口縁部が残存する。形状は、

口縁部が短く外反し、いずれも内側に稜をもつ。また、体部が残存する331・332・334-336

は、胴部にやや張りをもつ。調整は全面手法Aaによる。文様は331・334・335の口端に

クシb種による刻目文を施す。 338-339は腰部片。調整は手法Aaによる。 340-345は台

部。 342・344には、体部柱状技法が確認できる。 346-348は甕H。 346-347は胴部が張る

形状。口縁部は屈曲し、端部はフラットとなる。外面の調整は、外面が手法Fを施したの

ち、手法Dbを施す。内面は、手法Dbによるが、腰部の残存する347には、この部分に



縦方向の手法Ebが確認できる。文様は、クシb種を原体とするものが346に認められ、

口端にオシビキ文、肩部に刻目文を施す。 348は台部。外面は手法Dbによる。

349は、 SZ11の棺身。肩部以上が欠損する。器種は広口壺AまたはBか。黒色焼成技法

が特徴。外面の調整は、腰部が手法Cb、胴部が手法Aaによる。文様はクシa種による

直線文と波状文を交互に刻む。

350-351はSZ12の棺蓋と棺身。 350が棺蓋で、肩部以上が欠損する。器種は広口壺Aま

たはBか。黒色焼成技法が特徴。外面の調整は、腰部が手法Cb、胴部が手法Aaによる。

文様は、竹管によるオシビキ文を波状に連続させる。また、図中に表現していないが、さ

らに上方には区画文1種(?)も確認できる。 351は棺身。やはり肩部以上が欠損する。体

部は球形。外面の調整は、腰部が手法Cb、胴部が手法Dbによる。文様はクシC種によ

る直線文と波状文を交互に刻む。

352・353はSZ12の棺蓋と棺身。 352が棺蓋で、肩部以上が欠損する。器種は壺か大鉢。

黒色焼成技法が特徴。底部は突出し、腰部は丸みを帯びる。外面の調整は手法C b。 353は

棺身。肩部以上が欠損する。器種は広口壺AまたはBか。黒色焼成技法が特徴。形状は胴

部の最大径付近から外彎気味に肩部を形成する。腰部は丸みを帯びる。外面の調整は、腰

部が手法Cb、胴部が手法Aaによる。文様は腰部以上にみられ、胴部上方のクシa種に

よる直線文に、やはり縦方向のクシa種による直線文を交差させ、その上部にはヘラによ

る波状文を施す。

354はSZ16の棺身。肩部以上が欠損する。器種は広口壺AまたはB。黒色焼成技法が特

徴。外面の調整は、腰部が手法Cb、胴部が手法Aaによる。文様は、区画文1種を「チ

ドリ」状に配置する。

355-356はSZ17の棺蓋と棺身。 355が棺蓋で、肩部を中心とした破片。器種は壺。肩部

の形状は丸みを帯びる。調整は、外面に手法Dbを施したのち、手法Caをラフに施す。

文様はクシb種による直線文と波状文を交互に刻む。 356は棺身。器種は広口壺Ⅰ。体部の

形状は丸みを帯びた「ソロバン玉」状。頸部は外反し、口端で縁帯を形成する。外面の調

整は、腰部に手法Db、口端に手法Abを施すほかは、手法Aaによる。文様は、頸部に

クシd種による直線文とその直下にクシb種による刻目文を施す。体部の文様は、クシd

種による直線文と波状文を交互に配置したもの。

357はSZ18の棺身。頸部・口縁部が欠損する。器種は壺。体部の形状は丸みを帯びた「ソ

ロバン玉」状。外面の調整は、肩部を除き手法Cb。文様は肩部にみられ、クシb種によ

る直線文と波状文を施す。

358-359はSZ19の棺蓋と棺身。 355が棺蓋で、肩部を中心とした破片。器種は壺。肩部

の形状は丸みを帯びる。外面の調整は、手法Dbを施したのち、手法Cbをラフに施す。

359は棺身。肩部以上が欠損する。器種は壺。体部の形状は丸みを帯びた「ソロバン玉」

状。外面の調整は、手法Cb。残存部分は無文。腰部には焼成後穿孔がみられる。

360はSZ20の棺身。肩部以上が欠損する。器種は壺。体部の形状は丸みを帯びた「ソロ



バン玉」状。外面の調整は、券面の風化が進み判然としない。残存部分は無文。

361はSZ21の棺身。肩部以上が欠損する。器種は壷。体部の形状は丸みを帯びた「ソロ

バン玉」状。外面の調整は、手法Dbによる。文様はクシb種による波状文を胴部上方に

二段施す。

362はSZ22の棺身。肩部以上が欠損する。器種は壷。体部の形状は丸みを帯びた「ソロ

バン玉」状。外面の調整は、器面の風化が進み判然としないが、手法C bか。残存部分は無文。

363はSZ27の棺身。券種は広口壼H。超大形品。体部の形状は丸みを帯びた「ソロバン

玉」状を志し、縁帯は口縁部上面にも発達する。底部は突出する。外面の調整は、縁帯に

手法Ab、底部に手法Aaを施すほかは、手法Cbによる。文様は、頸部付近と縁帯及び

口縁部上面にみられる。前者は、突帯文を貼付し、その下方にクシb種による直線文と波

状文、後者はクシb種による刻目文を「ヤガスリ」状に並べる。

364はSZ28の棺身。券種は広口壼H。底部を欠く。超大形品。体部の形状は卵形。口縁

部は外反する。外面の調整は、体部が手法c c、頸部が手法Ca、縁帯が手法Abとなる。

文様は、頸部に突帯文を貼付するほか、縁帯に凹線文を施す。

365-366は、 SZ29の棺蓋と棺身。 365が棺蓋。器種は大鉢。胴部にやや丸みをもつ形状。

口縁部は短く屈曲し、底部は突出する。黒色焼成技法が特徴。外面の調整は、腰部が手法

Cb、胴部が手法Aa、口縁部が手法Abによる。文様は胴部以上に認められる。口端に

ヘラによるオシビキ文を施すほかはクシa種によるもので、頸部上方に波状文、同下方に

オシビキ文を施し、これを胴部の直線文と大ピッチの山形文で結ぶ。 366は棺身。器種は大

鉢。胴部にやや張りをもつ形状。口縁部は外反、底部は突出する。外面の調整は、腰部に

手法Cb、胴部に手法Dbを施したのち、手法Aaをラフに施す。文様は胴部以上に認め

られる。口端にヘラによる刻目文を施すほかはクシb種によるもので、肩部に連弧文を施

したのち、上下にそれぞれ簾状文を刻む。

367はSZ30の棺身。肩部以上が欠損する。器種は壷か。腰部の形状は丸みを帯び、胴部

はやや張り、底部は突出する。黒色焼成技法が特徴。外面の調整は、腰部が手法C b、胴部

が手法Aaによる。文様は、胴部上方にクシa種による連弧文と縦方向の直線文を、腰部上

方にはヘラによる連弧文を重ねた文様の接点付近にやはりヘラによる斜線子文を重ねる。

368-369はSZ31の棺蓋と棺身。 368が棺蓋。器種は広口壼AまたはBか。肩部以上が欠

損する。黒色焼成技法が特徴。外面の調整は、腰部が手法Cb、胴部が手法Aaによる。

文様は胴部上方にヘラによる直線文で区画された中にやはりヘラによる斜格子文を施す。

369は棺身。券種は広口壼AまたはBか。文様以外はすべて368に類似する。文様構成は、

胴部上方にクシa種による直線文を施すが、そのさらに上方には区画文1類を施す。

370はSK08出土。器種は壷。口縁部と腰部以下を欠く。形状は体部で丸みを帯び、頸部

で緩やかに外反する。調整は外面が手法Db、内面が手法D cによるが、残存する最下部

外面には手法Caを横方向に施す。文様は頸部にクシb類による直線文を垂ねたのち、縦

方向の波状文でこれを刻む。



371-457はSX05出土。 371は細頸壼H。体部は丸みを帯び、頸部は細い。口縁部は立ち

上がり、 「受け口」状を呈する。肩部突出技法)黒色焼成技法が特徴。外面の調整は、口縁

部に手法Ab、肩部・頸部外面に手法Aa、胴部・腰部に手法Cbを施す。文様は、口縁

部上面にヘラによる刻目文を施す。頸部は、クシa種による斜線文を小段施したのち、ヘ

ラによる直線文でこれを横方向に区画する。肩部の区画文1種、胴部上方は、ヘラによる

直線文で区画された中にやはりヘラによる斜格子文を施す。また、頸部の文様帯下方と胴

部上方の文様帯の上下にはヘラによる波状文を施す。 372・373は広口壼D。口縁部片。縁

帯はやや外反する。縁帯内面に手法Abを施すほかは、手法Aaによる。文様は、 372が、

頸部上方にクシa種によるはね上げ文、下方に直線文を重ねる。頸部中央以下は、竹管に

よる文様も付加し、中央部分が縦方向の直線文、下方が横方向の直線文となる。 373は原体

が全てクシb種による。はね上げ文を頸部上方に、下方には直線文を重ねたのち、部分的

に縦方向の直線文でこれを刻む。 374は広口壼D。口縁部・底部を欠く。肩部突出技法・黒

色焼成技法が特徴。外面の調整は、肩部に手法Aa、胴部・腰部に手法Cbを施す。文様

は肩部上方にヘラによる斜格子文と直線文、肩部と胴部には区画文1種と、区画文4種を

施す。 375は壷の口縁部。外面の調整は、器面の風化が進み判然としないが、口縁部が手法

Ab、そのほかが手法Aaか。文様は口縁部外面に凹線文を施す。 376-394が広口壼A。

全形の判明するものは376のみで、多くは底部もしくは体部の一部分が欠損する。肩部突

出技法・黒色焼成技法が特徴であるが、前者については383、後者については382・387が

例外となる。外面の調整は口縁部に手法Ab、肩部・胴部上方に手法Aa、腰部に手法C

bを施す。文様は、口端に刻目文またはオシビキ文、頸部と体部にクシa種またはヘラに

よる直線文・波状文が施される。口端の文様はヘラを原体とするものが一般的だが、 337-

339-386は指頭、 385が竹管、 393が貝殻となる。頸部の文様では、上方にはね上げ文をも

つものに376・378・390があるが、原体は前二者がクシb種、後者がクシa種となる。ヘ

ラによる斜格子文をもつものは377・380・383-385・390で、さらにヘラによる直線文を

付加するものに377・380・384がある。体部の文様は、クシa種による直線文と波状文が

一般的だが、 377・382の上段388・391・392・395はクシb種で、 391・392はラフとなる。

また、そのほかの文様として、 390は口縁部内面にヘラによる記号文を施す。 395-397は

広口壼AまたはB。口縁部を欠く。やはり、肩部突出技法.黒色焼成技法が特徴となる。

外面の調整は肩部・胴部上方の外面に手法Aa、腰部外面に手法C bを施す。文様は、 395

・397がクシa種による直線文と波状文を施すが、395の最上段はオシビキ文をとなる。396

はクシb種による波状文。ラフである。 398-400は広口壼B。黒色焼成技法が特徴。肩部

の残存するものは、肩部突出技法も確認できる。口縁部の形状は、 398・399が、明瞭な「受

け口」状で、 400はこれが不明瞭となる。外面の調整は、口縁部が手法Ab、肩部・胴部上

方が手法Aa。文様は、 398が、口縁部上面に、指頭による局部圧痕文。頸部と体部は、ク

シa種による直線文・波状文・連弧文の組合せとなる。 399は、口縁部上面に、指頭による

局部圧痕文、頸部には、クシb種によるはね上げ文にヘラによる斜線文を付加する。400は、



肩部下方には区画文1種、頸部と肩部上方には、ヘラによる斜線文を二段「ヤガスリ」状

に配し、やはりヘラによる直線文二条と刻目文を「ハシゴ」状に組み合わせた文様を付加

する。 401は広口壼I。口縁部片で、縁帯に凹線文を施す。 402・403は広口壼C。やはり

口縁部片となる。頸部がやや長く、口端で縁帯を形成する。外面の調整は、前者が手法A

a、後者が手法Dbとなる。文様は、口縁部上面と、縁帯にクシb種による波状文、前者

にはさらに頸部にクシC種による直線文と、クシb種による刻目文を加える。404も広口壼

C。形状は、体部が丸みを帯びた「ソロバン玉」状で、口縁部は、 402-403と同一となる。

外面の調整は、手法Dbによるが、口縁部には手法Abを加える。文様は、縁帯にクシb

種による波状文、体部上方にクシd種による直線文と波状文を施す。 405は、丸みを帯びた

体部と、外反する口縁部をもつ。外面の調整は、風化が進み判然としない。文様は肩部を

中心にクシb種による直線文と波状文を交互に施す。406は壷。体部の形状は丸みを帯びた

「ソロバン玉」状。全体に風化が著しく、詳細は不明。 407は細頸壼D。肩部突出技法.黒

色焼成技法が特徴となる。外面の調整は、券面の風化が進み不明瞭だが、口縁部が手法A

b、肩部・胴部が手法Aa、腰部が手法Cbによる。文様は、頸部上方にクシa種による

はね上げ文、頸部と肩部上方では、ヘラによる斜線文を二段「ヤガスリ」状に配し、やは

りヘラによる直線文を付加する。また、胴部上方ではヘラによる直線文二条の間にクシa

種による斜線文を充填する。肩部と胴部上方の文様帯の間には、ヘラによる波状文を施す。

408は広口壼F。口縁部片。広口壼Fとしては一般的でない黒色焼成技法(ただしそれほど

顕著ではない。)が特徴となる。外面の調整は、器面の風化が進み不明瞭だが、口縁部が手

法Ab、肩部の外面が手法Aaとなる。文様は、縁帯に凹線文または擬凹線文を施すほか

はヘラによるもので、頸部上方にははね上げ文、下方には直線文と連弧文、肩部には縦方

向の波状文がみられる。 408は細頸壼D。黒色焼成技法が特徴となる。外面の調整は、口縁

部に手法Ab、肩部・頸部外面に手法Aaを施す。文様は頸部にクシa種によるはね上げ

文を施し、ヘラによる直線文を付加する。口縁部内面にも竹管による刻目文、区画文4種

がみられる。 410は細頸壼B。外面の調整は、口縁部が手法Ab、頸部が手法Aaとなる。

文様は頸部にクシa種によるはね上げ文を施し、ヘラによる直線文を付加する。411は細頸

壼C。黒色焼成技法が特徴となる。外面の調整は、口縁部が手法Ab、肩部・頸部外面が

手法Aaだが、口縁部外面には手法Db、残存する最下方には、手法Caを施す。文様は

クシb種による直線文と波状文を施す。 412は細頸壼E。肩部突出技法.黒色焼成技法(た

だしそれほど顕著ではない。)が特徴となる。外面の調整は、券面の風化が進み不明瞭だが、

口縁部が手法Ab、肩部・胴部の外面が手法Aa、腰部が手法Cbによる。文様は、頸部

にクシb種による直線文、頸部下方から胴部までは、ヘラによる直線文二条の間にクシa

種によるオシビキ文を充填する文様を横方向に二段施したのち、それぞれの下部から斜線

文風に同様の文様帯を刻む。 413も細頸壼E。口縁部片。外面の調整は、口縁部が手法Ab、

頸部の外面が手法Aaによる。文様はクシa種による波状文を口縁部外面に、頸部には直

線文を施す。 414も細頸壼。口端がわずかに屈曲し、体部は丸みを帯びる。外面の調整は、



口縁部が手法Ab、そのほかが手法Aaによる。文様は全て原体がヘラ。頸部には直線文

を二条、体部には縦方向の直線文で器面を区画したのち、各区画毎に直線文を積む。 415は

細頸壼G。胴部は強く張る。外面の調整は、口縁部が手法Ab、肩部・胴部が手法Aa、

腰部が手法Dbとなる。文様は口縁部に凹線文、頸部にはクシb種による刻目文と簾状文

を三条施す。体部は上方から竹管による直線文と波状文を施し、胴部上方付近から下方に

はクシb種による直線文と波状文を交互に刻む。416も細頸壼G。口縁部片。外面の調整は、

口縁部が手法Ab、頸部外面が手法Aaによる。文様は口縁部に凹線文。頸部には、クシ

b種による刻目文を施す。 417-420は細頸壼F。いずれも口縁部片。外面の調整は、口縁

部が手法Ab、頸部外面が手法Aaによるが、 418-419は手法Dbの痕跡も残す。文様は

口縁部に擬凹線文を施し、頸部には417がクシb種による刻目文、 418・420がヘラによる

直線文を施す。 421-430は細頸壷の体部を集めた。 422は胴部以下を欠損する。形状は「ソ

ロバン玉」状を呈するものが、 424-426・427-430で、 「しもぶくれ」の形状をとるものが、

421・423・428となる。 428・423は底部が突出する。このうち肩部突出技法によるものは

421、黒色焼成技法によるものは421・422・423となる。外面の調整は、胴部・肩部が手法

Aaとなることは通有だが、腰部は、手法Aaが428、手法Caによるものが426・429、

手法Cbによるものが424、手法Dbによるものが427となる。文様は、クシd種による直

線文と波状文を交互に施すものが426・427・429・430。だが、 429は同様の原体で上段の

直線文に縦方向の直線文を付加する。 421・422・428は、クシa種による文様で、 421がオ

シビキ文と縦方向の波状文、通常の波状文を施す。 422は直線文を間隔を開けて施し、ヘラ

による斜線文を付加する。428は直線文を頸部と胴部に施し、肩部にはオシビキ文を縦方向

に並べる。 424はクシb種による直線文を重ねるもので、最下段には波状文も施す。直線文

は頸部にも確認できるが、券面の風化が著しく、図中に表現していない。 423・425はヘラ

による文様構成。 423は、頸部にはねあげ文を施し、体部には波状文と二条の直線文中に貝

殻による刻目文を充■した文様を交互に並べる。425は、直線文二条中に斜格子文を充■す

る。 431-446は壼の体部片を集めた。このうち、肩部突出技法によるものは433-437-438、

黒色焼成技法によるものが431・432・434・437・439・440となる。文様は、 431が肩部上

方には、ヘラによる斜線文を二段「ヤガスリ」状に配し、その下方にヘラによる直線文を

二条、さらに下方に区画文1類を施す。 432はクシb種による直線文を間隔を開けて配し、

さらにヘラによる山形文を施す。 433は頸部にヘラによる斜格子文と直線文を組み合わせ

た文様を配置し、その下方にヘラによる刻目文、さらに下方にはクシb種による波状文を

施す。 434・435はクシb種による文様で、前者が直線文とオシビキ文の組合わせ、後者が

連弧文を重ねる。 436はクシa種による波状文の上にヘラによる波状文と直線文をそれぞ

れ二本ずつ刻み、その下方に区画文1種を施す。437は二本のヘラによる直線文中にクシa

種による斜線文を充填した文様を間隔を開けて並べる。各文様帯間は手法Aa。 438は、ヘ

ラによる二条の直線文間に貝殻によるオシビキ文を充填する文様帯を、横方向に二段施し、

その間にヘラによる山形文を刻む。 439はヘラによる二条の直線文間に貝殻によるオシビ



キ文を充■する文様帯を、 「T字」状に配す。 440は、破片の上下にクシd種による直線文

をやはりクシd種による縦方向の直線文で刻む文様帯を設定し、中央の手法Aaによる無

文帯とヘラによる波状文を挟む。441は、ヘラによる波状文間にやはりヘラによる山形文を

施す。442は、ヘラによる直線文二条の間にヘラによる刻目文を充■する文様を横方向に施

す。 443は竹管による斜格子文を上下に挟んでクシb種による直線文を施す。 444・446は

クシb種による直線文と、竹管による刻目文を施す。445はクシa種による縦方向の直線文

と波状文を施す。 447・448は高杯A。 447は脚部を欠く。いずれも黒色焼成技法)連続成

形技法が特徴。外面の調整は、器面の風化が進み不明瞭だが、口縁部に手法Ab、そのほ

かには手法Aa、内面に手法Aaを施す。また、 447の脚部外面は手法Caによる。 499は

大鉢。頸部が発達する形状。口縁部は内面に稜をもって屈曲する。外面の調整は、口縁部

が手法Ab、腰部が手法Cbによるほかは手法Aaによる。文様は、体部にクシa種によ

る波状文と直線文、口端に指頭による刻目文を施す。 450は大形鉢。体部の形状は丸みを帯

びる。口縁部は外反する。外面の調整は、腰部が手法Cbによるほかは基本的に手法Db

による。文様は口端にヘラによる刻目文を施す。 451-455は、甕E。形状は、口縁部が短

く外反し、いずれも内側に稜をもつ。 452はこれが明瞭、 451-453はこれが不明瞭となる。

また、体部が残存する454-455は、胴部にやや張りをもつ。外面の調整は全面手法Aaに

よるが、 451・453は手法Dbによる。文様は、口端にヘラによる刻目文が、 451・454・455

に確認できるが、 452にも施す可能性がある。 456・457は台部。柱状部は、前者が著しく

発達し、後者が未発達となる。いずれも外面の調整は、器面の風化が進み不明瞭。

458-460はSK10出土。 458は広口壼A。肩部突出技法・黒色焼成技法が特徴。口縁部は

外反する。外面の調整は、腰部に手法Cbを施すほかは手法Aa。文様は、頸部と体部に

クシa種による直線文と波状文、オシビキ文を施し、口端には指頭による刻目文がみられ

る。 459は壼の体部片。外面の調整は手法Aaによる。文様はクシa種による。 460は壷の

底部。腰部外面には手法C bを施す。

461-474はSD07出土。 461は広口壼A。黒色焼成技法が特徴。口縁部は外反する。外面

の調整は、手法Aa。文様は、頸部にクシa種による直線文を施す。 462は広口壼I。外面

の調整は、口端が手法Ab、そのほかは手法Aaとなる。文様は口縁部上面にクシb種に

よる扇形文を施す。頸部下方、肩部にはクシb種による波状文と直線文、口端には擬凹線

文が確認できる。 463も広口壷Ⅰ。口端の文様が凹線文となるほかは、 462に一致する。 464

-471は壼の体部。外面の調整は手法Aaによるが、 464は手法Cbも施す。文様はクシa

種を基本とし、 464が波状文、 465-467が直線文とオシビキ文、 468が直線文と波状文とな

る。また471はヘラによる波状文も付加する。469はクシa種による斜線文に、ヘラによる

直線文.波状文を付加した文様帯と、ヘラによる斜線文を部分的に施す。また、 470には区

画文1種を施す。 472は鉢Z。やや深い体部と、低く扇平な台部をもつ。外面の調整は手法

Eaを施したのち、ラフな手法Aaを加える。 473-474は甕の台部。 473は柱状部の上方、

474は裾部片。



475-501はSZ33出土。 475-487は西側周溝出土。 475-476は細頸壼A。口縁部は外反

し、口端はフラット。外面の調整は、手法Aa。いずれも、頸部にヘラによるはね上げ文

を施すが、後者については、頸部外面にクシb種による直線文も充■する。なお口端には

ヘラによるオシビキ文も施す。 477も細頸壷。頸部片。文様は付加沈練磨消技法によるが、

文様帯はクシb種によるオシビキ文となる。479は壷の頸部片。外面の調整は、手法Aaに

よる。文様には竹管による縦方向の直線文を施す。 480は壷の胴部片。外面の調整は、手法

Aaによる。文様は、クシb種による直線文を縦方向と横方向に施す。 481-483は壼。前

者が頸部片で、後二者が肩部片である。外面の調整は、手法Da 1を地文に、ヘラによる

波状文を付加する。混入。 484は、おそらく大鉢。口縁部は外反する。調整は手法Aa。文

様は口縁部上面と口端に集中する。口縁部上面の文様は、クシb種による直線文上にヘラ

による刻目文を付加し、口端ではヘラによる直線文と刻目文を施す。 485・486は甕C。外

面の調整は、手法Db。文様は、口端に指頭による局部圧痕文を施す。 487は甕D。外面の

調整は、手法Da 1。文様は口端に指頭による局部圧痕文がある。 488-501は東側周溝出

土。 488は細頸壼A。頸部がやや太くなる。外面の調整は、胴部下方が手法Db。文様は、

頸部下方・肩部が付加沈練磨消技法によるが、ヘラによる直線文は省略される。文様帯は

付加文A2。原体はクシb種。なお、口端には指頭による局部圧痕文がある。 489は細頸壼

C。口縁部片。口縁部は緩やかに屈曲する。文様は外面全面にクシb種による直線文を充

■後、縁帯下方にヘラによるオシビキ文を付加する。 490-493、 496・497は壼。いずれも

体部片で、黒色焼成技法・付加沈練磨消技法が確認できる。文様帯に付加文が確認できる

のは490・491・496の付加文A2種、 493のA3種である。なお、 497は棒状浮文を付加す

る。 498は壷の底部片。外面は手法Db。 499も壼。体部片で、外面の調整は手法Aa。文

様は区画文2種。充■された文様は貝殻による擬似縄文。 500は甕。口縁部片で内外面手法

Dbによる。文様は口端に竹管によるオシビキ文を施す。 501は甕A。外反する体部にフ

ラットな口端をもつ。外面の調整は手法Da。文様は口縁部内面に貝戟(?)による波状

文、口端に貝殻による直線文を施す。

502-508はSZ34-35の共有周溝出土。 502は細口壼A。黒色焼成技法・付加沈練磨消技

法が確認できる。胴部が張る形状。外面の調整は、胴部以下が手法Dbによる。文様は、

縁帯にクシb種による波状文、頸部にクシb種による直線文を重ね、その下方には、二本

のヘラによる直線文間にやはりヘラによる刻目文を充■する。口端内面には指頭による局

部圧痕文を施す。肩部を中心とする付加沈練磨消技法は、文様帯がクシb種によるもので、

付加文はA 2種となる。503は壷の口縁部片。黒色焼成技法が確認できる。口縁部は外反し、

口端はフラットとなる。外面の調整は手法Aa。前者は、頸部にヘラによるはね上げ文、

口端にはクシb種による直線文、ヘラによるオシビキ文を施す。 504-506も壼。黒色焼成

技法・付加沈練磨消技法が確認できる。文様帯はクシb種によるもので、付加文は504が

A2種、 505・506がA3種となる。なお、 505には彩文も確認できる。 507は壷の胴部片。

黒色焼成技法が確認できる。外面は手法Dbによる。 508は甕C。腰部に丸みをもつ形状。



口縁部は外反し、端部を丸く収める。外面の調整は、手法Db。文様は口端に指頭による

局部圧痕文がある。

509-510-512-514はSZ36東周溝出土。器種はいずれも壷。 509は細頸壼Aの口縁部片。

口縁部は外反し、端部はフラットとなる。外面の調整は、手法Aa。文様は頸部にクシb

種による直線文を重ね、やはりクシb種による縦方向の直線文でこれを刻む。510は広口壼

Aか。口縁部片で、黒色焼成技法が確認できる。形状は、口縁部が外反し、口端は丸みを

帯びる。外面の調整は手法Aa。文様は頸部に、付加文A3種。口端にはヘラによるオシ

ビキ文を施す。 512は細頸壼の頸部。黒色焼成技法が確認できる。文様は付加沈練磨消技法

によるほか、彩文も確認できる。 513は肩部片。肩部上方に付加文A3種を施す。 514は腰

部片。黒色焼成技法が確認できる。外面は手法Dbによる。

511はSD18出土。器種は細頸壼A。黒色焼成技法・付加沈練磨消技法が確認できる。体

部は球形を呈する。外面の調整は、頸部が手法Aa、胴部以下が手法Dbによる。文様は、

頸部にクシb種による直線文、口端には指頭による局部圧痕文を施す。肩部を中心とする

付加沈練磨消技法はやや退化傾向で、最下段のヘラによる直線文が省略される。文様帯は

クシb種によるもので、付加文はA3種となる。

515-518はSZ36南周溝出土。器種はいずれも壼。 515は黒色焼成技法・付加沈練磨消技

法が確認できる。文様帯はクシb種によるもので、付加文はAl種となる。516は細頸壼A

か。口縁部片で、端部はフラット。外面の調整は手法Aa。文様は頸部外面にクシb種に

よる直線文を重ねる。 517は、付加沈練磨消技法が確認できる。文様帯はクシb種によるも

ので、付加文はA2種か。 518は区画文3種を施し、。ヘラによる直線文を充■する。

519-532はSK11出土。 519は広口壼。口縁部は外反する。外面の調整は、器壁の風化が

進み不明。文様は、口端にヘラによる刻目文を施し、口縁部上面に円形浮文を貼付する。

縁帯下方には突帯文A種を施す。付加される刻目文はヘラによる。 520は広口壼B。縁帯は

長い。外面の調整は手法Aa。文様は、縁帯に円形浮文、口縁部上面と縁帯下端に貝殻に

よるオシビキ文を施す。 521は券種不明。口縁部片で、波状を呈する。外面の調整は、手法

Aaによる。文様は口縁部上面に貝殻背面による刻目文、外面に竹管による波状文を施す。

522は広口壷。口縁部片で、波状を呈する。外面の調整は、手法Aaによる。文様は口縁部

上面に、貝殻による直線文、口縁部外面に竹管による斜格子文、頸部外面に直線文を施す。

524・525は壷の体部片で、同一個体。外面の調整は、手法Aaによる。文様はクシb種に

よる直線文。 526は券種不明。外面の調整は手法Da、ヘラによる波状文を施す。 527は壷

の体部片。外面の調整は、手法Aaによる。文様は区画文2種。ただし区画は竹管による。

528は大鉢か。口縁部片。外面の調整は手法Aaを施したのち、ラフな手法Caを加える。

文様は、口端にヘラによる刻目文を施し、口縁部上面に棒状浮文を貼付する。 529・530は

鉢Zで、同一個体。口縁部はフラット。文様はヘラによるもので、斜格文と斜線文を「ヤ

ガスリ」状に配し、直線文でこれを分割する。 531も鉢Z。口縁部片となる。外面の調整は、

器壁の風化が進み不明。 532は甕C。口縁部は外反し、端部を丸く収める。外面の調整は、



手法Da。文様は口端に指頭による局部圧痕文がある。

533-539はSK12出土。 533は広口壼A。口縁部片。口縁部は外反する。調整は、内外面

手法Dbによる。文様は、口端にクシb種による波状文を施す。534は広口壼F。やはり口

縁部片。口縁部は短く屈曲する。外面の調整は手法Db。 535-537は甕の口縁部片。器種

は前-者が甕A、後二者が甕C。外面の調整は、手法Daによ・る。文様は、 536にクシb種

による直線文がある。 538・539は土器の底部。外面の調整は手法Daによる。

540-554はSK13出土。 540は広口壼Ⅰ。口縁部は外反し、口端で肥厚する。外面の調整

は手法Aa。文様は、縁帯にクシb種によるオシビキ文がある。 541は器種不明。全面手法

Aaによる。 542は無頸壼B。底部を欠損する。体部はやや扇平な球形。外面の調整は、腰

部が手法D b。文様は区画文2種で、貝殻による擬似縄文を充■する。543は広口壼の頸部。

黒色焼成技法・付加沈練磨消技法・頸部文様帯強調技法が確認できる。文様は、上段がク

シb種による直線文を重ね、ヘラによる直線文でこれを刻む付加文A2種、中・下段が山

形文となるA1種となる。 544-545は壼。付加沈練磨消技法をとるものを集めた。前者は、

黒色焼成技法の特徴をもつ。いずれも文様帯はクシb種によるが、前者がクシb種による

Ⅹ字文を付加した付加文A 2種、後者がヘラによる山形文を付加した付加文A3種となる。

546は土器の底部。外面の調整は手法Dbによる。 547-554は甕。 547・551・554は甕C、

548・550・552・553は甕D。 548・549は同一個体。いずれも器面の風化が著しい。外面の

調整は、手法Daによるものが、 547・550-551-553、手法Dbによるものが553・554と

なる。文様は、口端に指頭による局部圧痕文が547・552に認められる。

555-561はSK14出土。 555は壼。胴部は張る。外面の調整は、斜方向の手法C a。文様

はヘラによる直線文を縦方向に並べ、下端に横方向の直線文を施す。 556は細頸壼の頸部。

外面の文様は区画文2種で、縄文を充■する。 557は壼。黒色焼成技法・付加沈練磨消技法

が確認できる。文様は、クシb種による直線文を重ね、ヘラによる直線文でこれを刻む付

加文A2種による。 558・559は甕C。口縁部片。口縁部は外反し、端部を丸く収める。外

面の調整は、手法Db。文様は、 559の口端に指頭による局部圧痕文がある。 560・561は

甕。 560は、底部に焼成後穿孔を施す。外面の調整は、前者が手法Da、後者が手法Dbに

よる。

562-568はSK15出土。 562は広口壼B。縁帯は短い。文様は、口縁部上面に貝殻による

刻目文、縁帯外面は付加文B種、頸部外面はヘラによるはね上げ文を施す。また、縁帯下

方にも突帯文A種を施す。付加される刻目文は指頭による。 563は広口壷。口縁部は外反す

る。外面の調整は手法Aa。文様は、口端にヘラによるオシビキ文を施し、口綾部上面に

は棒状浮文を貼付する。 564は壼の体部。腰部が張り、底部は突出する。外面の調整は、券

面の風化が進み判然としない。 565・566は同一個体で器種は壼。 565は壷の胴部片。外面

は手法Dbによる。頸部は付加沈練磨消技法による。文様帯は、上段が付加文A2、下段

が付加文A3。 566は、底部片。突出する形状。外面の調整は、手法Dbによる。 567・568

は土器の底部片。外面は手法D a。



569-572はSK16出土。 569は口縁部片。外面の調整は、手法Da 1。文様はヘラによる

直線文と斜格子文。 570-572は壼。いずれも、付加沈練磨消技法が確認できる。文様は、

570が、ヘラによるはね上げ文と、クシb種による直線文を重ね、ヘラによる山形文を加え

る付加文A3種による。 571は文様帯が斜格子文、 572は、クシb種による直線文を重ね、

ヘラによる縦方向の直線文と斜線文を加える付加文による。なお、572には頸部文様帯強調

技法も確認できる。

573-610はSK17出土。 573-575は広口壼E。いずれも口縁部片。 503は、太い頸部を

もつ。外面の調整は、手法Daによる。文様は、頸部に竹管による波状文と、口端と口縁

部内面に直線文、下方には突帯文A種を施す。突帯文に付加される刻目文はクシb種。 574

・575は、 573に類似した形状。文様は、貝殻による直線文を頸部と口縁部内面に、クシb

種によるオシビキ文を口端に施すが、前者は口縁部外面が無文となる。 577-578は、 574・

575と同様。 576は壼の口縁部片。口端はフラットとなる。外面の調整は、手法Db。文様

は、口端に指頭による局部圧痕文がある。 579も壷の口縁部片。外面の調整は手法Da 1。

文様は、口端にヘラによるオシビキ文がある。 580・581は壼Fの口縁部片。口縁部は丸み

を帯び、口端はフラット。581は波状となる。いずれも外面の調整は手法Da。582-584は

壼の頸部片。外面の調整は手法Aaによる。文様は貝殻による直線文とヘラによる波状文。

585は無頸壼の口縁部片。外面の調整は、文様帯を除き、横方向の手法Ca。文様は、クシ

b種による直線文を重ね、やはりクシb種による縦方向の直線文でこれを刻む付加文A2

種による。 586は壺の体部。形状は、丸みを帯びる。黒色焼成技法.付加沈練磨消技法が確

認できる。外面の調整は横方向の手法Ca。文様は、胴部にクシb種による縦方向の直線

文を施す。肩部の、付加沈練磨消技法による文様は、クシb種による直線文を重ね、やは

りクシb種でこれを刻む。 587-595は土器の底部。外面の調整は、 558・ 595が手法Aa、

587-589-590-594が手法Daによる。なお、 587の調整方向は、胴部で羽状となる。 596

は、壷の底部片。黒色焼成技法・付加沈練磨消技法が確認できる。付加文の形状は破片の

残存状況の関係からは、判断できない。 597は細頸壷の頸部。外面の調整は、手法Aa。文

様は、クシb種による直線文を重ね、やはりクシb種による縦方向の直線文でこれを刻む。

付加文A2種による。 598・599は壷の胴部片。外面の調整は、文様帯を除き、横方向の手

法Ca。文様は、クシb種による直線文を重ね、やはりクシb種による山形文でこれを刻

む。付加文A3種による。 600は厚口鉢。底部を欠損する。外面の調整は、口端が手法Da

lによる。 601-609は甕A。口縁部は外反し、端部はフラット。外面の調整は手法Daに

よるが、このうち605・608・609は手法Da 1となる。調整方向は、 602-604・606-608

が羽状、 605・609が斜方向となる。文様は、口端にクシb種(?)によるオシビキ文を施

すが、 608はこれがやや長い。 608・609は口縁部内面にも波状文を施す。原体は前者がク

シb種、後者が貝殻による。なお、 604・606は同一個体。 611-613は甕の底部片。

614-616はSK19出土。614は細頸壼Aの口縁部片。口縁部は外反し、端部はフラットと

なる。外面の調整は手法Aa。文様は、縁帯下方にヘラによる刻目文と、指頭による局部



圧痕文を施す。頸部外面は、クシb種による直線文を重ね、やはりクシb種による縦方向

の直線文でこれを刻む。付加文A2種による。 615は壺の底部。外面の調整は手法Db、外

底部は手法Eaによる。 616は鉢Z。黒色焼成技法が特徴。体部は若干の丸みをもち、口縁

部は外反する。外面の調整は手法Aa。口端にはヘラによる刻目文を施す。

617-618はSK20出土。 617は広口壺B。頸部・縁帯は長い。文様は口縁部上面にヘラに

よるオシビキ文を施す。縁帯は、クシ(?)による直線文と竹管による波状文を付加し、

下方には突帯文A種を施す。付加される刻目文は指頭。頸部の文様は上方がはね上げ文、

下方が縁帯と同一モチーフとなる。肩部との境界には突帯文A種を施す。付加される刻目

文はヘラによる。肩部の文様は直線文・はね上げ文を地文とし、竹管による縦方向の直線

文・波状文を付加する。 618は壺。最大径を肩部付近にもつ形状。底部は突出する。調整は、

器面の風化が進み判然としないが、手法Daによる。文様は肩部にヘラまたは竹管による

山形文が確認できる。

619-626はSK21出土。 619は壺の頸部片。頸部はやや長い。外面の調整は手法Db。文

様は、頸部下方にクシb種による直線文にやはりクシb種による直線文を付加した付加文

A2種。 621-622は土器の底部。外面の調整は、前者が手法Db、後者が手法Da 1。 623

は細頸壺。口縁部が短く、端部はフラットとなる。外面は付加沈練磨消技法による。文様

帯は付加文A 2。 624は壺の口縁部片。縁帯屈曲部下方には突帯文A種を施す。付加される

刻目文は指頭による。 625・626は壺の体部片で、おそらく同一個体。外面は付加沈練磨消

技法による。文様帯は、付加文A1。

627-628はSK22出土。 627は壺の胴部片。黒色焼成技法が確認できる。外面は手法D b

による。頸部は付加沈練磨消技法による。文様帯は付加文A3。 628は甕C。外面の調整は

手法Db。文様は口縁部上面にクシb種による波状文を施す。

629-631はSK23出土。 629-631は壺。 629は広口壺。口縁部は外反する。外面の調整

は手法Aaによる。文様は、口端にヘラによる刻目文を施し、頸部外面にはクシb種によ

る直線文を「ヤガスリ」状に刻む。また、口縁部上面には棒状浮文を貼付し、その周囲を

クシb種によりふちどる。 630は細頸壺B。文様は、縁帯にクシb種による波状文、頸部に

クシb種による直線文を重ね、口縁部上面にヘラによる刻目文を施す。 632-634は甕D。

いずれも口縁部片。外面の調整は手法Dbによる。前二者の口端には、指頭による局部圧

痕文がある。

635-637はSK24出土。 635は広口壺B。口縁部片。口縁部は短く屈曲する。頸部外面の

調整は手法Daによる。文様は、口端に竹管によるオシビキ文、縁帯はクシb種(?)に

よる直線文上に棒状滓文を貼付する。棒状浮文の上部には擬似縄文を施す。なお、縁帯屈

曲部下方には突帯文A種を施す。付加される刻目文は指頭による。また、頸部内面には、

クシb種(?)による直線文を施す。 636は無頸壺。口縁部片で端部はフラット。外面の調

整は手法Aaだが、端部は手法Abによる。文様は、ヘラによる直線文と貝殻による擬似

縄文が確認できる。 637は壺の体部片。外面は手法Da。外面に彩文が確認できる。



638-641はSK25出土。 638-640は細頸壺。いずれも口縁部・頸部片で、おそらく同一

個体。形状は細い頸部に、強く屈曲する縁帯をもつ。縁帯下部の屈曲部分には竹管による

オシビキ文を施す。頸部の装飾は、竹管による直線文を重ね、やはり竹管による山形文を

付加した付加文A3種。641は甕の口縁部片。外面の調整は手法Da 2による。口端にはク

シb種によるオシビキ文を施す。

642はSK26出土。壺の胴部片で、黒色焼成技法が特徴。外面の調整は手法Aaによる。

文様は、クシb種による直線文を重ね、ヘラによる刻目文を付加する。

643はSK27出土。券種は甕D。腰部に丸みをもつ形状。口縁部は外反し、端部を丸く収

める。外面の調整は手法Db。文様は口端に指頭による局部圧痕文がある。

644はSK28出土。器種は細頸壺。口縁部と底部を欠損する。黒色焼成技法・付加沈線

磨消技法が確認できる。胴部が張る形状で、外面の調整は手法Dbによる。文様は付加沈

練磨消技法による。文様帯はクシb種、付加文はA2種となる。

645-690はSD08出土。 645は広口壺B。外面の調整は手法Aa。文様は、縁帯下端に貝

殻によるオシビキ文、頸部上方にヘラによるはね上げ文、下方にヘラによる二条の直線文

中に貝殻による刻目文を充■する。 646・647は細頸壺C。頸部は長い。文様は、縁帯にク

シb種による波状文、頸部外面にやはりクシb種による直線文を重ねる。 647にはさらに

縁帯と、頸部下方に円形浮文、縁帯下端にヘラによるオシビキ文を加える。 648は壺の肩部

片。外面の調整は手法Aa。文様はヘラによるもので、頸部に二条の直線文中に斜格子文

を充■、肩部上方にやや崩れた付加文B種を施す。 649は細頸壺の頸部片。文様は外面にク

シb種による直線文を重ねる。 651・652は細頸壺の口縁部片。外面にクシb種による直線

文を重ね、縁帯下端にはヘラによるオシビキ文を加える。 653・654は細頸壺A。文様は付

加文A2か。前者は下方に無文帯(調整は手法Aa)が存在し、やや崩れた付加沈練磨消

技法をとる。 655は広口壺B。口縁部片で、縁帯は短い。文様は、口縁上面に貝殻による直

線文と貝殻背面を利用した刻日文、縁帯外面は貝殻による斜線文と棒状滓文、口縁部内面

には貝殻による直線文を施す。頸部外面は風化が著しいが、縁帯屈曲部の下方には突帯文

A種を施す。付加される刻目文は指頭による。 656は壺の頸部片。外面の調整は手法Aa、

文様はヘラによるはね上げ文を施す。 657・658は細頸壺の頸部。黒色焼成技法が特徴。文

様は、前者がヘラによる直線文と刻目文を「ヤガスリ」状に施し、この部分は突出する(頸

部文様帯強調技法)。後者は、やはりヘラによる直線文と、付加文B種を施す。 659は壺の

頸部片。文様はヘラによる直線文と、クシb種による直線文となる。 670・674も壺で、肩

部片。外面の調整は手法Dbによる。文様はクシb種によるもので、前者が縦方向の直線

文、後者が縦方向の直線文・波状文となる。 660-669・671・672・673・675-681は壺。付

加沈練磨消技法をとるものを集めた。 676・677、 678-681がそれぞれ同一個体。 661・664

・666-669・671-681が、黒色焼成技法の特徴をもつ。いずれも文様帯はクシb種による

が、 660・670・673・675がヘラによる丁字文を付加した付加文A1種、 661-663・665が

クシb種によるⅩ字文を付加した付加文A2種、 666・667・668・671・672・676-681が



ヘラによる山形文を付加した付加文A3種となる。なお、 664-666には円形浮文、 678-681

には棒状浮文も確認できる。650は広口壺。口縁部は下方に垂下する。黒色焼成技法が特徴。

外面の調整は手法Aa。文様は、口端にヘラによる刻目文を施し、頸部外面にはクシb種

による直線文を刻む。 682-683は壺の底部。黒色焼成技法が特徴。外面の調整は手法D c。

684は甕B。口縁部は緩やかに外反する。外面の調整は手法Db。口端に指頭による局部圧

痕文を施す。 685-688も甕で、前二者が甕D、後二者が甕Cとなる。外面の調整はいずれ

も手法D c。文様は、 685と687の口端に指頭による局部圧痕文を施す。689は甕の底部片。

外面の調整は手法D b。

691-708はSD09出土。 691は広口壺A。口縁部は外反する。黒色焼成技法・付加沈練磨

消技法・頸部文様帯強調技法が特色。外面の調整は、頸部が手法Aaによる。文様は、頸

部にヘラによるはね上げ文、口端にはクシb種による直線文のほか、頸部下方に彩文を施

す。頸部の文様帯はクシb種によるが、ヘラによる丁字文と項部が丸い山形文を付加した

付加文A4種となる。 692は広口壺C。口縁部片。口縁部は外反し、端部は肥厚する。文樵

は、頸部外面と縁帯に貝殻による直線文、縁帯下方には指頭による刻目文を施す。 693-701

は壺の体部片を集めた。 693-697・700・701・703に黒色焼成技法、 698 ・ 699には付加沈

練磨消技法が特徴。外面の調整は、 694・695・696・697が手法Db。文様は、 693がヘラ

による直線文を境界とする上部にヘラによる斜格子文、下部にクシb種による直線文に、

ヘラによる山形文と縦方向の直線文を付加する付加文A4種を施す。 694・696はクシb種

による付加文A2種による。 695はヘラによる連弧文の一部分となる。 698・999は付加沈

練磨消技法によるもので、前者は文様帯にクシb種によるⅩ字文を付加した付加文A 2種。

後者は棒状浮文を貼付する。 700・ 701はヘラによる施文が特徴的で、 700はさらに貝殻に

よる刻目文を施す。 702は壺の頸部片。外面の調整は手法Daによる。中央に突帯文A種を

施す。付加される刻目文はヘラと貝殻背面による。 703は壺の底部。黒色焼成技法が特徴。

外面の調整は手法D c。 704は大鉢(?)の頸部片。黒色焼成技法が特徴。調整は手法Aa。

文様は外面がヘラによるはね上げ文とクシb種による直線文、内面が付加文A 2種。705は

券種不明の口縁部片。緩やかに外反する口縁部をもつ。端部はフラット。文様は口端にヘ

ラによる刻目文、口縁部上面に貝殻(?)による波状文を施す。 706-708は甕。前一着が

甕C、後二者が甕Dとなる。外面の調整はいずれも手法Dc。文様は、 706の口端に指頭に

よる局部圧痕文がある。

709-741はSD10出土。 709は広口壺。口縁部は、端部で若干垂下する。外面の調整は、

頸部が手法Dbによる。文様は、口端にヘラによる刻目文を施し、口縁部上面には、貝殻

による刻目文や円形浮文がある。 710は広口壺Ⅰ。口縁部片。直線的な頸部に強く外反する

口縁部をもつ。外面の調整は手法Dbを施す。文様は、口端にクシb種による刻目文を上

下別々に施す。 711-713は無頸壺A。いずれも胴部以下を欠損する。黒色焼成技法が特敬

で、 711-713には付加沈練磨消技法も施す。外面の調整は、いずれも胴部が手法Db。文

様は712-713がクシb種による文様帯に、前者はクシb種による丁字文を付加した付加文



A 1種、後者がヘラによるⅩ字文を付加した付加文A2種となる。 714は細頸壺の頸部。付

加沈練磨消技法が特色。文様は、クシb種による文様帯に、ヘラによる丁字文を付加した

付加文A l種o 714-718も細頸壺。いずれも口縁部片。 715・717は黒色焼成技法が特徴。

形状は、 714がわずかに屈曲して縁帯を形成し、 717はこれが明瞭となる。 716は口端がフ

ラット。 718は内面にわずかに突出する。 715・717は黒色焼成技法が特徴。文様は、 715が

クシb種による波状文を口端に、頸部には直線文を重ねる。716は、クシb種による文様帯

に、やはりクシb種による丁字文を付加した付加文Al種を施す。717は、クシb種による

波状文を縁帯に、頸部にはラフな直線文を重ねるほか、縁帯下方にはヘラによる刻目文を

施す。 719-723は壺の体部。いずれも口縁部を欠損する。底部は、 721を除き、いずれも

突出する。外面の調整は、 719が手法Db、 720が手法Cb、 721-723が手法Daによる。

文様は、 719がクシb種による文様帯に、ヘラによる丁字文を付加した付加文Al種。 722

は頸部下方にヘラによる付加文B種、肩部にやはりヘラによる連弧文を施す。また、 721は

胴部にヘラによる連弧文、 723は区画文3種による。 724-729は壺の体部片を集めた。 724

-727は黒色焼成技法が特徴。文様は、 724 ・ 725が付加沈練磨消技法によるもの。文様帯

はクシb種によるもの。前者は、ヘラによる丁字文を付加する付加文A2種、後者は文様

帯にクシb種によるⅩ字文を付加した付加文A2種となる。 726・727は付加文A3種。山

形文は前者がヘラ、後者がクシb種となる。728は貝殻による刻目文を地文とし、ヘラによ

る直線文・連弧文を施す。 729は、縄文を地文にヘラによる直線文を施す。 730・731は壺

の頸部片。前者はヘラによる直線文と付加文B種を施し、後者は竹管による刻目文を施す。

732は鉢Z。小振りで口縁部が短く外反する。外面の調整はラフな手法Acを施す。無文。

733は大鉢の口縁部片。口縁部は外反する。外面の調整は手法Acを施す。文様は、口端に

棒状浮文を貼付し、その周囲をクシb種によりふちどる。頸部にはやはりクシb種による

波状文を施す。 734・735・737-740は甕C。外面の調整は、 734・735・737・738が手法D

b、 739・740が手法Daによる。文様は、 734-735の口端に指頭による局部圧痕文がある。

741は甕H。混入。

742-771はSD12出土。 742は細頸壺。体部は細身で、頸部は長い。外面の調整は手法D

aを施す。文様は、頸部にヘラによる二条の直線間に縄文を充■する文様帯の上下に、ヘ

ラ(?)による直線文を重ねるほか、肩部には区画文3種を施す。 743は壺の体部。黒色焼

成技法が特徴。外面の調整は、肩部・胴部上方が手法Aa、胴部下方、腰部が手法Cb。

胴部上方の文様は、文様帯にクシb種によるⅩ字文を付加した付加文A 1種を施す。 745-

746は黒色焼成技法が特徴。形状は、 744-745がわずかに屈曲した縁帯をもち、 746は屈曲

が明瞭となる。 747は口端がフラット。文様は、 744・746がクシb種による波状文を口端

に、頸部には直線文を重ねる。 747は頸部にヘラによる直線文、口端の下方にやはりヘラに

よる刻目文を施す。 748-750は広口壺B。口縁部片。 749-750は同一個体。いずれも縁帯

は短い。文様は、 748が口縁部上面に貝殻によるやや単位の長いオシビキ文、縁帯外面は貢

殻による直線文と棒状浮文、口縁部内面には貝殻による直線文を施す。縁帯屈曲部の下方



には、突帯文A種が施され、これに付加される刻目文は指頭による。 749・750は、縁帯外

面に貝殻による直線文と棒状浮文を施す。棒状浮文の上面は貝殻の背面による刻目文を付

加する。また、縁帯上面には縄文を施す。 751は無頸壺の口縁部片。黒色焼成技法が特徴。

口縁部付近には、クシb種による波状文と、ヘラによる直線文を施す。 752-762は壺の体

部片。 755・760-762は黒色焼成技法、 775-762は付加沈練磨消技法が特色。なお、 756-

759、 760-762はそれぞれ同一個体。文様は、 752はクシb種による直線文を施す。 753は

区画文2種。充■される文様は貝殻による刻目文。 754は竹管による波状文を施す。 755-

762は、いずれも文様帯がクシb種で、やはりクシb種による丁字文を付加した付加文A2

種、ただし、 756-758の付加文は波状文となる。 763-765は甕A。口縁部は外反し、端部

がフラットとなる。外面の調整は手法Da l。文様は、 763が口端にやや長いオシビキ文、

口縁部上面にやはり貝殻による直線文を施し、 764-765が口端に貝殻による直線文を施す。

766・767は甕B。短く外反する口縁部をもつ。口端の形状は、前者がフラット、後者は丸

く収める。外面の調整は手法Dbによる。文様は766の口端に指頭による局部圧痕文、口

端下部にはヘラによる刻目文を施す。 768-770は甕C。外面の調整は手法Da 1。 772-773

は甕の底部。

774-777はSD13出土。 774は壺の頸部片。文様は、ヘラによる直線文と、刻目文を「ヤ

ガスリ」状に施す。 775は壺の体部片。黒色焼成技法・付加沈練磨消技法が特色。文様は、

文様帯がクシb種で、やはりクシb種による丁字文と棒状浮文を付加した付加文A2種と

なる。 776は甕A。口縁部は外反し、端部がフラットとなる。外面の調整は手法Da。 777

は甕の底部。外面の調整は手法D a。

778-790はSD14出土。 778-785は壺。 778は細頸壺Aの口縁部。端部はフラット。文

様は、クシb種を地文とし、ヘラによる山形文を付加した付加文A3種となる。779は、頸

部片。頸部文様帯強調技法による。文様はヘラを原体とし、直線文と斜格子文を施す。 780

は、頸部片。 620とよく類似する。 781は、肩部片。文様はクシb種を地文とし、やはりク

シb種による山形文を付加した付加文A3種による。 782は体部片。文様帯がクシb種で、

やはりクシb種による丁字文を付加した付加文A2種、ただし、付加文は波状となる。ま

た文様帯下方には円形浮文も貼付する。 783-785は頸部片か。同一個体。文様はクシb種

を地文とし、ヘラによる山形文を付加した付加文A3種による。786-789は甕。器種は786

788・789が甕C、 787が甕Dである。外面の調整は手法Dbによる。

791-793はSD15出土。器種はいずれも甕C。外面の調整は、 791-792が手法D a、 793

が手法Dbによる。文様は、 792は貝殻を原体とし、口端にやや長いオシビキ文と、口縁部

内面に斜線文と縦方向の直線文を施す。 793は指頭による局部圧痕文を施す。

794-833はSD16出土。 794は広口壺A。口縁部は外反する形状。外面の調整は、頸部が

手法Aaによる。文様は、頸部にヘラによるはね上げ文、口端には貝殻による刻目文のほ

か、頸部にヘラによる直線文、口縁部上面には貝殻背面を使用した局部圧痕文を刻む。 795

-797は壺の頸部。黒色焼成技法、 796を除き付加沈練磨消技法が特色。文様は、 795・797



が文様帯をクシb種とし、前者がヘラによる山形文を付加した付加文A3種、後者がクシ

b種による丁字文を付加した付加文A2種となる。796は文様帯をクシb種とし、やはりク

シb種による山形文を付加した付加文A 3種を施すが、付加沈練磨消技法の無文帯に該当

する部分を、クシb種による斜線文で充■する。また、頸部下方には彩文を施す。 798は細

頸壺A。口縁部は緩やかに外反する形状。文様はクシb種による直線文を重ね、ヘラによ

る山形文を付加する付加文A3種となる。 801-810は壺の体部片を集めた。 800-801、 804

・805、 806-810はそれぞれ同一個体となる。 799-802-804・805は黒色焼成技法、 799ォ

802 ・ 804-810は付加沈練磨消技法が特色。文様は、 800・801がクシb種による丁字文を

付加した付加文A2種、 803がヘラによるやや崩れた付加文B種を施す。 799-802-804-

810は、いずれも文様帯はクシb種によるが、 799がヘラによる山形文を付加した付加文A

3種、 802・804・805がヘラによる丁字文を付加した付加文A1種、 806-810がクシb種

によるⅩ字文を付加した付加文A2種となる。ただし802は文様帯上下のヘラによる直線

文が省略される。 811-815は底部片。外面の調整は、 811-813-814が手法Da、 812・815

が手法Dbによる。 816・817は大鉢。黒色焼成技法が特色。 816は胴部が張る形状。外面

の調整は、口縁部が手法Aa、腰部は手法Cbを施す。文様は、付加沈練磨消技法による。

文様帯はクシb種。ヘラによる山形文を付加した付加文A3種となる。817は口縁部片。文

様は、頸部の外面がクシb種によるはね上げ文と直線文、口縁部上面には貝殻による刻目

文とヘラによるオシビキ文を施す。口縁部内面には、円形浮文を二個並べ、上面に貝殻に

よる刻目文を施し、その周囲をクシb種によりふちどる。 818-831は甕。器種は819が甕

A、 818・822・828が甕D、 829・830が甕Bによる。外面の調整は、 819が手法Daのほか

は全て手法Dbによる。 831は甕の胴部片。外面の調整は手法Db。 832 ・833は土器の底

部。外面の調整は、 832が手法Da、 833が手法Eaを施したのち、ラフな手法Aaを加え

るが、部分的に「ヤガスリ」状を呈する。文様は、 834の肩部と頸部に竹管による波状文を

施す。

834-866はSD17出土。 834-835は壺の体部片。いずれも口縁部と底部を欠損する。外

面の調整は手法Da 1による。 836は壺の頸部片。外面の調整は、貝殻による直線文・波状

文を施す。頸部下方が手法Aa。文様は頸部下方に竹管による波状文、頸部上方には貝殻

による直線文とはね上げ文を施す。 837は広口壺E。口縁部片。外面の調整は手法Aaによ

る。文様は頸部と口縁部内面に貝殻による直線文、口端にやはり貝殻によるオシビキ文を

施す。 838は広口壺B。口縁部片。文様は、縁帯外面にヘラによる直線文、縁帯屈曲部の下

方には、突帯文A種が施され、これに付加される刻目文はヘラと貝殻背面による。 839は鉢

Z。口縁部片で端部はフラット。外面の調整は手法Da 1。文様は竹管によるもので、外

面に波状文と山形文、口端にオシビキ文を施す。 842・843は壺の肩部片。同一個体。外面

の調整は手法Aa。文様は竹管による直線文二条中に貝殻による直線文を充■し、やはり

貝殻による縦方向の直線文を付加する。 840・844は同一個体で、広口壺C。外面の調整は

手法Db。頸部は長く、口綾部に縁帯をもつ形状。文様は、頸部にヘラによる直線文と波



状文を交互に施し、口端にはクシb種による刻目文を「ヤガスリ」状に施す。混入。 845は、

壺の頸部片。文様は、頸部中央に突帯文A種が施され、これに付加される刻目文は竹管に

よる。突帯の上方には貝殻による直線文・はね上げ文を施し、下方には竹管による波状文

を刻む。 846・847も壺の頸部片。文様は貝殻による直線文。 848は器種不明。文様は貝殻

による直線文にヘラによる波状文を付加する。 849-854は土器の底部。外面の調整は、 849

850が手法Cb、 851-854は手法Daによる。 855は大鉢。口縁部片。口縁部は外反する。

外面の調整は、手法Acを施す。文様は、口端に棒状浮文を貼付し、その周囲をクシb種

によりふちどる。 856は厚口鉢。外面の調整は手法Aaによるが、口端は手法Da。 857-

864・866は甕。器種は857-861・866が甕A、 863・864が甕D、 862が甕Bである。外面

の調整はすべて手法Daによるが、 866は「ヤガスリ」状となる。文様は口端に貝殻による

オシビキ文を施すものが857-859・861・866、やはり貝殻による直線文を施すものが860

となる。また、 862は指頭による局部圧痕文を施す。 867・868は土器の底部。外面の調整

はいずれも手法Daによる。

869-879はSX06出土。 869・871-873は同一個体である可能性をもつ。 869は口縁部片。

器種はおそらく広口壺A。頸部外面にヘラによるはね上げ文、口縁部下方にヘラによるオ

シビキ文を施す。 871は頸部片。文様は、上方にヘラによる二条の直線文中にやはりヘラに

よる斜格子文を充■し、その下方にはクシb種による直線文とやはりクシb種による丁字

文を付加する付加文A2を施す。 870は、細頸壺Aの口縁部片。口端はフラット。文様は、

クシb種を地文とし、ヘラによる山形文を付加した付加文A3種となる。 872-874は付加

沈練磨消技法を施すもの。 874は黒色焼成技法も施す。文様は、いずれもクシb種を地文と

し、クシによるⅩ字文を付加した付加文A 1種が872、ヘラによる山形文を付加した付加文

A3種が873。クシによる丁字文を付加した付加文A2種が874。 785は壺の胴部片。黒色

焼成技法が特徴。外面の調整は手法D a。 876・877は土器の底部。外面の調整は、前者が

手法Da、後者が手法Dbによる。 878-881は甕。器種は878が甕A、 879が甕B、 880が

甕C、 881が甕Dである。外面の調整は、 878・880・881が手法Db、 879が手法Db。文

様は、 878の口端に貝殻による直線文と指頭による局部圧痕文を施す。なお、 879は底部脇

に焼成後穿孔を施す。

891-963は包含層出土。器種は、広口壺Aが891-893-903-909、広口壺Bが883-910

-914、広口壺Dが915-917、広口壺Eが884・885、広口壺Fが886・887、広口壺Hが925、

広口壺Ⅰが926-927-928-938、広口壺Kが952-955となる。細頸壺では、細頸壺Aが874、

細頸壺Bが919・921-922。高杯は、高杯Cが956、高杯Fが958。甕は、甕Aが889-890、

甕Bが900・901、甕Cが902、甕Eが945・958、甕Fが947・950、甕Ⅰが960・962・963。

大形鉢には944がある。 (池本正明)

③古墳時代～中世の土器
(注)

前述の第1両にともなうものである。種類としては土師器と須恵器・灰釉系陶器・施釉



陶器(古瀬戸)があり、器種としては、前者に壺・甕・高杯・杯・鍋・釜、後者に杯・杯

蓋・杯身・椀・小皿.丸皿・広口瓶・平瓶・壺がある。なお、後半期灰釉系陶器はすべて、

南部系(藤澤1982)である。また、法量などは巻末の一覧表に示した。

93-94はSZ01出土。 93は壺。扇平な体部に、やや長い口縁部をもつ。外面底部付近に

手法Abを加える。 94は鉢。口縁部は手法Ab、底部外面は手法Eaによる。

95-109はSX01出土。 95-101までが壺。 95・96は二重口縁となる。 95は体部が球形。

頸部上方は屈曲し、明瞭な段を形成する。腰部および底部外面は手法Ea、肩部付近は手

法Dbを手法Aaでラフに消す。なお腰部には焼成後穿孔が認められる。 4世紀。 96は94

に類似した形状。外面の調整は、腰部に手法Caを施すのか。文様は肩部にクシb種によ

る直線文と波状文、口縁部では外面に「ヤガスリ」状の刻日文を施し、内面は3段の刻目

文を充■する。 4世紀。 97-99は壷。ほぼ球形の体部に直線的な口縁部を有する形状。底

部は平底となり、口端はわずかに内彎する。外面の調整は、手法Aaを基本とするが、 97

は底部付近に手法E aを加える。 99は口端付近に手法Abを付加し、二重口緑風に仕上げ

る。いずれも4世紀。 100・101は小振り。 100は球形の体部で丸底。外面は手法Aaによ

るが、底部付近のみ手法Eaが消された痕跡をとどめる。内面は手法Ac。 101は肩部がわ

ずかに張る形状で、底部は平底となる。器壁は厚い。外面は手法Aaによるが、頸部のみ

手法Abを付加する。 102-104は甕。 102・103は同一個体か。 102は頸部片で、 「くの字」

状に屈曲する。肩部付近に手法E a、頸部に手法Abを施す。 103は腰部以下が残存する。

体部は卵型で、底部は平底。外面は手法Aa。 6世紀。 104は口縁部を欠く。体部は丸みを

帯びるが、やや扇平。底部は平底となる。外面の調整は、体部が手法Aa、頸部が手法A

bによる。 5～6世紀。 105-109は高杯。 105は杯部片。浅い形状で、やや張りをもつ。

口縁部を手法Abの後、下方を手法Ea、内面を手法Dbでラフに整える。杯部外底面に

は、脚部接合のための5mm大の小突起を設定する。 6世紀。 106-109は脚部片。いずれも

柱状部で、屈曲して裾部を形成する。 106・107は裾部を欠く。柱状部はやや太い。杯部と

の接合部は「ソケット」状を呈する。柱状部外面と裾部内外面は手法Aa、柱状部内面は

手法Eaによる。 107は柱状部分に手法Caを加える。いずれも5世紀。 108は106・107と

同様、裾部を欠く。柱状部はやや太い。柱状部外面と裾部内外面は手法Aa、柱状部内面

は手法Eaによる。 5世紀。 109は裾部を端部まで残存させる。裾部はわずかに外反。柱状

部はやや太く、中央部分で若干丸みをもつ。外面は手法Ca、柱状部内面は手法Ebによ

る。内外面とも手法Aa。 5世紀後半から6世紀前半。

110-112まではSK02出土。いずれも二重口縁となる壺で、頸部上方で明瞭な段を形成

後、緩やかに外反する口縁部がつく。 4世紀。 113はSD04出土。甕で、底部は「輪台」状。

頸部は手法Ab、体部は手法Dbの後、手法Aaでこれを消し、底部外面をも含めて特殊

な手法Db (板状工具の小口方向にやや荒い刻み目をつけた原体)を通常の手法Dbとは

逆方向に施す。なお下胴部には焼成後穿孔が認められる。 3世紀後半～ 4世紀前半。

114-116はSX02出土。 114-115は壺。 114は二重口縁をとる。体部は球形。頸部上方



で明瞭な段を形成し、緩やかに外反する口縁部がつく。器壁は薄い。下胴部および底部外

面は手法Ea。 115は壺。体部は卵型を呈する。口縁部は短く外反する。全面手法Aaによ

るが、腰部以下の外面は手法E a。 116は甕か。体部はやや丸みをもつ。外面にはススが付

着する。外面の調整は、腰部、底部に手法Eaを施す。

117-121まで包含層出土。 117-121は二重口縁となる壺。 117は体部が卵形。頸部上方

で屈曲し段を形成する。口縁部は緩やかに外反する。器壁は薄い。外面の調整は不明。口

端上方にはヘラによる直線文を一条めぐらす。 4世紀後半から5世紀。 117は口縁部片で、

二重口縁となる。頸部上方の段は明瞭。口縁部は直線的に伸びる。器壁は厚い。全面手法

Aaによるが、外面の段部分には手法Abを付加、頸部外面にはラフな手法Dbを付加す

る。口縁部内面には刻目文を施す。 4世紀後半。 119・120は高杯。 119は裾部を欠く。杯

部は緩やかに屈曲する。柱状部は細く長い。全面手法Aaだが、柱状部外面は手法Ca。

5世紀前半。 120は脚部を欠く。杯部は稜をもって屈曲する。杯部の内底部分はフラットと

なる。121はミニチュア品。二重口縁をもつ甕か。球形の体部に短く屈曲する口縁部がつく。

全面手法A a。

122は、 SD03出土。須恵器杯蓋で、小振り。天井部は丸みを帯び、項部はややフラット

となる。天井部外面はヘラ切り後、項部のみ回転ヘラ削り調整を加える。 7世紀前半。

123-136までSK01出土。 123-129までが埋土上部出土資料。 123-128は灰釉系陶器。

123・124はいずれも椀で底部片。 123は前半期。小型化した断面「三日月」状の高台をも

つ。底部外面は回転ヘラ削り調整。内底部には淡緑色の灰釉が付着。 10世紀後半。 124は

後半期。やはり底部片で、低くつぶれた断面三角形の高台をもつ。端部にはモミガラ圧痕

は観察できない。 12世紀前半。 125・127は小皿。いずれも後半期。 125は底部片。底部が

やや突出する。 12世紀後半。 127は底部を欠くが扇平な形状。口縁部はフラットとなる。

13世紀。 126は長頸瓶。底部片で前半期。底径はやや小さい。 128は平瓶。やはり前半期。

上面部分には濃緑色の灰釉が付着する。天井部には上面を手持ちヘラ削り調整した大振り

な把手を貼付する。 129は施釉陶器。器種不明。体部下方で屈曲する形状。外面には画花文

が確認できる。モチーフは不明。底部外面を除く全面に濃緑色の灰釉を施す。 130-136ま

でが下部出土資料。 130・131は後半期灰釉系陶器。いずれも椀。 130は口縁部片。直線的

な体部をもつ。口縁部は丸みを帯びるが、端部調整は確認できない。 13世紀末。 131は、

底部片。低くつぶれた断面三角形の高台をもつ。端部にはモミガラ圧痕が確認できる。 12

世紀中頃。 132-135までが土師器。いずれもロクロもしくは回転台使用。 132は小皿。形

状・手法などは、後半期灰釉系陶器の小皿に類似する。ただし内底部に「コロシ」は確認

できない。 135・136は杯。いずれもやや丸みを持った体部をもつ。口縁部は丸みを帯びる

が、端部調整は確認できない。内底部に「コロシ」が確認でき、周辺部分が浅くくぼむ。

底部外面は回転糸切り痕を未調整で残す。

137はSD01出土。灰釉系陶器の広口瓶下胴部片。やや丸みを持った形状を呈する。高台

は断面台形で、やや外側に傾く。 10世紀後半～11世紀。
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138-140までNR02出土。いずれも灰釉系陶器。 138は口縁部片。直線的な体部をもつ。

口縁部はフラットで上部はやや尖る。端部は未調整。 13世紀中頃。 139は、底部片。低く

つぶれた断面三角形の高台をもつ。端部にはモミガラ圧痕が確認できる。 12世紀中頃。 140

は壺。体部に強い丸みをもつ形状。底部には断面台形の低い高台をもつ。外面には黄灰色

の灰釉を施す。

141-159まで包含層出土資料。 141-143は須恵器。 141は杯蓋。丸みを帯びた天井部に、

内面にかえしをもつ形状。 7世紀後半。 142は杯身。扇平な形状。 7世紀前半。 143は杯。

体部はほぼ直線的な形状。底部外面は回転糸切り痕を未調整で残すほか、墨書が確認され

る。 『太』と判読できるが、破片資料のためさらに文字がこれに加わる可能性も考えられる。

144・145は前半期灰釉系陶器の椀。いずれも底部片。肉厚の底部に断面長方形の低い高台

をもつ。内底部に灰釉を施す。 146は土師器甕。口縁部は水平に外反する。 147-154は後

半期灰釉系陶器。 147-152は椀。 147は完形。直線的な体部をもつ。口縁部は丸みを帯び

るが、端部調整は確認できない。 13世紀末。 148は腰部にわずかに丸みをもつ。口縁部上

面はやや尖る。端部は未調整。 13世紀中頃。 149は口縁部片。体部にやや丸みをもつ形状。

口縁部付近に灰緑色の灰釉をツケガケする。 150-152は底部片。いずれも高台は低くつぶ

れる。端部には150がモミガラ圧痕、 151・152が砂粒圧痕をとどめる。内底部の形状は、

150がフラットで、 151・152は周辺部分がやや盛り上がる。 150は12世紀中頃。 151・152

はこれよりやや遡るかもしれない。 153・ 154は小皿。 153は深手の形状。底部はやや突出

する。 12世紀末。 154は底部を欠くが扇平な形状。口縁部はフラットとなる。 13世紀。 155

は施釉陶器で折線深皿。口縁部片で、折曲げられた口縁部の中央に低い突帯をもつ。 15世

紀前半。 156は灰釉丸皿。 16世紀。 157-159は土師器。 157は鍋。口縁部は「くの字」状

に外反する。口縁部内面には吊り手を貼付する。 159は釜。口縁部直下に鍔をもつ。口端は

フラットである。 (池本正明)

注本書では「灰釉陶器」と「山茶椀」とを「灰釉系陶器」という名称で同一概念として

考え、前者を前半期、後者を後半期と呼称している(池本1990a・1990b)～

引用文献

池本正明1990a 「猿投窯の山茶椀」 『マージナル』 10愛知考古学談話会

1990b 「奥三河の灰釉系陶器」 『考古学フォーラム』 1愛知考古学談話会

藤澤良祐1982 「瀬戸古窯跡群Ⅰ 」 『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要』 I

瀬戸市歴史民俗資料館

④近世の土器・陶磁器

岡島遺跡発掘調査(92年度)の表土剥ぎの段階で、かなりの量の近世陶器が採集できた。

これは鳥居あさの宅で使用されていたものであり、伝世品として長らく使用されたもので
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図34古墳時代の土器2
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あろう。また、かなりの量の常滑産の甕も出土している。主に出土した地域は92A区から

である。以下、出土した近世陶磁器に限って説明を加えておきたい。 165-166は椀の類で、

瀬戸・美濃系陶器である。時期的には18世紀～19世紀にかけてのものである。 163-164は

本業焼で腰錆が施されている。 165-166は広東椀で染付が施されている。見込み部分には、

梅文が描かれている。 167-168は染付の丸椀である。 167の外面には笹文が施されている。

また、 168の外面には梅文と思われる文様が描かれている。 169・170・172は皿の類で、瀬

戸・美濃系陶器である。 169は見込み部分に梅文が施されている。 170は口径9・5cmと比較

的小振りである。染付皿で、呉須絵が内面に施されている。見込み部分には梅文が描かれ

ている。 172は染付皿で、呉須絵が内面に施されている。見込み部分にはコンニャク印判が

描かれている。時期的には19世紀前半から中葉にかけてのものである。 171は鳥の餌入れ

と思われ、灰釉が施された瀬戸・美濃系陶器である。 18世紀後半のものと推定される。 173

・174は箱形揚春で、瀬戸・美濃系陶器である。 173は外面に団扇の文様が3つ描かれてい

る。見込み部分にコンニャク印判が施されている。 174は外面に菊花散文が施されている。

見込み部分にはコンニャク印判が施されている。 175は小鉢の類で、瀬戸・美濃系陶器であ

る。京焼系陶器と称されるものである。外面に山水画が描かれている。時期的には18世紀

前半のものと推定される。 176-177-178は肥前系磁器である。 176は飯椀の類で、 18世紀

中葉と思われる。外面に竹文が施されている。見込み部分には手書きで五弁花文描かれて

いる。 177は皿の類で、 18世紀中葉から末期と推定される。外面高台部分に「大明年製」

くずれの窯印が施されている。見込み部分にはコンニャク印判が描かれている。178は箱形

湯呑の類である。時期としては18世紀中葉から末期と推定される。外底部には宝珠の退化

したものが描かれている。口縁内側には花菱文が施されている。また、見込み部分には五

弁花のコンニャク印判が施されている。 (野本鉄也)
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第2節土製品

179は台盤状土製品。 1点のみ出土した。高さ3cmの低い円柱形の土製品で、完形。時期

は弥生時代中期。 180は、用途不明の土製品。残存部分には手法Aaが施されている。土偶

形容器の脚部片の可能性をもつ。 181はコップ状土製品。口縁部を欠く。体部は直線的に伸

び、底部はフラットとなる。体部外面にはヘラによる複合鋸歯文の上下にヘラによる擬凹

線文を施す。 SZ06出土。 182は紡錘車。完形。直径3.7cmの円形で、中央部分に直径6cm

の穿孔を持つ。重量は290 g。表面の調整はラフであるが、手法Aaによる。 183-208は

加工円盤。総数57点出土。土器片を加工したもので、土器片の周辺を順に打ち欠いて成形

している。なお、 183・184・195・198・200・202はさらに側面に研磨を加えている。いず

れも弥生土器片を転用する。原材の器種は、 194・268が甕の可能性を残すほかは、壺を利

用している。使用する部位は体部が最も多いが、 185・188は底部を利用。形状は円形、直

径は4cm程度と、 7cm程度にまとまりをみる。出土地点は大半が包含層中で、分布状況に

は特に意味をみいだせない。 (池本正明)

-成一る延181
180

〔∃「179一cm 。 182
図38土製品
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第3節金属製品
209は銅鏃。 SK02から1点のみ出土した。完形で、逆刺をもつ形状。鉄身には、直径3

mmの穿孔が5ヶ所認められる。重量は5・4 g。弥生時代後期。 (池本正明)

一千一-、=、_、
図40銅鉄(原寸)



第4節木製品

岡島遺跡からは、昭和62・63年度におこなった県道の調査において若干の木製品が出土

している。これらについてはすでに『県道報告』に掲載されている。今回の調査でもわず

かながら木製品が出土しており、本節において用途ごとに記述をすすめていくこととする。

なお、 964-967は90A区、 968・969は90B区の出土である。

①農耕具

鍬の未製品が2点ある。 964は広鍬で、上端部と下端部の幅が変わらず、平面が縦長の長

方形を呈するタイプである。柄を装着する部分の隆起は輪郭が不明瞭で、中央部が若干厚

くなる。全長30・0cm、幅20.8cmで、厚さは6・2cmである。 SD09出土で時期はⅢ期に属す

る。 965は下端部から上端部にかけてゆるやかに幅が狭くなる平面形をもつ。 964同様、柄

孔は開けられていないが、着柄部分の隆起はきわめて厚くつくられている。全長18・8cm、

幅13・6cm、厚さ5.6cmで、広鍬としてはやや小さいことから小型鍬の未製品と思われる。

SK18出土で、時期は弥生時代中期である。

②容器

966は槽の破片である。図上で右側約2分の1が欠損している。現存長は35・5cm、最大

幅は11・6cm、槽の深さは図の上部で5・0cm、下部で3.4cmをはかる。下端部にわずかに突

起が残ることから、この部分に把手がついていたことが考えられる。一方にのみ把手がつ

き、槽の深さが把手側に浅くなることから粗すくい、あるいはアカカキとなるかもしれな

い。 SD09出土でⅢ期に属する。

③その他

967・968は用途不明品である。 967は四分割した丸太材を、梯子のように上半部はその

ままにして下半部のみ板状に加工している。下端部は欠損しており、全体の形状はわから

ない。現存長は23・6cm、幅13・6cmで、厚さは上半部が8・5cm、下半部で2・6cmある。SD09

出土、 Ⅲ期である。 968は細い丸太棒で、一端は欠損しているために本来の長さはわからな

い。遺存しているもう一方の端は面取りがなされている。有頭棒の破片であろうか。残存

長37・2cm、径4.2cmである。 NR04出土で、 Ⅴ期に属する。 969は杭である。上端部は欠

損しており、下端部には丁寧に加工をほどこして先端を尖らせている。現存長42.4cm、径

は3.6cmあり、半裁されている。 NR04出土で、 Ⅴ期に属する。 (樋上昇)



第5節石器・石製品
岡島遺跡から出土した石器・石製品は、土器の出土量に比べると相対的に少なく、出土

地点も調査区全体に散在して分布する。器種としては、磨製石庖丁、磨製石斧、石鉄、磨

石、叩石、石剣、管玉などがみられた。

これらの石質については、凝灰岩、溶結凝灰岩、塩基性凝灰岩、緑色凝灰岩、泥岩、チャー

ト、安山岩、ガラス質石英安山岩、玄武岩、頁岩、緑色片岩、紅レン石片岩、細粒花崗岩、

巨晶花崗岩、砂岩、ハイアロクロスタイトなどがみられた。なお石質については、本セン

ターの楯真美子が鑑定を行った。

1010-1011は磨製石庖丁片である。いずれも全形は窺い得ないが、 1010の平面形態は直

線刃半月形または杏仁形の可能性を有し、背部寄りに二孔一対の紐部が穿たれている。

1001-1007・1024-1025は磨製石斧である。形態的には大型蛤刃(1004-1007)、柱状片

刀(1002)、小型方柱状片刃(1024-1025)、扁平片刃(1001)などがみられる。 100-1005 (剥

落後)には研ぎ直しの痕跡が認められ、 1006には凹石として、 1007には刃部欠損の後叩石

として再利用された痕跡が認められる。 1002は土器棺内からの出土である。 1015-1021は

.石鏃である。形態的には茎の長短はあってもすべて有茎石鏃で、無茎のものはみられなかっ

た。しかしこの有茎のものも長さが4・5-5cmの大形品と、 3cm前後のものとの間に明瞭な

規格の差異が認められる。さらに大形品の中で平面形態上、側辺が先端から基部に向かっ

て緩やかに外反するもの(1015・1016)と、側辺中程がやや内彎するもの(1017・ 1018)

とがみられた。

1013・1014は磨石である。 2点ともに肩平な円礫を使用しており、側線には磨痕が認め

られる。

1009は叩石である。長さ13cm程の細長い円礫を使用しており、端部には打撃痕が認めら

れる。

1012は石剣片である。全形を窺い得ないため平面形態上の特徴は判じ得ないが、鉄剣形

の茎部ではないかと思われる。茎部端には意図的に研がれた刃部が設けられており、破損

した後に再加工して使用されたものと思われる。

1022・1023は管玉である。長さはそれぞれ1・3・2.0cmで、管の外径は0(5・0・6cm、内

荏(孔径)は0・2・0・2-0.3cmを測る。

本遺跡出土の石器・石製品は、推定できる伴出土器の時期から考えると弥生時代中期前

～後菓(岡島Ⅱ-Ⅳ)の時間幅に収まる。遺構から時期が判断できる遺物は1002がSZ 29

土器棺内で中期後菓(岡島Ⅳ)、 1004・1006-1007がNR 03で中期後菓(岡島Ⅳ)、 1009が

SB02で中期後菓(岡島Ⅳ)、 1019がSD 10で中期中葉(岡島Ⅲ)、 1022・1023がSD08

で中期中葉(岡島Ⅲ)、 1025がSD12で中期前葉(岡島Ⅱ)である。 (松田訓)

参考文献

平井勝1991 『弥生時代の石器』ニューサイエンス社



遺跡立地

古地理の変還

第Ⅳ章科学分析

第1節珪藻および昆虫化石群集から得られた岡島遺跡の古環境変遷

(①・はじめに

岡島遺跡は、西三河平野南部、碧海台地と幡豆山塊にはさまれた矢作古川左岸の氾濫平

野に位置している(図42)。遺跡の標高は、弥生時代中期の生活面で+4.0m-+4・5mで

ある。

これまでの調査によって、岡島遺跡からは弥生時代中期～後期の方形周溝墓群、および

同時期の多数の土器・木製品・石製品等が発見され、調査区の北方に三河地方最大級の弥

生時代の集落遺跡の存在が推定されている。

自然科学的な分析では1989-1990年の調査によって、イネノタロカメムシなどの稲作害

虫や湿原性のキヌツヤミズクサハムシ等、多数の昆虫化石や種実ほかの自然遺物が発見さ

れ、また岡島遺跡地下のボーリング試料中からは広域テフラとして著名なアカホヤ火山灰

層(K-Ah)が確認されるなど、岡島遺跡の遺跡立地のみならず広く三河平野における

古地理の変遷を考えるうえで多くのデータが得られている(森ほか、 1990)。

本論では、 1990-1991年にかけての発掘調査の過程で明らかになった弥生時代中・後期

～中世を中心とした遺物包含層、およびその基盤層中から抽出した珪藻遺骸・昆虫化石の

分析を通じて、岡島遺跡における古環境の復元を試みる。



図43分析試料採取地点(62B区63A区)
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科学分析

-昆虫分析試料採取層準

●年代測定試料
D 2840±80y.B.P.

C 2610±90y.B.P.

B 2930±70y.B.P.

A 2120±90y.B.P.

-昆虫分析試料
採取層準(弥生後期)
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松河戸火山灰

試料の分析方法

珪藻の文献

昆虫化石の抽出

②.試料および分析方法

珪藻および昆虫化石の分析試料採取地点は図43・44に示した。

A.珪藻遺骸

分析試料は、岡島遺跡90 B2区の縄文時代晩期を中心とした連続試料(試料1)、 91 A区

の弥生時代後期の連続試料(試料2)より採取した。地層断面図(柱状図)および地層の

層相などについては図45-46に示したとおりである。なお、 90B:区の連続試料からは、

縄文時代後・晩期の境界付近に位置する松河戸火山灰層(MT ; 3120±120y・B・P. ;森ほ

か、 1990)に対比される少量の多孔質型の火山ガラス片が、試料全体に分散した状態で検

出された(図45)。分析試料の年代は考古遺物による相対年代に加え、名古屋大学タンデト

ロン加速器質量分析計、学習院大学理学部14C測定用比例計数管によって測定された放射

性炭素年代値を加味して編年した。これは昆虫化石の分析試料についても同様である。

試料の分析にあたって、乾燥重量1gをトールビーカーにとり、過酸化水素水(35%)を

加えて煮沸し、有機物の分解と粒子の分散を行った。岩片除去ののち、水洗を4～5回繰

り返しながら、同時に比重選別を行った。次に分離した試料を希釈し、マウントメディア

(和光純薬製)にて封入した。検鏡は1000倍の光学顕微鏡を使用し各試料とも200個の珪

藻殻を同定した。しかし、試料中に含まれる珪藻殻が極端に少ない場合は、 200個に達しな

くても検鏡を打ち切った。

珪藻の分類およびその生態的特性などは、 Hustedt (1930,1937-1938,1927-1966) ・Kram

mer and Lange-Bertalot(1986, 1988, 1991 a, 1991 b) ・Hendey(1964) ・Desikachary(1987,

1988,1989)・Cholnoky(1968)・Foged(1954)・Schoeman(1973)・Round et.al・ (1990)など

によった。発見された主な珪藻化石については図63および64に示した。

B.昆虫化石

分析試料の採取場所(地区名)およびその相対年代、湿潤重量等については図47に、層

位・地層断面図・地層の層相などは珪藻分析試料と同じ図45・46に示した。

昆虫の分析試料は、層序が明確になった地層断面からできるだけ多く採取した。昆虫化

石の検出は、主にブロック割り法によって抽出した。

なお、昆虫の検出にあたってはアサヒペンタックス単眼顕微鏡(20倍)を利用し、実体

顕微鏡下でクリーニングののち、一つずつの節片について、筆者採集の現生標本の各部位

と実体顕微鏡下で比較・検討しながら行った。鞘週目の分類および検索は、主に森本ほか

(1984)平嶋ほか(1989)によった。また、地表性歩行虫など個々の昆虫の生態につい

ては筆者の観察所見に加え、中根ほか(1975b)等を参考にした。同定後の標本は、エチル

アルコール(50%)を十分噴霧したのち、土ごと密閉ケースに入れ愛知県埋蔵文化財調査

センター収蔵庫にて保管中である。



調査区 試料の種類 層 相 時 代 湿潤重量

ll 90 B 2 大型土坑上部 砂質シル ト層 中世前期 (13 C ) 26 .4 k g

10 90 B 2 大型土坑下部 砂質シル ト層 中世前期 (13 C ) 22 .6 k g

9 90 B 2 山中式期溝堆積物 細砂混じりシル ト層 弥生時代後期後半 30・5 k g

8 91 A 上層泥炭 褐色泥炭層 弥生時代後期 72.0 k g

7 62 B 河道堆積物 植物片混じりシル ト層 弥生時代中期以降 70・0 k g

6 90 B 2 瓜郷式期溝堆積物 細砂混じりシル ト層 弥生時代中期 56.4 k g

5 63 A トレンチ泥炭 黒褐色泥炭層 縄文時代晩期 123 .3 k g

4 90 B 2 泥炭上層 暗灰褐色腐植質シル ト層

縄文時代晩期

37・9 kg

3 90 B 2 泥炭下層 茶褐色腐植質シル ト層 62.8 kg

2 90 B 2 泥炭最下層 灰褐色腐植質シル ト層 50・8 kg

1 90 B 2 泥炭最々下層 暗灰褐色腐植質シル ト層 40.5 kg

図 47 昆虫化石試料の種類およびその相対年代

珪藻の群集組成

③.分析結果

A.珪藻遺骸群集

同定した珪藻遺骸のリストを図51-52に、その生態値の百分値と出現頻度等を図49-50

に示した。出現した珪藻遺骸は、 90B2区探掘りトレンチ内の縄文時代晩期の頃の22試料

(試料1 ;泥炭最々下層～泥炭上層)では、 39属156種(9変種および3未同定種を含む)

計2,160個体であった(図51)。

91A区の弥生時代後期を中心とした15試料(試料2 ;暗褐色腐植混じり砂質シルト層

～暗褐色砂質シルト層)では、 24属93種(10変種を含む)計1,568個体であった(図52)。

次に、分析試料ごとに珪藻の群集組成の特徴について述べる。

1.試料1 90B2区探掘りトレンチ)

珪藻遺骸群集は群集組成の特徴から、下位よりA帯～E帯の5帯に区分される。以下に

各帯の群集組成の特徴、優占種等について記す。

A帯(試料1-9)

A帯の試料では、出現珪藻のすべてが淡水生種で占められた。 pHについては真～好アル

カリ性種(平均49.6%)、水流性については不定性種(同約72.3%)、生態性については付

着生種(同65.0%)が優占する群集組成であるとみなすことができる。

種ごとにみると、好アルが日生・水流不定性で、付着生種のSynedra ulna (8・6%)や、

同じく好アルカリ性・水流不定性で、付着生種のCocconeis placentulaおよびその変種のC.

placentulavar.euglypta (計8・5%)などが比較的多く出現した。ほかに河川や池沼等の水

生植物の茎や葉に付着して生活するCymbella属(13.9%)やEunotia属(7.1%)の種群が

多数認められた。



汽水～海水

生珪藻の

出現

陸生珪藻

湿潤地表面や水量の乏しい水たまりなどの好気的環境を好むHantzschia amphioxys、

Navicula contenta、 Navicula mutica、 Pinnularia borealis、 Pinnularia subcapitataなど

の陸生珪藻が計12.8%出現した。その結果、この頃の地層(泥炭最々下層・泥炭最下層)

は、水深の浅い環境下で堆積したものであろうと推定される。

B帯(試料10-12)

本帯は汽水生ないし海水生珪藻の出現によって特徴づけられる。試料12(標高+1.00m

の75・0%を最高に、試料10で68.8%、試料11においても半数を超える55.3%の汽水～海

水生種(平均66.4%)が認められた。

種組成では、汽水産・浮遊生種のMelosila nummuloides (平均36.6%)が優占し、汽水

産・付着生種のAchnanthes brevipes var・intermedia (同11・4%)や、同じく汽水産・付

着生種のCocconeis scutellum (同6 ・ 2%) 、海水産.浮遊生種のThalassionema nitzschioides

(同6.2%)などが随伴した。淡水生種の出現率は3試料ともごくわずかであった。

C帯(試料13-15

淡水生種を主体に、平均で30・9%の汽水～海水生種が伴われた。汽水～海水生珪藻では、

C.scutellum(13・8%)、 M・nummuloides (8・4%)が比較的多く認められた。淡水生珪藻

では、好アルカリ性・水流不定性種で、付着生種のAchnanthes lanceolata (4・8% 、 Gom-

phonema clevei var・ inaequilongum (4.2%) 、 Eunotia pectinalis (3・0%)、 Flagilaria

brevistriata (3.0%)などが出現した。

しかし、本層準では珪藻の出現殻数が少なく、またA帯同様Hantzschia amphioxys (6.

4%)、 Navicula mutica (4・2%)などの陸生珪藻が計12.6%認められた。

D帯(試料16-19

全体に珪藻の出現殻数が少なく、出現珪藻のすべてが淡水生種で占められた。珪藻殻数

の極端に少ない試料18をのぞき、 pHについては真～好アルカリ性種(平均で52.6% 、水

流性については不定性種(同87・5%)、生態性については底生種(同50・0%)が優占する

群集組成であるとみなすことができる。

種組成では、 pH、水流性ともに不定性で、底生種のNitzschia parvulaが試料17で42・6%

出現した。ほかにC. placentulaおよびその変種のC. placentula var.euglypta (9.7%)、

S・ ulna (6・2%)などが比較的多く出現した。陸生珪藻は計23・4%認められた。

E帯(試料20-22)

珪藻の出現殻数はD帯より増加した。 p_Hについては真～好アルカリ性種(平均で73.

6%)、水流性については不定性種(同71.6%)、生態については付着生種(同91.4%)が

それぞれ優占した。

種ごとにみると、 S・ ulna (14・9%)や好アルカリ性・好止水性で、付着生種のGom-

phonema clevei (11・2%)、 Epithemia turgida (8・3%)などが比較的多く認められた。陸

生珪藻の出現率は4・6%と大変少なかった。
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2・試料2 (91A区、弥生時代後期の泥炭層)

15試料の分析結果を出現珪藻の群集組成の特徴から以下のように下位からⅠ -Ⅱ帯の

2帯に区分することができる。次にそれぞれの群集組成の特徴について記す。

I帯(試料9)

出現珪藻のすべてが淡水生種で占められた。珪藻の出現殻数は少なかった。 pHについて

は真～好アルカリ性種が77・7% (平均、以下同様)と優占し、不定性種(13・0%)、真～好

酸性種(8.9%)の出現率は低率であった。水流性については真～好止水性種が10.3%、不

定性種が82.8%、真～好流水性種は6.6%であった。生態性では、付着生種(91・7%)が

底斐種(平均7.1%)を大きく上回り、浮遊生種の出現率はわずか1・1%にとどまった。

種組成では、好アルカリ性・水流不定性で、付着生種のAchnanthes brevipes var・ inter-

media 13.3%)、好アルカリ性・好止水性で、付着生種のGomphonema clevei (9・5%)

などが比較的多く出現した。陸生珪藻の出現率は低率であった。

Ⅱ帯(試料10-15)

I帯同様、出現珪藻のすべてが淡水生種で占められた。珪藻の出現殻数はI帯にくらべ

てはるかに多く、珪藻殻の保存状態も良好であった。

pHについては、真～好アルカリ種の出現率は54、2%、不定性種は29・1%、真～好酸性

種は11.7%であった。 I帯にくらべ、不定性種や真～好酸性種の出現率が増加した。水流

性については真～好止水性種が16.2%、不定性種が72.1%、真～好流水性種は9.3%で、

I帯にくらべわずかながら真～好止水性種が増加している。生態性では、付着生種(91.5%)

がI帯同様、底生種(平均6・4%)を大きく上回った。浮遊生種の出現率は1・8%であった。

種組成では、 C. placentulaおよびその変種のC. placentula var・ euglypta (12・7%)や

S・ ulna (10・2%)が比較的多く出現した。ほかにCymbella属の種群(28.3%)やGom-

phonema属の種群(12・6%)が多数認められた。

B.昆虫化石群集

昆虫化石の同定結果を図53に示した。総点数(節片または破片数)は現時点での集約数

で計1,058点、発見された節片についての詳細な種の検討を実施していない標本も多く、

そのため昆虫化石の分析はまだ未完成の状態にあるが、これまでに明らかになった知見に

ついて述べる。

科以上のレベル(亜科を含む)まで同定できたもの16科4亜科451点(41.6%)、族レ

ベル(亜族を含む)まで同定できたもの5族1亜族24点(2・2%)、属レベルまで同定でき

たもの16属127点(11・7%)、種まで同定できたもの68種390点(35.9%)であった。目

のレベルでとどめたものは1日1点(0.09%)、未分類および所属不明の甲虫目等は計92点

(8.5%)であった。

生息環境および生態による分類では、湿原性ないし湿地性のネクイハムシ亜科を含む水

生昆虫199点(18.3%)、食糞性および食屍性昆虫11点(1.1%)、食肉性および雑食性の

地表性歩行虫280点(25.8%)、食菓性昆虫など陸生の植生依存型昆虫500点(46.1%)、
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亜族

その他所属不明および未分類のため生態が判明していない昆虫片は91点(8.4%)であっ

た。

次に層準ごとの昆虫化石の出現傾向について述べる。

1.縄文時代

湿潤重量総計315・3kgの試料中より計631点の昆虫化石が発見された。うち水生昆虫は

136点(21・6%)、地表性歩行虫198点(31.4%)、陸生の植生依存型昆虫234点(37.1%)、

その他は63点(9・9%)であった。陸生の植生依存型昆虫と、地表性歩行虫・水生昆虫の

三者が共存する群集組成であると考えることができる。

泥炭最々下層(90B2区)

泥炭最々下層(試料の湿潤重量は40・5kg)では計49点の昆虫化石が発見され、うち水

生昆虫は計2点(4.1%)、地表性歩行虫は25点(51・0%)、陸生の植生依存型昆虫は17点

(34・7%)であった。種組成では、水辺などの湿潤地表面に好んで生息する地表性歩行虫

のヤマトトックリゴミムシLachnocrepis japonicaをはじめ、トックリゴミムシ属Lachno-

crepis sp.が2点兄いだされた。陸生の植生依存型昆虫では、主に樹葉を食するコガネムシ

Mimela splendens (2点)、ヒメコガネAnomala rufocuprea (4点)、サクラコガネ属

Anomalasp. (4点)など、スジコガネ亜科RUTELINAEに属する昆虫化石が計14点発

見された。

泥炭最下層(90B2区)

泥炭最下層(90B2区、試料の湿潤重量は50・8kg)では計25点が発見された。うち水生

昆虫は計2点(8・0%)、地表性歩行虫は11点(44・0%)、陸生の植生依存型昆虫は10点40.

0%)であった。種組成では、泥炭最々下層と同様、トソクリゴミムシLachnocrepisprolixa

.など、トックリゴミムシ属Lachnocrepis sp・が2点発見されている。

泥炭下層(90B2区、試料の湿潤重量は62.8kg)

210点のうち、水生昆虫は計69点(32・9%)、地表性歩行虫は85点(40.5%)、陸生の植

生依存型昆虫は41点(19・5%)であった。種組成では、食肉性の水生昆虫であるマメゲン

ゴロウ属Hyphydrussp. (3点)、ヒメゲンゴロウ亜科COLYMBETINAE (4点)などの

ゲンゴロウ科DYTISCIDAEが計22点発見された。また、セマルガムシCoelostoma

stultum (25点)をはじめ、食植性の水生昆虫が計44点兄いだされた。また、湿地性の食

植性昆虫であるキヌツヤミズクサハムシPlateumaris sericeaが1点発見された。

地表性歩行虫では、池沼や川べりなどの水辺環境に多く生息するヒラタゴミムシ亜族

PLATYNINA (8点)や、ツヤヒラタゴミムシ属Synuchussp. (2点)、モンコミズギワ

ゴミムシ属Tachyurasp. (4点)、ヤマトトックリゴミムシ(6点)、およびアオヘリアオ

ゴミムシChlaeniuspraefectus ( 2点)などのゴミムシ科が多数認められた。陸生の植生依

存型昆虫では、アザミ類を食するオナガかソオゾウムシLixus moiwanus (2点)などのゾ

ウムシ科CURCULIONIDAE(9点)、イネ科の草本とりわけ水稲を加害することで著名な

イネノクロカメムシScotinophara luridaが10点出現したことが特筆される。
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泥炭上層(90 B2区、試料の湿潤重量は37.9kg)

計43点発見され、うち水生昆虫は3点(7・0%)、地表性歩行虫は19点(44・2%)、陸生

の植生依存型昆虫は17点(39.5%)であった。地表性歩行虫のなかに、アシの茂った川べ

りの草地に多く生息するヨツボシゴミムシPanagaeus japonicusが出現した。

トレンチ泥炭(91A区、試料の湿潤重量は123.3kg)

計304点発見された。うち水生昆虫は60点(19.7%)、地表性歩行虫は58点(19・1%)、

陸生の植生依存型昆虫は149点(49.0%)であった。種組成では、湿地性の食植性昆虫で

あるキヌツヤミズクサハムシが計9点出現した。全体に90 B2区の泥炭下層と昆虫の群集

組成のうえではよく似た出現傾向を示した。

2.弥生時代

湿潤重量総計228・9kgの試料中より計278点の昆虫化石が発見された。うち水生昆虫は

23点(8・3%)、食糞性および食屍性昆虫は5点(1.8%)、地表性歩行虫は40点(14・4%)、

陸生の植生依存型昆虫は190点(68.3%)、その他20点(7.2%)であった。全体に陸生の

植生依存型昆虫が優占する群集組成であるとみなすことができる。

弥生時代中期(試料の湿潤重量は56.4kg)

計16点発見され、うち水生昆虫は2点(12.5%)地表性歩行虫は4点(25.0%)、陸生

の植生依存型昆虫は9点(56・3%)であった。地表性歩行虫では砂地に多いセアカヒラタ

ゴミムシDolichus halensisが発見された。また、陸生の食植性昆虫のなかにクヌギやコナ

ラなどの樹液に集まるコクワガタMacrodorcas rectusや、山地のブナやヤナギ林に多いア

カアシクワガタNipponodorcus rubrofemoratusが兄いだされたことは、弥生時代中期の頃

の岡島遺跡の古環境を考えるうえで重要である。

弥生時代中期以降(試料の湿潤重量は70・0 kg)

弥生時代中期から後期にかけての河道堆積物中から計164点の昆虫化石が発見された。

うち水生昆虫は6点(3.7%)、食糞性昆虫は4点(2.4%)、地表性歩行虫は17点(10・4%)、

陸生の植生依存型昆虫は122点(74・4%)で、植生依存型昆虫が優占する群集組成である

とみなすことができる。

山地のニレ類やカエデ類等に多い樹上性のツノアオカメムシPentatomajapana ( 2点)

や、アオカナブンRhomborrhina unicolor ( 2点)、タマムシChrysochroafulgidissima (10

点)、コクワガタ(1点)、コカブトムシEophileurus chinensis (1点)などの樹木起源の

食植性昆虫が多数発見された。また、ルリハムシLinaeidaeaenea (7点)をはじめ草本植

生を好むハムシ科が計14点兄いだされた。ほかにセンチコガネGeotrupes laevistratus ( 3

点)をはじめ、計4点の食糞性昆虫が出現している。

弥生時代後期(試料の湿潤重量は72.0 kg)

計75点発見された。うち水生昆虫は3点(4.0%)、食屍性昆虫は1点(1.3%)、地表性

歩行虫は17点(22.7%)、陸生の植生依存型昆虫は51点(68.0%)であった。弥生時代中

期の試料同様、植生依存型の昆虫が優占した。
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乾燥した砂地を好む地表性歩行虫であるハンミョウCicindela chinensis japonicaが3点

出現する一方、枯れ木や朽ち木などに多いキマワリPlesiophthalmus nigrocyaneus・ヒメナ

ガキマワリStrongylium impigrumがそれぞれ1点ずつ発見された。また、コガネムシ(15

点)やアオドゥガネAnomala albopilosa ( 4点) ・クロコガネHolotrichia kiotoensisなどの

樹葉を好む食菓性昆虫が多数発見された。

弥生時代後期後半(試料の湿潤重量は30.5 kg)

計23点発見され、うち水生昆虫は12点(52.2%)、地表性歩行虫は2点(8・7%)、陸生

の植生依存型昆虫は8点(34.6%)であった。水生昆虫のなかに池沼や溝・水路などに多

く認められるキべリクロヒメゲンゴロウIlybius apicalis (3点) ・ガムシHydrophilus

acuminatus (4点)などが検出された。食植性昆虫では主に樹葉を食害するスジコガネ

Mimela testaeceipes ( 1点)が出現した。

3.中世

13世紀の大型土坑内の試料(湿潤重量計49・0kg)中より計176点の昆虫化石が発見され

た。うち水生昆虫は39点(22.2%)、食糞性および食屍性昆虫は6点(3.4%)、地表性歩

行虫は42点(23.9%)であった。また、陸生の植生依存型昆虫が76点(43.2%)、その他

13点(7.4%)が兄いだされた。試料は下部と上部に分けて採取したが、分析結果に明瞭な

差異が認められなかったので、ここでは両者の出現傾向を併せて述べる。中世の試料では

植生依存型昆虫を中心に、地表性歩行虫と水生昆虫が共存する群集組成であった。

水生昆虫では、ゲンゴロウCybister japonicus (2点)、コガタノゲンゴロウC. tripun-

ctatus orientalis ( 1点)、コシマゲンゴロウHydaticusgrammicus ( 1点)などの食肉性の

ゲンゴロウ科DYTISCIDAEが計14点発見された。また、食植性の水生昆虫では、ガムシ

(3点) ・コガムシHydrocharaaffinis (2点) ・ヒメガムシSternolophus rufipes (3点)

など計20点のガムシ科に加え、溝や水田・小河川などの止水環境に生息するコガシラミズ

ムシPeltodytes intermedius ( 2点)が認められた。人為度の高い止水城(水田等)に生息

し、稲作害虫としても知られるイネネタイハムシDonacia provostiが計3点発見された。

地表性歩行虫では、ツヤヒラタゴミムシ属(8点)をはじめ水路や川べりなどの湿潤地

表面を特徴づけるゴミムシ科が多数兄いだされた。

また、食植性昆虫では、樹葉を食するスジコガネ亜科やサクラコガネ属とともに、アオ

バネサルハムシBasileptafulvipes (2点) ・ドゥガネサルハムシScelodonta lewisii ( 2点)

・ルリハムシLinaeidae aenea ( 1点)などの草本植生を好むハムシ科CHRYSOMELIDAE

が計8点発見された。
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④.古環境の変遷

1 ・縄文時代晩期のはじめの頃

岡島遺跡の基盤層を構成する腐植質シルト層ないし泥炭層の放射性炭素年代(計6点)

は最も新しいもので2120±90y・B・P・ (GaK-15762、試料は90 B2区の泥炭最々下層)、最

も古いもので2930±70y・B・P・ (GaK-15763、試料は90 B2区の泥炭最下層)を示し、現在

の編年によればこれらはいずれも縄文時代晩期に相当する年代値である。また、 90B2区の

柱状試料の全層準にわたって松河戸火山灰層(MT ; 3120±120y・B・P・)に対比される火

山ガラス片が発見されたことから、 90 B2区における腐植質シルト層の堆積が松河戸火山

灰層降灰後、すなわち縄文時代晩期に入ってから行われたものであることがわかる。

この頃、岡島遺跡周辺は水深の浅い湿地帯のような状況にあったことが推定される。珪

藻分析の結果は90 B2区深掘りトレンチのA帯に相当し、付着生種が優占する一方、 12・

8%の陸生珪藻が出現する。昆虫分析では51.0%(90 B2区泥炭最々下層)、および44.0%(90

B2区泥炭最下層)の水辺を好む地表性歩行虫の産出によって特徴づけられる。この層準か

らは水生昆虫はごく少数しか発見されておらず、 36.5%の主に樹葉を食する食菓性昆虫が

出現した。その結果、岡島遺跡一帯には小規模な止水城が点在し、起伏のある湿潤地表面

のところどころに落葉性の低木が生育していたものと推定される。

2.縄文時代晩期半ば頃

岡島遺跡90 B2区の標高+1・0m付近には、汽水～海水生珪藻が多産する層準(90 B2区B

帯)が認められ、この時期に小規模ながら明瞭な海進があったことが明らかになった。岡

島遺跡の海成層は、これまで朝日遺跡63A'区(縄文時代後期前半の土器片(堀之内Ⅱ式土

慕)を含む地層より上位、標高+1.25m;森ほか、 1989)、同じく朝日遺跡62A2区(<3790

±90y・B.P.,標高±0m ;森, 1992),土田遺跡(<2530±190y.B.P.、標高0-+1.0m;

森ほか、 1991a)、菩薩遺跡(3400±110y・B・P・、標高+2.0-2.15m;森ほか、 1991a)

をはじめ、濃尾平野各地で認められた海進(縄文後期の再海進)より、いくぶん新しい年

代値を示している。しかし、現在までのところ放射性炭素年代以外にこれら海～汽水成層

を対比する材料に乏しく、岡島遺跡および濃尾平野各地で兄いだされた両海進がそれぞれ

時期を異にする二時期の海進を示したものなのか、それとも年代値はやや前後するものの

同時期の海進期のものであるかを確定するには至っていない。

生物群集はこの海進を境に、大きな変化が認められた。陸生の植生依存型昆虫では樹菓

性の昆虫にかわって、ハムシ科やゾウムシ科、イネノタロカメムシなどの草本植生に由来

する食植性昆虫が多数を占めるようになり、水生昆虫では8～9種のガムシ科をはじめ、

2種類のミズスマシ科、少なくとも5種類以上のゲンゴロウ科など食植性ないし食肉性の

多様な水生昆虫が認められた。また、酸性の湿原城を好む湿地性のキヌツヤミズクサハム

シも発見された。

地表性歩行虫では、水辺に多いヤマトトックリゴミムシやアオヘリアオゴミムシ、ミズ

ギワゴミムシの仲間、ヒラタゴミムシの仲間が出現した。塩性遷移の進行に伴って多様な
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植生が繁茂し、そのことが昆虫相に多大な影響を及ぼしたものと推定される。

3.縄文時代晩期の終り～弥生時代前期の頃

珪藻の分析結果では、 90B2区のC帯～D帯にみられるように陸生珪藻の出現率が高く、

底生の種群も比較的多く認められた。アシの茂った水辺に生息するヨツボシゴミムシの出

現によって水深が浅くなり、挺水植物の繁殖する水たまり的な止水城に変化したものと思

われる。

4.弥生時代中期

90B2区の溝中の堆積物からは数は少ないものの、当時の植生環境を考えるうえで重要な

昆虫化石が発見された。アカアシクワガタ(前胸背板)は現在は山地帯(冷温帯)のブナ

林に多く、しばしば低山地のヤナギ類の樹液に集まることが知られている。コクワガタ(前

胸背板)はクヌギやコナラなどの樹液に集まる森林性の食植性昆虫であり、 3点発見され

たアオドゥガネ(前胸背板など)は海岸部の樹葉上に多く認められる食菓性昆虫の一種で

ある。

これらの昆虫片の大きさはいずれもかなり大きく、しかもほとんど壊れていないことか

ら、遠くから運ばれたものとは考えにくい。その結果、弥生時代中期の頃、岡島遺跡90B2区

付近にはクヌギやコナラを中心とした落葉広葉樹が生育していたことはほぼ確実であろう。

弥生時代中期から一部後期を含む62B区の河道堆積物中の試料からは、コクワガタをは

じめ、コクワガタ同様クヌギやコナラなどの樹液に集まるアオカナブン、エノキやヤマザ

タラなどの古木に多いタマムシ、さらにニレやカエデ類に集まるツノアオカメムシが発見

され、弥生時代中期から後期にかけて、岡島遺跡一帯に森林植生が成立していたことを推

定させる。

弥生時代中期弥生時代後期

岡島遺跡申](%)請(%)

1

勝川遺跡酪(%'幽(%'

朝日遺跡彪短頭轟疲司(%)転司(%'

凡例3.4

1・水生昆虫2(食糞性昆虫3.地表性歩行虫小.植生依存型昆虫5・その他

図48弥生時代中期および後期の地層から検出された昆虫化石の生息環境別出現率
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5.弥生時代後期

弥生時代後期の試料でも陸生の植生依存型昆虫の出現率が高く、コガネムシやクロコガ

ネ・サクラコガネ属などの樹葉を食害する食菓性昆虫が多数見いだされた。弥生時代後期

の前半では、砂地を好むハンミョウ、枯れ木や朽ち木に集まるキマワリ・ヒメナガキマワ

リ・バネカタシ科などの地表性歩行虫の出現率が高いことから、岡島遺跡周辺では樹木の

伐採が進み、裸地的空間が拡大したことが推定される。

弥生時代後期後半になると、地表性歩行虫の出現率が低下し、かわって水生昆虫の出現

率が増加する。珪藻分析でも、付着生珪藻の出現率が増大して、遺跡の周囲に水(流水)

の影響が及んだことが考えられる。

図48に岡島遺跡の弥生時代中期および後期の試料中から発見された昆虫化石の生息環

境別出現率を示した。比較のために、ほぼ同時期の勝川遺跡(低位段丘上から低位段丘直

下に営まれた環濠集落:愛知県春日井市)、朝日遺跡(濃尾平野の沖積低地上に成立した弥

生「都市」 :愛知県西春日井郡清洲町ほか)から産した昆虫化石の生息環境別出現率を掲げ

た。勝川遺跡の弥生時代中期の試料(計50点)は低位段丘直下の木製品貯蔵施設と推定さ

れる流路内、弥生時代後期の試料(計104点)は同じく低位段丘直下の自然流路内から採

取した。一方、朝日遺跡の試料(弥生時代中期139点、弥生時代後期235点)は、いずれ

も環濠集落外の居住域に掘られた溝中より採取した。

それぞれの遺跡の立地環境、遺跡内における分析試料の採取位置、および昆虫化石包含

層による差異などを考慮する必要はあるものの、岡島遺跡では他の2遺跡にくらべ、陸生

の植生依存型昆虫の占める割合が著しく高いことがわかる。このことから、岡島遺跡の周

りには、弥生時代中・後期を通じて森林植生が相当残存していたことが容易に推定される。

一方、朝日遺跡では、植生依存型昆虫の出現率が低く、食糞性昆虫を含め地表性歩行虫の

出現率が格段に高いことがわかる。その結果、朝日遺跡では「都市」の造営にあたって森

林植生の伐採が進み、遺跡内に占める裸地的空間の割合が著しく高かったことが考えられる。

6.中世

植生依存型昆虫には樹葉を食する種群に加え、草本植生を加害するハムシ科などが多く

兄いだされた。ガムシ科やゲンゴロウ科などの水生昆虫も多く出現し、とりわけ水稲を食

害することで知られるイネネタイハムシの鞘勉の完全品が大型土抗中から3点も発見され

たことから、岡島遺跡の周りに水田が営まれていた可能性が考えられる。

⑤.まとめ

縄文時代晩期の半ば頃、水深の浅い湿地帯のような環境下に海水が侵入し、岡島遺跡周

辺の氾濫平野では塩性遷移が進行した。やがて、やや水深のある沼沢地のような環境に移

り変わり、草本植生に由来する多様な生物群集が認められた。

縄文時代晩期から弥生時代前期にかけて、岡島遺跡周辺では水城が縮小し、落葉広葉樹

を中心とした森林植生が成立していた。

弥生時代中期～後期を通じて、岡島遺跡の周りにはクヌギやコナラなどの樹木が生育し、



岡島ムラ
の景観

岡島ムラの景観は「雑木林に囲まれた農村」といったイメージであった可能性が考えられ

る。弥生時代後期後半になると、岡島遺跡の周りでは再び水城の占める割合が高くなり村

が衰退に向かった。

そして、中世の頃の岡島遺跡は、人工改変の進んだ水田地帯のような状況であったこと

が考えられる。 (森勇一・前田弘子)
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科学分析

図51岡島遺跡産の珪藻遺骸分析結果(1)岡島90B2区

S pe c ies
E co log ica l V a lu e S a m p le

T O T A L
pH C UR R EC OL C l

1 A ch n a n thes b revities A G A R D H A lph ? Ep ip M eha 1 1

2 A chnan thes brevipes vaγ. ink γm edia (K U T Z .) C L EV E A lph In d E pip M eha 98

3 A ch n a n th es co n spicu a A .M A Y E R Ind In d Ep ip Ind 1 1

4 A ch n a n th es cre n u la ta G R U N O W Ep ip 1 3 1 2 7

5 A ch n a n th es d elica tu la (K U T Z .) G R U N O W A lbi In d E pip M eha 2 - 2 1 2 - 7

6 A ch n a n th es exisu a G R U N O W A lp h In d E pip Ind 1 4 2 - 1 8

7 A ch n a n th es h au k ia n a G R U N O W M eha 1 1

8 A ch n a n th es inf la ta (K U T Z .) G R U N O W A lph In d E pip Ind 5 ・ ・ 1 3 4 1 1 1 5

9 A ch na n th es k m sske i K O B A Y A S I & S A W A T A R I A lp h Iーid E pip Ind 2 1 - - - 2 1 - - 1 - 2 1 1 0

10 A ch n a n th es k ryop h ila P E T E R S E N E pip 2 1 3

ll A ch n a n th es lan ce olata (B R 宜B .) G R U N O W A lph In d E pip Ind 5 9

12 A ch n a n th es la n ceo la ta v ar . ro stれ2′蝣a H U S T E D T A lph In d E pip Ind 1 1

13 A ch n a n th es la te rostra ta (B R 宜S .) G R U N O W In d In d E pip 2 1 ・ ・ ・ ・ 1 4

14 A ch n a n th es lin ea ris W .S M IT H G R U N O W In d In d E pip Ind 7 0

15 A m p h orh ova lis v a r . liby ca (E H R .) C L E V E A lph In d B ent Ind 1 3

16 A n o m o eon e is bra chy sira (B R E B .) G R U N O W In d In d B ent Ind 1 1

1 7 lela tu s B A IL E Y E l止a 1 1

1 8 B a cillan a ha ra dox a G M E L IN In d In d B entM eha . 3 . 3

19 ro ph ila B O C K . 3 . 3

2 0 C a lo n eis bac illu m G R U N . C L E V E A lph In d B ent Ind 1 1

2 1 C a lo n eis s ilicu la E H R . C L E V E A cph In d B ent In d 2 1 1 ・ ・ 1 5

2 2 A lbi In d E pip In d 1 ・ ・ ・ 2 ・ 1 ・ 1 1 6

2 3 C o cco n eis p la cen tu la E H R E N B E R G A lph In d E pip In d 3 6

2 4 C occon eis p lacen tula v a r. euglyp ta (E H R .) C L E V E A lph In d E pip In d 11 6

2 5 C o cco n eis ps eu do m a rg in a ta G R E G O R Y M eh a 1 1

2 6 C o cco n eis scu tellu m E H R E N B E R G M eh a ・ 3 6 5 1 2 7 5 3 ・ 4 1

2 7 C o sa n od iscus sp . E uha 1 1

2 8 C yc lo te lla s tria ta (K U T Z .) G R U N O W M eh a 1 1

2 9 C yc lo te lla s tylo rum B R IG H T W E L L E uha . 2 . 2

3 0 C y m be lla affin is K U T Z IN G A cb i In d E pip In d 1 1 1 3

3 1 C y m be lla asp era (E H R .) C L E V E A cph In d E pip In d 1 ・ ・ 1 ・ 2 1 ・ 2 ・ ・ 8

3 2 C y m be lla sra cilis (E H R .) K U T Z IN G In d L iph E pip In d 2 ・ ・ ・ ・ 1 ・ 1 ・ 1 2 7

3 3 C y m be lla lep tocer os (E H R .) K U T Z IN G In d L iph E pin In d 2 ・ 1 ・ ・ ・ 1 1 1 1 7

3 4 C y m be lla m in u ta H IL S E In d R -p h E pip In d 8 1

3 5 C y m be lla n a vicu lifo rm is A U E R S W A L D In d In d E pip In d . 2 . 2

3 6 C ym be lla sin ua ta G R E G O R Y In d Lib i E pip In d 19

3 7 C y m be lla tu m id a (B R 宜 5.) V A N H E U R C K A cph In d E pip In d 5 6

3 8 C y m be lla tu rg id a (G R E G .) C L E V E A lbi Lib i E pip In d 1 1

3 9 C y m be lla tu rs id u la G R U N O W In d In d E pip In d 6 5

4 0 D ia to m a vu le are B O R Y A lph In d E pip In d 1 1 1 1 5

4 1 D im erog m m m a fu lvu m (G R E G .) R A L F S E uha . 4 . 4

4 2 D ip lo n eis bom bu s (E H R .) C L E V E E uha 1 1

t 4 3 D ip lon eis o va lis (H IL S E C L E V E l l - - - 2 ・ ・ - 2 - 6

4 4 D ip lon eis p a rm a C L E V E 1 1

4 5 D ip lon eis b u ella (S C H U M .) C L E V E 2 3 . 5

4 6 D ip lon eis sm ith ii (B R 宜B .) C L E V E A lph In d E pip M eh a 1 1

47 E p ith em ia so rex K U T Z IN G A lph L iph E pip In d 1 1

48 E p ith em ia tu rsida (E H R .) K U T Z IN G A lph L iph E pip In d 1 1 2 1 1 9 6 5 2 6

49 E tith em ia zeb ra (E H R .) K U T Z IN G A lph In d E pip In d 10

5 0 E un otia b ie ib ba K U T Z I N G A cph ? E pip H pho 1 2 1 4

51 E un otia f lex uo sa K U T Z IN G A cph In d E pip H pho 1 1

52 E un otia lu n ar is E H R .) G R U N O W A cph In d E pip H pho 2 ・ ・ ・ ・ 1 1 4

53 E u n otia p ectin a lis (K U T Z .) R A B E N H O R S T A cph In d E pip H pho 7 4

54 E unotia pectin alis vsi .m in oγ(K U T Z .) R A B EN H O R S T A cph In d E pip H pho 1 2 1 4

55 E unoti a pectinalis var.und ulata (R A L FS ) RA B EN H O R S T A cph In d E pip H pho 1 ・ ・ 1 1 1 4

56 E u n otia p oly d en tu la B R O N . A cph In d E pip H pho 1 1

57 E u n otia p rae rup ta E H R E N B E R G A cph In d E pip H pho 2 5 ・ ・ ・ 1 1 3 12

58 E u n otia p rae rup ta v a r .bid en s G R U N O W A cb i In d E pip H pho 8 3 - 2 1 14

59 E u n otia ro bu sta R A L F S A cph In d E pip H pho 1 1 1 3

60 F rae ila n a b ica pita ta A .M A Y E R A lph In d In d H pho 1 1

61 F rae ila n a b revistn a ta G R U N O W A lph In d E pip H pho 2 1 2 3 1 1 10

62 F rag ila ria co n strue n s (E H R .) G R U N O W A lph In d E pip H pho 1 1

63 la ria in term ed ia G R U N O W A lph In d E pip H pho 1 - 1 1 1 - 1 4

64 F ru stu lia rh o m b oid es E H R . D E T O N Y A cph L iph E pip H pho 1 ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ 1 4

65 F rus tu lia v u lga ris (T H W A IT E S ) D E T O N Y In d In d E pip In d ・ 10 ・ ・ 1 l l

66 G lyph o des E uha

In d L iph E pip In d

. 2 . 2

67 G om pk on em a ab brevia tu m (A G A R D H ) K U T Z IN G 1 1

68 Gom phonm a acum inatum var.coronate (EH R .) W .S M IT H 1 1

69 G om p k on em a an su statum (K U T Z ) R A B E N H O R S T A lph In d E pip In d 1 2 2 5

70 G o m ph o n em a a ug u r E H R E N B E R G In d In d E pip In d l l 2

71 (jOTHpflOflSlfKl QM&Uγm . to ro (E H R . LA NG E ・BE RT ALO T A lph Ind E pip In d l l 2

72 G o m ph o n em a cle vei F R IC K E A lph L iph E pip In d 86

73 G om bho ne桝d v ar. in aeauilone um H .K O B A Y A SI A lph Ind E pip In d 60

74 G o m ph o n em a con stn ctu m E H R E N B E R G A lph Ind E pip In d l l 2

75 G o m ph o n em a e ra cile E H R E N B E R G In d L iph E pip In d ・ 1 ・ 1

76 G o m ph o n em a lo n siceb s E H R E N B E R G In d Ind E pip H pho 1 1 2 - 4

77 G om pfw nem a olivaceum (L Y N G B Y E) K U T ZIN G A lph Ind E pip In d 2 1 3

78 G o m ph o n em a p a rvu lum (K U T Z .) K U T Z IM G In d R -ph E pip In d 43

79 G o m ph o n em a sp h ae rop ho ru m E H R E N B E R G A lph Ind E pip In d 1 1

8 0 G ra m a top h o ra ocea n ica (E H R .) G R U N O W E uha 1 1
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岡島遺跡

S p e cies
E c o lo g ica l V a lu e S a m p le

T O T A L
pH CU RR ECO L C l 9 1 0 1 1 12 13 14 15 16 17 18 19 2 0 2 1 2 2

8 1 H an tzsch ia am p h ioxys (E H R .) G R U N O W A lph In d Ben t In d 12 6 14 2 4 2 7 2 2 3 11 103

8 2 H antzschia am phioxys var . w on (H A N T Z .) G R U N O W A lph In d Ben t In d 1 - 2 1 4

8 3 M a stog lo ia b rau n ii G R U N O W Ind In d Ind 1 1

8 4 M astog lo ia ♪m ila (C L E V E & M O L L E R ) C L E V E Ind In d Ind . 4 . 4

8 5 M elosira am big ua (G R U N .) O .M U L L E R Ind L iph Plan Ind ・ 2 ・ ・ 2 4 ・ ・ 1 ・ 2 ・ l l

8 6 M elo sira s ra n u la ta (E H R .) R A L F S A lph L iph Plan Ind l l 2

8 7 M elosira n um m u loides D IL L W . C .A .A G A R D H Plan M eha 3 0 13 9 2 1 4 14 9

8 8 M eri d io n circu la re A G A R D H A lph R -ph Ep ip In d I l l 1 ・ 4

8 9 N a vicu la b ac illu m E H R E N B E R G A lph In d B ent In d l l 2

9 0 N a vicu la c in c ta E H R . R A L F S A lph R ーph B ent In d 1 4 . 5

9 1 N a vicu la d em en tis G R U N O W In d In d B ent In d 1 . 1

9 2 N a vicu la c occo n eifo rm is G R E G O R Y A cph R -p h B ent H pho 1 1

93 N a vicu la con ten ta G R U N O W A lph R - ph B ent In d i . . . . i . 2 ・ 4

94 N a vicu la cり少t0 C勿h a la K U T Z IN G A lph Ind B ent In d 1 1

95 N a vicu la ele in en sis (G R E G .) R A L F S A lph R - b iB ent In d 8 7 - 1 - 2 8 1 1 - - 1 - ・ - 2 - ・ - 1 3 2

96 N a v icu la g as tru m (E H R .) K U T Z IN G In d Ind B ent In d 1 1

97 N av icula go ep pertian a (B L E IS C H ) H .L .SM IT H In d Ind B ent In d fi fi ・ 5 ・ ・ 1 3 1 ・ 22

98 N a v icu la la cu stris G R E G O R Y In d In d B ent In d 1 1

99 N a v icu la la p.vis.sim a K U T Z IN G In d In d B ent In d l l 2

100 N a v icu la m en iscu lus S H U M A N N A lph R -ph B ent In d 1 1

10 1 N a v icu la m u tica R A L F S 9 1 2 3 6 1 6 2 2 3 2 3 5 69

102 N a v icu la opp u g n ata H U S T E D T A lph In d B ent In d 1 1 2 - 4

103 N a v icu la p lace n ta E H R E N B E R G In d In d B ent In d 1 . 1

10 4 N av icu la pseud olan ceola ta L A N G E ・B E R T A LO T A lph In d B ent In d 1 ・ ・ 2 ・ 1 1 1 ・ 5 ・ ll

10 5 N a v icu la pu p u la K U T Z IN G In d In d B ent In d 3 1 1 1 12

10 6 N a v icu la ♪u sio C L E V E A c ph R - ph B ent H pho 1 . 1

10 7 N a v icu la 加 i K U T Z IN G In d In d B ent In d 4 ・ 1 5

10 8 N av icu la viridu la (K U T Z .) E H R E N B E R G A lph R - ph B ent In d 1 1 ・ ・ 2 2 ・ 6

10 9 N eid iu m aff in e (E H R .) C L E V E In d L ibi Bent In d ・ 4 - 1 1 1 7

11 0 N eidiu m am p lia tu m (E H R .) K R A M M E R In d In d Bent In d l l 2

11 1 N eid iu m b isu lca tu m L A G E R S T E D T C L E V E ? ? Ben t ? 1 ・ ・ 1 ・ 1 2 ・ 5

11 2 N eid iu m irid is E H R . C L E V E In d L iph Ben t H pho l l 2

11 3 N itzsch ia am p h ibia G R U N O W 1 1 2 - 4

1 14 N itzsch ia con s tricta (K U T Z .) R A L F S In d In d Ind . 4 . 4

1 15 N itzsch ia d ebi ts A R N O F T l l 2

1 16 N itzsch ia d issipa ta (K U T Z .) G R U N O W A lbi R -ph B ent In d 2 1 ・ ・ 1 4

1 17 N itzsc hia fo n tico la G R U N O W A lbi R -ph B ent In d 1 1

1 18 N itzsc hia f rus tu lum (K U T Z .) C R U N O W A lph In d B ent In d 1 6 . 7

1 19 N itzsc hia g ra cilis H A N T Z S C H Ind Lib i B ent In d 1 1

12 0 N itzsc hia h o lsa tica H U S T E D T ? ? B ent In d 1 1

1 21 N itzsc h ia lin ea ri s (A G A R D H W .S M IT H A lph R - b iB ent In d . 3 1 4

1 22 N itzsc hia o btusa W .S M IT H A lph ? B ent M eh a 9 12 2 4 1 10 3 3 4 9

1 23 N itzsc h ia pa lea (K U T Z .) W .S M IT H In d Ind B ent In d . 2 . 2

1 24 N itzsc h ia pa rv u la W .S M IT H 1 1 ・ 1 3 4 3 ・ 10 1 2 2 2 1 ・ ・ 3 0 ・ 1 1 ・ 1 6 4

1 25 N itzsc h ia ro m a n a G R U N O W A lph Ind B ent In d . 6 1 7

1 26 (妙 lh o ra m a rtyi H E R IB A U D A lb iL IP H B ent In d ?. ・ 2 ・ 5

127 P a ra lia su lca ta E H R . C L E V E E uha 3 ・ 1 4

128 P in n u la ri a a crosp h aeri a R A B E N H O R S T In d In d B ent In d l l . 2

129 P in n u la ria a estu a ri i? C L E V E . 2 . 2

130 P in n u la ria b orea lis E H R E N B E R G In d In d B ent In d ・ 3 - - 1 - 1 - - - - 1 - l l 8

13 1 P in n ula ria d ivers en s W .S M IT H A cph In d B ent In d . 2 . 2

132 P in n u la ri a d ivere en tissim a (G R U N ) C L E V E A cph In d B ent In d ・ 2 - 2 1 5

13 3 eib ba E H R E N B E R G A cph In d B ent In d 4 1 1 ・ ・ 1 7

13 4 P in n u la ria h em ip te ra (K U T Z .) C L E V E A cph L ibi B ent In d 1 1

13 5 P in n u la ri a in terrup ta W .S M IT H In d In d B ent In d 1 1

13 6 m ajor (K U T Z .) R A B E N H O R S T A cp h In d B ent In d 1 1 1 ・ ・ 1 ・ ・ ・ 1 5

13 7 P in n u la ria m ic rostau ro n (E H R .) C L E V E A cp h In d B ent In d 2 7 2 ・ 1 ・ 1 1 14

13 8 P in n u la ria su b cap ita ta G R E G O R Y 4 8 3 8 - 4 7 4 - - 1 - - l l 41

13 9 P in n u la ria viri d is (N IT Z .) E H R E N B E R G In d In d B ent In d 5 1 1 1 1 9

14 0 P laeioeram m a pulchellum var. 加 蝣a G REV . PE RA GA RY Euha 1 1

14 1 P leu rosig m a elo n ga tu m W .S M IT H Euh a 1 1

1 42 R ha p ho n eis su rirella (E H R .) G R U N O W M eha 1 3 5 ・ 2 ・ l l

1 43 R h opa lod ia g ibb eru la (E H R .) O .M U L L E R A lph In d Epip M eha 1 ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ 1 1 4

1 44 R h opa lod ia m u scu lu s (K U T Z .) O .M U L L E R A lph In d Epip H aph 2 1 1 1 1 6

1 45 S ta u ron eis an cep s E H R E N B E R G l l 2

1 46 S ta u ro n eis la u en b u rg ian a H U S T E D T In d In d Bent In d 1 1

1 47 S tau ron eis ♪h oen icen tero n N IT Z . E H R E N B E R G l l 2

1 48 S ta u ro n eis p rod u cta G R U N O W Ind In d B en t In d 1 . 1

1 49 S ta u rn n eis sm ith ii G R U N O W Ind R -ph B en t Ind 1 3 ・ 1 ・ 2 ・ 1 ・ 8

1 50 Sy n ed ra rum p en s K U T Z IN G Ind L iph Ep ip Ind l l 2

1 51 Sy n ed ru u ln a E H R E N B E R G A lph In d E pip Ind 13 16 8 11 16 15 18 7 155

1 52 Sy n ed ra vau ch e ria e K U T Z I N G A lph R -ph E pip Ind 1 5 2 3 3 4 5 1 25

1 53 T ab ella ria fen es tra ta (L Y N G .) K U T Z IN G A cph In d E pip H pho l l 2

1 54 T ab ella ri a floccu losa (R O T H ) K U T Z IN G In d In d E pip In d 1 ・ ・ ・ 1 1 1 4

1 55 T fa ilassinn em a n itzs ch io id es G R U N O W E uha 1 7 ・ 1 6 4 2 ・ 30

1 56 T ha lassiosira sp p . E uha l l . 2

T O T A L 20 0 200 73 126 89 199 2 00 9 1 6 0 1 22 4 7 20 0 7 9 5 1 3 7 29 63 14 39 128 65 2 ,160

106

生態値凡例

pH (pH spectra)
Alhi : Alkalibiontic forms Acbi : Acidobiontic forms

(真アルカリ性種) (真酸性種)

Alph : Alkaliphilous forms : Unknown

(好アルカリ性種) (不明種)
Ind : Indifferent forms

(不定性種)

Acph : Acidophilous forms
(好酸性種)

水流性(Current spectra)
Libi : Limnobiontic forms R-bi : Rheobiontic formn

(真止水性種)
Liph : Limnophilous forms

(好止水性種)
In° : Indifferent forms

(不定性種)
R-ph : Rheophilous forms

(好流水性種)

(真流水性種)
Unknown

(不明種)

生態性(Ecology)
:nt : Benthonic forms

(底斐種)
Epip : Epiphytic forms

(付着生種)
Plan : Planktonic forms

(浮遊生種)
? : Unknown

(不明種)

塩分(Halobion spectra)
Euha : Euhalobous forms

(真塩性種)

Meha : Mesohalobous forms

(中塩性種)

Haph : Halophilous forms

(好塩性種)
Ind : Indifferent forms

(不定性種)

Hpho : Halophobous form

(嫌塩性種)
フUnknown

(不明種)
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図52岡島遺跡産の珪藻遺骸分析結果(2)岡島91A区

S p ec ies
E c o lo g ic a l V a lu e S a m p le

T O T A L
pH C U R R E C O L C l 1 2 3 4 5 6 7 9 1 0 1 1 1 2 1 3 14 15

1 A ch n a n thes b revip es v a r. in term ed ia (K U T Z .) C L E V E A lph In d E p ip M e h a 5 10 13 1 9 2 1 5 1 12

2 A ch n a n thes cleve i G R U N O W A lph In d E p ip In d l l 2
3 A ch n a n thes cre n u la ta G R U N O W E n in 1 2 8 2 4 1 4 22

4 A ch n a n th es d elica tu la (K U T Z .) G R U N O W A lb i In d E p ip M e h a 1 1

5 A ch n a n th es exig u a G R U N O W A lph In d E p ip In d 1 1 1 1 4

6 A ch n a n th es h u ng a ri ca G R U N O W A lp h In d E p ip In d

1 ・ 2 ・ ・ 1

. 3 . 3
7 A ch n a n th es inf la te (K U T Z .) G R U N O W A lph In d E p ip In d 2 1 - 1 4

8 A ch n a n th es k ra sske i K O B A Y A S I & S A W A T A R 1 A lp h In d E p ip In d 3 ・ ・ 1 3 ・ 1 8

9 A ch n a n th es k ty op h ila P E T E R S E N E p ip . 5 . 5
1 0 A ch n a n th es la n ce olata (B R 丘B .) G R U N O W A lp h In d E p ip In d 6 9

l l A ch n a n th es la n ce olata v a r . ros tra ta H U S T E D T A lp h In d E p ip In d 1 2 - 1 - 4
1 2 A ch n a n th es la p id osa K R A S S K E Ind In d E p ip In d 1 ・ - 4 2 8 1 1 17

1 3 A ch n a n th es la terostra ta (B R 宜B .) G R U N O W Ind In d E p ip l l 2
1 4 A ch n a n th es lin ea ris W .S M IT H G R U N O W Ind In d E p ip In d 75

1 5 A m p h ip leu ra ti n d h eim eri G R U N O W In d B e n t In d 1 1

1 6 >a lis v a r . libyca (E H R .) C L E V E A lp h In d B e n t In d 2 0

1 7 A m p h ora o va lis v a r . ♪ed icu lus (K U T Z .) C L E V E A lp h In d B e n t In d 1 1 1 3
1 8 C a lo n eis silicu la E H R . C L E V E A c p h In d B e n t In d 1 1

1 9 C o ccon eis d im in u ta P A N T O C S E K A lb i In d E p ip In d 1 ・ ・ ・ 2 ・ 2 1 6

2 0 C o ccon e is p lac en tu la E H R E N B E R G A lp h In d E p ip In d 3 8

2 1 C o ccon e is p lac en tu la v ar . eu g lyp ta (E H R .) C L E V E A lp h In d E p ip In d 5 1 1 2 0 3 2 26 2 4 14 10 16 1
2 2 C o ccon e is scu te llu m E H R E N B E R G M e h a 1 1

2 3 C ym bella a/fin is K U T Z I N G A cb i In d E p ip In d . 2 . 2

2 4 C ym bella a sp e 和 E H R .) C L E V E A c p h In d E p ip In d 1 - - - - 1 - - 6 4 1 2 3 3 2 1
25 C ym bella c usp id a ta K U T Z IN G A lp h In d E p ip In d 1 1

26 C ym bella g ra cilis (E H R .) K U T Z I N G In d L ip h E p ip In d 1 6 2 3 4 3 3 2 2
2 7 C ym bella lep to cero s (E H R .) K U T Z IN G In d L ip h E p ip In d 1 - 3 4 6 2 2 2 2 0

28 C ym bella m in u ta H IL S E In d R ーp h E p ip In d 1 ・ ・ - ・ 1 4 6 2 9 8 8 13 16 8 7 6

29 C ym bella n av icu lifo rm is A U E R S W A L D In d In d E p ip In d 1 . 2 3
30 C ym bella sin u a ta G R E G O R Y In d L ib i E p ip In d 1 1 2 5 2 6 3 1 9 3 0

3 1 C ym bella tu m id a (B R 丘B .) V A N H E U R C K A c ph In d E p ip In d 3 1 8 16 7 12 18 13 9 7

32 C ym bella tu rg id a (G R E G .) C L E V E A lb i L ib i E p ip In d ・ 5 3 - 3 ll

33 C ym bella tu rg id u la G R U N O W In d In d E p ip In d 10 1 7 12 2 1 23 9 9
34 D ia to m a v u lg a re B O R Y A lp h In d E p ip In d . 2 . 2

35 D ip lo n eis o va lis (H IL S E ) C L E V E 1 1 1 3

36 D ip lo n eis pa rm a C L E V E In d In d B e nt In d . 2 . 2

37 E p ith em ia tu re id a (E H R .) K U T Z IN G A lp h L iph E p ip In d 1 1 8 2 - l l 14
38 E p ith em ia z eb ra (E H R .) K U T Z IN G A lp h In d E p ip In d . 2 . 2

39 E u n o tia flexu osa K U T Z IN G A c ph In d E p ip H ph o 1 1

40 E u n o tia p ec tin a lis (K U T Z .) R A B E N H O R S T A c ph In d E p ip H ph o 1 4 1 2 2 3 5 2 8

4 1 E u n o tia p ec tin a lis v a r . un du la ta (R A L F S ) R A B E N H O R S T A c ph In d E p ip H ph o l l

1

. 2 .

2
42 E u n o tia fira en tp ta E H R E N B E R G A c ph In d E p ip H ph o 1

43 E u n o tia rob u sta R A L F S A c ph In d E p ip H ph o 2

44 F rae ila n a brev istn a ta G R U N O W A lp h In d E p ip Ind 1

1

1
45 F rae ila n a c ap ua n a D E S M A Z IE R E S A lp h In d E p ip Ind 1

46 F rae ila ria in term ed ia G R U N O W A lp h In d E p ip Ind

1

2

1 ・ 1 1 ・ 2 5
47 F ras tla n a virescen s R A L F S In d In d E p ip Ind 1 1

48

49

F ru stu lia rho m boid es E H R . D e T O N I

G o m b h on em a acu m in a tu m v a r . co ron a ta (E H R .) W .S M IT H

A c ph L iph E p ip H p h o

I L .

1 1 2 - 2 2 10

50
w n em a acu m m a tu m v a r . co ron a ta

G o m p h on em a an e u sta tu m (K U T Z .) R A B E N H O R S T
n d L iph E p ip Ind

A lp h In d E p ip Ind l l
1

3

5 1 G o m p h on em a an g u r v a r . tu rn s (E H R .) L A N G E ・B E R T A L O T A lp h In d E p ip Ind 1 1

52 G o m p ho n em a cle vei F R IC K E A lp h L iph E p ip Ind 3 1 0 1 1 4 10 6 15 16 7 10 10 0

53 G o m p ho n em a cle vei v a r . in a eq u ilon g u m H .K O B A Y A S I A lp h In d E p ip Ind 1 0 6 4 1 1 7 8 8
54 G o m p ho n em a con s trid u m E H R E N B E R G A lp h In d E p ip Ind 1 - 3 - 1 5

55 G o m p h on em a g ra cile E H R E N B E R G In d L iph E p ip Ind 1 - 1 1 1 4

56 G o m p ho n em a olivac eu m (L Y N G B Y E ) K U T Z IN G A lp h In d E p ip Ind 1 2 1 ・ ・ 1 5

57

58

G o m p ho n em a p a rvu lu m (K U T Z .) K U T Z IN G

G o m p ho n em a sp h ae rop h oru m E H R E N B E R G

In d R -p h E p ip Ind

A lp h In d E p ip Ind

1 - 2 3 3 1 4 3 1 4

. 2 .

2 2

2
59

60

G o rn p ho n em a su btile E H R E N B E R G

G y rosis m a s tn g in s W .S M IT H

In d In d E p ip In d

In d In d B en t In d

1

1

1

1

6 1

62

H a n tzsch ia a m p h io xys (E H R .) G R U N O W

H a n tzsch ia a m to h io xvs v a r . v iva x (H A N T Z .) G R U N O

A lp h In d B en t In d 1 ・ ・ ・ 1 1 ・ 1 l l 6

63

64

a n tzsch ia a m p h io xys v a r . v iva x (H A N T Z .) G R U N O W

M elosira a m b ie ua (G R U N .) O .M U L L E R

.〟 . ′ あ .′′ E H R E N B E R G

A lp h In d B en t In d

In d L ip h P la n In d

A ln h In d B

1 ・ ・ ・ ・ 3 3
1

4 1 2 1 7 7

1

29

65 N a v icu la d em en tis G R U N O W
p h In d B en t In d

In d In d B en t In d . 2
l l

1 1 1

2

5
66

67

N av icu la elg in en sis (G R E G .) R A L F S

.〟 . ′ ′ . ′ K R A S S ) P A T R I

A lp h R 一b i B en t In d 2 1 3

68

69

av icu la elg in en sis v a r . n eg lecta (K R A S S ) P A T R IC K

N av icu la g o ebp ertia n a (B L E IS C H ) H .L .S M IT H

N av icu la la ev issim a K U T Z IN G

A lp h R - b i B en t In d

In d B en t In d 1
l l .

l l .

2

3

70 N a v icu la m u tica K U T Z IN G
In d B en t In d

In d B en t In d

1
1 . 1

1

2

7 1 N a v icu la pseu d o la n ceo la ta L A N G E ・B E R T A L O T A lp h In d B en t In d ・ 2 1 2 - 5
72 N a v icu la p u p u la K U T Z IN G In d In d B en t In d . 2 . 2

73 N a v icu la viri d u la (K U T Z .) E H R E N B E R G A lp h R -p h B en t In d 2 5 2 ・ 9

74 N eid iu m irid is E H R .) C L E V E In d L ip h B en t H p h o 1 2 1 4

75 P in n u la ri a a cro shh ae ria R A B E N H O R S T In d In d B en t In d 1 1

76

77

P in n u la ria bo re alis E H R E N B E R G

P in n u la ria d ive re en s W .S M IT H A

1

1 1 1

1

78 P in n u la ri a g ibba E H R E N B E R G
cp h In d B en t In d

A cp h In d B en t In d 1
3

1
79 P m n u la ria in ten ゆta W .S M IT H In d In d B en t In d 1

3 ・ 1 1

1

80 P in n u la ri a leg u m en E H R E N B E R G A cp h In d B en t 5

8 1 P in n u la ria m ajo r (K U T Z .) R A B E N H O R S T A cp h In d B en t In d 1 2 . 3

82 P in n u la ria m ic rostau ro n E H R . C L E V E A cp h In d B en t In d 1 1

83 P m n u la n a su b cap ita ta G R E G O R Y In d L b B en t In d 1 1

84 P in n u la ria viri d is N IT Z .) E H R E N B E R G In d Ind B en t In d 1 - l l - - - 3 - 6

85 R h ap h on eis su rirella (E H R .) G R U N O W M eh a 1 ・ ・ ・ ・ 2 3

86 R h op a lo d ia m uscu lus (K U T Z .) O .M U L L E R A lp h Ind E p ip H a p ] 1 1

87 S tau ro n eis a n aゆs E H R E N B E R G In d Ind B en t In d 1 1
88 S tau ro n eis ♪h oen ice n ter on (N IT Z .) E H R E N B E R G In d Ind B en t In d . 2 . 2

89 S tau ro n eis p rod u cta G R U N O W In d Ind B en t In d 1 1
90 S yn ed ra ru m p en s K U T Z IN G In d L ip h E p ip In d 1 1

91 S vn e d ra u ln a E H R E N B E R G A lp h Ind E p ip In d 8 12 11 2 0 19 1 8 2 0 2 1 24 18 6

92 S vn e d ra va uc he ria e K U T Z IN G A lp h R - ph E p ip In d 1 ・ 3 2 ・ 4 2 fi 8 2 6

93 T a bella ria flocc u losa (R O T H ) K U T Z IN G In d Ind E p ip In d 1 1

T O T A L 22 56 23 22 8 8 6 3 9 1 75 20 0 20 0 20 0 200 2 00 2 00 1 ,56 8
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岡島遺跡

図53岡島遺跡産の昆虫化石リスト

fl ] fc 学 名
縄文時代晩期 縄文晩期 弥生中期弥生中期～弥生後期 弥生後期後半 中 世

合計
泥炭最々 下層 掘炭最下層 ill-梶下層 ill-棋士 トレンチ泥炭 IIE 5f-SL刀1 NR02堆積物 91A 上層泥炭 IIF17bシルト90B,土坑下部 鴫 土坑上部

水

坐

食

肉

性

ゲンゴロウ科 D Y T IS C ID A E 7P3 T lA 2 T 1 W l A l W l A3 T l A 1 T 1 23

ゲ ンゴロウ C ybiste r m p o n ic us S H A R P W l A l W 1 W 1 4

Cybister tripundatus o¥ 由Us GSC H W E N DT N ER W 1 1

オ オイチモンジシマゲンゴロウ H yd a ticu s p a cificus A U B E W 1 1

H yd a ticu s g ram m icu s (G E R M A R ) W 1 W 1 W 1 3

マ ルガタゲンゴロウ G rap h o de rus a da m sii (C L A R K ) F 1 1

ヒメゲンゴロウ亜科 C O L Y M B E T IN A E W 2 Tl A l 1 A 1 T 1 7

R ha ntus p u lve rosus (ST E P H E N S ) W 1 T 1 2

キ ベ リクロ ヒメゲンゴロウ Ilyb iu s a p ica lis S H A R P W 1 T 1 A 1 3

マ メゲンゴロウ属 物 h yd ru s sp . T 2 A 1 P 1 4

モ ンキマメゲンゴロウ P la ta m b us p ic tip en n is (S H A R P ) W 1 1

タ ロズマメゲンゴロウ A m b u s co n sp icu u s A H A R P ¥v > 2

ク ロマメゲンゴロウ A g ab u s op ta tu s S H A R P W 1 1

ケ シゲンゴロウ族 H Y P H Y T)Y T N T W 1 P 1 2

ミズスマシ科 G Y R IN ID A E A 1 1

ミズスマシ G yn n u s lap o n icus S H A R P W 2 2

コ ミズスマシ G yri n u s cu rtu s M O T S C H U L S K Y W 1 W 1 2

G yr in u s g estro i R E G IM B A R T W 1 1

オ オ ミズスマシ P 1 W 1 W l P I 4

食

植

性

ガムシ科 H Y D R O P H IL ID A E W 3 L 3 4 W 1 W 1 T.3 15

ガ ムシ H ydrophilus acum inatus M O T SC H U LS K Y W 1 P 1 W l A 3 L 1 W l H I 9

コ ガムシ H y d roch a ra aff in is (S H A R P ) W 1 W 4 T ?. W 1 W 1 9

ヒメガムシ S tern o lop h u s rufip es (F A B R IC IS ) P 1 W 1 W 3 5

セ マルガムシ C oe los to m a stu ltu m W A L K E R ) W 1 W 2 W 18 P4 LI 21 PI Bl W 2 W l W l P 2 55

C o elosto m a orb iculare F A B R IC IU S ) W 5 W 1 6

ケ シガムシ族 C E R C Y O N IN I P 1 W 1 2

ケ シガムシ属 C ercyo n sp . P 1 1

ヒラタガムシ属 H elo ch ares sp . W 1 1

ウ スグロ ヒラタガムシ E n o ch rus u n ifo rm is (S H A R P ) ¥¥ 2 2

キ イロ ヒラタガムシ E n o ch rus sim u la n s S H A R P W 1 1

ヒメコガシラ ミズムシ属 H a h p lus s p . 3 3

コ ガシラ ミズムシ P elto dy tes in te rm ed ius (S H A R P ) W 1 W 2 3

堤

也

悼

食

植

悼

ネタイハムシ亜科 D O N A C IIN A E W 1 1

イ ネネタイハムシ jsti F A IR M A IR E ¥y :> W l W 2 5

ミズクサハムシ属 P la te u m ar iS S P . 5 5

キ ヌツヤ ミズクサハムシ W 1 6 T1 .1 R1 1 0

也

義

悼

食
糞

食
屍
悼

セ ンチコガネ G eotrupes laevistriatus M O T SC H U LS K Y W 2 F l 3

エ ンマコガネ属 O n th op h ag us sp . 1 P I .1 w :> 5

マ ルエ ンマコガネ O n th op h ae us v id u u s H A R O L D H l 1

エ ンマムシ科 H IS T E R ID A E A 1 1

シ デムシ科 S I L P H ID A E P 1 1

食

肉

雑

食

悼

ゴミムシ科 H A R P A L ID A E
W 10 P4 U

V .k) 1
W 3 P3 T l

fi P4 HS U

T 15 A10 2

W l PI T l

H I A8
5 4 P I H I 14

P I T 4

A 4 T.I

W 2 A 3

T 2 P I

W 2 H 3

A 5
18 5

ヒ ョウタ ンゴミムシ属 S ca n tes sp . W 1 1

ナ ガ ヒョウタン ゴミムシ S carites terrico la p aa ficus B A T E S P 1 1

ナ ガ ゴミムシ族 W 1 1

ナガ ゴミムシ属 P te rostich u s s p . W 1 1

オ オナガ ゴミムシ P te rostich u s fo rtis M O R A W IT Z W 1 1

ヒ ラタ ゴミムシ族 P L A T Y N IN I P 3 W l W 1 W 1 6

ヒ ラタゴミムシ亜族 P T.A T Y N TN A W 6 W l P I 8

ヒ ラタゴミムシ属 P la ty n us sp . W 1 1

モ リヒラタゴミムシ属 C o lp od es sp . W 1 P 1 W 1 3

D o lich u s h a le n sis S C H A L L E R W 1 1

ツヤ ヒラタゴミムシ属 S y n u ch us sp . W 2 W 1 W 4 P I A l W 2 l l

モ ンコミズギワ ゴミムシ属 T a chy u ra sp . W 2 W 1 3

ヒ ラタコミズギ ワゴミムシ T a chy u ra exa rata (B A T E S ) W 1 1

キ ポシクロコミズギワ ゴミムシ T a ch ys e rad atus B A T E S W 1 1

トツクリゴミム シ族 O O D IN I A 1 4 5

トツクリゴミム シ属 L a ch n ocrep is sp . P 1 V '?. 3

トツクリゴミム シ L a ch n oc?′ゆ is p ro lixa (B A T E S ) P 1 W 1 2

ヤ マ トトツクリゴミム シ L a ch n oc rep is m p on ica B A T E S P 1 W 6 7

ア オへ リアオゴミム シ C h la en iu s p ra efec tu s B A T E S W 2 2

ゴ モクム シ属 H aゆ ilu s sp . W 1 1

P a na g aeu s jap o n icus C H A U D O IR P 1 1

オサ ムシ科 C A R A B ID A E 1 1

バ ネカタシ科 S T A P H Y L IN ID A E P 1 W 1 5 P4H I A2 W 1 H 1 P 1 A2 Y). W . W 1 :?4

ハ ンミョウ m ica T H U N B E R G W l A 2 3

ゴ ミムシグマ シ科 2 P l 3

タロホソゴミム シグマ シ H yp op h loeu s c olyd io ides (L E W IS) W 1 1

キマ ワリ P lesiophthalm 鵬 ik rocw n eus M O TSC H UL SKY W 1 1

ヒ メナガ キマ ワリ S tro n g vliu m W 1 1

UK



科学分析

和 名 学 名
縄文時代晩期 縄文晩期 弥生中期弥生中期～弥生後期 弥生御 後半 中 世

合計
泥炭最 下々層 掘炭最下層 泥炭下層 泥炭上層 トレンチ泥炭 E 5 -SD 01 N R02堆積物 91A h鵬程 IIF 17bシルト90B,土坑下部M B,土坑上部

陸

隻

食

植

性

コガネムシ科 S C A R A B A E ID A E S 1 26 27 W 1 W 1 1 H 1 58

スジコガネ亜科 R U T E L IN A E W 1 P 1 L l 48 24 I ・/> A l 78

サクラコガネ属 ia la sp . W 3 L I W 2 T.I 5 T 1 U L l 7 L 1 30 2 A l L 2 W 1 3 L 6 T 1
W 5 P 3

A 2 L 5
86

サクラコガネ A n o m a la da im ia n a H A R O L D P 1 W ll P 1 W 3 P I 17

ドゥガネブイ ブイ la la cup rea H O P E W 1 W 1 A 1 A 3 L 2 1 W 2 1 A l L I 14

アオ ドゥガネ A n om a la a lbop ilo sa H O P E P 1 P 3 P 3 H I 8

ヒメコガネ A n om ala ruf ocup rea M O T S C H U L S K Y 1 P 2 1.1 T 1 A 1 W 2 P 2 W l P I 1 A l P I 6 P 5 L 3 29

コガネ ムシ M im ela sp len d en s G Y L L E N H A L W 2 P 1 W 3 S I W 3 P I 2 7 P 4 W 1
l l P I

S 2 L I
58

マメコガネ P op illia jap o n ica N E W M A N N P 3 L 1 W 1 A 1 6

スジコガネ M im ela testa ceip es M O T S C H U L S K Y H 1 H 1 2

オオスジコガネ H 1 1

ハナムグ リ亜科 C E T O N IIN A E H 1 P 1 2

アオハナムグ リ E u ceto n ia roe lofsi (H A R O L D ) W l S I 2

コアオハナムグ リ O xycetonia jucun da (F A L D E R M A N N ) W 1 P l W 1 W 1 4

ヒメカンシ ヨコガネ A p og on ia W 1 1

クロコガネ H o lotric hia k io to en sis B R E N S K E A 1 L 1 L 1 3

アオカナブン co lor M O T S C H U L SK Y 1 A 1 2

コカブ トムシ E op hileu γ狐 chinensis F A L D E R M A N N L 1 1

コクワガタ M acrod orcas rectus M O T S C H U L SK Y P 1 W l 2

アカアシクワガタ
N ipp o n od o rcus rub rofem ora tu s

S N E L L E N V A N V O L L E N H O V E N
P 1 1

カ ミキ リムシ科 C E R A M B Y C ID A E L 3 3

タマムシ C hrysochroa fulgidissi:〝昭 SC H O N H E R R 2 L 2 F 6 1 0

コメッキムシ科 E L A T E R ID A E W 1 1 3 P 1 W 1 7

ハムシ科 C H R Y S O M E L ID A E W 1 W 5 W 2 4 7 W 2 1 T 1 2 3

クビポソハムシ属 L em a sp . 1 1

セアカクビボソハムシ L em a sc utella ri s K R A A T Z W 1 1

ル リハムシ L in aeid ae ae n ea (L IN N E ) W 6 P I W 1 W 1 9

クワハムシ F leu tiau xia arm ata B A L Y W 1 1

ドゥガネサルハムシ S c elo d on ta le w isii B A L Y W 2 2

キムネアオハムシ C n eo ran e e lesa n s B A L Y W 1 1

アオバネサルハムシ B a sik p ta f ulvipes (M O T SC H U L S K Y ) W 2 2

ヨモギハムシ C hrysolina auri cha lcea (M A N N E R H E IM ) P I H I 2

ゾウムシ科 C U R C U L IO N ID A E W 1 6 T 1 T 1 ¥V 2 W 2 1 3

カツオゾウムシ yen tris R O E L O F S W 1 1

オナガカツオゾウムシ L ix us m oiw a n u s K O N O W l M l 2

バ グカ ヒゲポソゾウムシ P hy llo bius ap on icu s F A U S T W 1 1

カメムシ科 P E N T A T O M ID A E 1 1

カメムシ 目 H E M IP T E R A T 1 1

イネノタ ロカメムシ S cotin op hara lu rida B U R M E IS T E R S 1 P I S 3 A 6 A 2
W 2 P 3 S13

T 1 A 9
S 1 4 2

ツノアオカメムシ P en tatom a m pa n a D IS T A N T W 2 2

ア リ科 F O R M IC ID A E T 1 T 1 H ?. 4

水生甲虫 A q u a tic b ee tle W 1 1

不明甲虫 C O L E O P T E R A A 1 ,1 P I 1 1 A 1 1 PI .S fi L 1 3 3 7 L 1 15 P 1 2 P 1 W l P I 4 5 9 1

総 計 4 9 2 5 2 10 4 3 30 4 1 6 16 4 75 TA 81 9 5 1 08 5

検出部位凡例

W :斡勉(Wings) :胸部(Thorax)
P :前胸背板(Pronotum) A :腹部(Abdomen)

H :頭部Head :小楯板(Scutellum)

L :腿鰹節(Legs) :破片(Fragment)
M :大肥(Mandible :ほぼ一体分

一部の試料では、科・属レベルまでのものについては
検出部位を表現しなかった。
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岡島遺跡

図54岡島遺跡産昆虫化石の分析結果1 (90B2泥炭最々下層)

No. 和 名 学 名 部 位 名 備考 生息地 食性

1 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 前胸腹板 地表性 雑食 隻

2 マメコガネ Pop ilha jap on ica N E W M A N N 前的背板 好植性 食植 隻

3 コガネムシ M im ela sp len d en s G Y L L E N H A L 草宵勉片 好植性 食植 隻

4 ドゥガネブイブイ A no m a la cup rea H O P E 単打勉片 好植性 食植 隻

5 コナミムシ科 H A R P A L ID A E 前胸背板片 地表性 雑食 隻

6 マメコガ.ネ Pop illia jap om ca N E W M A N N 前胸背板片 好植性 食植 坐

7 サクラコガネ属 A no m a la sp . 腿節片 好植性 食植 隻

8 ヒメコガ.ネ A n o m a la rufocup rea M O T S C H U L S K Y 単打勉片 好植性 食植 隻

9 ヒメコガネ A no m a la rufocup rea M O T S C H U L S K Y 腿節片 好植性 食植 隻

10 マメコガネ Pop illia jap on ica N E W M A N N 前胸背板 好植性 食植 隻

ll ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 左特効 地表性 雑食 隻

12 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 右特効 地表性 雑食 隻

13 サクラコガネ 属 A n om a la sp . 斡勉片 好植性 食植 隻

14 コアオハナムグ リ O xy ceto n ia jucu n da (F A L D E R M A N N ) 革打勉片 好植性 食植 隻

15 サ クラコガネ属 A no m a la sp . 朝一勉片 好植性 食植 隻

16 コガネムシ M im ela sp len den s G Y L L E N H A L 草宵勉片 好植性 食植 隻

17 バ グカヒゲ.ポソゾウムシ Phy llobius ja bom cus F A U S T 左革宵勉 好植性 食植 隻

18 サクラコガネ属 A no m a la sp . 鞘.勉片 好植性 食植 隻

19 ヒメコガネ A n om a la rufocup rea M O T S C H U L S K Y 前胸背板 好植性 食植 隻

20 アリ科 FO R M IC ID A E 胸部 好植性 雑食 隻

21 ヒメコガネ A nom a la rufocu trea M O T S C H U L S K Y 前胸背板 好植性 食植 坐

22 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 左特効上半部 地表性 雑食 隻

23 トツクリゴミムシ属 L achn o crep is sp . 前胸背板片 地表性 雑食 隻

24 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 前胸背板片 地表性 雑食性

25 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 左草宵遡上半部 地表性 雑食性

26 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 附節 地表性 雑食性

27 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 部位不明 地表性 雑食性

28 不明甲虫 CO L E O P T E R A 腹部腹板

29 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 前胸背板 地表性 雑食性

30 バネカタシ科 ST A P H Y L IN ID A E 前胸背板 地表性 雑食性

31 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 後胸側板 地表性 雑食 隻

32 ケシガムシ族 CE R C Y O N IN I 前胸背板 水生 食植 隻

33 不明甲虫 CO L E O P T E R A 部位不明

34 コナミムシ科 H A R P A L ID A E 腿節 地表性 雑食性

35 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 草宵勉片 地表性 雑食 隻

36 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 左草宵勉 地表性 雑食 隻

37 セマノレガ.ムシ Coelosto m a stu ltum (W A L K E R ) 右草宵勉 水生 食植 隻

38 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 左単打勉上半部 地表性 雑食 隻

39 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 鰹節 地表性 雑食 隻

40 不明甲虫 CO L E O P T E R A 腿節

41 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 右革宵勉 地表性 雑食 隻

42 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 左翰勉 地表性 雑食 隻

43 ヤマ トトツクリゴミムシ L achn ocrep is jap on ica B A T E S 前胸背板 図 66-7 地表性 雑食 隻

44 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 右草宵勉 地表性 雑食 隻

45 イネノタロカメムシ Scotin op h ara lu n da B U R M E IS T E R 小楯板片 好植性 食植 隻

46 不明甲虫 CO L E O P T E R A 前胸背板

47 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 中腿節 地表性 雑食 隻

48 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腹部腹板 地表性 雑食 隻

49 コナミムシ科 H A R P A L ID A E 中胸腹板 地表性 雑食 隻
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科学分析

図55岡島遺跡産昆虫化石の分析結果2 (90 B2泥炭最下層)

N 0. 和 名 学 名 部 位 名 備考 生息地 食性

1 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 左草宵勉片 地表性 雑食性

2 セマノレガムシ Coelostom a stu ltum (W A L K E R ) 右革宵勉 水生 食植性

3 セマノレガ.ムシ Coelostom a stu ltum (W A L K E R ) 左畢宵勉片 水生 食植性

4 サクラコガネ属 . A n om ala sp . 草宵勉片 好植性 食植性

5 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 左革宵遡上半部 地表性 雑食性

6 カミキ リムシ科 C E R A M B Y C ID A E 腿鰹節 好植性 食植性

7 バネカタシ科 ST A P H Y L IN ID A E 革宵勉片 地表性 雑食性

8 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 前胸背板 地表性 雑食性

9 スジコガネ亜科 R U T E L IN A E 単打勉片 好植性 食植性

10 ゾウムシ科 C U R C U L IO N ID A E 左単打勉 好植性 食植性

ll サクラコガネ属 A n om ala sp . 革宵勉片 好植性 食植性

12 不明甲虫 C O L E O P T E R A 腹部腹板

13 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 中胸側板 地表性 雑食性

14 ハムシ科 C H R Y S O M E L ID A E 草宵勉片 好植性 食植性

15 不明甲虫 C O L E O P T E R A 単打勉片

16 コガ-ネムシ M im ela sp len den s G Y L L E N H A L 前胸背板片 好植性 食植性

17 トツク リゴミムシ L ach n ocrep is p rolixa (B A T E S ) 前胸背板 地表性 雑食性

18 カ ミキ リムシ科 C E R A M B Y C ID A E 腿腰節 好植性 食植性

19 トツク リゴミムシ属 L ach n ocrep is sp . 前胸背板片 地表性 雑食性

20 サクラコガネ属 A n om ala sp . 腿節 好植性 食植性

21 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 前胸背板片 地表性 雑食性

22 カ ミキ リムシ科 C E R A M B Y C ID A E 前腿鰹節 好植性 食植性

23 トツク リゴミムシ属 L ach n ocrep is sp . 前胸背板片 地表性 雑食性

24 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 前胸背板 地表性 雑食性

25 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 左革宵勉 地表性 雑食性
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図56岡島遺跡産昆虫化石の分析結果3 (90B2泥炭下層)

N0. 和 名 学 名 部 位 名 備考 生息地 食性

1 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 右鞠勉下半部 地表性 雑食性

2 サクラコガネ属 A nom ala sp . 腿鰹節 好植性 食植性

3 セマルガムシ C oelostom a stultum (W A L K E R ) 左翰勉 水生 食植性

4 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

5 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 頭部 地表性 雑食性

6 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 鞠勉片 地表性 雑食性

7 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

8 バネカタシ科 S T A P H Y L IN IN A E 鞠勉片 地表性 雑食性

9 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 翰勉片 地表性 雑食性

10 不明甲虫 C O L E O P T E R A 腿節

ll ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腹部腹板 地表性 .雑食性

12 ヒラタゴミムシ亜族 P LA T Y N IN A 鞠勉片 地表性 雑食性

13 ゴミ声シ科 H A R P A L ID A E 中胸腹板 地表性 雑食性

14 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

15 イネノタロカメムシ Scotin ophara lurida B U R M E IST E R 小楯板片 好植性 食植性

16 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腹部腹板片 地表性 雑食性

17 ヒラタゴミムシ亜族 P LA T Y N IN A 左翰勉 地表性 雑食性

18 イネノタロカメムシ Scotm ophara lurida B U R M E IS T E R 小楯板片 好植性 食植性

19 バネカタシ科 S T A P H Y L IN IN A E 頭部 地表性 雑食性

20 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 左斡勉片 地表性 雑食性

21 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 前胸背板片 地表性 雑食性

22 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 前胸背板片 地表性 雑食性

23 イネノタロカメムシ Scotin ophara lurida B U R M E IS T E R 腹部腹板 図 70-2 好植性 食植性

24 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

25 オナガカツオゾウムシ L txus m oiw anus K O N O 口吻 図 67ー8 好植性 食植性

26 サクラコガネ属 A nom ala sp . 斡勉片 好植性 食植性

27 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腹部腹板 地表性 雑食性

28 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腹部腹板 地表性 雑食性

29 不明甲虫 C O LE O P T E R A 部位不明

30 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 後胸腹板 地表性 雑食性

31 ガムシ H ydrophilus acum inatus M O T SC H U LSK Y 翰勉片 水生 食植性

32 ハムシ科 C H R Y SO M E L ID A E 鞠勉片 好植性 食植性

33 ゾウムシ科 C U R C U L IO N ID A E 胸部 好植性 食植性

34 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 第三腹板 地表性 雑食性

35 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腿節 地表性 雑食性

36 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 部位不明 地表性 雑食性

37 バネカタシ科 S T A P H Y L IN IN A E 腹部背板 地表性 雑食性

38 不明甲虫 C O LE O P T E R A 部位不明

39 ハムシ科 C H R Y SO M E L ID A E 斡勉片 好植性 食植性

40 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腹部腹板 地表性 雑食性

41 不明甲虫 C O LE O P T E R A 部位不明

42 ヒラタコミズギワゴミムシ T achyura exarata (B A T E S) 右斡麹 図 65ー7 地表性 雑食性

43 サクラコガネ属 A nom ala sp . 左右鞠勉 好植性 食植性

44 ヒラタゴミムシ亜族 P L A T Y N IN A 左右斡勉 地表性 雑食性

45 不明甲虫 C O LE O P T E R A 部位不明

46 バネカタシ科 S T A P H Y L IN IN A E 前胸背板 地表性 雑食性

47 イネノタロカメムシ S cotin op hara lurida B U R M E IS T E R 腹部腹板 好植性 食植性

48 オナガカツオゾウムシ L ixus m oiw an us K O N O 左右翰勉吻部 好植性 食植性

49 イネノタロカメムシ S cotin op hara lurida B U R M E IS T E R 前胸背板片 好植性 食植性

50 ゴミムシ科 H A R P A LID A E 豆賠β 地表性 雑食性

51 ゴミムシ科 H A R P A LID A E 腹板片 地表性 雑食性

52 不明甲虫 C O LE O P T E R A 部位不明

53 イネノタロカメムシ S cotin ophara lurida B U R M E IS T E R 腹部腹板 好植性 食植性

54 バネカタシ科 S T A P H Y L IN IN A E 腹部背板 地表性 雑食性

55 バネカタシ科 S T A P H Y L IN IN A E 左右翰勉 地表性 雑食性

56 不明甲虫 C O LE O P T E R A 部位不明

57 セマルガムシ C oelostom a stultum (W A L K E R ) 右斡勉 水生 食植性

58 バネカタシ科 S T A P H Y L IN IN A E 左右斡勉 地表性 雑食性

59 ヒメガムシ H ydrophilus acum inatus M O T SC H U LSK Y 前胸背板片 水生 食植性
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N0. 和 名 学 名 部 位 名 備考 生息地 食性

60 キヌツヤミズクサハムシ P lhteu m aris sericea L IN N E 左翰勉 図65-4 湿地性 食植性

61 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

62 アオへリアオゴミムシ C hlaen ius p raefectus B A T E S 右鞘勉片 地表性 食肉性

63 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 中胸腹板 図65-9 地表性 雑食性

64 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 頭部片 地表性 雑食性

65 コガネムシ M im ela splen dens G Y L L E N H A L 小楯板 好植性 食植性

66 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

67 セマルガムシ C oelostom a stu ltum W A LK E R ) 左特効 水生 食植性

68 セマルガムシ C oelostom a stu ltum (W A LK E R ) 前胸背板片 水生 食植性

69 ゲンゴロウ科 D Y T IS C ID A E 翰勉片 水生 食肉性

70 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

71 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 前胸腹板片 地表性 雑食性

72 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 後胸腹板 地表性 雑食性

73 セマルガムシ C oelostom a stu ltum (W A LK E R 左特効 水生 食植性

74 コガネムシ M im ela splen dens G Y L L E N H A L 斡勉片 好植性 食植性

75 ゾウムシ科 C U R C U L IO N ID A E 左右鞠勉 好植性 食植性

76 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腹部腹板 地表性 雑食性

77 イネノタロカメムシ Scotin ophara lurida B U R M E IST E R 腹部腹板 好植性 食植性

78 セマルガムシ C oelostom a stultum (W A LK E R ) 翰勉片 水生 食植性

79 不明甲虫 CO L E O P T E R A 部位不明

80 ゲンゴロウ科 D Y T IS C ID A E 翰勉片 水生 食肉性

81 不明甲虫 CO L E O P T E R A 部位不明

82 コガシラミズムシ Peltodytes in term edius (SH A R P ) 鞠勉片 水生 食肉性

83 コアオハナムグリ O xycetonia jucun da (F A L D E R M A N N ) 前胸背板 図68ー3 好植性 食植性

84 ヤマトトツクリゴミムシ L achnocrepis japonica B A T E S 右鞠麹 図66ー2 地表性 雑食性

85 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 前腿節 地表性 雑食性

86 ヒメセマルガムシ C oelostom a orbiculare (F A B R IC IU S) 左翰勉 水生 食植性

87 バネカタシ科 ST A P H Y L IN IN A E 右斡勉 地表性 雑食性

88 セマルガムシ C oelostom a stultum (W A LK E R 翰勉片 水生 食植性

89 セマルガムシ C oelostom a stultum (W A LK E R ) 左翰勉 水生 食植性

90 セマルガムシ C oelostom a stultum (W A LK E R 前胸背板 水生 食植性

91 不明甲虫 CO L E O P T E R A 部位不明

92 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 胸部 地表性 雑食性

93 不明甲虫 CO L E O P T E R A 部位不明

94 セマルガムシ C oelostom a stultum (W A LK E R ) 鞠勉片 水生 食植性

95 ヤマトトソクリゴミムシ L achnocrepis japon ica B A T E S 右鞠勉 地表性 雑食性

96 不明甲虫 CO L E O P T E R A 前胸背板

97 ガムシ科 H Y D R O P H ILID A E 腿鰹節 水生 食植性

98 セマルガムシ C oelostom a stultum (W A L K E R ) 左斡勉 水生 食植性

99 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 部位不明 地表性 雑食性

100 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 鰹節 地表性 雑食性

101 不明甲虫 CO L E O P T E R A 部位不明

102 モ リヒラタゴミムシ属 C olpodes sp . 右斡勉片 地表性 雑食性

103 不明甲虫 CO L E O P T E R A 部位不明

104 セマルガムシ Coelostom a stultum (W A L K ER 翰勉片 水生 食植性

105 イネノタロカメムシ Scohn ophara lurida B U R M E IS T E R 腹板片 好植性 食植性

106 イネノタロカメムシ Scotin ophara lurida B U R M E IS T E R 小楯板片 好植性 食植性

107 バネカタシ科 ST A P H Y L IN IN A E 前胸背板片 地表性 雑食性

108 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

109 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

110 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

111 ア リ科 FO R M IC ID A E 胸部 .. 好植性 雑食性

112 ケシガムシ族 C E R C Y O N IN I 翰麹片 水生 食植性

113 ヒラタゴミムシ亜族 P LA T Y N IN A 左右翰勉 図 66-1 地表性 雑食性

114 オオミズスマシ D ineutus on en talis M O D E E R 前胸背板 水生 食肉性

115 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 前胸腹板 地表性 雑食性

116 ケシゲンゴロウ族 H Y P H Y D R IN I 翰勉片 水生 食肉性

117 マメゲンゴロウ属 H yphydrus sp . 中胸腹板 水生 食肉性

118 コガネムシ M im ela s」fe w fifeォs .G Y L L E N H A L 翰勉片 好植性 食植性
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N0. 和 名 学 名 部 位 名 備考 生息地 食性

119 ゾウムシ科 C U R C U L IO N ID A E 左斡勉片 好植性 食植性

120 ヒラタゴミムシ亜族 P L A T Y N IN A 右特効 図69-2 地表性 雑食性

121 ヒメセマルガムシ C oelostom a orbicu lare (F A B R IC IU S) 左鞠勉 水生 食植性

122 水生甲虫 A q uatic beetle 斡勉片 水生

123 マメゲンゴロウ属 H yphydrus sp . 腹部腹板 水生 食肉性

124 不明甲虫 C O L E O P T E R A 腿節

125 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

126 ヒラタゴミムシ亜族 P L A T Y N IN A 革宵勉片 地表性 雑食性

127 サクラコガネ属 A nom ala sp . 翰勉片 好植性 食植性

128 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 前胸腹板 地表性 雑食性

129 サクラコガネ属 A nom ala sp . 鰹節 好植性 食植性

130 スジコガネ亜科 R U T E L IN A E 前胸背板片 好植性 食植性

131 不明甲虫 CO L E O P T E R A 部位不明

132 サクラコガネ属 A n om ala sp . 鞠麹片 好植性 食植性

133 不明甲虫 CO L E O P T E R A 腿節

134 ミズスマシ科 G Y R IN ID A E 腹部腹板 水生 食肉性

135 コガネムシ科 SC A R A B A E ID A E 小楯板 好植性 食植性

136 ゲン ゴロウ科 D Y T IS C ID A E 鞠勉片 水生 食肉性

137 ヒメセマルガムシ C oelostom a orbiculare (F A B R IC IU S 左右翰勉 水生 食植性

138 ゲンゴロウ科 D Y T LS C ID A E 腹部腹板 水生 食肉性

139 セマルガムシ C oelostom a stu ltum (W A LK E R 鞠勉片 水生 食植性

140 セマルガムシ C oelostom a stu ltum (W A LK E R 前胸背板片 水生 食植性

141 ケシガムシ属 Cercyon sp . 前胸背板 水生 食植性

142 アオへ リアオゴミムシ C hlaen ius p raefectus B A T E S 左翰勉 地表性 食肉性

143 ヤマ トトツクリゴミムシ L achnocプ′ゆis japonica B A T E S 左右特効 地表性 雑食性

144 ヤマ トトソクリゴミムシ L achnoc吻 is japonica B A T E S 左右翰麹 地表性 雑食性

145 ゲンゴロウ科 D Y T LS C ID A E 前胸背板片 水生 食肉性

146 不明甲虫 CO L E O P T E R A 腿節

147 ゲンゴロウ科 D Y T LS C ID A E 腹部腹板 水生 食肉性

148 セマルガムシ C oelostom a stu ltum (W A LK E R 腿節 水生 食植性

149 キイロヒラタガムシ E nochrus sim ulans (SH A R P ) 翰勉片 水生 食植性

150 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 翰勉片 地表性 雑食性

151 ゲンゴロウ科 D Y T LS C ID A E 翰勉片 水生 食肉性

152 ヒラタゴミムシ族 P LA T Y N IN I 前胸背板 地表性 雑食性

153 ヤマ トトツクリゴミムシ L achnocrepis japon ica B A T E S 右鞘勉 図66-5 地表性 雑食性

154 ガムシ科 H Y D R O P H ILID A E 鰹節 水生 食植性

155 ゲンゴロウ科 D Y T IS C ID A E .前胸背板片 水生 食肉性

156 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

157 バネカタシ科 ST A P H Y L IN IN A E 前胸背板 地表性 雑食性

158 ツヤヒラタゴミムシ属 Syn uchus sp . 左特効 図 65-8 地表性 雑食性

159 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腹部腹板 地表性 雑食性

160 バネカタシ科 S T A P H Y L IN IN A E 前胸背板 地表性 雑食性

161 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 前胸背板 地表性 雑食性

162 ツヤ ヒラタゴミムシ属 Syn uchus sp . 右翰遡上半部 地表性 雑食性

163 セマルガムシ C oelostom a stultum (W A L K E R 左翰勉 水生 食植性

164 マメゲンゴロウ属 H yphydrus sp . 中胸腹板 水生 食肉性

165 ヒメセマルガムシ C oelostom a orbiculare (F A B R IC IU S) 左右翰勉 水生 食植性

166 ゲンゴロウ科 D Y T IS C ID A E 前胸背板片 水生 食肉性

167 ヒメゲンゴロウ亜科 C O L Y M B E T IN A E 斡勉片 水生 食肉性

168 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

169 セマルガムシ C oelostom a stultum (W A L K E R ) 翰勉片 水生 食植性

170 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 頭部 地表性 雑食性

171 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 後胸腹板 地表性 雑食性

172 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

173 コガムシ Hydrophilus acum inatus M O T SC H U LSK Y 右翰勉 水生 食植性

174 サクラコガネ属 A nom ala sp . 胸部 好植性 食植性

175 モンコミズギワゴミムシ属 T achyura sp . 左特効片 地表性 雑食性

176 ヒラタゴミ.ムシ族 P L A T Y N IN I 左翰勉 地表性 雑食性

177 ゲンゴロウ科 D Y T IS C ID A E 鞠勉片 水生 食肉性

IE



科学分析

N0. 和 名 学 名 部 位 名 備考 生息地 食性

178 セマルガムシ Coelostom a stultum (W A L K E R ) 左翰勉 水生 食植性

179 ヒラタゴミムシ属 P latyn us sp . 左翰勉片 地表性 雑食性

180 ゴミムシ科 H A R PA L ID A E 腹部腹板 地表性 雑食性

181 モンコミズギワゴミムシ属 Tachyura sp . 左鞠勉 地表性 雑食性

182 ゲンゴロウ科 D Y T ISC ID A E 翰勉片 水生 食肉性

183 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 頭部 地表性 雑食性

184 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 中胸側板 地表性 雑食性

185 ヒメセマルガムシ C oelostom a orbicu lare (F A B R IC IU S ) 左翰勉 水生 食植性

186 ゾウムシ科 C U R C U L IO N ID A R 左右斡勉 好植性 食植性

187 不明甲虫 C O L E O P T E R A 腿節

188 セマルガムシ C oelostom a stu ltum (W A L K E R ) 特効片 水生 食植性

189 ヒラタゴミムシ族 P L A T Y N IN T 前胸背板 地表性 雑食性

190 ハムシ科 C H R Y SO M E L ID A E 右特効 好植性 食植性

191 ゲンゴロウ科 D Y T ISC ID A E 翰勉片 水生 食肉性

192 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

193 不明甲虫 C O LE O P T E R A 部位不明

194 イネノタロカメムシ S cotin op hara lurida B U R M E IS T E R 腹部腹板 図 67ー3 好植性 食植性

195 ゴミムシ科 H A R P A LTD A R 右翰勉 地表性 雑食性

196 サクラコガネ属 A nom ala sp . 歴節 好植性 食植性

197 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

198 ガムシ科 H Y D R O P H IL TD A K 腿節 水生 食植性

199 ゴミムシ科 H A R PA L ID A E 腿鰹節 地表性 雑食性

200 アオ ドゥガネ A n om ala albopilosa H O P E 前胸背板片 図 8-5 好植性 食植性

201 不明甲虫 C O L E O PT E R A 部位不明

202 ウスグロヒラタガムシ E n och rus un iform is (S H A R P ) 左翰勉 水生 食植性

203 ヒメゲンゴロウ亜科 C O L Y M B E T IN A E 中胸側板 水生 食肉性

204 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 後胸腹板 地表性 雑食性

205 不明甲虫 C O L E O P T E R A 翰勉片

206 ゴミムシ科 H A R P A L TD A E 前胸腹板 地表性 雑食性

207 ガムシ科 H Y D R O P H ILID A E 翰勉片 水生 食植性

208 ヒメ ミズスマシ Gy rinus jhp on icus S H A R P 左鞠勉 図65一3 水生 食肉性

209 ガムシ科 H Y D R O P H IL ID A E 翰勉片 水生 食植性

210 バネカタシ科 S T A P H Y L IN IN A E 斡勉片 地表性 雑食性

211 ゴミムシ科 H A R P A L ID A R 前胸腹板 地表性 雑食性

212 ハムシ科 C H R Y SO M E LTD A R 右特効 好植性 食植性

213 キポシクロコミズギワゴミムシ T achys g radatus BA T E S 左翰勉 地表性 雑食性

214 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 前胸腹板 地表性 雑食性

215 サクラコガネ属 A n om ala sp . 翰勉片 好植性 食植性

216 ハムシ科 C H R Y S O M E L ID A E 左右鞠勉 好植性 食植性

217 セマルガムシ C oelostom a stultum (W A L K E R ) 左翰勉 水生 食植性

218 トソクリゴミムシ L achnocrepis prolixa (B A T E S ) 右斡勉 地表性 雑食性

219 コガネムシ M im ela splendens G Y L L E N H A L 翰勉片 好植性 食植性

220 セマルガムシ C oelostom a stu ltum (W A L K E R ) 前胸背板 水生 食植性

221 ガムシ科 H Y D R O P H IL ID A E 斡勉片 水生 食植性

222 ゾウムシ科 C U R C U LIO N ID A E 左右翰勉 好植性 食植性

223 ヒメゲン ゴロウ亜科 C O L Y M B E T IN A K 腹部腹板 水生 食肉性

224 ゲンゴロウ科 D Y T IS C ID A E 胸部 水生 食肉性

225 クロマメゲンゴロウ A gabus op tatus SH A R P 右鞠遡上半部 水生 食肉性

226 ヒラタゴミムシ族 P L A T Y N IN I 前胸背板 地表性 雑食性

227 ゾウムシ科 C U R C U L IO N ID A E 左右鞠勉 図 67-7 好植性 食植性

228 ヒメゲンゴロウ亜科 C O L Y M B E T IN A E 特効片 水生 食肉性

229 セマルガムシ C oelostom a stultum W A L K E R ) 右斡勉 水生 食植性

230 ゴミムシ科 H A R P A LTD A K 前胸背板片 地表性 雑食性

231 ウスグロヒラタガムシ E nochrus un iform is (S H A R P ) 特効片 水生 食植性

232 ヤマ トトツクリゴミムシ L achn ocrep is japonica B A T E S 左右翰勉 地表性 雑食性

233 セマルガムシ Coelostom a stultum (W A L K E R ) 翰勉片 水生 食植性

234 ゾウムシ科 C U R C U L IO N ID A E 特効片 好植性 食植性

235 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 前胸側板 地表性 雑食性
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図57岡島遺跡産昆虫化石の分析結果4 (90B2泥炭上層)

N0. 和 名 学 名 部 位 名 備考 生息地 食性

1 ヨツポシゴミムシ Panagaeus japonicus C H A U D OIR 前胸背板 図 66-8 地表性 雑食性

2 コガネムシ M im ela sp ien dens G Y L LE N H A L 前胸背板 好植性 食植性

3 カメムシ目 H E M IP T E R A 胸部 好植性 食植性

4 モリヒラタゴミムシ属 C olpodes sp . 前胸背板 地表性 雑食性

5 ケシゲンゴロウ族 H Y P H Y D R IN I 前胸背板片 水生 食肉性

6 字ミムシ科 H A R P A L ID A E 前胸背板 地表性 雑食性

7 バネカタシ科 S T A P H Y LIN IN A E 右翰勉 図 66-9 地表性 雑食性

8 コガネムシ M im ela splen dens G Y L L E N H A L 右翰勉下半部 図 8-7 好植性 食植性

9 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 頭部 地表性 雑食性

10 イネノタロカメムシ S cotin ophara lun da B U R M E IS T E R 腹部腹板 好植性 食植性

ll コガネムシ M im ela splen dens G Y L L E N H A L 左特効 好植性 食植性

12 カツオゾウムシ L ixus im pressiven tn s R O E L O F S 左翰勉 図 67ー9 好植性 食植性

13 イネノクロカメムシ S cotin op hara luri da B U R M E IS T E R 腹部腹板片 好植性 食植性

14 ヒメコガネ A nom a la rufocup rea M O T SC H U L S K Y 後胸腹板 好植性 食植性

15 タロホソゴミムシグマシ? H ypoph loeus colydioides (L E W IS ) 右翰勉 図 67ー4 地表性 雑食性

16 マメコガネ P opillia jap on ica N E W M A N N 左後腿鰹節 好植性 食植性

17 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腹板片 地表性 雑食性

18 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腹部腹板 地表性 雑食性

19 ゾウムシ科 C U R C U L IO N ID A E 中胸腹板 好植性 食植性

20 ヒメコガネ A nom ala rufocup rea M O T SC H U L S K Y 腹部腹板 好植性 食植性

2.1 ゴミムシ科 H A R PA LID A E 腹板片 地表性 雑食性

22 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 右鞘勉 地表性 雑食性

23 スジコガネ亜科 R U T E L IN A E 鰹節 好植性 食植性

24 ゴミムシ科 H A R PA L ID A E 腹部腹板 地表性 雑食性

25 サクラコガネ属 A nom ala sp . 鰹節 好植性 食植性

26 コガネムシ M im ela splend ens G Y L L E N H A L 翰勉片 好植性 食植性

27 ヒラタゴミムシ亜族 P L A T Y N IN A 右翰勉 地表性 雑食性

28 トツクリゴミムシ族 C O D IN I 腹部腹板 地表性 雑食性

29 不明甲虫 C O L E O P T E R A 節

30 ゴミムシ科 H A R PA L ID A E 腹板片 地表性 雑食性

31 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腹部腹板 地表性 雑食性

32 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

33 ヒラタゴミムシ亜族 P L A T Y N IN A 前胸背板 地表性 雑食性

34 ネタイハムシ亜科 D O N A C IIN A E 翰勉片 水生 食植性

35 マメゲンゴロウ属 H yphyd rus sp . 前胸背板 水生 食肉性

36 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

37 ハムシ科 C H R Y S O M E L ID A E 左右斡遡上半部 好植性 食植性

38 コメッキムシ科 E L A T E R ID A E 左翰勉下半部 好植性 食植性

39 ゴミムシ科 H A R PA L ID A E 前胸腹板 地表性 雑食性

40 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腹部腹板 地表性 雑食性

41 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

42 ハムシ科 C H R Y S O M E L ID A E 左翰勉下半部 好植性 食植性

43 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腹部腹板 地表性 雑食性

図58岡島遺跡産昆虫化石の分析結果5 (90B2)

N0. 和 名 学 名 部 位 名 備考 生息地 食性

1 イネノタロカメムシ Scotinophara lu n da B U R M E IST E R 小楯板他 好植性 食植性

2 アオドゥガネ A n om ala albopilosa H O P E 前胸背板 好植性 食植性

3 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 前胸背板 地表性 雑食性

4 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 頭部 地表性 雑食性

5 アオドゥガネ A n om ala albop ilosa H O PE 前胸背板 好植性 食植性

6 サクラコガネ A nom ala daim iana H A R O L D 前胸背板 好植性 食植性

7 ナガゴミムシ族 PT E R O S T IC H IN I 右翰勉 地表性 食肉性

8 アオドゥガネ A n om ala albop ilosa H O PE 前胸背板 好植性 食植性

9 サクラコガネ属 A n om ala sp . 腿鰹節 好植性 食植性

10 ゲンゴロウ Cy bister japonicus SH A R P 右斡遡上半部 水生 食肉性

ll ゲン ゴロウ Cy bister japonicus SH A R P 右斡遡上半部 水生 食肉性

12 ドゥガネブイブイ A n om ala cuprea H O P E 左翰勉 図68ー8 好植性 食植性

13 不明甲虫 C O L E O P T E R A 腿節

14 コクワガタ M acrodorcas rectus M O T SC H U L SK Y ) 前胸背板 図68】1 好植性 食植性

15 アカアシクワガタ Nipponodoγcusrubrofemomtus (SNELLEN VAN VOLLENHOVEN) 前胸背板 図 68一2 好植性 食植性

16 セアカヒラタゴミムシ D olichus halen sis (S C H A L LE R ) 左翰勉下半部 図 67ー1 地表性 雑食性
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科学分析

図59岡島遺跡産昆虫化石の分析結果6 (91A上層泥炭)

N0. 和 名 学 名 部 位 名 備考 生息地 食性

1 ゲンゴロウ科 D Y T IS C ID A E 胸部 水生 食肉性

2 ヒメゲンゴロウ亜科 C O L Y M B E T IN A E 腹部腹板 水生 食肉性

3 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

4 コガネムシ M im ela sp len dens G Y L LE N H A L 前胸背板 好植性 食植性

5 サクラコガネ属 A nom ala sp . 腿節 好植性 食植性

6 ハンミョウ C icindela chinensis japon ica T H U N B E R G 腹部腹板 図 67ー2 地表性 食肉性

7 ゾウムシ科 C U R C U L IO N ID A E 右斡遡上半部 好植性 食植性

8 コガネムシ M im eld sp lend ens G Y L L E N H A L 斡勉片 好植性 食植性

9 ガムシ H ydrophilus acum inatus M O T SC H U LSK Y 前胸背板片 水生 食植性

10 アオドゥガネ A n om ala albop ilosa H O P E 頭楯 好植性 食植性

ll コガネムシ M im ela sp lendens G Y L L E N H A L 右後腿鰹節 好植性 食植性

12 ドゥガネブイブイ A n om ala cuprea H O PE 腹部腹板 好植性 食植性

13 コガネムシ M im ela splenden s G Y L L E N H A L 小楯板 好植性 食植性

14 ハンミョウ C icindela chinensis japonica T H U N B E R G 腹部腹板 地表性 食肉性

15 アオドゥガネ A nom ala albop ilosa H O PE 前胸背板 図68-4 好植性 食植性

16 サクラコガネ A nom ala daim iana H A R O L D 左斡勉片 好植性 食植性

17 ヒメコガネ A nom ala rufocuprea M O T SC H U L SK Y 前胸背板 好植性 食植性

18 サクラコガネ A nom ala daim iana H A R O LD 左翰莊 好植性 食植性

19 サクラコガネ A nom ala daim iana H A R O LD 鞘勉片 好植性 食植性

20 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腿節 地表性 雑食性

21 バネカタシ科 S T A P H Y LIN IN A E 頭部 地表性 雑食性

22 サクラコガネ A nom ala daim iana H A R O L D 斡勉片 好植性 食植性

23 サクラコガネ属 A n om ala sp . 腹部腹板 好植性 食植性

24 コガネムシ M im ela splendens G Y L L E N H A L 斡勉片 好植性 食植性

25 ゴミムシ科 H A R PA L ID A E 前胸側板 地表性 雑食性

26 ヒメコガネ A n om ala rufocuprea M O T SC H U L SK Y 前胸背板 好植性 食植性

27 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 前胸側板 地表性 雑食性

28 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腹部腹板 地表性 雑食性

29 コガネムシ M im ela splenden s G Y L L E N H A L 小楯板 図 68ー6 好植性 食植性

30 キムネアオハムシ C reorane elegans B A L Y 左翰勉 図 8-ll 好植性 食植性

31 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

32 サクラコガネ A nom ala daim iana H A R O L D 右特効 好植性 食植性

33 ヒメナガキマワリ Styongylium im pig rum LE W IS 右翰勉 図67ー6 地表性 雑食性

34 アオドゥガネ A nom ala albopilosa H O P E 前胸背板 好植性 食嘩性

35 コガネムシ M im ela sp len dens G Y L LE N H A L 翰勉片 好植性 食植性

36 アオドゥガネ A nom ala albopilosa H O P E 前胸背板片 好植性 食植性

37 コガネムシ M im ela sp len dens G Y L L E N H A L 左翰遡上半部 好植性 食植性

38 ゴミムシ科 H A R P A LID A E 前胸背板片 地表性 雑食性

39 サクラコガネ A nom ala daim iana H A R O L D 左翰勉 好植性 食植性

40 サクラコガネ A n om ala daim ian a H A R O L D 左鞘勉 好植性 食植性

41 シデムシ科 SIL P H ID A E 前胸背板片 地表性 食屍性

42 ドゥガネブイブイ A n om ala cuprea H O PE 腹部腹板 好植性 食植性

43 スジコガネ亜科 R U T E L IN A E 歴節 好植性 食植性

44 サクラコガネ属 A n om ala sp . 翰勉片 好植性 食植性

45 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腹部腹板 地表性 雑食性

46 不明甲虫 C O L E O P T R R A 前胸背板

47 コガネムシ M im ela splendens G Y L L E N H A L 斡勉片 好植性 食植性

48 サクラコガネ属 A nom ala sp . 翰勉片 好植性 食植性

49 サクラコガネ A nom ala daim iana H A R O L D 翰勉片 好植性 食植性

50 ドゥガネブイブイ A nom ala cup rea H O P E 腹部腹板 好植性 食植性

51 ナガゴミムシ属 P terostichus sp . 左斡勉 地表性 食肉性

52 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 胸部 地表性 雑食性

53 クワハムシ F leu tiauxia arm ata (B A L Y ) 左翰勉片 図 8-10 好植性 食植性

54 コガネムシ M im ela sp len dens G Y L L E N H A L 左鞘遡上半部 好植性 食植性

55 コアオハナムグリ Oxycetonia jucunda (FA L D E R M A N N ) 斡勉片 好植性 食植性
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岡島遺跡

N0. 和 名 学 名 部 位 名 備考 生息地 食性

56 ゴミムシ科 H A R PA L ID A E 胸部 地表性 雑食性

57 サクラコガネ A n om ala daim ian a H A R O L D 翰勉片 好植性 食植性

58 ゾウムシ科 C U R C U L IO N ID A E 左翰勉 好植性 食植性

59 サクラコガネ属 A n om ala sp . 腿鰹節 好植性 食植性

60 クロコガネ H olotn chia K iotoensis B RE N SK E 腹部腹板 好植性 食植性

61 コガネムシ M im ela splendens G Y LLE N H A L 斡勉片 好植性 食植性

62 ゴミムシ科 H A R PA L ID A E 腹部 地表性 雑食性

63 コガネムシ M im ela splendens G Y LLE N H A L 右翰勉 好植性 食植性

64 サクラコガネ A n om ala daim ian a H A R O L D 斡勉片 好植性 食植性

65 スジコガネ亜科 R U T E L IN A E 腿歴節 好植性 食植性

66 コガネムシ科 SC A R A B A E ID A E 左右鞠勉 好植性 食植性

67 キマワリ Plesiophthalm us mgrocyaneus M O TSCH U LSK Y 左斡遡上半部 図 67-5 地表性 雑食性

68 コガネムシ M im ela splendens G Y L L E N H A L 翰勉片 好植性 食植性

69 ドゥガネブイブイ A n om ala cuprea H O PE 腿節 好植性 食植性

70 コガネムシ M im ela splendens G Y L L E N H A L 翰勉片 好植性 食植性

71 ハ ンミョウ C icindela chm ensis m pon ica T H U N BE R G 鞠勉片 地表性 食肉性

72 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腹部腹板 地表性 雑食性

73 ドゥガネブイブイ A n om ala cuprea H O PE 腿節 好植性 食植性

74 コガネムシ M im ela splendens G Y L L E N H A L 鞠勉片 好植性 食植性

75 サクラコガネ A n om ala daim iana H A R O L D 翰勉片 好植性 食植性

図60岡島遺跡産昆虫化石の分析結果7 (90B2IIF17bシルト)

N0. 和 名 学 名 部 位 名 備考 生息地 食性

1 ルリハムシ Linaeidae aenea (L IN N E ) 左斡勉片 好植性 食植性

2 コメッキムシ科 ELA T E R ID A E 前胸背板 食植性 食植性

3 コガネムシ科 SCA R A B A E ID A E 翰勉片 食植性 食植性

4 タロズマメゲンゴロウ Agabus consp icuus A H A R P 左翰勉 水生 食肉性

5 タロズマメゲンゴロウ Agabus consp icuus A H A R P 右鞠勉 水生 食肉性

6 スジコガネ M im ela testaceipes M O T SC H U L SK Y 頭部 食植性 食植性

7 ヒメコガネ M im ela splendens G Y L L E N H A L 斡勉片 好植性 食植性

8 サクラコガネ属 A nom ala sp . 翰勉片 食植性 食植性

9 ガムシ科 H Y D R O P H IL ID A E 左斡勉 水生 食植性

10 バネカタシ科 ST A P H Y L IN IN A E 前胸背板片 地表性 雑食性

ll ヒメコガネ M im ela splendens G Y L L E N H A L 前胸背板 好植性 食植性

12 ゲンゴロウ科 DY T IS C ID A E 腹部腹板 水生 食肉性

13 ガムシ Hydrophilus acum inatus M OT SCH U LSK Y 左鞠遡上半部 水生 食植性

14 ツヤヒラタゴミムシ属 Syn uchus sp . 右鞠遡上半部 地表性 雑食性

15 ガムシ Hydrophilus acum inatus M OT SCH U LSK Y 腹部腹板 水生 食植性

16 ガムシ Hydrophilus acum inatus M OT SCH U LSK Y 腹部腹板 水生 食植性

17 ゲンゴロウ科 DY T IS C ID A E 斡勉片 水生 食肉性

18 キべリタロヒメゲンゴロウ Ilybius apicahs S H A R P 後胸腹板 図65-2 水生 食肉性

19 キべリタロヒメゲンゴロウ Ilybius apicalis S H A R P 腹部腹板 水生 食肉性

20 ハナムグリ亜科 CE T O N IIN A E 頭部 好植性 食植性

21 ガムシ Hydrophilus acum inatus M O TSCH ULSKY 腹部腹板 水生 食植性

22 キベリタロヒメゲンゴロウ Ilybtus ap icalis S H A R P 右翰勉 水生 食肉性

23 不明甲虫 CO L E O P T E R A 前胸背板
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科学分析

図61岡島遺跡産の昆虫化石の分析結果8 (90B2大型土坑下部)

N0. 和 名 学 名 部 位 .名 備考 生息地 食性

1 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

2 エンマコガネ属 O nth op hagus sp . 前胸背板 地表性 食糞性

3 ツヤヒラタゴミムシ属 Synuch us sp . 右輸遡上半部 地表性 雑食性

4 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

5 スジコガネ M im ela testaceipes M O T SC H U L S K Y 頭部 好植性 食植性

6 ドゥガネブイブイ A n om ala cuprea H O P E 腹部腹板 好植性 食植性

7 ツヤヒラタゴミムシ属 Synuchus sp . 右翰勉 地表性 雑食性ー

8 サクラコガネ属 A n om ala sp . 腿節 好植性 食植性

9 サクラコガネ属 A n om ala sp . 翰勉片 好植性 食植性

10 モンコミズギワゴミムシ属 Tachyura sp . 左翰勉 地表性 雑食性

ll スジコガネ亜科 R U T E L IN A E 腹板片 好植性 食植性

12 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 右翰遡上半部 地表性 雑食性

13 アオバネサルハムシ B asilep ta fu lvipes (M O T S C H U L SK Y ) 左鞠勉 好植性 食植性

14 サクラコガネ属 A nom ala sp . 腿節 好植性 食植性

15 セマルガムシ C oelostom a stultum (W A L K E R 左鞘勉 水生 食植性

16 コガタノゲンゴロウ Cyhster tripunctatusorientalis GSCHW EN DTN ER 右斡勉片 水生 食植性

17 サクラコガネ属 A nom ala sp . 翰勉片 好植性 食植性

18 モリヒラタゴミムシ属 C olp odes sp . 右特効 地表性 雑食性

19 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

20 コガムシ H ydrochara a/finis (SH A R P ) 左翰勉 水生 食植性

21 ゴモクムシ属 H arpalus sp . 右翰勉 地表性 雑食性

22 ヒメコガネ A nom ala rufocuprea M O T S C H U L SK Y 腹部腹板 好植性 食植性

23 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腹板片 地表性 雑食性

24 バネカタシ科 ST A P H Y L IN ID A E 腹部背板片 地表性 雑食性

25 ヒョウタンゴミムシ属 Scarites sp . 左翰遡上半部 地表性 食肉性

26 アオバネサルハムシ B asilep ta fulvipes (M O T SC H U L SK Y ) 左右斡勉 図68ー12 好植性 食植性

27 ゲンゴロウ科 D Y T IS C ID A E 翰勉片 水生 食肉性

28 ル リハムシ L in aeidae aenea (LIN N E ) 右翰勉 好植性 食植性

29 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 特効片 地表性 雑食性

30 ハムシ科 C H R Y SO M E L ID A E 左斡勉片 好植性 食植性

31 ガムシ Hydrophilus acum inatus M O T SC H U LSK Y 腿節 水生 食植性

32 ゴミムシグマシ科 T E N E B R IO N ID A E 前胸背板 地表性 雑食性

33 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 前胸腹板 地表性 雑食性

34 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 前胸背板 地表性 雑食性

35 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 前胸腹板 地表性 雑食性

36 サクラコガネ A nom ala daim iana H A R O LD 前胸背板 好植性 食植性

37 ヒメセマルガムシ C oelostom a orbicu lare (F A B R IC IU S 左翰麹 水生 食植性

38 ゲンゴロウ Cybister jap on icus S H A R P 斡勉片 水生 食肉性

39 サクラコガネ属 A nom ala sp . 歴節 好植性 食植性

40 コシマゲンゴロウ H ydaticus gram m icus (G E R M A R ) 鞠勉片 水生 食肉性

41 ハムシ科 C H R Y SO M E LID A E 翰勉片 好植性 食植性

42 ゲンゴロウ科 D Y T ISC ID A E 腹部腹板 水生 食肉性

43 オオ ミズスマシ D in eutus on entalis M O D E E R 左翰勉 . 水生 食肉性

44 不明甲虫 C O LE O P T E R A 翰勉片

45 サクラコガネ属 A nom a la sp . 腿節 好植性 食植性

46 エンマムシ科 H IST E R ID A E 腹部腹板 地表性 食屍性

47 ツヤヒラタゴミムシ属 Synuchus sp . 前胸背板 地表性 雑食性

48 ゴミムシ科 H A R P A LID A E 腹部腹板 地表性 雑食性

49 バネカタシ科 S T A P H Y LIN IN A E 前胸背板 地表性 雑食性

50 ヒラタゴミムシ族 P L A T Y N IN I 左翰勉 地表性 雑食性

51 アリ科 F O R M IC ID A E 頭部 好植性 食植性

52 オオミズスマシ D in eutus orientalis M O D E E R 前胸背板 水生 食肉性

53 バネカタシ科 S T A P H Y LIN IN A E 頭部 地表性 雑食性

54 ゲンゴロウ科 D Y T ISC ID A E 腹部腹板 水生 食肉性

55 ゲンゴロウ科 D Y T LSC ID A E 中胸腹板 水生 食肉性

56 ゲンゴロウ科 D Y T LSC ID A E 腹部腹板 水生 .食肉性

57 ヒメコガネ A n om ala rufocup rea M O T SC H U L SK Y 前胸背板 好植性 食植性

58 ツヤヒラタゴミムシ属 Synuch us sp . 腹部腹板 地表性 雑食性

59 ヒラタガムシ属 H elochares sp . 左翰勉 水生 食植性

60 クロコガネ H olotn chia kiotoensis B R E N SK E 腿鰹節 好植性 食植性

61 バネカタシ科 ST A P H Y L IN IN A E 腹部背板 地表性 雑食性

62 ツヤヒラタゴミムシ属 Synuchus sp . 左翰勉 地表性 雑食性

63 サクラコガネ属 A n om ala sp . 鞠勉片 好植性 食植性
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岡島遺跡

No. 和 名 学 名 部 位 名 備考 生息地 食性

64 バネカタシ科 ST A P H Y L IN IN A E 前胸背板 地表性 雑食性

65 不明甲虫 C O L E O P T E R A 前胸背板片

66 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

67 サクラコガネ属 A nom ala sp . 歴節 好植性 食植性

68 マルエンマコガネ O n thophag us viduus H A R O LD 頭部 地表性 食糞性

69 サクラコガネ属 A nom ala sp . 左前腿歴節 好植性 食植性

70 ツヤヒラタゴミムシ属 Syn uchus sp . 左斡勉 地表性 雑食性

71 イネネタイハムシ D onacia provosti F A IR M A IR E 左斡勉 図65ー5 水生 食植性

72 ヒメコガネ A nom ala rufocuprea M O T S C H U L SK Y 特効片板 好植性 食植性

73 ドゥガネブイブイ A n om ala cuprea H O P E 斡勉片 好植性 食植性

74 ハナムグリ亜科 C E T O N IIN A E 前胸背板片 好植性 食埠性

75 エンマコガネ属 O nthophag us sp . 腿鰹節 地表性 食糞性

76 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腹部腹板 地表性 雑食性

77 ドゥガネブイブイ A n om ala cuprea H O PE 鞠勉片 好植性 食植性

78 ヒメゲンゴロウ亜科 C O L Y M B E T IN A E 後胸腹板 水生 食肉性

79 バネカタシ科 ST A P H Y L IN IN A E 頭部 地表性 雑食性

80 アリ科 F O R M IC ID A E 頭部 好植性 雑食性

81 サクラコガネ属 A n om ala sp . 中胸側板 好植性 食植性
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科学分析

図62岡島遺跡産昆虫化石の分析結果9 (90B2大型土坑上部)

N0. 和 名 学 名 部 位 名 備考 生息地 食性

1 マメコガネ Popilh a japonica N E W M A N N 腹部腹板 好植性 食植性

2 不明甲虫 CO L E O P T E R A 部位不明

3 サクラコガネ A nom ala daim iana H A R O L D 翰勉片 好植性 食植性 .

4 ヒメコガネ A nom ala rufocup rea M O T S C H U L SK Y 翰勉片 好植性 食植性

5 ヒメコガネ A nom ala rufocup rea M O T S C H U L SK Y 翰勉片 好植性 食植性

6 ヒメコガネ A nom ala rufocuprea M O T S C H U L SK Y 後腿節 図68-9 好植性 食植性

7 ゲンゴロウ Cybister japonicus S H A R P 右翰勉 図65ー1 水生 食肉性

8 ヒメコガネ A nom ala rufocup rea M O T SC H U L SK Y 左翰勉 好植性 食植性

9 オオナガゴミムシ P terosh chus fortis M O R A W IT Z 右翰遡上半部 図66ー4 地表性 食肉性

10 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腹部腹板 地表性 雑食性

ll イネネタイハムシ D onacia provosti F A IR M A IR E 右翰勉 図65-6 水生 食植性

12 サクラコガネ属 A nom ala sp . 腹部腹板 好植性 食植性

13 ヒメコガネ A nom ala rufocup rea M O T SC H U L SK Y 斡勉片 好植性 食植性

14 サクラコガネ属 A nom ala so . 腿節 好植性 食植性

15 ヒメコガネ A nom ala rufocuprea M O T SC H U L SK Y 前胸背板片 好植性 食植性

16 ドゥガネブイブイ A nom ala cuprea H O P E 鞠勉片 好植性 食植性

17 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 頭部 地表性 雑食性

18 ヒメコガネ A nom ala rufocuprea M O T SC H U L SK Y 前胸背板片 好植性 食植性

19 コガネムシ科 S C A R A B A E ID A E 頭部 好植性 食植性

20 コガムシ M im ela splen dens G Y L LE N H A L 左斡題下半部 水生 食植性

21 オオスジコガネ M im ela costata H O P E 頭部 好植性 食植性

22 サクラコガネ属 A nom ala sp . 前胸背板片 好植性 食植性

23 ヒメゲンゴロウ R hantus pu lverosus (ST E P H E N S ) 後胸腹板 水生 食肉性

24 ガムシ科 H Y D R O P H IL ID A E 腿節 水生 食植性

25 サクラコガネ属 A nom ala sp . 腿節 好植性 食植性

26 ヒメコガネ A nom ala rufocup rea M O T SC H U L SK Y 前胸背板 好植性 食植性

27 コメッキムシ科 E L A T E R ID A E 右翰勉 好植性 食植性

28 サクラコガネ A nom ala daim iana H A R O LD 前胸背板 好植性 食植性

29 コガシラミズムシ P eltodytes in term edius (S H A R P ) 右鞘勉 水生 食植性

30 ヒメガムシ H ydrophilus acum inatus M O T SC H U LSK Y 左斡勉 水生 食植性

31 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 頭部 地表性 雑食性

32 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 左斡勉 地表性 雑食性

33 イネネタイハムシ D onacia provosti F A IR M A IR E 左翰勉 水生 食植性

34 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 左翰勉片 地表性 雑食性

35 ガムシ H ydrophilus acum inatus M O T SC H U LSK Y 斡勉片 水生 食植性

36 ヒメガムシ H ydrophilus acum inatus M O T SC H U LSK Y 翰勉片上半部 水生 食植性

37 サクラコガネ属 A nom a la so . 斡勉片 好植性 食植性

38 サクラコガネ属 A nom a la sp . 歴節 好植性 食植性

39 サクラコガネ属 A nom ala sp . 前胸背板 好植性 食植性

40 ヒメガムシ H ydrophilus acum inatus M O T SC H U LSK Y 左特効 水生 食植性

41 ナガヒョウタンゴミムシ S carites terricola pacificus B A T E S 前胸背板 地表性 食肉性

42 サクラコガネ属 A nom ala sp . 翰勉片 好植性 食植性

43 ヒメコガネ A nom ala rufocup rea M O T SC H U L S K Y 前胸背板 好植性 食植性

44 ゴミムシ科 H A R P A LID A E 腹部 地表性 雑食性

45 エンマコガネ属 M im ela splend ens G Y L L E N H A L 左斡勉 地表性 食糞性

46 サクラコガネ A nom ala daim iana H A R O L D 斡勉片 好植性 食植性

47 バネカタシ科 S T A P H Y LIN IN A E 右斡勉 地表性 雑食性

48 サクラコガネ属 A nom ala sp . 翰勉片 好植性 食植性

49 ゴミムシ科 H A R P A LID A E 頭部 地表性 雑食性

50 不明甲虫 C O LE O P T E R A 部位不明

51 サクラコガネ属 A nom ala so . 腹部腹数 好植性 食植性

52 ガムシ H ydrophilus acum inatus M O T SCロU LSK Y 頭部 水生 食植性

53 サクラコガネ属 A nom ala sp . 前胸背板片 好植性 食植性

54 サクラコガネ属 A n om ala sp . 鞠勉片 好植性 食植性

55 ゲンゴロウ科 D Y T ISC ID A E 腹部腹板 水生. 食肉性

56 ゴミムシ科 H A R P A LID A E 腹部腹板 地表性 雑食性

57 ガムシ科 H Y D R O P H IL ID A E 翰効片 水生 食植性

58 不明甲虫 C O LE O P T E R A 部位不明

59 ガムシ科 H Y D R O P H IL ID A E 腿節 水生 食植性

60 サクラコガネ A n om ala d him iana H A R O L D 左特効 好植性 食植性

61 セマルガムシ Coelostom a stultu m (W A L K E R ) 翰勉片 水生 食植性

62 ゴミムシ科 H A R P A L ID A E 腹板片 地表性 雑食性

63 ヒラタゴミムシ族 P L A T Y N IN I 鞠勉片 地表性 雑食性

w



岡島遺跡

N0. 和 名 学 名 部 位 名 備考 生息地 食性

64 ヒメカンショウコガネ A p og on ia am ida L E W IS 翰勉片 好植性 食植性

65 ツヤ ヒラタゴミムシ属 Syn uchus sp . 左斡勉 地表性 雑食性

66 ツヤヒラタゴミムシ属 Synuchus sp . 右翰勉 地表性 雑食性

67 セマルガムシ C oelostom a stultum (W A L K E R 前胸背板 水生 食植性

68 ガムシ科 H Y D R O P H IL ID A E 腿節 水生 食植性

69 セマルガムシ C oelostom a stultum W A L K E R 前胸背板 水生 畢植性

70 ゲンゴロウ科 D Y T ISC ID A E 胸部 水生 食肉性

71 サクラコガネ属 A n om ala sp . 腿節 好植性 食植性

72 サクラコガネ属 A n om ala sp . 腿節 好植性 食植性

73 コシマゲンゴロウ H ydaticus g ram m icus (G E R M A R ) 左鞠勉片 水生 食肉性

74 ゾウムシ科 C U R C U L IO N ID A E 左鞠勉片 好植性 食植性

75 ゴミ云シ科 H A R PA L ID A E 腹部腹板 地表性 雑食性

76 ヒメコガネ A n om ala rufocup rea M O T SC H U L S K Y 左斡勉片 好植性 食植性

77 ドゥガネブイブイ A n om ala cuprea H O P E 腹部腹板 好植性 食植性

78 ハムシ科 C H R Y S O M E L ID A E 鞠勉片 好植性 食植性

79 サクラコガネ属 A n om ala sp . 腿節 好植性 食植性

80 不明甲虫 C O L E O P T E R A 部位不明

81 ドゥガネサルハムシ S celodonte lew isii B A L Y 右特効 好植性 食植性

82 .ゾウムシ科 C U R C U L IO N ID A E 左鞘勉 好植性 食植性

83 エンマコガネ属 M im ela sp lend ens G Y L L E N H A L 左鞠勉片 地表性 食糞性

84 ドゥガネブイブイ A n om ala cuprea H O P E 腿節 好植性 食植性

85 不明甲虫 C O LE O P T E R A 部位不明

86 コガシラミズムシ P eltodytes interm edius (S H A R P ) 左翰勉 水生 食植性

87 サクラコガネ属 A nom ala sp . 斡勉片 好植性 食植煙

88 セアカクビボツ ハムシ L em a scutessaris (K R A A T Z 左特効 好植性 食植性

89 ヒメコガネ A nom ala rufocup rea M O T SC H U L S K Y 腿節 好植性 食植性

90 クロコガネ H olotrichia kiotoensis B R E N SK E 歴節 好植性 食植性

91 コガネムシ科 S C A R A B A E ID A E 鞠勉片 好植性 食植性

92 ヒメコガネ A nom ala rufocup rea M O T SC H U L S K Y 翰勉片 好植性 食植性

93 ヒメコガネ A nom a la rufocup rea M O T SC H U LS K Y 前胸背板 好植性 食植性

94 ドゥガネサルハムシ S celodonta lew isii B A L Y 左翰勉 好植性 食植性

95 ハムシ科 C H R Y SO M E LID A E 中胸腹板 好植性 食植性
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図64岡島遺跡産の珪藻遺骸の顕顕微鏡写真2



科学分析

図63岡島遺跡産珪藻遺骸の顕微鏡写真1

1. Cyclotella stylorum BRIGHTWELL

2. Melosira nummuloides (DILLW.) C. A. AGARDH

3. Melosira nummuloides (DILLW.) C. A. AGARDH

4. Melosira nummuloides (DILLW.) C. A. AGARDH

5. Melosira nummuloides (DILLW.) C. A. AGARDH

6. Thalassiosira sp.

7. Cocconeis placentula var. euglypta (ERR.) CLEVE

8. Cocconeis placentula var. euglypta (EHR.) CLEVE

9. Cocconeis placentula EHRENBERG

10. Cocconeis pseudomarginata GREGORY

ll. Pinnulana macilenta EHRENBERG

12. Cocconeis scutellum EHRENBERG

13.Amphora ovalis var. libyca (EHR.) CLEVE

U. Cymbella sinuata GREGORY

15. Cymbella minuta HILSE

16. Cymbella turgidula GRUNOW

17. Cymbella leptoceros (EHR.) GRUNOW

IS. Cymbella leptoceros (EHR.) GRUNOW

19.Epithemia zebra (EHR.) KUTZING

20.Epithemia zebra (EHR.) KUTZING

21.Epithemia turgida (EHR.) KUTZING

22. Diploneis parma CLEVE

(スケールは10JJm)

図64岡島遺跡産珪藻遺骸の顕微鏡写真2

1. Gomphonema clevei var. inaequilongum H. KOBAYASI

2. Gomphonema devei var. inaequilongum H. KOBAYASI

3. Gomphonema clevei var. inaequilongum H. KOBAYASI

4. Gomphonem a材ur var. turn EHR.) LANGE-BERTALOT

5. Gomphonema constrictum EHRENBERG

6. Gomphonema longiceps EHRENBERG

7. Gomphonema parvulum KUTZING

8. Achnanthes brevipes var. intermedia (KUTZ.) CLEVE

JJ■

9. Achnanthes lanceolata BREBISSON

ノ′■

lO. Achnanthes lanceolata BREBISSON

ll. Achnanthes lanceolata var. rostrata HUSTEDT

12. Achnanthes lanceolata var. rostrata HUSTEDT

13. Achnanthes conspicua A. MAYER

U. Achnanthes lapidosa HUSTEDT

15. Eunotia pedinalis var. minor (KUTZ.) RABENHORST

16. Eunotia praerupta var. bidens GRUNOW

17. Eunotia robusta RALFS

18. Eunotia pectinalis var. undula由RALFS RABENHORST

19. Amphipleura lendheimeri GRUNOW

20. Caloneis silicula (EHR.) CLEVE
°°

21. Navicula laevissima KUTZING

22.Navicula gastrum (EHR.) KUTZING

23. Navicula sp.

24. Navicula goeppertiana (BLEISCH) SMITH

Zb. Navicula placenta EHRENBERG
°°

26. Synedra vaucheriae KUTZING

27. Fragilana bicapitata A. MAYER

°°

28. Caratoneis arcus KUTZING

°°

29. Caratoneis arcus KUTZING

30. Synedra ulna EHRENBERG

(スケールは10〃m)
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図65岡島遺跡産の昆虫化石の顕微鏡写真1

1.ゲンゴロウCybister japonicus SHARP

右斡勉下半部長さ18.2mm(中世2,大型土坑,標本7)

2.キべ1)クロヒメゲンゴロウIlybius apicalis SHARP

後胸腹板長さ4.6mm(弥生後期後半, IIF17bシルト,標本18)

3.ヒメミズスマシGyrinus gestroi REGIMBART

左鞘勉長さ3.3mm(縄文晩期,泥炭下層,標本208

4.キヌツヤミズクサハムシPlateumaris sericea LINNE

左翰勉長さ5.2im(縄文晩期,泥炭下層,標本60)

5.イネネタイハムシDonacia provosti FAIRMAIRE

左輪廻長さ4.7mm(中世1,大型土坑,標本71)

126

6.イネネタイハムシDonacia provosti FAIRMAIRE

右鞄勉長さ4.8mm(中世2,大型土坑,標本11)

7.ヒラタコミズギワゴミムシTachyura exarata (BATES)

右斡勉長さ1.4mm(縄文晩期,泥炭下層,標本42)

8.ツヤヒラタゴミムシ属Synuchussp.

左翰勉片長さ7.1mm(縄文晩期,泥炭下層,標本158)

9.アオへリアオゴミムシChlaenius praefectus BATES

右鞘麹片長さ9.8mm(縄文晩期,泥炭下層,標本62)



図66岡島遺跡産の昆虫化石の顕微鏡写真2

1.ヒラタゴミムシ亜族PLATYNINA

左右斡勉長さ1.4mm(縄文晩期,泥炭下層,標本113)

2 ・ヤマトトックリゴミムシLachnocrepis japonica BATES

右鞄勉長さ6.8mm(縄文晩期,泥炭下層,標本84)

3 ・ヤマトトソクリゴミムシLachnocrepis japonica BATES

右特効拡大(標本84)

4 ・オオナガゴミムシPterostichus forth MORAWITZ

右翰遡上半部長さ9.6mm(中世2,大型土坑,標本9)

5 ・ヤマトトックリゴミムシLachnocrepis japonica BATES

右斡勉長さ7.2i縄文晩期,泥炭下層,標本153)

6.ヤマトトソクリゴミムシLachnocrepis japonica BATES

右翰勉拡大(標本153)

7.ヤマトトックリゴミムシLachnocrepis japonica BATES

前胸背板幅3.4mm(縄文晩期,泥炭最々下層,標本43)

8.ヨツボシゴミムシPanagaeus japonicus CHAUDOIR

前胸背板幅3.4mm(縄文晩期,泥炭上層,標本1)

9.バネカタシ科STAPHYLININAE

右翰勉長さ1.2mm(縄文晩期,泥炭上層,標本7)
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図67岡島遺跡産の昆虫化石の顕微鏡写真3

1.セアカヒラタゴミムシDokhus klensis (SCHALLER

左鞘勉下半部長さ6.8mm(弥生中期, IIE5f,標本16)

2.ハンミョウCicindela chinensis japonica THUNBERG

腹部腹板長さ2.6mm(弥生後期,上層泥炭,標本6)

3.イネノクロカメムシScotinophara lurida BURMEISER

腹部腹板幅7.2mm(縄文晩期,泥炭下層,標本194)

4.クロホソゴミムシグマシ? Hypophloeus colydioides (LEWIS)

右斡麹長さ3.0mm(縄文晩期,泥炭上層,標本15)

5.キマワリPlesiophthalmus nigrocyaneus MOTSCHULSKY

左翰遡上半部長さ5.6mm(弥生後期,上層泥炭,標本67)
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6.ヒメナガキマワ') Strongylium impigrum LEWIS

右斡麹長さ;.2mm(弥生後期,上層泥炭,標本33)

7.ゾウムシ科CURCLIONIDAE

左右鞘勉長さ3.2mm(縄文晩期,泥炭下層,標本227)

8.オナガかソオゾウムシLixus moiwanus KONO

口吻および触角長さ4.8mm(縄文晩期,泥炭下層,標本25)

9.かソオゾウムシLixus impressiventris ROELOFS

左鞘勉長さ5.」縄文晩期,泥炭上層,標本12)
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図68岡島遺跡産の昆虫化石の顕微鏡写真4

1.コクワガタ♀ Macrodorcas rectus (MOTSCHULSKY)

前胸背板幅8・8mm(弥生中期ⅡE5f,標本14)

2.アカアシクワガタ♀ Nipponodorcus rubrofemoratus (SNELLEN VAN VOLLENHOVEN)

前胸背板幅10.1mm(弥生中期, Ⅱ一E5f,標本15)

3.コアオハナムグリOxycetonia jucunda (FALDERMANN)

前胸背板幅6・3mm(縄文晩期,泥炭下層,標本83)

4.アオドゥガネAnomala albopilosa HOPE前板背板幅9・8mm(弥生後期,上層泥炭,標本15)

5.アオドウガネAnomala albopilosa HOPE前胸背板片幅4.8mm(縄文晩期,泥炭下層,標本200

6.コガネムシMimela splendens GYLLENHAL小楯板幅2・2mm(弥生後期,上層泥炭,標本29)

7.コガネムシMimela splendens GYLLENHAL右鞘勉下半部長さ13.6mm(縄文晩期,泥炭上層,標本8)

8 ・ドゥガネブイブイAnomala cuprea (HOPE)左斡勉長さ14・1mm(弥生中期, ⅡE5f,標本12)

9.ヒメコガネAnomala rufocuprea MOTSCHULSKY後腿節長さ4.3mm(中世2,大型土坑,標本6)

10.クワハムシFleutiauxia armata (BALY)左特効片長さ2・4mm(弥生後期,上層泥炭,標本53)

11・キムネアオハムシCneorane elegans BALY左鞘勉長さ6・1mm(弥生後期,上層泥炭,標本30)

12・アオバネサルハムシBasileptafulvipes(MOTSCHULSKY)右特効3・l mm(中世1 ,大型土坑,標本26)

図69岡島遺跡産昆虫化石の電子顕微鏡写真1

1 a ・ヒラタゴミムシ亜族(PLATYNINA)左鞠勉90B2区泥炭下層(標本113)縄文時代晩期

ツヤヒタラゴミムシ属(Synuchus sp・)の可能性が高い

1 b.ヒラタゴミムシ亜族(PLATYNINA)左鞘遡上半部第4条溝,第3および第小間室の彫刻

2 a ・ヒラタゴミムシ亜族(PLATYNINA)右鞘勉90B2区泥炭下層(標本120)縄文時代晩期

2 b・ヒラタゴミムシ亜族(PLATYNINA)右鞘遡上半部第4条溝および第3間室の彫刻

3 a ・ヤマトトックゴミムシ(Lachnocrepis japonica BATES)右翰勉

90B:区泥炭下層(標本153)縄文時代晩期

3 b・右鞠遡上半部第3間室の模様および第4条溝

(バースケールは■m)

図70岡島遺跡産昆虫化石の電子顕微鏡写真2

1 a ・イネネタイハムシ{Donacia provosti FAIRMAIRE)右特効90B2区大形土坑(標本11)中世

1b.同上右翰遡上半部第2～第5点刻列,第2～第6間室

1 C (同上右鞠遡上半部第2点刻列(長さ約20■mの微毛が認められる)

2 a ・イネノタロカメムシ{Scotinophara lurida(BURMEISTER)第5および第6腹板90 B2区泥炭下層(標本23)縄文時代晩期

2 b ・同上第5腹板上の点刻列(点刻の直径約25■m)

2 C ・同上第3腹板縁片部の点刻と気門(気門の直径約90■m)

(バースケールは■m)
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図70岡島遺跡産昆虫化石の電子顕微鏡写真2



矢作川
左岸の
沖積平野

試料の
処理

第2節岡島遺跡における花粉化石
(①.はじめに

岡島遺跡は西三河平野南部・愛知県西尾市に位置する弥生時代の遺跡であり、地形的に

は矢作川左岸の沖積平野上の微高地(海抜+4・0-+4・5m)に存在する(図71)。

今回、岡島遺跡の基盤を構成する縄文時代晩期の堆積物中の花粉化石の分析を行ったので、

その概略を報告する。

②・試料および分析方法

今回扱った分析試料は、 ⅢNO90 B2区の地層断面から、連続的に採取された細粒砂層・

シルト層および腐植質シルト層などの20試料である。模式柱状図および層相は図72-74

に示したとおりである。

分析方法は以下の手順によった。

(1)約20 gの試料を10%KOH溶液処理(1晩)。

(2) 60メッシュの筋に通し粗粒物質を除去。

(3) 10%KOH溶液を加え湯煎(4分間)した後、傾斜法により細粒物質を除去。

4 ZnC12溶液による比重分離(1,500回転/分の遠心分離を2回繰り返す)。

5 HF溶液処埋(1晩)で鉱物片を除去。

(6)アセトリシス処埋(40秒間)。

(7)グリセリン・ゼリーで封入。

検鏡は400倍で、木本花粉が200個体に達するまで行った。出現率の算出は木本花粉に

ついては木本花粉の総数を基数とし、草本花粉については総木本花粉と総草本花粉の和を

基数として計算した。
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③・分析結果

分析結果を図75および図76に示した。

今回花粉化石を分析した20試料の中、茶褐

色泥炭質シルト層、暗灰褐色腐植質シルト

層および暗灰色腐植混じり細粒砂層に含ま

れる13試料(試料No.8 -20)は、花粉化石

が非常に少なかった。また、試料No・1～7

の中でも、時間的な制限などにより総木本

花粉の基数が200個体に達しないままで出

現率を算出し、花粉ダイアグラムを描いて

ある試料もある。

花粉ダイアグラムを描いた6試料は、い

ずれもよく似た傾向を示した。試料N0.3を

除く5試料は、いずれもTaxaceae-Cu-

pressaceae (イチイ科-ヒノキ科)が優勢

に出現し、試料N0.2では24・5%にも達する。

これに次いでCyclobalanopsis (アカガシ

亜属)、 Lepidobalanus (コナラ亜属)が高

率に出現する。

Taxaceae-Cupressaceae (イチイ科-ヒ

ノキ科)以外の針葉樹では、 Pinus(マツ属)

がどの試料からもかなり高率に出現し、次

いでAbies (モミ属)、 Sciadopitys (コウヤ

マキ属)が低率ながら、普遍的に出現する。

また、 Tsuga (ツガ属) Cryptomeria (スギ

属)もほとんどの試料から出現する。

Cyclobalanopsis (アカガシ亜属)、 Lepidobalanus (コナラ亜属)以外の広葉樹ではCos-

tanopsis (シイノキ属)がかなり高率に出現する。その他には、 Aesculus (トチノキ属)、

Ulumus-Zelkova (こレ属-ケヤキ属)、 Co秒Ius (ハシバミ属)、 Oleaceae (モクセイ科)、

Viburnum (ガマズミ属)などが低率ながら出現する。

草本花粉は、どの試料とも種類は少なく出現率も低率である。その中でもGramineae(イ

ネ科)は、ほとんどの試料からかなり高率に出現する。 (木本花粉が非常に少ないため花粉

ダイアグラムを描くまでには至らなかったが、試料No.10では、このGramineaeが非常に多

くみられた)。次いでCyperaceae (カヤツリグサ科)が出現する。その他にはCarduoideae

(キク亜科)がほぼ全試料に非常に低率ながら出現し、試料によってはRanunculus (キン

ボンゲ属)、 Umbelliferae (セリ科)などが出現する。
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科学分析

図76花粉化石リストおよび出現率

学 名

花粉化石実数 出現率

7 6 5 4 3 2 1 7 6 4 3 2 1

木本花粉 P inus 20 27 2 20 19 15 16 12.42 13 .04 S.44 9.13 7 .18

A m es 7 7 5 6 3 1 4.35 3 .38 2 .11 1.44 0.49

P icea l l 0.00 0 .48 0 .42 0.00 0 .00 0.00

Tsuga 6 9 4 3 1 3.73 4 .35 ー69 1.44 0 .48 0.00

P odocarpus 1 0.62 0 .00 0 .00 0.00 0 .00 0.00

Sciadop itys 3 3 3 4 7 6 1 .45 1.27 1.92 3 .35 2.96

C ryptom eria 7 8 4 4 1 1 4.35 3 .8 1.69 1.92 0 .48 0.49

T axaceae-C upressaceae 37 48 12 53 26 55 48 22.9 23 .19 22 .36 12.50 26 .32 23.65

Salfx 2 1 0.62 0 .97 0 .fc 1.44 1.91 5.42

Jug lans-P terocarya 1 9 5 4 0.00 0 .00 2.40 1.91 0.00

A lun us 3 3 3 6 8 4 1 .45 1.27 2.8 3 .83 1.97

B etula 3 2 2 2 1 1 0 .97 0 .84 0.96 0 .48 0.49

C arpinus 2 3 3 2 1.24 1 .45 1.27 0.00 0 .00 0.99

G orylus 2 3 1 3 3 1 5 1.24 1 .45 1.27 1.44 0 .4 2.46

F agus 1 2 0.62 0 .00 0 .00 0.96 0 .00 0.00

L epidobalanus 17 31 3 30 25 14 38 10.56 14 c 12 .66 12.02 6 .70 18.72

Cyclobalan opsis 28 31 8 40 39 33 37 17.39 14 .98 16 .8 18.75 15 .79 18.23

C astan ea 1 2 4 5 0.00 0 .48 0 .g 1.92 2 .39 0.00

C astan opsis 12 2 24 28 35 14 5.59 5 .8 10 .13 13.46 16 .75 6.90

U lm us-Zelkova 4 2 7 2 2 1 0 .97 2 .95 0.96 0 .96 0.49

C eltis-A phanan the 1 2 6 4 2 0.62 0 .00 0 .84 1.91 0.99

R utaceae 2 0.00 0 .00 0 .fc 0.00 0 .00 0.00

R h us 1 1 1 0.00 0 .00 0 .42 0.48 0 .48 0.00

Ilex 1 0.00 0 .4 0 .00 0 .00 0 .00 0.00

A cer 3 1 2 3 0 .48 0 .00 0 .96 1.44 0.00

A esculus 1 10 11 1.24 1 .45 4.22 5.29 3 .83 2.96

V itis l l 0.00 0 .00 0 .42 0.48 0 .00 0.00

P arthenocissus 1 0.00 0 .00 0 .00 0.48 0 .00 0.00

Sym plocos 1 0.00 0 .00 0 .00 0.48 0 .00 0.00

O leaceae 3 6 2 1 3 3 2 .90 0 .42 1.44 1.44 0.00

V iburn um 1 1 1 6 0.62 0 .00 0 .42 0.00 0 .48 2.96

A raliaceae 3 1 3 0.00 1 .45 0 .00 0.48 0 .00

Styrax 4 1 0.00 0 .00 1.69 0.00 0 .00 0.49

草木花粉 Persicaria l l 0.00 0 .44 0 .00 0.00 0 .35 0.00

C h enop odiaceae 1 2 0.00 0 .00 0 .00 0.39 0 .00 0.84

R anun culus, 2 2 1 1 1.16 0 .88 0 .35 0.00 0 .00 0.42

Thah ctrum 2 0 .00 0 .00 0 .00 0.00 0 .00 0.8

Im patiens 1 0 .00 0 .00 0 .00 0.00 0 .35 0.00

H alorag is 1 0 .00 0.00 0 .35 0.00 0 .00 0.00

U m b elliferae 1 1 1 2 0.58 0.00 0 .00 0.00 0 .35 0.84

L ab iatae 1 0 .00 0.00 0 .00 0.39 0 .00 0.00

Patn nia 1 0 .00 0.44 0 .00 0.00 0 .00 0.00

C ich on oid eae 1 1 1 0 .00 0.00 0 .35 0.00 0 .35 0.42

C arduo ideae 1 2 1 1 1 0 .58 0.8 0 .35 0.39 0 .00 0.00

A rtem isia 1 1 3 3 0 .00 0.00 0 .35 0.39 1 .05 1.26

Typha 2 1 2 2 5 1.16 0.44 0 .70. 0.79 1 .75 0.00

G ram ineae 10 25 26 46 12 1.74 4.41 3.75 10.24 16 .14 5.04

C yperaceae 17 14 18 12 1.16 1.32 5 .94 5.51 6 .32 5.04

シダ類胞子 Spore 38 65 14 63 48 34 55 18 .10 22.26 18 .05 15.S 10 .66 18.77

T ree 161 207 33 237 208 209 203 76 .67 70ー 67 .91 68.87 65 .52 69.28

G rass 11 20 14 49 46 76 35 5 .24 6.85 14 .04 15.23 23 .82 11.95

Spore 38 65 14 63 48 34 55 18 .10 22.26 18 .05 15.8 10 .66 18 .77

総花 粉数 T otal 210 292 61 349 302 319 293 100 .00 100.00 100 .00 100.00 100 .00 100 .00

※木本花粉の出現率は木本花粉総数を基数として算出

※草本花粉の出現率は(木本花粉総数+草本花粉総数)を基数として算出

rci



放射性
炭素年代

古植生

④・考察

(1)花粉組成からみた古環境と時代

今回花粉化石の分析を行い、花粉ダイアグラムが描かれた試料は、岡島遺跡(弥生時代

中期～後期)の基盤層を構成する地層(泥炭最々下層、泥炭最下層など)である(図74)。

これらの腐植質シルト層ないし泥炭層の放射性炭素年代は、その年代と層準が逆転してい

る場合もあるが、最も新しいものは2120±90y.B.P・で、最も古いものは2930±70y.B・P.

を示し、いずれも縄文時代晩期に相当する(森,1993)。

森(1993)によれば、愛知県松河戸遺跡で発見された松河戸火山灰層(森ら、 1990)に

対比される火山ガラス片が、今回の柱状試料の全層準にわたり発見されることから、これ

ら一連の泥質シルト層～泥炭層の堆積の時期は松河戸火山灰降灰以降であるとしている。

今回の分析結果が得られた6試料は、花粉組成はほとんど類似していて、花粉化石群集

から推定される古植生はTaxaceae-Cupressaceae(イチイ科-ヒノキ科) 、 Cyclobalanopsis

(アカガシ亜属)、 Lepidobalanus (コナラ亜属)が優勢な植生であったと推定される。

Castanopsis (シイノキ属)もかなり高率に出現することから、照葉樹林を中心とする林が

広がっていた可能性が考えられる。

これらの樹下にあるいは周縁城にはGramineae(イネ科)、 Cyperaceae(カヤツリグサ科)

を中心とする草地が広がっていたと思われる。 Typha(ガマ属)などの化石がほとんどみら

れないことから、水城(湿地)はあまり顕著には発達していなかったものと思われる。

Castanopsis (シイノキ属)を伴うCyclobalanopsis (アカガシ亜属)の高率の出現は、温暖

な気候を反映しているものと思われる。このことは濃尾平野でも認められている縄文時代

後期の再海進の名残を示しているのかもしれない(吉野ら, 1992)。

(2)花粉化石群集の比較

楯ら(1993)は愛知県下に分布する朝日遺跡(西春日井郡清洲町ほか)をはじめ、勝川

遺跡(春日井市) ・町田遺跡(春日井市)および1988年度の岡島遺跡(西尾市)の業者委

託による花粉分析結果により、縄文時代中期から古墳時代にかけての花粉組成の変遷をま

とめた。

今回の分析結果は、上記の岡島遺跡に示された分析結果と非常によく一致している。

西三河平野での沖積層の花粉分析結果はほとんど報告されていないが、周辺地城では濃

尾平野の佐屋町ボーリング・コアの南陽層上部の花粉化石群集(吉野ら, 1980)、浜名湖々

底堆積物の花粉群集(Matushita et・al, 1988)には、今回の分析結果と類似したTaxaceae

-Cupressaceae (イチイ科-ヒノキ科)、 Gyclobalanopsis (アカガシ亜属)およびLe-

pidobalanus (コナラ亜属)の優勢な出現が報告されている。しかしながら同じ濃尾平野で

ありながら、津島ボーリング・コアの沖積層(南陽層)および濃尾平野第四紀研究グルー

プ(1977)による飛島村のボーリング・コアの南陽層にはCyclobalanopsis (アカガシ亜属)

とLepidobalanus (コナラ亜属)の優勢な層準は認められるが、これに随伴するTaxaceae

-Cupressaceae(イチイ科-ヒノキ科)の優勢は認められない。このことは、今後の詳細な



縄文後期
の再海進

検討を要する問題である。

⑤・まとめ

愛知県西尾市に位置する岡島遺跡の基盤を構成する堆積物(縄文時代晩期)の花粉化石

の分析を行った。その花粉組成はTaxaceae-Cupressaceae、 Cyclobalanopsis、 Lepido-

balanusの高率の出現で特徴づけられる。

Castanopsisを伴う高率のCyclobalanopsisの出現は縄文時代後期の再海進の名残を示し

ているものと思われる。 (吉野道彦・楯真美子・萬谷さつき)
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岡島遺跡
周辺の

堆積環境

分析の日的

分析試料

第3節岡島遺跡出土の土器胎土

①.はじめに

岡島遺跡(愛知県西尾市)は西三河地区を代表する弥生時代の集落遺跡であり、矢作川

の東岸、幡豆山塊の麓に位置する。矢作川の上流には、地質区分でいう領家帯に属する花

こう岩が広く分布しており、ここから供給される砂礫によって岡崎平野が形成されている。

1987-1989年度の当遺跡の発掘調査においても旧矢作川(その分流も含む)と思われる旧

河道も検出され、遺跡周辺は同川による運搬物の堆積の場であった。

土器中に含まれる砂礫には、普通、製作地周辺の堆積物が用いられており、形式が在地

の特徴を示す土器では、含まれる砂礫は遺跡近辺で採取できる砂礫種とほぼ一致する。岡

島遺跡においても1990年発行の調査報告書において胎土分析が実施され、同遺跡出土土器

のほとんどが花こう岩起源の砂礫組成を示すことが筆者らによって報告されており、この

ことを裏付ける結果が得られている。しかし同時に土器形式の変化にともなって土器中の

砂礫組成にも変化が認められることがわかっており、土器製作時に、形のみならず混和す

る砂礫にも意識がはらわれていたことがうかがえる。

1990年以降の当遺跡の継続した発掘調査によって、これまでに時期区分された土器群に

続く新たな土器形式の一群(岡島Ⅴ期)が出土した。そこで、この一群への土器形式の変

化にともなって、土器胎土に混入する砂礫の変化の有無を明らかにすることを本稿の第一

の目的とする。

またこれまでの調査の結果、尾張地区を代表する同時期の遺跡である朝日遺跡(愛知県

清洲町ほか)では、岡島遺跡の土器と形式・胎土ともに共通する土器が出土するが、岡島

遺跡では形式は他地域の影響を受ける土器も、脂土は在地の土器と共通した特徴を示し、

他地域から土器が直接搬入された明らかな証拠は見つかっていなかった。そこで、他地域

から岡島遺跡への土器搬入の有無を確認することを第二の目的とする。

②.分析試料と方法

池本(1990)は、岡島遺跡から出土する弥生土器をその型式的変化によってⅠ -Ⅳ期に

時期区分した。今回の調査でこれにⅤ期が加えられることにともなって、 Ⅰ-Ⅳ期の区分

に若干変更が生じたので、本稿中では新しい時期区分に従って分析結果の報告を行ってい

る。

分析を行った試料は、新たに設定された岡島Ⅴ期に属する土器から10点(B- 1-10)

と、他地域から岡島遺跡に搬入された可能性がある土器12点(X-1-12)である。この

うちⅩサンプルは、形式的に他地域産の可能性があるものと、肉眼的に判断して在地産土

器と異なった脂土である可能性のあるものとを、今回の調査によって出土した土器中から

抽出した。またこの中に形式的に静岡県産の可能性があるものが含まれており、その比較

試料として角江遺跡(静岡県浜松市)出土試料(S-1-3)を、静岡県埋蔵文化財調査

研究所の木下智章氏に提供して項き、同時に分析を行った。 (図78)。



分析方法

粒径による三角

ダイアグラム

実体貫徹鏡
観察結果

分析の方法は土器表面の実体

顕微鏡観察と、土器片から作製

した薄片プレパラートの偏光顕

微鏡観察の二方法である。これ

は筆者がこれまでに行ってき

た、岡島遺跡をはじめとする愛

知県内外の遺跡出土土器の分析方

法と同じである。共通した方法

で分析を行うことにより、他の

遺跡産の土器胎土と比較検討が

可能である。詳しい方法は愛知

県埋蔵文化財センター調査報告

書第14集「岡島遺跡」 (1990)

を参照されたい。

また特に今回はBサンプルに

対して砂礫の粒径の違いを明ら

かにするため、粒径をもとにした三角ダイヤグラムも作成した。このとき、土器表面の砂礫が占める面

積比の比較と考え、粒径がLの砂礫は個数に9を、 Mには4を乗じてダイヤグラム化した。

この砂礫数に乗じた9や4という定数は、各々の砂礫が相似形であると仮定し、粒径S

(0.25-0・5mm)に対しL (1mm以上)は3倍、 M (0.5-1mm)は2倍の直径をもつ

と考え、面積比は相似比の2乗に比例することに基づく。

③.分析結果と考察

(1)岡島Ⅴ期試料(Bサンプル)の土器脂土の特徴

実体顕微鏡観察の結果を図79に、これより作成した鉱物三角ダイヤグラムを図80に示

す。雲母以外の有色鉱物はほとんど含まれず、無色鉱物と雲母で主要造岩鉱物の95%以上

を占める。この点ではⅠ -Ⅳ期までの試料(Aサンプル)の特徴に一致するが、特に雲母に

ついて注目するとAサンプルに比べ白雲母の比率が高くなる傾向がある。また粒径別にみた場合

BサンプルはSサイズがほとんどを占め、 Aサンプルより砂礫が細かい傾向がある(図81)。

試料番 号 図番 号 調査区 登録 番号 遺 構 時期 その他

B - 1 28 0 I A 2 E - 7 7 S X l Ⅴ

B - 2 28 2 I A 2 E - 86 S X 0 4 Ⅴ

B - 3 28 8 I A 2 E - 8 S X 0 4 Ⅴ

B 1 4 22 7 90 A i E ー7 0 S K 0 3 Ⅴ

B - 5 24 9 )A 2 E -7 0 S X 0 3 Ⅴ

B ー6 25 5 89 A 2 E -6 7 S X 0 3 Ⅴ

B - 7 26 7 >A 2 E -6 9 S X 0 3 Ⅴ

B ー8 27 2 >A 2 E ー5 8 S X 0 3 Ⅴ

B - 9 27 8 IA 2 E -8 S X 0 4 Ⅴ

B - 10 2 79 8 9 A 2 E -7 5 S X 04 Ⅴ

x - i 3 70 9 1 A i E - 14 S K 08

ⅠⅤⅩ- 2 9 00 9 0 B l E ー5 1 包含 層

Ⅹ- 3 9 36 ' B 2 E - 18 包含 層 ⅠⅤ

Ⅹ1 4 22 試掘 - - I

Ⅹー5 5 31 9 0 A 2 E -4 3 S K l l II

X - 6 5 32 9 0 A 9 E -4 1 S K l l ⅠⅠ

Ⅹ- 7 4 26 I A 2 E -2 1 6 S X 05 ⅠⅤ

Ⅲ

Ⅹ- 8 8 95 9 0 A 2 E - 35 1 包含層

Ⅹ- 9 6 43 9 0 B 2 E - 1 S K 27

X - 10 5 64 9 0 A 2 E ー12 7 S K 15 Ⅲ

X - l l 7 42 9 0 A 2 E ( 3 S D 12 II

Ⅹー12 5 2 7 9 0 A 2 E - 40 S K l l II

S - 1 角江遺跡 P - 19 42 静岡県浜松 市

S - 2 ′′ P - 17 85 ′′

S 】3 ′′ P - 19 46 ′′

田 î E& Tm m a m

試料 番号

石英 長石 黒雲母 白雲母 有 色鉱 物 花岡岩 チ ャー ト その他

合計

観察

L M S L M S L M S L M S L M S L M S
l
L M S L M S 覗 野数

B - 1

B - 2

B - 3

3 1 4 16 3 0 0 22 0 0 2 0 0 9 0 0 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 1 7 8

4 1 0 9 8 0 3 2 2 0 1 20 0 0 4 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 00 9

B - 4 4 15 13 8 0 0 9 0 0 19 0 0 14 0 0 6 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 0 7 7

B - 5 2 10 1 76 0 1 1 1 0 0 14 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 19 9

B - 6 0 13 1 29 0 1 1 3 0 1 4 1 0 1 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 7 9

B - 7 0 0 1 36 0 1 3 0 0 6 0 2 67 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 1 6

B ー8 2 19 1 27 0 3 2 8 0 1 1 0 0 0 23 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 15 9

B - 9 7 3 3 92 3 9 15 0 3 3 0 0 0 17 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 14 ll

B - 10 1 3 1 46 0 1 3 0 0 0 1 5 0 0 20 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 18 6

図 7 9 岡 島 Ⅴ 期 試 料 の 実 体 顕 微 鏡 観 察 結 果



偏光顕微鏡観察の結果を図82に示す。鉱物

ではすべての試料に共通して石英が多く含まれ

る。これに長石や雲母がともない、角閃石が含ま

れることもある。岩片では花崗岩が共通し、

チャートが含まれることもある。石英は波動

消光を示すものが多く、長石には双晶やパー

サイト構造が見られる。これらの組織は花こ

う岩中の石英や長石に見られるもので、岩片

でも花こう岩が主体であることより、これら

の砂礫は花こう岩に由来するものと考えられ

る。また量にはばらつきがあるが、白雲母が

共通して含まれることが特徴といえる。

この結果とAサンプルとの比較を行う。三

角ダイヤグラム上でもAサンプルの領域と同じ傾

向にあるし、偏光顕微鏡観察結果を見ても花こう



試料番号 石英 斜長石 正長石 黒雲母 白雲母 角閃石 斜方輝石単斜輝石 ジルコン 花こう岩 チャー ト 砂岩 変成岩 火山岩

B l l ◎ ○ ○ ○ △

B (2 ◎ △ △ ○ △ △

B -3 ◎ 〇 〇 〇 △ ○

B 14 ◎ △ △ ○ △ ○

B -5 ○ ○ △ ○ ○ ○

B ー6 ◎ △ ○ ◎ ○ ○

B 1 7 ◎ △ ○ ○ △ ○

B - 8 ◎ △ △ ○ △ ○

B - 9 ◎ △ △ ◎ ○

B -10 ◎ △ △ ○ △ ○

A.B

サンプル
の胎土の差

岡島遺跡
周辺の

地質と砂礫

図82岡島Ⅴ期試料の偏光顕微鏡観察結果

岩やあるいは花こう岩源の砂礫が主体であることなど、全体ではAサンプルと共通した特

徴を示す。つまり岡島Ⅴ期の段階でも土器製作の際砂礫は遺跡の近辺で入手していた可能

性が高い。

またAサンプルを雲母の量で分類したA・ Bグループと比べると、 B-1, 5が三角ダ

イヤグラム上でAグループに入る他はBグループに近い。岡島ⅠⅤ期以降雲母が多くなる傾

向にあることとも一致する結果といえる。しかしAサンプルに比較して、砂礫が細かいこ

とや雲母のうち白雲母が多いことは、遺跡周辺であっても砂礫の採取場所は異なっていた

ことを示す。

遺跡周辺の地質に目を向けると、前述のように矢作川流域には広く花こう岩が分布する。

このうち矢作川上流部に分布するものは伊奈川花こう岩と呼ばれ、粗粒で石英・長石・黒

雲母の他に角閃石を比較的多く含んでいる。これに対し、矢作川中流部の左岸(岡崎市周

辺)には武節花こう岩と呼ばれる花こう岩が露出する。これは伊奈川花こう岩に比べ細粒

であり、また黒雲母とともに白雲母を含むことが特徴である(図83)。

これと土器中の砂礫とを比較すると、Aサンプルでは粗粒で黒雲母が多いことより伊奈

川花こう岩の影響を受けており、 Bサンプルは細粒で白雲母を含む武節花こう岩源の堆積物

が使用されているものと思われる。

このような違いが発生した理由

には、いくつかのことが考えられ

る。偶発的なことを考えるならば

まず河道の変遷が挙げられが、短

期間での急激な河道変遷には無理

がある。また発掘担当者によると、

旧河道の堆積物には大きな変化が

見られないとのことより、このよ

うな原因は考えにくい。むしろこ

れまでにも岡島遺跡では時期によ

る脂土の変化が明らかになってお

り、偶然と考えるよりは人為的な

影響と考えたい。しかし当時の人「



砂礫の

採取地

Ⅹサンプル
の胎土

搬入された

土器

々にとって、堆積物中の鉱物の種類に対する認識があったとは思えない。おそらく土器形

式の変化にともない、混和材にもこれまでより細粒の砂礫を求め、より細粒の武節花こう

岩を源岩とする砂礫を使用することになった。その結果、土器中の砂礫の粒径だけでなく

鉱物組成にも変化が生じたものと思われる。

岡島遺跡から最も近距離に武節花こう岩源の堆積物を求める。岡島遺跡の東を流れる広

田川は額田郡幸田町周辺に源を発し、武節花こう岩も面積は狭いがこの周辺にも分布する。

つまり、広田川の堆積物であれば武節花こう岩に由来する砂礫が得られることになる。し

かし途中で領家変成岩を侵食するので、やや上流に遡る必要があろう。おそらく岡島遺跡

からは5km程度以内の距離と思われる。あるいは距離的には少し違いが、岡崎市を流れる

大平川でも武節花こう岩源の堆積物を得られる。

(2)岡島遺跡出土の他地域産土器(Ⅹサンプル)の胎土

実体顕微鏡観察結果を図84に、それより作成した三角ダイヤグラムを図85に、また偏光

顕微鏡観察結果を図86に示す。 ⅩサンプルのうちX-3 ・ 9・10の5試料は、粒

径や脂土の質感など肉眼的には岡島遺跡の土器とやや異なった傾向を示したが、実体顕微

鏡・偏光顕微鏡観察の結果では在地の土器とほぼ共通の特徴を持ち、他地域からの搬入品の

可能性は少ない。肉眼的特徴の差は小地域内での土器移動を示すかもしれないが、現時点

ではそれを明確にすることは難しい。西三河地区における同時期の他の遺跡の分析結果と

の比較が必要である。他の7試料はこれまでに分析を行った岡島遺跡の在地土器とは明ら

かに異なった特徴を示し、地質の異なった地域からの搬入品であるものと思われる。

Ⅹ- 1は、土器形式より静岡県産の可能性がある土器である。三角ダイヤグラムでは岡

島遺跡産土器の領域に入るが、実体顕微鏡.偏光顕微鏡観察ともにチャートが多く観察さ

れ、また火山岩やそれに由来すると思われる輝石も含まれるなど岡島遺跡の土器胎土とは

異なる。チャートや火山岩、輝石はこれまで尾張産の土器の特徴と考えられていたが、尾

張産の土器では輝石のうち斜方輝石が優占するのに対し、この土器では単斜輝石の方が多

試料 番号

石英 長石 黒雲母 白雲母 有色鉱物 花 こ う岩 チャー ト その他

合計

観 察
L M S L M S L M S L M S L M S L M S L M S L M S 挽野数

Ⅹ- 1 2 29 13 3 0 8 2 1 0 0 5 0 0 0 0 0 8 0 0 0 2 6 3 0 2 0 21 9 10

Ⅹー2 7 3 7 10 2 0 7 2 6 0 0 4 0 0 1 1 4 1 2 0 1 0 0 2 2 0 0 1 20 7 12

Ⅹ - 3 4 35 12 0 1 3 1 0 3 1 5 0 一0 2 1 0 0 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 20 7 10

Ⅹ - 4 4 2 1 0 1 4 0 3 10 0 0 4 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 5 2 4

Ⅹ - 5 40 17 3 6 0 1 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 12 1 1 3 0 0 11 4 15

Ⅹ - 6 20 48 116 1 0 12 0 0 0 0 0 2 0 0 4 1 0 0 1 1 1 1 0 0 2 08 13

Ⅹ - 7 8 72 83 4 10 0 0 1 0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 7 0 1 6 1 2 03 18

Ⅹ - 8 2 15 9 7 0 4 55 0 2 7 0 0 1 0 2 22 1 1 0 0 0 0 0 1 0 2 10 9

Ⅹ - 9

X -1 0

3 28 152 0 2 11 0 0 1 0 0 1 0 0 10 0 1 0 0 0 1 0 0 0 2 10 ll

X -l l 3 4 33 3 3 1 1 0 0 0 0 0 6 7 1 12 3 2 0 2 5 18 0 1 58 3 0

X -1 2 25 17 107 4 19 0 0 4 0 0 3 0 0 1 0 0 0 9 3 1 1 0 0 2 01 1 4

S - 1 14 37 1 15 0 9 15 0 0 1 0 0 0 0 0 5 0 0 0 4 2 0 1 0 6 2 09 1 5

S - 2 1 14 1 17 0 5 3 4 0 1 5 0 0 1 0 0 2 1 0 2 0 0 0 0 0 1 0 20 2 8

S ー3 4 19 1 29 1 3 2 0 0 0 1 4 0 0 2 0 0 14 0 0 0 0 0 0 1 1 0 20 8 l l

図 8 4 Ⅹ サ ン プ ル の 実 体 顕 微 鏡 観 察 結 果



試料番号 石英 斜長石 正長石 黒雲 母 白雲母 角閃石 斜方輝石 単斜輝石 ジルコン 花崗岩 チャート 砂 岩 変成岩 火 山岩

Ⅹ1 1 ◎ △ ○ △ △ ○ △ △

Ⅹ- 2 ○ △ △ △ △ △ △

Ⅹ- 3 〇 〇 〇 〇 △ ○

Ⅹ1 4 ◎ ○ △ ○ △ ○

Ⅹ1 5 ◎ △ ◎ ○ ○

Ⅹー6 ◎ △ ○ △ ○

○ ◎

Ⅹ- 7 ◎ ○ △ ○ △ △

Ⅹー8 ◎ ○ △ △ ○ △

Ⅹ1 9 ◎ ○ △ △ ○

Ⅹー10 〇 〇 〇 △ ◎

X -l l △ ○ ◎

X - 12 ◎ ○ ○ ○ △

S - 1 ◎ △ △ ○ ○

S - 2 ○ △ △ △ △ ○ △

S - 3 ◎ ○ △ ○ △ △ △

図 8 6 Ⅹ ・ S サ ン プ ル の 偏 光 顕 微 鏡 観 察 結 果

い傾向にある。比較試料として分析したSサンプル(静岡県浜松市出土)をみると、個々

の試料のばらつきはあるがチャートや単斜輝石が含まれるなど、比較的共通した特徴がみ

られ、 Ⅹ- 1が静岡県産の可能性も充分に考えられる。

またX-11は静岡県の発掘担当の方から静岡県産の胎土である可能性の指摘を受け

た土器である。この試料では塩基性岩やそれを源岩とする変成岩が主体をなす。これらの



尾張産の
土器

尾張地区
と三河地
区の土器
交流

岩石はいわゆる西南日本外帯を形成する三波川帯に由来するものと考えられ、これは豊川

と天竜川に挟まれた地域に産する。特に豊橋市から新城市にかけての、豊川東岸に広く

分布することが知られている。また個々の砂礫を見るとよく円磨されており、山沿いの地

域よりは河川下流部(あるいは海岸部)の砂礫と思われる。

X-5 -12はチャートが主体となる試料である。これら2試料はLサイズの砂礫を多く

含み、またよく円磨されている。このような特徴はX-11とよく似ており、また量は少な

いが2試料とも塩基性岩を源岩とする変成岩が含まれていた。この点よりこの2試料はⅩ

-11と地質的にも関わりの強い地域産の可能性がある。この付近ではチャートは豊橋市南

部から渥美半島にかけて分布しており、この地域に産地が求められるかもしれない。

これら3試料は胎土の肉眼的特徴も一致するので、豊橋市から静岡県西部にかけての同

一文化圏産と考えることもできそうである。砂礫組成の違いはその中での地質の違いであ

ろう。この地域は岡島遺跡ともさほど距離はないので、交流もあったものと思われる

Ⅹ-2 ・ 6 ・ 8はチャートとともに火山岩や斜方輝石が含まれる。この組み合わせは尾

張産(特に尾張西部)の土器と一致し、また三角ダイヤグラム上でも朝日遺跡(西春日井

郡清洲町ほか)や阿弥陀寺遺跡(海部郡甚目寺町)の領域にほぼ一致する。このうちⅩ-

8は偏光顕微鏡下での火山岩や斜方輝石の比率が、尾張産の土器と比較しても非常に高く

やや異なった傾向を示すといえるが、 X-2は尾張地域の土器とよく似ており、この

地域からの搬入であるものと思われる。

これまで岡島遺跡への他地域産の土器搬入の確かな証拠は見つかっていなかった。この

分析結果によって岡島遺跡へも土器の搬入があったことは明らかとなったといえる。特に

尾張地区と三河地区の土器交流という点でも、前述のように尾張地区と西三河地区の間の

土器の移動は、これまで後者から前者への一方通行とされていた。すなわち朝日遺跡や阿

弥陀寺遺跡など尾張地区の遺跡では西三河産の土器は出土するけれども、西三河地区には

尾張地区産の土器が西三河地区に搬入されることはなかったと考えられていた。今回西三

河で尾張産の可能性のある土器が見つかったことは、尾張と三河の土器交流のあり方を考

える上で重要なことである。今後の考古学的な観点からの検討も必要であるし、量に関し

ての問題も解決しなければならないであろう。 (永草康次)
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図87分析土器実測図1
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図88分析土器実測図2



図89土器薄片の偏光顕微鏡写真(1) (左:単ニコル、右:直交ニコル)
□B-5白雲母を含む花尚岩(0.3mm)
回Bl6日雲母を含む花南岩(2.5mm)
回B-6日雲母(0.2mm)

回Ⅹ12火山岩(左1.0mm)および斜方輝石
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図90土器薄片の偏光顕微鏡写真(2) (左:単ニコル、右:直交ニコル)

匡X-5チャート岩片(右1.1mm)
回Ⅹ-8斜方輝石(0.7mm)
回X-ll塩基性の変成岩(2.8mm
回S-2単斜輝石(0.3mm)



ステロール

組成の所見

第小節残存脂肪酸分析
(①試料の性格

残存脂肪酸をズコ-シャ総合科学研究所に依頼して実施した。ここではこの結果を、ズ

コ-シャ総合科学研究所より提出された報告書を要約して掲載する。なお、今回の分析で

は、墓に関係すると推定される遺構を中心に、総数8点について実施した。具体的な採諏

地点は、試料1 ～ 3がSZ31の棺身の充■土。試料は柱状に採取したもの。採取位置は、試

料1が最も内部底に近い部分、試料2が最上部、試料3はこれらの中間部分に該当する。

試料4、 5は、土坑blから採取した試料。採取地点はいずれも中央部分の埋土下部で、試

料小がSK28、試料5がSK18。試料6 ・ 7がSZ05の主体部埋土、試料8は、試料6 ・ 7

の比較サンプルでSZ05主体部付近のマウンド上部から採取した。

②残存脂肪の抽出

分析に際し、事前に各試料から残存脂肪酸を抽出した。ここで使用した具体的方法は、

試料に3倍量のクロロホルム-メタノール(2 : 1)混液を加え、超音波浴槽中で30分間

処埋する方法。その後、処埋液を漉過後再度クロロホルム-メタノール3液を加え、再び

30分間超音波処埋を加える。今回は、この操作をさらに2回繰り返して残存脂肪を抽出し

た。次に、得られた全抽出液溶媒に1%塩化バリウムを全抽出液溶媒の4分の1容量加え、

これをクロロホルム層と水屑に分配後、下層のクロロホルム層を濃縮して残存脂肪を分離

した。この結果得られた残存脂肪の抽出量は、平均0・0132%であった。また、残存脂肪を

ケイ酸薄層クロマトグラフィーで分析した結果、脂肪は単純脂質から構成されていた。こ

のうち遊離脂肪酸が最も多く、次いでグリセノールと脂肪酸の結合したトリアシルグリセ

ロール(トリグリセリド) ・ステロールエステル・ステロードの順に多く、微量の長鎖炭

化水素も存在していた。

③残存脂肪の脂肪酸組成

上記の方法により抽出した残存脂肪酸の組成は、残存脂肪に5%メタノール性塩酸を加

え、摂氏125度封管中で2時間分解した後、メタノール分解によって生成した脂肪酸メチ

ルエステルをクロロホルムで分離し、ヘキサン-エチルエーテル-酢酸(80:30: l)ま

たはヘキサン-エチルエーテル酢酸(85: 15)を展開溶媒とするケイ酸薄層クロマトグラ

フィーで精製後、ガスクロマトグラフィーで分析した。その結果、残存脂肪から12種類の

脂肪酸を抽出した(図91)

この中で注目できるのは、炭素数20以上のアラキジン酸・ヘベン酸・リグノセリン酸な

どの高級脂肪酸類で、これらは高等動物、特にその臓器・脳・神経組織・血液・胎盤等に

特徴的にみられるものとされている。今回の試料中には、試料1-3-6-が約11%-

22%、試料4 ・ 5がこれよりやや高い数値を示し、いずれも高等動物の存在を示すのに十

分な量に達している(図93)

④残存脂肪のステロール組成



岡島遺跡

試 料 番 号 採 取 遺 構 湿 重 量 ( g ) 全 脂 質 (m e ) 抽 出率 (% )

試 料 1 S Z 3 1 7 1 3 .4 1 2 .9 0 .0 0 18

2 ′′ 7 5 3 .2 l l .9 0 .0 0 16

3 ′′ 6 6 5 .7 l l .5 0 .0 0 18

4 S K 2 8 9 9 7 .3 1 3 .7 0 .0 0 14

5 S K 18 6 0 3 .7 58 4 .9 0 .0 9 69

6 S Z 0 5 主 体 4 2 0 .1 4 .0 0 .0 0 10

7 ′′ 5 3 1 .3 2 .6 0 .0 0 5

8 ′′ 9 7 9 .0 6 .3 0 .0 0 06

図91試料の残存脂肪抽出量

試料 番号 コ レステ ロール (% ) シ トス テ ロ ール (% ) コレステロール′シトステロール

試料 1 3 .0 8 18 .92 0 .1 6

2 3 .16 2 0 .64 0 .1 5

3 2 .4 9 1 0 .89 0 .2 3

4 3 .6 3 2 9 .15 0 .12

5 2 .3 4 1 9 .4 1 0 .12

6 1 .9 4 3 9 .33 0 .0 5

7 3 .3 9 2 3 .66 0 .1 4

8 1 .12 4 3 .64 0 .03

図92試料中に分布するコレステロールとシトステロールの割合
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科学分析

図93各試料に残存する脂肪の脂肪酸組成
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岡島遺跡
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図94各試料に残存する脂肪のステロール組成
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ヒトの

脂肪酸

次に、残存脂肪のステロール組成の分析作業結果について報告する。

分析方法は、残存脂肪酸をヘキサン-エチルエーテル-酢酸(80 :30 : 1)を展開溶媒

とするケイ酸薄層クロマトグラフィー分離)精製後、ピリジン-無水酢酸(1 : 1)を窒

素気流下で反応させてアセテート誘導体にしてからガスクロマトグラフィー法をおこなっ

た。その結果、残存脂肪からは15種類程度のステロールを検出した。今回はこれらのうち、

コレステロール・エルゴステロール・カンぺステロール・スチグマステロール・シトステ

ロールなど特徴的なステロールをガスクロマトグラフィー質量分析により同定した(図92

94)

以下、所見を記述する。

1コレステロールは、各試料中に1-4%程度検出されている。コレステロールは、

動物由来で一般的な土壌に4 -程度含有され、今回の試料ではいずれもこの数値

には達してはいない。ただし、植物由来のシトステロールの検討もこれに加えると、

各試料に11-29%程度の数値を示した。一般的な植物腐植土では、シトステロールの

含有量が30-40%以上とされている関係から、今回の試料は、通常の土壌ではなく、

これに異物が混入している可能性がある。

2コレステロールとシトステロールの分布比の指標値は、動物遺体の存在を示唆する

もので、今回の試料では試料7が0.14となり、比較試料である試料8の0・03より高

い数値を示す。

3カンぺステロールとスチグマステロールは堅果植物に由来するもので、今回の試料

のうち、試料4、 6、 8が10-13%と、通常含有率3-9%より高い数値を示した。

4微生物由来のエルゴステロールは土壌微生物による自然発酵を示唆するものとさ

れ、今回の試料には試料2～4で検出されている。

5晴乳動物の腸および排壮物に特異的に分布するコプロスタノールが試料3で若干検

出されている。なお、コプロスタノールとコレステロールの含有比から動物種と動物

の性別を判定することができるが、その判定にはコプロスタノールが10%以上必要と

される関係から今回は実施してはいない。

6試料4 ・ 5では高級脂肪酸が検出されて、明らかに動物遺体の存在が推測できたが、

動物性のコレストロールの分布は微量で、脂肪酸とステロールの検出量は整合しては

いない。

⑤脂肪酸組成の数理解析

ここでは、脂肪酸組成をパターン化し、重回帰分析により各試料間の相関係数を求め、

これを基礎にクラスター分析を実施して、各試料の類似度を比較し、樹状構造図を作成し

た(図95)。なお、比較試料として、すでに性格が明瞭となっている、招萩遺跡・原川遺跡、

寺田遺跡などのデータと類似度も検討した。その結果、今回の試料の全てがヒトの遺体を

直接埋葬した寺田遺跡・原川遺跡試料と類似度が認められた。なお、試料8は、 SZ05主体

部付近のマウンド上部の土壌で、主体部の比較試料として採取した試料であるが、同様の



ヒトの

脂肪酸

性格を持ったものとなる。未確認の主体部が存在していた可能性を残す。

⑥脂肪酸組成による特殊異性相関

次に残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定する。中級脂肪(炭素数16のパルミン酸から炭

素数18のステアリン酸・オレイン酸・リノール酸まで)と高級脂肪(炭素数20のアラキジン

酸以上)との比をⅩ軸に、飽和脂肪酸と、不飽和脂肪酸との比をY軸にとり種特異性相関

を求めた(図96)。この比例配分により第1象限の原点から離れた位置に高等生物の血液・

脳・神経組織.臓器等に由来する脂肪、第1象限から第2象限の原点と離れた位置にヒトの

胎盤、第2象限の原点から離れた位置に高等生物の体脂肪、骨油に由来する脂肪がそれぞ

れ分布する。第2象限から第3象限にかけての原点付近に植物と微生物、原点からはなれ

た位置に植物腐植、第3象限から第4象限に移る原点から離れた位置に海産生物が分布する。

求められたドット分布状況は、試料1-3が第2象限の原点寄りの位置でA群

を、試料6は同じ第2象限のⅩ卓由寄りの位置でB群を形成した。なお、これらは非常に近

い位置に分布している。また、試料4・5は、第1象限の広い範囲に分布し、C群を形成した。

以上の事実から、試料1～3 ・ 6～8はいずれも第2象限内に分布することからヒトの

体脂肪や骨油、試料4 ・ 5は特にヒトの頭部・血液・臓器にそれぞれ由来する脂肪が残存

している可能性が高い。

⑦まとめ

以上の成果から、今回分析した試料は、いずれもヒトに関連する脂肪酸の残存が認めら

れた。今回の分析成果に立脚すれば、試料5～7を採取したSZ31と、試料6～8を採取し

たSZ05主体部は、いずれもヒトの遺体を直接埋葬した施設であったことが考えられる。な

お、前者は土器棺である関係から、小児遺体を直接埋葬したものと想定できる。次に、試

料小を採取したSK28や試料5を採取したSK18は、 SZ05主体部やSZ31とは、分布領域

を異にしたものとなっている。これらの差は、骨油に由来する脂肪酸の検出量に起因して

いる。したがってこれらについては、前二者とは異なった性格、つまり、改葬を前提とし

て設定された一次墓としての用途を考えることができるのかもしれない。ただし、現状で

は分析件数が乏しく、推定の城を出ない。今後、資料の増加が急務であろう。 (池本正明)

図95脂肪酸組成によるデンドログラム
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図96各試料に残存する脂肪の脂肪酸組成による種特異相関



第Ⅴ章考察

第1節主要遺構の変遷
今回の調査では、 3両の検出面から、 6つの時期に区分できる遺構群を検出している。

ここでは、これを時期別に整理する。

A期

NR02の右岸で、 1棟の掘立柱建物と若干の土坑・溝を検出した。分布域は90年度調査

区に集中する。掘立柱建物は、年代を明確にする資料に乏しいが、 12世紀を前後した時期

が一応想定できる。

B期

89 B区で古墳時代の方形周溝墓を4基検出している。この部分に、墓城としての性格を

考えることができる。

C期

弥生時代後期前葉の方形周溝墓を1基検出している。西港内に陸橋部をもつ形状で、陸

橋部は中央よりやや南側にずれる。

D期

年代的には、弥生時代中期後葉に属する。構造的には、 NR02の東側で検出された竪穴

住居1棟を評価し、この部分に居住域としての性格を考えるほか、 NR02の西側では方形

周溝墓・土器棺墓などが検出され、墓城としての性格を想定することができる。方形周溝

墓・土器棺墓は分布域を異にしているようで、前者が90年度調査区、後者が89年度調査

区でそれぞれ分布を密にする。場合によってはNR03を境界としている可能性も考えられ

るが、 SZ16-22、 SZ30-32と多数の土器棺墓がNR03の左岸にも分布しており、この点

についてはひとまずおく。

E期

年代的には弥生時代中期の中葉に属する。遺構は、若干の土坑と溝を検出したにとどま

り、不明瞭となる。詳細は不明。

F期

年代的には弥生時代中期の前葉に属する。今回の調査で最もまとまった数の遺構を検出

している。分布域は90-91年度調査区に集中し、 89年度調査区では未検出となる。遺構の

分布域は、 NR05の両岸である。このうち性格が判明している遺構は、右岸のみで、方形

周溝墓4基をはじめ、溝・土坑などが検出されている。遺構の分布状況は、比較的密とな

る。検出された方形周溝墓はいずれも四隅に陸橋部をもつ形状である。SZ34-36は周溝を

共有する。方形周溝墓が検出されたことを根拠に、墓城としての性格を考えることができ



る。また、 SD10は、 NR05に近接した地点から、ほぼ直線的に北西方向に伸びる溝であ

る。規模から判断し、環濠である可能性をもつ。また、調査区の北側部分では、方向的に

SD10と平行するSD09が存在する。埋土から、いずれも後述するⅢ-1期に属する遺物が

出土していることから考え、これらはほぼ同一時期で、しかも有機的な関連性をもった施

設であった可能性が強い。なお、SD10の埋没後にSZ33が構築されていることから、SD10

は比較的短時間で埋没している可能性をもつ。

一方、左岸では若干の土坑を検出した。ただし91年度調査区のほとんどがNR05で占め

られている状況から、これらはいずれも調査区の縁辺部で検出されたものとなる。調査区

の北側に、遺構がさらに広がる可能性はきわめて高い。 (池本正明)



第2節岡島Ⅰ期～Ⅴ期の設定

再検討
部分

①

今回の報告書は、本書で度々触れているように、岡島遺跡としては二冊目に該当する。

前回の報告書(『県道報告』)では、本書の第Ⅰ章第小節に記述したように、多量の土器が

遺構差をもった状態で出土し、これらの資料を中心に、岡島遺跡に限定した弥生時代中期

の土器編年が報告されている。ここでは、弥生時代中期の土器をⅠ期～ⅠⅤ期に大区分した

後、それぞれをさらに2つに細分し、これを第二項目にアラビア数字を付与することで表

現している。 (以下、県道Ⅰ期、県道Ⅱ期、県道Ⅲ期、県道ⅠⅤ期と呼称する。)。具体的内容

は、県道Ⅰ期が条痕文系土器、県道Ⅱ期が柄描文系土器、県道Ⅲ期、県道ⅠⅤ期がⅡ期以来

の伝統的な一群に凹線文系土器が加わる。

ところで、今回の調査でも本書で述べてきたように、弥生時代中期を中心とする多量の

土器が出土している。本節ではこれらの資料を中心に、前回の編年作業の充実化をはかり

たい。

②

まず、従来の作業を再検討の結果、時期区分上の問題点が指摘できた。ここでこれらを

訂正するが、以下、変更点とその理由を明記する。

まず、県道Ⅰ期は、 Ⅰ-1期とⅠ-2期に区分して考えたが、このうち前者を、以下に

記述する県道Ⅰ-2期の理解の関係から、 「Ⅰ期」とする。次に県道Ⅰ-2期であるが、こ

の段階は、視覚的には器面調整に手法DaまたはDbが多用され、大きくは条痕文系土器

の範疇ではあろうが、甕に朝日形甕(石黒1990)が含まれているほか、 35に代表される

壺Aも存在する。従って、このような新たな要素を評価し、県道Ⅰ-2期と呼称してきた

この段階を、新たに「Ⅱ期」と呼称する。

県道Ⅱ期については、区分上の問題は存在しない。ただし、上記のように県道Ⅰ-2期

を「Ⅱ期」とした関係上、これをそのまま「Ⅲ期」と呼称する。従って、 Ⅲ期は、 Ⅲ-1

とⅢ- 2期に区分できる。

次に、県道Ⅲ ・ Ⅳ期についてであるが、これらの一群は、基本的にはⅢ期以来の伝統的

『県道報告』 修正案
■ 喜 ■ 〃 " ■ 〃 ■

- 1- 2
I 岩滑

ⅠⅠ ( )

II - 1- 2 IIⅠ - 1
Ill - 2

瓜郷

Ill - 1- 2 - 1 a

V I - 1 b- 2 a

1 2 b

古井

IV - 1- 2 長床

Ⅴ 山中

図 96 編年対照表



Ⅰ期の様相

Ⅱ期の様相

Ⅲ期の様相

な一群に、外来系である凹線文系土器が加わる状況を呈している。器種の消長は乏しい。

このことから、今回はこれらを「Ⅳ期」として、同一概念で理解する。新名称は、県道Ⅲ

期をⅣ-1期、県道Ⅳ期をⅣ-2期とする。また、細分については、第三項目に小文字ア

ルファベットをつけ区別する。具体的には、県道Ⅲ-1期がⅣ-1 a期、県道Ⅲ-2期が

Ⅳ-1 b期、県道Ⅳ-1期がⅣ-2 a期、県道Ⅳ-2期がⅣ-2 bとなる。

また、今回の調査では、弥生時代中期のほかに後期に属する土器も若干得ており、これ

を「Ⅴ期」として新たに加える。

以上説明したように、 『県道報告』の時期区分を変更し、以下この呼称を使用するが、煩

雑になるので図96に『県道報告』との対照関係を提示しておく。なお、本文中で『県道報

告』の遺構を引用する場合、丸括弧付で表現している。

③

ここでは前述のⅠ -Ⅵ期の具体的内容にふれる。なお、層位学的・型式学的前後関係な

どの手続きは、県道報告(池本1990)に基づく。

Ⅰ期

基準資料は、 (SD30)。出土資料は乏しい。券種には、広口壺B・広口壺E・広口壺F・

甕A・甕C ・厚口鉢がある。器種は乏しく、比較的単純な組成となるが、量的な安定性を

欠くため、明確にはできない。

Ⅰ期の土器は、大きくは条痕文系土器の範疇で、外面の調整は手法Daを基本とする。

調整工具は、判断できるものは貝殻が多い。

Ⅱ期

基準資料は、 SK11・SK17・SD12・SD17出土資料。器種には、広口壺A・広口壺B・

広口壺E.広口壺F.細頸壺A・細頸壺B・無頸壺A・甕A・甕C・大鉢がある。広口壺

A・細頸壺A.細頸壺B ・大鉢は新券種。厚口鉢は消滅する。また、貝田町式や、須和田

式の『平沢型』などがこれに加わる。器種はI期と比較して増大する。

Ⅰ期の土器も、やはり条痕文系土器の範疇で、外面の調整は、手法Daを基本とする。

調整工具は、確認できるものは貝殻が多い。ヘラ・竹管など別工具による文様の付加もみ

られる。

Ⅲ期

基準資料には、 SZ33-36-SD08・SD09・SD10・SX06・ (SD24)出土資料がある。

器種には広口壺A・広口壺B ・細頸壺A・細頸壺B ・細頸壺C ・細頸壺D ・無頸壺A・無

頸壺B・甕B・甕C・甕D.大鉢がある。細頸壺C・細頸壺D・細頸壺I ・無頸壺B・甕

B・甕Dは新券種。広口壺E・広口壺F・甕Aは消滅する。また、嶺田・阿島式の一群や、

いわゆる美濃型貝田町式がこれに加わる。器種はさらに増大するが、口縁部が「受け口」

状を呈する細頸壺にその傾向が著しい。

Ⅲ期の土器は柄描文系土器の範疇。前段階で貝田町式にみられた付加沈練磨消技法が、

一般化するほか、頸部文様帯強調技法.黒色焼成技法の成立期に該当する。外面の調整は、



Ⅳ期の様相

壺・甕を通じて横方向の手法Dbによる。調整痕は、鋭く、深いものが多く、後述するIV

期以後のいわゆるパケメ調整とは形状が若干異なる。

Ⅲ期は、 Ⅲ- 1期とⅢ- 2期に細分する。この変化は遺構差にも現れ、 Ⅲ- 1期の内容

をもつSD10と、 Ⅲ-2期の内容をもつSZ33は重複しており、後者が前者を破壊してい

る。型式差は、おもに壺の加飾法に現れる。なお、後者は前者に比較して、付加沈練磨消

技法は省略傾向に、頸部文様帯強調技法は衰退するほか、文様構成も全体的に省略傾向を

たどる。なお、施文原体は、ヘラ優位からクシb種優位へと変化する。

Ⅳ期

基準資料には、 SZ07・SD07・SX05・(SD25)・(SX08)出土資料がある。器種には

広口壺A・広口壺B・広口壺C・広口壺D・広口壺G・広口壺H.広口壺Ⅰ ・広口壺J ・

細頸壺B ・細頸壺C ・細頸壺D ・細頸壺E ・細頸壺F.細頸壺G・細頸壺H ・細頸壺Ⅰ ・

無頸壺A.無頸壺B・無頸壺C・甕E・甕F・甕G・甕H・大形鉢.大鉢・高杯A・高杯

Bがある。広口壺C・広口壺D.広口壺G・広口壺H・広口壺Ⅰ.広口壺J ・細頸壺E.

細頸壺F.細頸壺G ・細頸壺H.無頸壺C ・甕G・甕H.高杯A ・高杯B.大形鉢は新器

種。甕C ・甕Dは消滅する。また、まれに超大形の壺も加わる。

Ⅳ期の土器はⅢ期からの伝統的な器種(在地系)に、外来系である凹線文系土器が加わ

り、大きく二系統に区分できる。器種は、凹線文系土器が構成因子に加わった問係上、 Ⅲ

期と比較して著しく増大する。

在地系では、壺の黒色焼成技法の完成期-崩壊期、肩部突出技法の成立期に該当する。

壺の加飾法は、前段階に特徴的であった、付加沈練磨消技法・頸部文様帯強調技法が基本

的に消滅し、クシによる直線文と波状文を重ねる形状がもっともスタンダードとなる。ま

た、調整工具と施文原体とが分化し、クシa種のような、特殊な原体を多用する。このク

シa種は、三河地域に特徴的な原体で、 「ササラ」もしくは「ホウキ」のような形状が推定

できるほど、 1本1本が細く、そして深い独特ものとなる。甕は台付に変化し、台部柱状

技法により独特な形状を呈する。

外来系は、在地系の特色である黒色焼成技法、肩部突出技法、台部柱状技法や施文原体

にクシa種の使用はみられず、高杯に連続成形技法や施文原体にクシC種・クシd種・ク

シe種などを特徴的に用いる。

Ⅳ期は、遺構差・型式差などを根拠として前後に区分(Ⅳ- 1期・Ⅳ-2期)したのち、

それぞれをさらに細分する。これらの差は、在地系優位の器種組成が外来系優位の構成へ

と変化していく過程として埋解できる。なお、遺構の帰属時期は、 Ⅳ-1期がSD07・

(SD25)、 Ⅳ-2 a期がSX05・(SX08)、 Ⅳ-2 b期がSZ07である。

Ⅳ- 1期の器種組成は、在地系が圧倒的優位で、外来系は散見されるにすぎない。壺で

は黒色焼成技法、肩部突出技法が特徴的で、施文原体にクシa種を多用する。 IV- I a期

とⅣ- Ⅰ b期との差は、おもに壷の加飾法に現れ、器種の消長を伴うものではない。具体

的には前者が、クシa種とともにヘラによる斜格子文.斜線文・はね上げ文などを多用す



Ⅴ期の様相

SK7の

位置

るもので、後者ではこれが基本的にクシa種のみの単純構成となる。

Ⅳ- 1 b期からⅣ- 2期への変化は、在地系土器では、壺に特徴的となる。具体的には、

黒色焼成技法の、色調が全体的に淡くなることが際立つ変化で、文様構成も、前者がクシ

a種による直線文・波状文が主体であるのに対し、後者では、区画文1種の多用やクシa

種の使用頻度の低下がうかがえる。また、肩部突出技法はより明瞭に、体部の形状が四角

をイメージできるほど発達する。また甕は、台部柱状技法が明瞭になるようである。一方、

凹線文系土器は前者との比率が増大する方法で進み、明瞭な変化はうかがうことができな

い。また、 IV-2 a期とIV-2 b期との差は、外来系土器の占有率に現れる。

Ⅴ期

基準資料は、 SX03・SX04出土資料。器種には広口壺K・広口壺L ・短頸壺B ・短頸壺

C・短頸壺D.短頸壺E・短頸壺F・小形壺A・小形壺B・高杯C・高杯D・高杯F・高

杯G ・器台・甕Ⅰがある。 ⅠⅤ期と器種の断絶性が非常に高く、前段階からの系譜を引く器

種が現状では存在せず、すべて新券種となる。組成は不十分となる。器形の小型化、ミニ

チュア品の増大が特色で、いずれも外面の調整に、手法Caを施すことが通有。黒色焼成

技法、肩部突出技法、台部柱状技法はいずれも消滅する。

④

以下、上記の内容に若干の私見を加えまとめる。

Ⅰ期は、いわゆる「岩滑式」に該当する。縄文時代以来の伝統下に成立した一群。甕C

はいわゆる朝日式に起因する甕である。

II期には、名古屋城三の丸遺跡下層遺構に類似する名称未命名の一群。広口壺Aの出現

など、尾張低地及びその周辺部の要素が伝統的な要素に加わる。ここで注意しておきたい

のが、 SK17出土資料である。図版46-47に掲載したもののうち、ほとんどはこの段階の

特色をよく示してはいるが、厚口鉢の存在や、甕Aの口端に施されるオシビキ文はむしろ

前時期の特色といえる。なお、 586は貝田町式の壺である。 SK17は、第2章第2節で述べ

ているように、土坑b1に分類される大型土坑で、埋土は自然堆積の様相を呈している。こ

のような資料の存在が、SK17以外で検出されていない現状では、これを早急に一括性の高

いものと判断することはできない。ただし、器壁の薄い甕Aなどが、良好な残存状況で数

点出土していることは無視できない事実である。あるいはこの様な内容をもつ資料の位置

づけが、 Ⅱ期の成立に大きく関わってくる問題となるのかもしれない。

Ⅲ期は「瓜郷式」の範疇。貝田町式との類似性が高い。そうした点で、 Ⅱ期段階に貝田

町式が確実に存在していることは重要な事実と考えなければならないであろう。これと伝

統的な条痕文系土器の相乗作用により、 Ⅲ期の土器群が成立したことは先学によりすでに

指摘されている。このように考えるのであれば、頸部文様帯強調技法も、貝田町式に特徴

的な付加沈練磨消技法のデフォルメされたものと理解できるほか、 ⅠⅤ期に特徴的に発達す

る黒色焼成技法の成立も、貝田町式を視覚的に模倣した結果と考えられる。

ⅤⅠ期は、前半が「古井式」、後半が「長床式」に該当する。学史によれば、大型品に特色



をみた前者と、小型品に特色をみた後者であったが、岡島遺跡の内容をみる限り、両者の

差は加飾法など若干の相違でしかない。したがって、前者に凹線文系土器の概念がすでに

岡島遺跡に到達している事実と、布地系土器に回転台使用の痕跡が明瞭に読み取れる事実

から、ここではこれらを時間差に起因した内的な変遷と理解し、同一概念でまとめた。 Ⅳ

期の内容は、いわゆる古井式とか長床式とか呼称された在地系の一群と、凹線文系土器の

一群で構成される。両者は、器形・手法・技法・文様など全く異なった概念下で製作され

ているが、部分的には融合し、両者の特色を兼ね備えた器種も出現させている。なお、 Ⅳ

期の内容は、器種構成上の断絶がⅤ期と著しく、さらにもう一段階、凹線文系土器が圧倒

的優位を占める時期(Ⅳ-3期)も想定できるが、岡島遺跡ではこうした内容をもつ資料

を得てはいない。

Ⅴ期は、 「山中式」に該当する。ただし、今回の調査では土器集積遺構を検出したに留ま

り、組成は不十分なものとなる。 (池本正明)
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第3節矢作川流域における沖積地の形成と遺跡の分布

昭和62年以降、本センターが実施してきた岡島遺跡の調査結果によれば、弥生期におけ

る旧河道は調査区内において少なくとも3～4条が確認され、分流あるいは合流して南下

していることが明かとなった。これらの事実記載および科学分析による古環境の変遷等に

ついては、第Ⅱ章第2節および第ⅠⅤ章に譲ることとして、ここではこれらの河川の営力に

よる沖積地の形成を、遺跡分布の有り様から考えることとしたい。

弥生前期の水神平式土器を出土する遺跡は、清水・久麻久神社・十念坊遺跡の3例を数

え、台地あるいは丘陵上に立地している(図97)。このことは、低地部分が居住に不向きな

状況であったことを想起させる。いまだ後退せずに入り込んでいる入り江、もしくは湿地

状の土地であったことが考えられる。清水・久麻久両遺跡からは海産性の貝類が出土して

おり、汀線が近かったことを示している。

中期の瓜郷式土器を出土する遺跡は、岡島・住崎遺跡が加わり、ここに初めて沖積地に

立地する集落の出現を見るところとなった(終97)。しかしその数は少なく、自然堤防上の

ごく限られた場所にのみ居住し得たことが伺われる。

遺跡の数が爆発的に増加するのは、古井・長床式(高蔵式)土器の時期であり、図98に

示したように碧海台地縁辺部や丘陵上、沖積地などに分布が広がっている。とりわけ、こ

れまで分布を見なかった南部の吉良町内にも、岡山丘陵に密集するかの如き分布状況を呈

している。沖積地の自然堤防上に立地していないこの状況は、やはり居住に適した土地が

沖積低地部分には兄いだせなかったことを意味していると解さざるを得ない。その意味で、

池端遺跡の存在は注目に値するが、やはり限られた中での自然堤防上の居住地であったの

だろう。八ツ面町の松崎八反田・熊子山・久麻久神社遺跡などからはハイガイ・アカニシ

などの貝殻が出土し、前二者からは石錘も出土している。明らかに、近辺に汀線があった

ことを伺わせる。海は南下せず、網状流となって流れる川の運搬した土砂は、吉良町北部

や碧海台地寄りの部分に堆積したようである。八ツ面山より東方の岡島.毘沙門遺跡にお

いて、貝殻の出土を見ない事実は、海からの距離差を示していると解したい。

後期の山中式土器を出土する遺跡は、これらの遺跡に加えて更に吉良町の沖積地に現れ

てくる。とりわけ岡山丘陵の南に広がる沖積低地部分には、山ケ田・畑ケ仲遺跡と呼ばれ

る遺跡を含む広大な岡山南遺跡がある。発掘調査の手が加えられていないため、その規模

や内容等が詳しく明らかにし得ないのが残念である。最も南に位置する遺跡は、新井前遺

跡で、現在の標高2mの等高線状に位置している。このことは、瀬田遺跡や須西遺跡におい

ても同様である。新井前遺跡からは海産性の貝の出土が確認されており、汀線の近きこと

を証左するものである。

矢作川下流域における弥生時代の沖積地と海岸線の状況を、以上の知見により推定する

と、図98のごとき汀線が考えられる。

(大橋正明)



岡島遺跡

図97水神平期・瓜郷期の遺跡分布

図98長床期・山中期の遺跡分布
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1清水遺跡

2久麻久神社遺跡

3十念坊遺跡

4住崎遺跡

5岡島遺跡

6不毛第2遺跡

7西山遺跡

8熊子山遺跡

9松崎八反田遺跡

10新御堂遺跡

11八ツ面南麓遺跡

12川原遺跡

13中縄遺跡

14昆沙門遺跡

15別曽山遺跡

16中根山遺跡

17砦山遺跡

18善光寺遺跡

19大岩山遺跡

20山王山南遺跡

21石流遺跡

22池端遺跡

23須西遺跡

24瀬田遺跡

25新井前遺跡

26東条遺跡

27大入遺跡

28岡山南遺跡



第Ⅵ章まとめ

岡島遺跡の今回の調査は、総面積19000 m2にも及ぶ大規模なものとなった。調査成果は、

前述のごとくである。本文にも触れているように、発掘調査により確認された遺構・遺物

は、大きく6期にまとめることができた。ここではこれをふたたび日本史の時代区分にも

どし、簡単にまとめる。

弥生時代

岡島遺跡の中心的な時期に該当する。今回の調査区は、遺跡の南側外縁部に該当するこ

とから、明瞭な遺構はあまり多数とはいえない。今回検出した遺構のうち、性格を推定で

きるものは、周溝墓や土器棺墓に多い。従って、これらの集中する89-90年度調査区は墓

城としての性格をもつことが考えられる。また、 91年度調査区については、 SB02の存在

を評価し、居住域としての性格を推定できる。なお、同調査区に集中する土坑Aも、竪穴

住居としての性格を付与することができるのであれば、これはさらに濃厚となる。つまり、

今回の調査区では、 NR05を挟んで東側に墓城、西側に居住域が展開していた様子を想定

することができるのである。

ところで岡島遺跡では、今回の調査区北側部分に居住域が存在すると考えられてきた。

この考え方は、西尾市教育委員会の調査で弥生時代後期の竪穴住居が検出されていること

や、 『県道報告』の、 63D-A区で土坑Aが集中して検出されていることともよく整合して

いる。つまり岡島遺跡では、大きく二つ以上の居住域が設定されていた可能性が考えられ

るのである。ただし、遺跡の大部分が未調査である現状では断言することはできない。今

後に委ねられた課題である。

古墳時代

遺構・遺物の分布は希薄であった。 『県道報告』の第1両と一致し、基本的には蛇行する

溝が若干検出されているに留まる。これらの遺構には、生活に直接関連するような性格は

付与しがたく、弥生時代の集落がこの時代にはすでに解体または大幅に縮小していること

を考えさせる。

平安時代～鎌倉時代

遺構の分布は肴薄で、明瞭な遺構は90 B区で検出されているにすぎない。90 B区で検出

された掘立柱建物(SB01)は、平安時代後期から活発化する遺跡の拡散現象に関連する動

きとして理解できるのかもしれない。ただし、これは現在の岡島町集落とは直接の関連を



もたない。中世後期の遺物が希薄なこと、 91年度調査区でまとまって出土している近世の

遺物が、大規模な整地をともなっているからである。

科学分析

科学分析は、努めて多角的に実施した。その結果、矢作川下流域の古環境の変遷を考え

る重要な資料を提供する結果となった。今後こうした方法を利用して遺跡を取り巻く環境

の変遷についても課題とし、比較資料を増大させることを急務と考えたい。ただし、今回

の事例は、考古学と自然科学が基本的に異なった方法論に立脚するのが原因し、両者の整

合性に不十分な点が若干みられた。今後の課題としておきたい。

(池本正明)
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主要遺構計測一覧

住居(SB)

番号調査区別遺構番号長径(m)短径(m)深さ(m)検出面時期

SB0190B1SK109-114,116-118-I-
第1両A期

0291B1SB01 5.6- 第2面D期

土坑(SK)

番号調査区別遺構番号長径(ふ)短径(m)深さ(m)検出面時期

SK0190B1SK68,90B2SK47-8.00.5
第1両A期

0289A2SK1001 2.61.7 第1両B期

0390A,SK05
-2.50.2
第2面C期

0490A.SK44 -3.50.2
第2面D期

0591A,SK114 5.43.40.3第2面D期

0691A1SK132 4.63.40.2第2面D期

0791A,SK126 3.32.40.4.第2両D期

0891A.SK117 1.20.70.5第2面D期

0991A,SK70 5.02.80.3第2面D期

109OB,SKll 1.60.90.2第3両E期

ll90A2SK133 4.71.00.5第3両F期

1290A2SK141 3.11.30.4第3両F期

1390A2SK145 2.70.90.4第3両F期

1490A2SK163 2.11.90.3第3両F期

1590A,SK153 2.92.10.5第3両F期

1690A2SK130 1.81.40.6第3両F期

1790A,SK167 7.05.40.7第3両F期

1890AaSK129 3.81.50.9第3面F期

1990A.SK111 2.01.70.2第3両F期

2090B,SK16 2.51.80.4第3両F期

2190B2SK17
-
1.10.6第3面F期

2290B2SK81 2.31.70.3第3両F期

2390B2SK72 2.61.90.3第3両F期

2490B2SK53 2.21.30.3第3両F期

2590B2SK58 1.71.20ー4第3両F期

2691A.SK1005 1.71.1 第3両F期

2791A2SK1006 -1.1 第3面F期

2890A.SK120 2.81.30.6第3面F期

2990B.SK03 5.22.10.2第3面F期

3090B.SK01 -1.30.3第3両F期

3190B,SK07 1.00.50.2第3面F期

周溝墓、土器棺(SZ)

番号調査区別遺構番号 長辺(m)短辺(m)検出面時期

SZ0189B,szoi周 9.7 -
第1両B期

0289BXSD31周 4.4 3.6 第1両B期

0389B1SD29周 (6.1 -
第1両B期

04896,8030周 4.3 3.4 第1両B期

0590B,SZ01周 12.6 12.1 第2両C期

0689A2SD1002周 9.5 7.8 第2両D期

0790A.SZ01周 - -
第2両D期

0890A,SZ02周 - -
第2両D期

0990A.SZ03周 9.2
-
第2両D期

1089A2土器10棺 - -
第2両D期

ll89A2土器11棺 - -
第2両D期

1289A2土器86棺 - - 第2両D期

1389A2土器13棺 - -
第2両D期

1489A2土器1棺 - -
第2両D期

1589A2土器97棺 - - 第2両D期

1689A?土器23棺
- -
第2両D期

SZ1789A2土器26棺 - -
第2面D期

1889A,SZ04棺
- -
第2両D期

1989A?SZ05棺 - -
第2両D期

2089A2SZ03棺 - - 第2両D期

2189A2SZ01棺
- -
第2両D期

2289A2土器104棺 - -
第2両D期

2389A2土器110棺
- -
第2両D期

2489B2土器107棺
T -
第2両D期

2589B2土器102棺 - -
第2両D期

2689B2土器103棺 - - 第2面D期

2789B2土器115棺
- -
第2両D期

2889B2土器116棺 - -
第2両D期

2989B2土器131棺 - - 第2両D期

3090B!土器2棺 T -
第2両D期

3190B,土器3棺 - -
第2面D期

3290B,SK86棺 0.7 0.7 第2両D期

3390A,SK165,142,148,146周 7.6 6.1 第3両F期

3490B2SD05,06,09周 7.6 -
第3両F期

3590B,SD08,09,10周 5.1 4.6 第3両F期

3690B2SD08,21,SK18,25周 8.0 7.4 第3両F期

井戸(SZ)

番号調査区別遺構番号長径(m)短径(m)深さ(m)検出面時期

SE0190B1SE01 --1.3第2両C期

港(SD)

番号調査区別遺構番号長径(m)短径(m)深さ(m)検出面時期

SD0190B,SD47 4.90.50.1第1両A期

0290B,SD48 3.20.40.1第1両A期

0389A,SD10 -1.00.4第1両B期

0489B,SD34 18.30.70.1第1面B期

0590A,SD05 -0.90.3
第2両C期

0691A.SD02 9.50.20.1第2面D期

0790B2SD01A -1.60.5
第3両E期

0890B,SD01B -3.50.6
第3両F期

0990A2SD12 --0.8第3両F期

1090A2SD07
-1.60.6
第3両F期

ll90A2SD13 -2.10.5
第3両F期

1290A2SK149 7.61.80.3第3両F期

1390B7SD04 3.60.80.2第3両F期

149OB,SDll 5.91.50.2第3両F期

1590B2SD19 -1.00.3
第3両F期

1690B,SD07 12.11.70.5第3両F期

1790A2SD08 9.81.80.8第3両F期

1890A,SD18 4.40.80.2第3面F期

土器集積遺構(S X)

番号調査区別遺構番号長径(m)短径(m)深さ(m)検出面時期

SX01sgAiSxoi
- - -
第1両B期

02906,8008 - - -
第1両B期

0389A2SX1001 - - -
第2面C期

0489A2SX1002
- - -
第2両C期

0589A2土器群 - - -
第2面D期

0690B2SX01 5.2 3.9 0.2 第3両F期



遺物計測一覧
土器・土製品

番 号 口径 底 径 器 高 登 録 番 号 色 調 備 考 容 量 c c 番 号 口 径 底 径 器 高 登 録 番 号 色 調 備 考 容 量 c c

1 18 .2 - 2 9 .0 東 部 中 学 資 料 6 3 6 .7 - - 62 - E ー93 灰

2 - 5 .2 2 8 .5 東 部 中 学 資 料 6 4 7 .4 - - 62 ーE ー66 黒 褐

3 8 .6 4 .6 1 8 .6 東 部 中 学 資 料 6 5 6 .0 - - 62 ーE ー86 黄 灰

4 - 7 .4 (2 1 .5 東 部 中 学 資 料 66 1 1 2 - - 62 ーE - 85 灰 自 A 2 9

5 18 .fi - 8 .0 ) 東 部 中 学 資 料 6 7 5 . 6 - - 62 - E - 10 1 灰 自

6 8 .6 3 .3 1 4 .8 東 部 中 学 資 料 6 8 10 .4 - - 62 - E ー1 オ リー ブ 褐

7 9 .7 4 .8 1 2 .fi 東 部 中 学 資 料 6 9 2 9 .7 - - 62 - E - 63 明 黄 褐

8 9 .2 - 5 .2 東 部 中 学 資 料 7 0 2 8 .6 - - 62 - E - 64 累 褐

9 - - 7 .6 東 部 中 学 資 料 7 1 19 .fi - - 62 - E - 42 灰 黄 A 3 0

1 0 23 2 - (3 .8 東 部 中 学 資 料 7 2 2 7 .8 - - 62 - E - 7 7 灰 黄

l l - 12 .5 (1 0 .4 東 部 中 学 資 料 7 3 - 7 .7 - 62 - E - 5 暗 灰 黄

1 2 8 .3 - 1 0 .8 東 部 中 学 資 料 7 4 14 .4 I - 62 - E - 40 4 j* n A 2

1 3 - 10 .0 (7 .9 ) 東 部 中 学 資 料 7 5 - - - 62 - E - 39 4 暗 灰 黄

1 4 - 13 .8 (1 4 . 1) 東 部 中 学 資 料 7 6 - - -
62 - E ー39 0 淡 榎

1 5 - 14 .7 l l .6 東 部 中 学 資 料 7 7 14 .4 - - 62 - E - 38 7 灰 黄

1 6 - - (1 4 . 7) 東 部 中 学 資 料 7 8 - - - 6 2 - E ー39 8 黄 灰 A 2 4

1 7 1 5 .3 7 .8 2 5 .0 東 部 中 学 資 料 7 9 - - - 62 ーE ー40 1 灰 黄 A 3 3

1 8 - 8 .1 (6 . 7) 東 部 中 学 資 料 8 0 7 .3 4 .6 - 62 ーE ー38 4 灰 白

1 9 - 6 .4 (5 .2 ) 東 部 中 学 資 料 8 1 n o - - 62 ーE ー38 5 に ぷ い 黄 A 2 9

2 0 - 4 .1 (6 .0 ) 東 部 中 学 資 料 8 2 6 .7 - - 6 2- E ー4 03 灰 黄 褐

2 1 4 .5 3 .0 4 .8 東 部 中 学 資 料 8 3 - 8 .8 - 6 2ーE ー3 93 灰 自

2 2 - -
(1 2 .2 試 掘 資 料 8 4 2 1 .4 - - 6 2- E - 1 4 灰 黄 褐

2 3 1 0 .8 5 .6 1 8 .2 試 掘 資 料 8 5 l l .8 5 .2 2 5 . 1 6 3- E - 7 灰 白

2 4 1 0 .9 4 .3 1 9 .7 試 掘 資 料 8 6 8 .0 I - 6 3- E - 6 灰 オ リー ブ A 4 1

2 5 9 .7 3 .0 6 .6 試 掘 資 料 8 7 l l .6 6 .3 2 2 .3 6 3 - E - 2 7 灰 黄 A 4 8

2 6 9 .2 - 9 .7 試 掘 資 料 8 8 8 .4 3 .5 7 .6 6 3 - E - 5 に ぷ い 黄 樫

2 7 - - 6 3 ーE ー6 0 浅 黄 27 - 66 県道報 告 8 9 19 .0 - I 6 3 - E - 3 浅 黄 A 42

2 8 1 3 .8 - - 6 3 - E ー5 6 灰 色 9 0 - ll .2 - 6 3- E 一1 7 灰 黄

2 9 1 4 .5 - - 6 3- E - 6 2 浅 黄 樫 9 1 19 .6 - - 6 3ーE - 2 9 灰 オ リー ブ A 5 0

3 0 - 8 .6 - 6 3 - E ー5 7 に ぷ い 黄 栓 9 2 14 .0 7 .8 1 9 .7 6 3- E - 3 0 に ぷ い 燈 A 4 9

3 1 - - - 6 3 - E ー7 5 に ぷ い 黄 樫 9 3 7 .9 2 .0 8 .3 8 9 A ,- E - 5 に ぷ い 黄 樫

3 2 - 5 .2 - 6 3 - E - 7 4 浅 黄 樫 9 4 12 .5 5 .8 4 .5 8 9 A ,- E - 4 に ぷ い 黄 樫

3 3 - - - 6 3 - E ー7 9 浅 黄 9 5 16 .2 2 .6 2 1 .5 8 9 A ,- E - 2 1 燈

3 4 - - T 6 3 - E - 7 8 浅 黄 9 6 14 .6 - 1 8 .0 8 9 A ,- E -2 に ぷ い 黄 褐

3 5 2 1 8 8 .4 - 6 3 - E - 9 ; に ぷ い 黄 樫 A -6 9 7 10 .2 4 .6 1 4 . 7 8 9 A ,- E ー2 4 黒 褐

3 6 9 .8 T - 6 3 ーE ー5 3 に ぷ い 黄 樫 9 8 1 1 6 4 .7 1 3 .5 8 9 A ,- E -2 9 暗 灰 黄

3 7 1 2 .8 - - 6 3 ーE ー5 5 に ぷ い 赤 褐 9 9 10 .0 5 .1 1 1 4 8 9 A ,ーE -2 2 に ぷ い 黄 燈

3 8 - - - 6 3 ーE ー5 0 明 赤 灰 10 0 - 2 .7 (6 . 7) 8 9 A ,- E - 14 暗 灰 黄

3 9 - 6 .0 - 6 3 ーE - 4 7 浅 黄 10 1 - 5 .0 7 .0 ) 8 9 A ,ーE ー5 黒 褐

4 0 1 0 .2 4 .4 8 .4 6 3 - E - 5 2 灰 白 10 2 - - 7 .8 8 9 A ,- E - 7 盟

4 1 - - - 6 3 - E ー4 9 浅 黄 10 3 - 5 .0 1 3 .5 8 9 A ,- E - 1 黒 褐

4 2 - 6 .2 - 6 3 - E ー4 8 灰 黄 褐 10 4 10 .1 - 1 0 . 1 8 9 A .- E - 18 に ぷ い 黄 褐

4 3 1 7 .0 7 .2 4 1 .5 6 2 ーE - 4 1 7 黒 褐 T P 2 10 5 18 .2 - 6 .2 8 9 A ,- E -8 に ぷ い 黄 褐

4 4 1 6 .0 6 .3 3 5 .1 6 2 - E - 1 0 2 灰 10 6 - -
(7 .5 ) 8 9 A ,- E - 12 暗 灰 黄

4 5 2 1 0 - - 6 2 - E - 2 1 9 オ リ ー ブ 黒 10 7 - - 8 .0 8 9 A ,- E - 13 に ぷ い 黄 栓

4 6 1 6 .5 - - 6 2 ーE - 2 3 7 灰 黄 褐 10 8 - - 9 .3 8 9 A ,ーE - l l 褐

4 7 2 1 .5 - - 6 2 ーE ー2 6 8 A 15 T P 6 10 9 - 1 2 .7 8 . 7 8 9 A ,- E -4 オ リー ブ 褐

4 8 1 8 .9 I - 6 2 ーE - 2 2 1 黒 褐 T P 5 11 0 18 .0 - (4 . 7) 8 9 A 2- E -3 8 8 に ぷ い 樫

4 9 6 .7 - - 6 2 - E - 1 1 7 黒 褐 A 18 11 1 (18 .8 - 3 .6 8 9 A .- E -3 8 9 赤 灰

5 0 7 .2 - - 6 2 ーE ー1 1 9 黒 褐 11 2 16 .4 - (4 . 1) 89 A .- E -3 9 0 浅 黄

5 1 9 .5 - - 6 2 - E - 1 7 暗 灰 黄 11 3 - 5 .5 (1 9 .8 ) 89 B .- E -2 0 に ぷ い 貴 校

5 2 1 5 .8 - - 6 2 - E ー1 1 8 灰 白 11 4 18 .6 I
(2 8 .2 ) 90 B .- E -3 5 浅 黄

5 3 7 .7 2 .8 8 .9 6 2 - E - 2 1 8 盟 11 5 13 .4 - 2 5 .4 90 B ,ーE -6 4 - 1 に ぷ い 褐

5 4 1 3 .9 - - 6 2 - E -2 0 4 盟
一.、、

11 6 - 5 .8 (1 7 .4 ) 90 B 2- E ー6 4 - 2 に ぷ い 赤 褐

5 5 3 7 .0 7 .2 3 1 .1 6 2 - E - 2 7 0 灰 オ リー ブ 11 7 18 ,3 6 .9 3 4 .4 89 B .- E ー18 黄 樫

5 6 3 0 .7 - - 6 2 - E ー2 0 6 盟 11 8 18 .0 I 5 .0 89 B ,ーE - 13 榎

5 7 2 6 .3 - - 6 2 ーE - 2 1 6 暗 オ リーブ褐 11 9 lfi .5 - (1 2 .9 ) 89 B .- E - 19 に ぷ い 栓

5 8 2 4 .6 - - 6 2 - E - 2 6 7 オ リ ー ブ 黒 12 0 15 .9 - (5 .3 ) 89 B .- E ー17 に ぷ い 褐

5 9 1 8 .0 - - 6 2 - E - 3 0 5 盟 A 2 4 12 1 5 .5 - 6 .6 89 B ,ーE ー2 1 に ぷ い 樫

6 0 l l .4 5 .3 3 5 .6 6 2 - E - 8 4 黄 灰 T P 10 12 2 10 .6 - 4 .2 89 A ,ーE - 10 0 5 褐 灰

6 1 1 6 . 1 - - 6 2 ーE ー6 5 旦1 12 3 - 7 .0 - 90 B ,ーE ー10 0 4 灰 白

6 2 1 4 .2 - - 6 2 - E ー9 4 灰 自 12 4 - 7 .4 - 90 B .- E - 10 0 5 灰 白



番号 口径 底 径 器 高 登 録 番号 色 調 備 考 容 量 cc 番号 口径 底 径 器 高 登 録 番号 色 調 備 考 容 量 c c

1 25 I 3 .6 - 90 B ,- E - 10 12 灰 白 1 89 4 .0 4 .0 14 .3 g 9 0 A .- E - 1 0 13 黄 灰 加工 円盤

1 26 - 8 .4 - 90 B ,- E - 10 01 灰 白 1 90 6 .6 5 .5 45 .7 g 9 0 A ,- E - 1 0 12 にぷ い黄 樫 加工 円盤

1 27 7 .4 - - 90 B ,ー E ー 10 02 灰 19 1 5 .4 5 .0 24 .8 g 9 0 A ,- E - 1 0 14 褐 灰 加 工 円盤

1 28 - - - 90 B ,- E - 10 06 灰 白 19 2 6 .2 5 .9 35 .8 g 8 9 A ,- E ー1 03 5 浅 黄 加工 円盤

12 9 - 9 .2 - 90 B ,- E - 10 03 灰 白 19 3 3 .9 3 .8 l l .6 g 9 0 B .- E ー1 0 19 灰褐 加工 円盤

13 0 1 3 .4 - - 89 B ,- E - 10 11 灰 白 19 4 4 .5 4 .2 10 .7 g 9 0 A .- E ー1 00 7 にぷ い黄 樫 加工 円盤

13 1 - 7 .5 - 9 0 B ?- E ー1 0 1 0 明 褐灰 19 5 3 .4 3 .3 7 .9 g 9 0 A ,ーE - 1 0 10 樫 加工 円盤

13 2 7 .4 4 .9 1 .9 9 0 B ,- E - 1 0 1 5 にぷ い黄 栓 19 6 4 .2 3 .9 14 .4 g 8 9 A ,- E - 1 03 6 褐 灰 加工 円盤

13 3 12 .0 5 .9 3 .7 9 0 B .- E - 1 0 1 7 にぷ い黄 栓 19 7 3 .6 3 ー2 7 .3 g 9 0 A ,ーE - 1 00 8 灰褐 加工 円盤

13 4 12 .8 6 .1 3 .8 9 0 B ,- E - 1 0 1 6 にぷ い樫 19 8 5 .1 4 .9 2 1 .6 g 9 0 A ,- E ー1 00 6 盟 加工 円盤

13 5 1 2 4 5 .5 4 .3 9 0 B ,ーE - 1 0 1 4 にぷ い黄 樫 19 9 4 .4 4 .0 17 .6 g 9 0 A ,ーE ー1 00 9 褐 灰 加工 円盤

13 6 l l .9 I - 9 0 B ,- E ー1 0 1 3 にぷ い栓 20 0 4 .2 3 .6 15 .4 g 8 9 A ,ーE ー1 03 3 明 黄褐 加工 円盤

13 7 - 1 5 .9 - 9 0 B ,- E - 1 0 1 9 にぷ い黄 樫 20 1 4 .9 4 .5 2 6 .4 g 9 0 A ,ーE ー1 0 1 1 黒褐 加工 円盤

13 8 12 .8 - - 8 9 A ,- E ー1 0 0 5 灰 白 20 2 5 .6 4 .1 12 .3 g 9 0 B ,ーE ー1 02 0 浅 黄 加工 円盤

13 9 - 7 .3 - 8 9 A ,ーE - 1 0 1 3 明 褐灰 20 3 3 .7 3 .5 12 .2 g 8 9 A ,- E - 1 03 9 褐 灰 加工 円盤

14 0 - 7 -2 - 8 9 A ,- E - 1 0 0 7 明褐 灰 20 4 4 .1 3 .9 13 .0 g 9 0 A ,- E ー1 00 4 に ぷ い黄 程 加工 円盤

14 1 10 .6 - - 8 9 B ,ーE - 1 0 0 2 黄 灰 20 5 3 .9 3 .5 10 ー3 g 8 9 A 2ーE ー1 04 1 に ぷ い黄 榎 加工 円 盤

14 2 9 .8 - - 8 9 B ,- E - 1 0 0 0 にぷ い樫 2 0 6 4 .6 4 .1 14 .4 g 8 9 A ,- E - 1 04 2 浅 黄 加工 円 盤

14 3 12 .8 5 .8 5 .6 9 0 A ,ーE ー1 0 0 2 黄 灰 2 0 7 3 .5 3 .4 8 .5 g 8 9 A ,- E ー10 3 2 明 黄褐 加工 円 盤

14 4 - 8 .0 - 9 0 A .- E - 1 0 0 1 にぷ い黄 褐 2 0 8 3 .9 3 .7 9 .8 g 8 9 A .- E - 1 03 4 明 赤褐 加工 円 盤

14 5 - 8 .0 - 9 0 A .- E - 1 0 0 0 灰 自 2 0 9 5 .4 g 8 9 A ,ーM - 1 -
鋼鉄

14 6 - - - 8 9 A .- E - 1 0 1 4 に ぷ い褐 2 10 23 .6 - (3 .7 ) 9 0 B ,- E - 12 灰 白

14 7 13 .9 5 .5 5 .2 8 9 A ,- E - 1 0 0 0 灰白 2 11 - 7 .3 4 .2 9 0 B .- E - 13 に ぷ い黄 榎

14 8 13 .6 5 .9 5 .5 8 9 A .- E - 1 0 0 1 灰 白 2 1 2 7 .5 - 7 .4 9 0 B ,- E - 2 に ぷ い黄 樫

14 9 15 .2 - - 8 9 A ,ーE ー1 0 2 4 灰 白 2 1 3 9 .8 - 5 .4 ) 9 0 B ,- E ー6 に ぷ い赤 樫

15 0 - 6 .2 - 8 9 A ,ーE ー1 0 0 8 明褐 灰 2 1 4 - - (6 .2 ) 9 0 B ,- E - 4 に ぷ い黄 樫

15 1 - 6 .6 - 8 9 A .- E - 1 0 3 1 灰 白 2 1 5 - - (4 .7 ) 9 0 B ,- E - 5 ー2 に ぷ い黄 樫

15 2 - 7 .6 - 8 9 A l- E - 1 0 2 0 灰 黄 2 1 6 - 1 3 .1 1 .6 ) 90 B ,- E - l l に ぷ い黄 樫

15 3 8 .0 4 .0 2 .4 8 9 A ,ーE ー1 0 0 2 明褐 灰 2 1 7 - 1 3 .0 3 .6 ) 90 B ,- E - 3 に ぷ い樫

1 5 4 8 .5 5 .8 1 . 8 8 9 A ,- E - 1 0 29 明褐 灰 2 1 8 - 1 3 .1 (2 .3 ) 90 B .- E - 7 浅黄 栓

1 5 5 - - - 8 9 A ,- E - 1 0 09 に ぷ い栓 2 1 9 8 .2 3 .8 8 .3 90 B ,- E - 1 明褐 灰 2 8 9

1 5 6 8 .0 4 .8 1 . 3 8 9 A .- E - 1 0 04 浅黄 2 2 0 19 .4 ) - (2 .1 ) 90 B ,- E - 19 にぷ い赤褐

1 5 7 - - - 8 9 A ,- E - 1 0 12 樫 2 2 1 - - 5 .7 90 B ,ーE ー26 灰 白

1 5 8 - - - 8 9 A !- E ー1 0 23 樫 2 2 2 - (6 .4 ) (3 .8 ) 90 B .- E - 14 浅黄

1 5 9 - - - 8 9 A ,- E - 1 0 30 に ぷ い黄樫 2 2 3 - 5 .8 5 .2 90 B .- E - 15 浅黄 樫

1 6 0 12 .9 5 .7 9 .0 9 1 B ,- E - 1 0 0 1 - 2 2 4 - - (1 0 .5 ) 9 0 B ,- E -3 1 にぷ い 榎

1 6 1 10 .5 4 .2 7 .2 9 1 B ,- E - 1 0 02 - 2 2 5 18 .0 - (8 .3 ) 9 O B ,- E - 1G 灰 黄

1 6 2 1 0 .8 2 .7 6 .9 9 1 B ,ーE ー1 0 03 - 2 2 6 - 9 .0 (9 .5 ) 9 0 B ,- E -2 7 灰 白

1 6 3 1 0 .5 4 .8 6 .9 9 1 B .- E - 1 0 04
- 2 2 7 - -

(2 5 .3 ) 9 0 A ,- E ー7 0 樫

1 6 4 9 .9 3 .6 6 .0 9 1 B ,ーE ー1 0 05 - 2 2 8 1 3 .8 - (3 .0 ) 9 0 A .- E -6 2 浅 黄

1 6 5 l l .7 5 .7 6 .9 9 1 B .- E - 1 00 6 - 2 2 9 - 7 .0 (4 .4 ) 9 0 A ,- E -7 1 灰 黄 褐

1 6 6 - 6 .3 - 9 1 B .- E - 1 00 7 - 2 3 0 7 ,9 - (1 6 .2 ) 9 0 A ,- E -7 4 にぷ い 黄燈 4 7 9

1 6 7 l l .7 3 .3 5 .7 9 1 B ,ーE ー1 00 8 - 2 3 1 2 5 .5 - 4 .4 9 0 A ,- E -6 2 浅 黄

1 6 8 1 0 .2 3 . 6 6 .3 9 1 B ,- E - 1 00 9 - 2 3 2 2 5 .7 -
(5 .8 ) 9 0 A ,- E - 6 1 樫

1 6 9 l l .7 3 .9 4 .2 9 1 B .- E - 1 0 10 - 2 3 3 1 3 .0 - 8 .4 9 0 A .- E - 7 3

1 7 0 9 .3 4 . 2 3 .3 9 1 B .- E - 1 0 1 1 - 2 3 4 - - -
9 0 A ,- E - 6 3 樫

1 7 1 4 .8 4 . 4 2 .4 9 1 B ,- E - 1 0 12 - 2 3 5 - 1 6 .0 (4 .5 ) 9 0 A .- E - 6 0 黄 樫

1 7 2 1 0 .2 4 .8 2 .1 9 1 B ,ーE ー10 13 -
2 3 6 - 1 0 .2 (6 .1 ) 9 0 A ,- E - 5 9 灰 白

1 7 3 8 .1 4 . 5 6 .3 9 1 B .- E - 10 14
-

2 3 7 - 8 .3 (5 .3 ) 9 0 A ,- E - 6 6 明赤 褐

1 7 4 7 .2 3 .0 5 .7 9 1 B ,- E - 10 15 - 2 3 8 1 5 .0 - 5 .3 9 0 A ,「E - 6 9 にぷ い黄 鐙

1 7 5 9 .6 4 . 2 5 -1 9 1 B ,- E - 10 16 I 2 3 9 1 5 .0 -
( 13 .1 ) 9 0 A ,- E - 6 4 黒 褐 1 , 13 6

1 7 6 1 2 .3 4 . 2 6 .3 9 1 B ,- E ー10 17 - 2 4 0 - 8 .5 7 .6 9 0 A ,- E - 6 9 樫

17 7 13 .8 8 . 1 3 .9 9 1 B ,ーE - 10 1 8 - 2 4 1 1 0 .7 3 .9 3 .1 9 0 A ,- E - 8 7 にぷ い黄 樫 9 3

17 8 7 .2 3 . 3 5 .7 9 1 B ,- E ー10 1 9 - 2 4 2 1 0 .7 1 4 .2 6 .6 9 0 A ,ーE - 8 8 にぷ い黄 樫 4 6 8

17 9 - - 25 4 .5 g 9 0 B ,- E - 3 2 7 にぷ い鐙 台盤 状 土製 品 2 4 3 1 6 .9 5 .2 3 1 .4 8 9 A ,ーE - 3 7 にぷ い栓 7 ,7 1 4

18 0 - . 4 2 .7g 9 0 B 2- E - 3 1 にぷ い黄 樫 不明 土 製品 2 4 4 1 0 . 5 5 .0 1 3 .0 8 9 A ,ーE ー3 8 揺 1 , 10 8

18 1 - - 9 2 .3g 8 9 A ? - E ー3 8 6 にぷ い黄 樫 コツ7 0状土製品 2 4 5 8 . 9 6 . 1 1 0 .3 8 9 A 2- E - 3 9 明 褐 7 6 2

18 2 - - 2 0 .0g 8 9 A , ーE - 3 9 8 灰 黄 褐 紡 錘 車 2 46 8 . 3 - 9 . 1 8 9 A ,- E - 5 3 樫 3 5 2

18 3 6 .5 6 .2 3 2 .4g 8 9 A ,- E - 10 3 8 にぷ い黄 樫 .加工 円盤 2 4 7 8 . 4 4 .0 1 0 .3 8 9 A , - E - 5 1 栓 3 6 4

18 4 6 .4 6 .1 4 2 .9g 8 9 A ,- E - 10 4 0 褐 灰 加工 円盤 2 48 9 . 2 5 .2 l l .2 8 9 A , ーE ー5 9 灰 白 6 2 1

18 5 7 .0 6 .2 3 0 .4g 9 0 A ,- E ー10 0 3 灰 黄 褐 加 工 円盤 2 49 l l .0 4 .9 1 4 .2 8 9 A , - E - 7 0 樫 1 ,1 2 0

1 8 6 5 .5 5 .4 2 3 .5g 9 0 B ,- E - 10 1 8 浅 黄 加 工 円盤 2 50 9 .8 1 2 .7 2 2 .7 8 9 A , ーE ー5 5 栓 1 ,0 2 8

1 8 7 6 .7 6 .5 4 7 .6g 9 0 A ,ーE - 10 0 5 にぷ い 赤褐 加 工 円盤 2 5 1 9 .6 - ( 16 .8 ) 8 9 A , - E - 4 2 明 褐 6 4 3

1 8 8 6 .4 6 .0 5 9 .lg 8 9 A 2- E - 10 3 7 明赤 禍 加 工 円盤 2 52 8 .2 - 1 7 .1 8 9 A , ーE - 6 6 榎 6 80



番号 口径 底 径 器 高 登 録 番号 色 調 備 考 容 量 cc 番号 口径 底径 器 高 登録 番 号 色 調 備 考 容量 c c

2 53 7 . 2 - 14 .5 8 9 A , - E - 6 5 栓 39 6 3 17 9 .6 5 l fi .O 9 0 A ,ーE - 5 4 暗 灰 2 ,9 4 0

2 5 4 7 . 7 3 . 1 16 .0 8 9 A , ーE ー4 3 栓 8 09 3 18 - l l .4 (4 .6 9 0 A ,- E ー3 1 灰 白

2 5 5 (6 . 8 ) l l .fi ( 14 .3 8 9 A . - E - 6 7 明 褐 3 19 - 4 .8 1 3 .5 9 0 A ,ーE ー4 2 褐 灰

2 5 6 5 . 8 2 .2 6 .8 8 9 A 2 一E - 6 1 にぷ い樫 89 32 0 - 7 .3 (l l .0 ) 9 0 A .- E - 1 4 灰 白

2 5 7 5 . 8 3 .0 7 .5 8 9 A 2 - E - 5 2 明 赤褐 1 08 32 1 - 5 .1 (3 .7 ) 9 0 A ,- E - 3 7 黒 褐

2 5 8 5 . 9 3 .6 7 .4 8 9 A . - E - 6 2 明 赤禍 1 48 32 2 - 8 .3 (1 5 .2 9 0 A .- E - 1 淡 茶褐

2 5 9 5 .3 3 .0 7 .8 8 9 A 2 - E - 6 3 樫 1 28 32 3 - 6 .1 2 0 .5 9 0 A ,- E - 4 3 に ぷ い黄 樫

2 6 0 5 . 9 3 .2 6 .5 8 9 A , - E - 4 1 樫 58 32 4 - 5 .0 l l .8 9 0 A , - E - 4 灰

2 6 1 5 . 5 3 . 1 7 .8 8 9 A , - E - 6 0 明 褐 1 46 32 5 - 3 .9 8 .6 9 0 A ,- E - 3 赤 褐

2 6 2 5 .1 3 .1 7 .3 8 9 A 2 ーE - 4 9 明 赤褐 1 18 32 6 1 9 .0 -
(l l .3 9 0 A , - E - 1 2 にぷ い褐

2 6 3 6 .6 4 .0 7 .2 8 9 A , - E - 5 0 にぷ い樫 73 32 7 - l l .3 (1 0 .5 9 0 A ,- E - 2 6 灰 黄褐

2 6 4 6 .0 3 .7 7 .0 8 9 A , - E - 4 ! にぷ い樫 3 7 32 8 - -
6 .5 ) 9 0 A ,ーE ー2 5 にぷ い樫

2 6 5 1 0 .8 1 0 .8 14 .5 8 9 A , - E - 4 7 にぷ い樫 5 06 32 9 1 7 .8 8 .4 14 .6 9 0 A .- E - 1 1 2 淡 茶褐 9 0 9

2 6 6 8 .5 9 .2 15 .2 8 9 A . - E - 4 4 樫 4 7 9 3 30 1 2 .0 6 .0 4 .4 9 0 A .- E 一5 5 にぷ い黄 樫 24 3

2 6 7 9 .1 -
( 14 .0 ) 8 9 A . - E - 6 9 にぷ い榎 5 2 1 3 3 1 2 4 0 - ( 18 .0 9 0 A ,- E - 5 1 暗 褐

2 6 8 1 2 .4 9 . 1 12 .5 8 9 A ,- E - 4 5 明褐 5 0 2 3 32 2 0 .0 - 19 .8 9 0 A ,- E - 1 5 に云 い黄 樫

2 6 9 1 3 .1 (1 0 .2 13 .6 8 9 A ,- E ー7 1 樫 4 9 1 3 33 2 0 .5 - 4 .4 9 0 A ,ーE - 2 7 にぷ い黄 樫

2 7 0 1 3 .1 1 0 .8 13 .5 8 9 A ,- E - 5 4 栓 5 4 2 3 34 1 8 .4 - 18 .8 9 0 A ,- E ー5 0 灰 褐

2 7 1 1 2 . 6 1 0 .4 18 .2 8 9 A ,- E - 6 4 栓 8 2 1 3 35 1 7 .9 - ( 10 .2 ) 9 0 A J- E - 5 3 淡 茶褐

2 7 2 1 0 .2 3 .2 7 .6 8 9 A ,- E ー5 8 にぷ い樫 4 4 5 3 36 1 8 . 7 - ll .0 9 0 A ,ーE - 3 4 黒 褐

2 7 3 l l .1 3 .6 4 .8 8 9 A ,- E - 7 3 灰 白 1 4 2 3 3 7 1 9 .0 - (3 .5 ) 9 0 A ,- E - 2 1 2 明 褐

2 7 4 9 .5 2 .2 4 .9 8 9 A ?ーE - 4 0 にぷ い栓 1 0 7 3 38 - -
( 10 .7 ) 9 0 A ,- E - 4 7 灰 黄褐

2 7 5 2 1 .4 7 .5 2 7 .0 8 9 A ,ーE ー1 5 5 にぷ い 樫 7 ,1 2 8 3 39 - - ll .8 9 0 A ,- E - 4 渇

2 7 6 7 .3 4 .7 10 .2 8 9 A ,- E - 8 7 樫 3 0 5 3 40 - l l .1 (7 .3 ) 9 0 A ,- E - 2 3 - 1 黒 褐

2 7 7 (6 .5 ) 4 .0 8 .3 8 9 A ,- E - 8 5 にぷ い 樫 2 1 2 3 4 1 I 7 .3 (3 .5 ) 9 0 A ,ーE - 3 0 樫

2 7 8
- - 10 .5 8 9 A ,- E - 8 0 樫 3 4 2 - 9 .2 7 .0 9 0 A ,- E ー3 2 にぷ い榎

2 7 9 1 0 .4 - 10 .8 8 9 A ,- E - 7 5 にぷ い 榎 9 9 6 3 43 - 9 .6 (7 .4 9 0 A ,- E - 2 3 - 2 黒 褐

2 8 0 - 9 .2 10 .9 8 9 A .- E - 7 7 浅 黄 3 4 4 1 9 . 6 - 8 .4 9 0 A ,- E - 8 にぷ い 赤褐

2 8 1 l l .0 9 .6 12 .8 8 9 A .- E - 7 4 にぷ い 栓 4 6 0 3 4 5 - 14 .0 (5 .0 ) 9 0 A .- E - 2 9 にぷ い栓

2 8 2 8 .2 4 .9 9 .0 8 9 A .- E - 8 6 浅 黄 樫 1 7 6 3 4 6 3 3 .1 - ( 17 ー6 ) 9 0 A .- E - 1 3 灰 白

2 8 3 7 .6 ) 4 .fi 7 .2 8 9 A ,- E ー7 8 にぷ い 樫 6 5 3 4 7 2 2 .7 - 25 .8 9 0 A .- E ー9 茶 褐 T P 43

2 8 4 7 .1 5 . 1 7 .4 8 9 A .- E - 9 0 にぷ い 樫 8 0 3 4 8 - 8 .6 (5 .4 9 0 A ,- E - 2 4 にぷ い黄 樫

2 8 5 7 .0 4 ー0 6 .7 8 9 A ,- E -8 浅 黄 樫 6 5 3 4 9 - 4 .9 ( 25 .6 ) 8 9 A .- E - 1 9 2 黄 灰

2 8 6 4 .2 2 . 9 4 .6 8 9 A ?- E - 7 9 樫 1 5 3 5 0 - 5 .0 ( 18 .0 ) 8 9 A ,ーE ー1 9 1 黒 褐

2 8 7 - 5 . 9 ( 7 .0 ) 8 9 A ,- E -8 3 浅 黄 榎 3 5 1 - 10 .4 39 .2 8 9 A .- E - 2 0 6 にぷ い樫

2 8 8 l l .7 4 .8 6 .9 8 9 A ,- E -8 にぷ い 榎 4 3 0 3 5 2 - 4 .6 10 .0 ) 8 9 A ,- E - 3 9 1 黒 褐

2 8 9 1 2 .4 4 . 2 (6 .3 ) 8 9 A ,- E -8 にぷ い 栓 1 3 3 3 5 3 - 4 .8 ( 25 .5 ) 8 9 A ,- E - 5 9 9 オ リー ブ黒

2 9 0 6 .4 4 . 2 6 .9 8 9 A ,- E -8 2 にぷ い 樫 8 9 3 5 4 - 4 .6 26 .0 8 9 A ,- E - 1 5 3 黄 灰

2 9 1 l l .2 6 . 2 1 2 .5 8 9 A ,- E -7 6 檀 4 9 1 3 5 5 - - 16 .7 8 9 A ,- E 一1 6 8 浅 黄

2 9 2 1 4 .9 8 . 0 2 3 .3 8 9 A ,ーE ー4 6 にぷ い 栓 2 ,6 0 7 3 5 6 2 6 .7 7 .0 52 .0 8 9 A ,ーE - 1 6 9 にぷ い黄 樫 3 4 ,9 84

2 9 3 9 1 B ,一E ート 1 3 5 7 - 9 .6 38 .4 ) 8 9 A ,ーE ー1 7 1 にぷ い榎

2 9 4 9 1 B .- E - 1- 2 3 5 8 - - - 8 9 A ,- E - 1 6 5 にぷ い黄 樫

2 9 5 - - 1 6 .9 8 9 A 2- E - 15 6 黄灰 3 5 9
- 9 .6 30 .4 8 9 A 2- E - 1 7 0 にぷ い黄 褐

2 9 6 - 5 .4 2 3 .4 8 9 A ,- E - 17 9 黒 3 6 0 - - 22 .7 8 9 A ,ーE ー1 7 2 灰 黄 褐

2 9 7 - 8 .0 3 5 .7 8 9 A 2- E -2 0 4 にぷ い 樫 3 6 1 - ll .0 34 .5 8 9 A 2- E - 9 2 にぷ い樫

2 9 8 - 4 .2 8 .4 8 9 A ,ーE - 17 浅黄 樫 3 6 2 - 8 . 2 19 .7 8 9 A ,- E ー2 0 3 明黄 褐

2 9 9 - 4 .5 (1 0 .0 ) 8 9 A 2ーE - 19 8 褐 灰 3 6 3 3 6 .6 7 , 5 79 .9 8 9 B ,ーE - 2 0 にぷ い黄 榎 13 2 ,27 8

3 0 0 1 4 .0 - 1 4 .2 8 9 A ,- E - 15 1 灰黄 褐 3 6 4 2 8 .0 I (6 7 .2 ) 8 9 B 2- E - 2 1 榎

3 0 1 1 9 .fi - (8 .4 9 0 A ,ーE ー8 にぷ い赤褐 3 6 5 3 3 .6 5 . 1 32 .0 8 9 B ,- E - 1 0 褐 灰 2 6 ,5 86

3 0 2 - - 1 2 .4 9 0 A .- E - 10 褐灰 3 6 6 3 1 .9 6 . 3 33 .0 8 9 B ,ーE - l l 樫 2 3 ,7 34

3 0 3 - - 1 3 .9 90 A ,ーE ー16 暗灰 3 6 7 - 5 . 9 (2 1 .0 ) 9 0 B ,ーE - 4 8 黒 褐

3 0 4 - - (9 .0 ) 9 0 A ,- E - 45 に ぷ い赤褐 3 6 8 I -
(20 .5 ) 9 0 B ,- E - 6 7 累 褐

3 0 5 2 6 .0 - 1 7 .3 9 0 A ,- E -5 に ぷ い黄 樫 3 6 9 - 4 . 5 (22 .5 ) 9 0 B ,- E - 6

3 0 6 2 5 .3 - 2 1 . 1) 90 A ,ーE - l l 灰 自 3 7 0 - - (23 .5 ) 9 1 A .- E - 1 4 にぷ い樫

3 0 7 2 3 .6 - 6 .5 90 A .- E - 35 に ぷ い黄 樫 3 7 1 1 4 .2 - (3 5 .9 ) 8 9 A 2- E ー2 7 2 黒

3 0 8 12 .2 5 .0 2 7 1 9 0 A .- E - 56 灰 5 ,3 5 7 3 7 2 2 3 .6 - (1 4 .0 8 9 A 2ーE ー2 4 7 にぷ い 黄栓

3 0 9 17 .1 5 .4 3 8 .8 90 A .- E -2 黒褐 1 8 ,6 5 6 3 7 3 2 0 .5 - (1 0 .4 8 9 A ,- E - 2 2 1 浅 黄

3 1 0 I 4 .8 (2 5 .7 ) 90 A ,- E ー6 黒褐 3 7 4 - - 2 9 .5 8 9 A ?- E - 2 9 4 黄 灰

3 1 1 - 4 .5 2 5 .8 ) 90 A ,- E - 4 灰 3 7 5 2 4 .fi - (l l .8 8 9 A ,- E ー3 5 0 浅 黄 栓

3 1 2
- -

(1 2 .0 ) 90 A ,ーE ー7 に ぷ い赤褐 3 7 6 15 .8 4 .9 3 4 .0 8 9 A ,- E -2 6 0 黄 灰 1 2 ,0 59

3 1 3 - - (1 5 .9 ) 90 A ,- E - 44 黄灰 3 7 7 1 5 .4 I 2 4 .5 8 9 A ,- E -2 8 2 にぷ い 黄褐

3 1 4 9 .3 5 .8 2 2 . 1 90 A ,- E - 57 暗灰 3 ,3 0 5 3 7 8 1 6 .5 -
(2 4 . 1 8 9 A ,- E -2 8 1 暗 灰 黄

3 1 5 8 .7 - 7 .3 ) 90 A ,- E - 17 灰黄 褐 3 7 9 16 .2 8 -
(2 8 .9 ) 8 9 A ,- E ー2 5 3 灰

3 16 12 .5 7 .9 2 9 . 5 90 A ,ーE - 49 黒褐 . 6 ,9 8 0 3 8 0 (1 7 .0 ) - 8 .7 8 9 A ,ーE -3 4 3 灰



番号 口径 底 径 器 高 登 録 番号 色 調 備 考 容 量 cc 畢号 口径 底 径 器 高 登録 番 号 色 調 備 考 容量 c c

38 1 1 6 .5 -
(2 9 .4 8 9 A , - E 一2 4 5 黄 灰 44 5 - - - 8 9 A ,ーE ー30 8 に ぷ い黄 樫

38 2 1 6 .7 -
(1 0 .4 8 9 A . - E - 2 3 5 灰 自 44 6 - - - 8 9 A .- E ー33 2 檀

38 3 1 8 .0 -
(1 5 .5 8 9 A . - E - 2 0 8 灰 黄褐 4 4 7 1 9 .4 - (4 .6 ) 8 9 A .- E - 28 4 褐灰

38 4 l fi .7 - 1 8 .3 8 9 A . - E - 2 3 4 暗 灰 黄 A 4 4 8 1 3 .6 l l .4 1 3 .2 8 9 A .- E - 28 3 黒褐 3 4 7

3 8 5 7 .8 -
(8 .0 8 9 A 2 - E - 3 6 3 黄 灰 44 9 4 2 .2 - 2 4 .0 8 9 A 2ーE - 24 9 華褐

38 6 1 4 .fi - 2 1 .3 8 9 A . - E ー2 6 9 褐 灰 4 5 0 30 .0 5 .8 2 1 .1 8 9 A ,ーE - 24 8 に ぷ い貴校 10 ,0 1 4

3 8 7 1 6 .6 - (9 .5 ) 8 9 A . - E - 3 6 9 黒 褐 4 5 1 2 9 .9 - -
(1 3 .5 ) 8 9 A ,ーE ー3 14 灰 黄褐

3 8 8 1 6 .4 - (5 .9 ) 8 9 A . - E - 3 6 2 褐 灰 4 5 2 18 .8 - (1 0 .4 ) 8 9 A ,ーE ー35 2 - 灰黄

3 8 9 1 7 4 - 9 .0 ) 8 9 A . - E - 3 6 4 灰 黄 4 5 3 2 4 .1 - (9 .5 ) 8 9 A ,- E - 29 6 黒褐

3 9 0 1 9 .2 - (2 1 .2 ) 8 9 A . - E - 3 7 6 褐 灰 4 5 4 2 3 .0 - 2 2 .8 8 9 A .- E - 9 1 灰 黄

39 1 1 6 .5 - 2 2 .9 8 9 A . - E - 2 4 0 盟
一一、、

4 5 5 (2 1 .5 ) - (1 4 .9 ) 8 9 A ,ーE - 34 2 に ぷ い黄軽

39 2 1 6 .7 - ( 10 .3 ) 8 9 A . - E - 2 4 6 黄 灰 4 5 6 - 8 .8 (9 .3 8 9 A ,- E - 3 12 に ぷ い樫

39 3 1 6 .4 - (7 .5 ) 8 9 A , ーE 一3 5 9 黄 灰 4 5 7 - 8 .0 (l l .2) 8 9 A ,- E - 36 8 褐灰

39 4 1 5 .5 - (5 .0 ) 8 9 A , - E - 3 66 灰 黄 4 5 8 19 .1 - 2 3 .9 9 0 B ,- E - 39 黒褐

39 5 - 5 -1 3 2 .5 8 9 A , - E - 2 85 暗 赤妖 4 5 9 - - - 9 0 B .- E ー37 灰黄 褐

39 6 - 7 .2 2 2 .2 8 9 A , - E - 2 86 葺 灰 4 6 0 - 4 .8 2 .4 9 0 B ,- E - 3; 盟

39 7 - 4 '.8 (2 5 .3 8 9 A , - E - 2 1 7 tH 4 6 1 (15 .7 ) - 3 .8 9 0 B ,- E - 94 黄灰

3 9 8 1 5 .7 - 1 9 .5 8 9 A ,- E - 2 50 黄 灰 4 6 2 (19 .6 - 8 .1 9 0 B ,- E ー10 0 灰 自

3 9 9 1 8 .8 - (5 .0 ) 8 9 A .- E - 2 65 灰 黄褐 4 6 3 - - -
9 0 B ,ーE ー8 6 に ぷ い黄榎

4 0 0 1 7 . 1 - (1 9 .2 8 9 A .- E ー2 5 1 盟 4 6 4 - - - 9 0 B ,- E - 98 黄灰

4 0 1 2 7 .0 - 5 .0 8 9 A 2- E - 3 80 灰 黄褐 4 6 5 - - - 9 0 B ?- E - 90 黒褐

4 0 2 2 1 .7 - (1 0 .6 8 9 A ,- E - 3 77 浅 黄燈 4 6 6 - - - 90 B ,- E -9 9 -① 灰

4 0 3 2 6 .1 - 1 7 .0 8 9 A 2- E ー2 87 にぷ い蒸 樫 赤 彩 4 6 7 - - - 90 B 2- E -9 9 -② 灰

4 0 4 1 7 .fi 8 .0 3 6 .1 8 9 A .- E - 2 92 栓 1 3 ,82 1 4 6 8 - - - 9 0 B ,- E -9 6 黄灰

4 0 5 19 .4 9 .0 (3 1 .2 ) 8 9 A .- E - 2 58 栓 l l ,24 0 4 6 9 - - - 9 0 B ?- E -8 9 灰

4 0 6 - 6 .2 2 5 .0 8 9 A .- E - 2 6 1 にぷ い黄 樫 4 7 0 - - - 9 0 B ,- E -8 灰

4 0 7 10 .1 5 .0 2 2 .fi 8 9 A .- E - 3 2 黒 褐 2 ,09 1 4 7 1 - - - 9 0 B ,- E -8 7 暗灰 黄

4 0 8 7 .6 - 1 0 .4 8 9 A , - E - 3 78 灰 白 4 7 2 (10 .2 ) 7 .3 i n .1 9 0 B ,- E - 10 1 に ぷ い黄樫 2 8 6

4 0 9 1 5 .4 - - 8 9 A , - E - 3 6 暗 褐 4 7 3 - - 2 .8 9 0 B ,- E -9 3 に ぷ い燈

4 10 8 .0 - (5 .1 ) 8 9 A , ーE - 3 44 灰 責 4 7 4 - (9 .0 ) (3 .5 ) 9 0 B 2- E -9 1 オ .) ー ブ黒

4 11 8 .1 - 7 .9 8 9 A ,- E - 3 4 7 赤 黒 4 7 5 - - - 9 0 A ,一E ー14 1 灰黄 褐

4 12 6 .2 5 .9 2 3 .3 8 9 A ,ーE - 1 37 灰 自 2 , 27 0 4 7 6 - - - 90 A .- E - 14 4 に ぷ い黄樫

4 13 7 .4 - 9 .0 8 9 A ,- E - 2 26 灰 4 7 7 - - - 90 A ,- E - 14 8 に ぷ い燈

4 14 8 .5 - 2 2 .7 8 9 A .- E - 2 7 1 灰 黄褐 4 7 8 - - - 90 A ,- E ー14 3 灰黄 褐

4 15 7 .8 4 .9 2 2 .4 8 9 A .- E - 1 40 にぷ い黄 樫 2 ,0 4 9 4 7 9 - - - 90 A ,- E - 14 6 に ぷ い黄樫

4 16 (8 .0 )
-

5 .7 ) 8 9 A ,ーE - 3 23 黄 灰 4 8 0 - - - 90 A ,ーE 一15 2 淡黄

4 1 7 10 .1 - 6 .5 8 9 A .- E - 2 95 にぷ い黄 栓 4 8 1 - - - 90 A ,- E - 14 7 にぷ い黄樫

4 1 8 9 .4 - 5 .1 8 9 A .- E - 3 3 1 浅 黄栓 4 8 2 - - - 90 A ?一E - 14 9 にぷ い栓

4 1 9 10 .2 - (6 .0 ) 8 9 A ,- E ー2 97 にぷ い黄 栓 4 8 3 - I -
90 A 2- E ー15 0 にぷ い 黄褐

4 2 0 9 .7 - 5 .0 8 9 A ,ーE ー3 03 にぷ い黄 栓 4 8 4 - - - 90 A ,- E ー15 1 盟

4 2 1 - - (1 9 .2 ) 8 9 A ,- E ー1 57 灰 4 8 5 - - - 90 A ,- E - 15 3 暗 灰 黄

4 2 2 - - (8 .0 ) 8 9 A ?- E - 32 4 褐 灰 4 8 6 - - - 90 A 2- E - 14 5 赤黒

4 2 3 - 4 .9 1 9 .3 1 8 9 A ,ーE - 20 9 盟
川、

4 8 7 - - - 9 0 A ,- E ー14 2 にぷ い 黄

4 2 4 - 4 .9 (1 7 .4 ) 8 9 A .- E ー22 0 にぷ い黄 鐙 赤 彩 4 8 8 (6 .0 (4 .6 ) 1 9 .0 9 0 A ,- E ー4 8 暗 灰 黄 1 ,4 08

4 2 5 - 6 .0 (1 7 .8 ) 8 9 A ,- E ー22 8 里 4 8 9 - - -
9 0 A ,一E - 5 0 灰 オ リーブ

4 2 6 - 5 .5 (2 0 .0 ) 8 9 A ?- E - 2 16 にぷ い黄 樫 4 9 0 I - - 9 0 A ,- E ー6 1 黄灰

4 2 7 - 4 .7 (1 5 .4 ) 8 9 A ,- E ー24 3 灰 白 4 9 1 - - - 9 0 A .- E - 6 0 盟
メ.一、

4 2 8 - 5 .3 1 4 .2 89 A .- E - 2 13 浅黄 4 9 2 - - - 9 0 A .- E - 4 9 黄灰

4 2 9 - 5 .0 (1 0 . 1 89 A .- E - 2 15 灰 自 4 9 3 - - - 9 0 A ,- E - 5 6 盟

4 3 0 - 4 .0 (1 2 .5 ) 89 A ,- E - 33 に ぷ い黄 栓 4 9 4 - - - 9 0 A ,ーE - 5 7 黄 灰

43 1 - - - 89 A .- E - 32 7 褐灰 4 9 5 - - - 9 0 A ,- E - 6 2 にぷ い褐

43 2 - - - 89 A .- E -3 2 5 黒褐 4 9 6 - - -
9 0 A ,- E - 5 5 黒 褐

43 3 - - - 89 A 2- E -3 3 6 に ぷ い黄榎 4 9 7 - - - 9 0 A ?- E - 5 9 票 褐

43 4 - - - 8 9 A .- E -3 9 2 暗灰 黄 4 9 8 - 5 .6 (2 .0 9 0 A ?- E ー6 5 黒 褐

43 5 - - - 8 9 A 2- E - 39 4 黄灰 4 9 9 I 5 .6 (2 .0 9 0 A ,- E - 5 2 樫

4 36 - - - 8 9 A ,- E - 39 5 盟 5 0 0 - - - 9 0 A ,ーE 一6 4 にぷ い黄 燈

4 37 - - I 8 9 A ,- E - 37 9 灰 黄褐 5 0 1 - - - 9 0 A ?- E - 5 1 灰 黄 褐

4 38 - - - 8 9 A 2- E - 33 0 に ぷ い黄栓 5 0 2 7 .5 4 .3 23 .8 9 0 B ,ーE ー1 9 6 黒 褐 2 ,0 2 2

4 39 - - - 8 9 A ,- E ー39 7 票褐 5 0 3 - - -
9 0 B ,- E - 2 0 0 黒 褐

4 40 - - - 8 9 A .- E - 39 3 男 5 0 4 - I -
9 0 B ,- E ー2 0 1 盟

44 1 - - - 8 9 A .- E ー39 6 盟 5 0 5 - - - 9 0 B 2- E - 1 9 7 暗 灰 黄

44 2 - - - 8 9 A ,- E - 33 5 に ぷ い黄 栓 5 0 6 - - - 9 0 B 2- E - 3 2 6 男 褐

44 3 - - - 8 9 A ,- E - 32 8 燈 5 0 7 - - 18 .9 9 0 B .- E - 1 9 5 褐 灰

4 4 4 - - - 8 9 A .- E - 34 0 灰褐 5 0 8 3 0 .6 4 .8 2 8 .4 9 0 B ,- E - 1 9 4 黒 褐 7 ,7 9 3



番号 口径 底径 器高 登 録 番 号 色 調 備 考 容 量 cc 番号 口径 底 径 器 高 登 録 番号 色 調 備 考 容 量 c c

5 0 9 - - - 9 0 B ,- E - 2 2 0 にぷ い黄 5 73 2 0 .9 -
( ll .5 9 0 A . - E - 1 2 4 黄 褐

5 1 0 - - - 9 0 B ?- E - 2 2 1 暗 褐 5 74 1 5 .5 -
(6 .0 ) 9 0 A , - E - 8 1 にぷ い黄 榎

5 1 1 7 .5 3 .9 2 fi 7 9 0 B ?ーE ー2 1 5 黒 褐 2 ,8 5 2 5 75 1 4 .6 -
4 .7 ) 9 0 A , - E ー8 8 にぷ い黄 褐

5 1 2 - - -
9 0 B ?ーE ー2 2 2 赤 黒 5 76 - - -

9 0 A , - E ー1 1 5 にぷ い黄

5 1 3 - - - 9 0 B ,- E 「3 1 9 灰 黄褐 5 77 - - -
9 0 A , - E - 1 0 0 灰 黄

5 1 4 - - - 9 0 B ,ーE ー3 2 1 黒 褐 5 78 - - - 9 0 A , - E - 1 0 7 灰 オ リー ブ

5 1 5 - - - 9 0 B ,- E - 2 1 男 褐 5 79 - - I 9 0 A 2 - E - 1 2 0 にぷ い黄 樫

5 1 6 - - - 9 0 B ,- E ー2 6 浅 黄 5 80 - T - 9 0 A , - E - 1 1 9 にぷ い褐

5 1 7 - - - 9 0 B ,- E - 2 2 にぷ い黄 栓 5 8 1 - - - 9 0 A 2 - E - 1 0 3 にぷ い黄 褐

5 1 8 - - - 9 0 B ,ーE ー2 7 灰 黄 褐 5 82 - - 7 .5 9 0 A ? - E ー7 4 黒 褐

5 1 9 (1 6 .8 - (8 .4 ) 9 0 A ,- E - 3 7 灰 5 83 - - - 9 0 A 2 - E - 1 0 2 灰 黄

5 2 0 1 6 .0 - 7 .9 9 0 A ,ーE - 3 4 にぷ い黄 燈 5 84 I - - 9 0 A 2 - E - 1 1 2 灰 黄

5 2 1 - - - 9 0 A .- E - 4 4 にぷ い黄 栓 5 85 - - - 9 0 A , - E - l l l 灰 黄褐

5 2 2 1 2 .4 -
7 .0 ) 9 0 A ,一E - 3 5 暗 赤 妖 5 86 - 6 .0 2 0 .3 9 0 A , - E - 6 6 男 褐

5 2 3 - - - 9 0 A .- E - 4 5 灰 黄 褐 5 8 7 - 6 .9 ( 10 .1 ) 9 0 A . - E - 6 7 灰 黄褐

5 2 4 - - -
9 0 A 2- E - 3 8 - 1 褐 灰 5 88 - 7 .9 (3 .0 ) 9 0 A , - E - 8 7 暗 褐

5 2 5 - - -
9 0 A .- E - 3 8 - 2 褐 灰 5 89 - 5 .7 (5 .0 ) 9 0 A . - E - 8 5 男 褐

5 2 6 - - - 9 0 A ?- E - 4 7 褐 灰 5 90 - 7 .1 5 .7 ) 9 0 A , - E ー9 3 にぷ い黄 樫

5 2 7 (2 8 .2 ) - (9 .5 9 0 A ,ーE - 4 0 にぷ い黄 樫 5 9 1 - 6 .9 6 .0 9 0 A , - E - 8 ' にぷ い褐

5 2 8 3 8 .6 - ( 13 .8 9 0 A .- E ー4 2 灰 褐 5 92 - 6 .6 (3 .5 9 0 A , - E ー8 4 にぷ い黄 燈

5 2 9 - - - 9 0 A ,- E - 4 6 - l 男 褐 5 93 - 6 .1 (2 .7 ) 9 0 A . - E - 7 8 男 褐

5 3 0 - - - 9 0 A .- E - 4 6 - 2 黒 褐 5 94 - 7 .0 2 .3 9 0 A 2 - E ー9 0 にぷ い黄 褐

5 3 1 (3 1 .0 - (9 .0 9 0 A .- E - 4 3 灰 白 5 95 - 6 .5 (1 .5 ) 9 0 A , - E - 9 4 明 赤褐

5 3 2 3 4 .4 -
( 13 .2 ) 9 0 A .- E - 4 1 淡 黄 5 96 - - - 9 0 A 2 - E - 1 1 7 灰 オ リ I ブ

5 3 3 - - - 9 0 A .- E - 2 0 5 灰 白 5 9 7 - - - 9 0 A , ーE ー1 1 6 灰 白

5 3 4 - - - 9 0 A ,ーE - 2 1 3 灰 黄 褐 5 98 - - - 9 0 A , - E - 1 1 8 灰 白

5 3 5 - - - 9 0 A .- E - 2 1 0 灰 黄 褐 5 99 - - - 9 0 A . - E - 9 9 黄 褐

5 3 6 - - -
9 0 A ,- E - 2 0 9 赤灰 6 00 1 3 .5 -

(6 .8 ) 9 0 A . - E - 8 0 明 赤褐

5 3 7 - I - 9 0 A ,- E - 2 0 0 買 褐 6 0 1 2 8 .fi - (6 .3 ) 9 0 A , ーE ー6 8 盟

5 3 8 - - - 9 0 A ?- E - 2 0 3 にぷ い 赤褐 6 02 3 4 .5 - ( 18 .0 ) 9 0 A , ーE ー7 1 男 褐

5 3 9 - - - 9 0 A 2ーE ー2 0 7 褐 灰 6 03 2 7 .8 - ( 19 .5 ) 9 0 A , - E - 7 0 盟
メ.、、

5 4 0 2 1 .8 - 8 .5 ) 9 0 A ,- E - 1 7 6 赤褐 6 04 2 9 .0 - (4 .0 9 0 A . - E - 8 2 男 褐

5 4 1 4 .8 - 4 .7 ) 90 A .- E -1 79 -2 にぷ い黄 栓 6 05 3 0 .0 - 7 .6 9 0 A , 一E ー7 6 票 褐

5 4 2 - I - 9 0 A 2- E - 2 5 2 男 褐 6 06 - - 1 8 .3 9 0 A , - E - 6 9 盟

5 4 3 - - ( 14 .8 ) 9 0 A ,- E - 1 7 7 盟 6 0 7 3 0 .0 -
(1 3 .3 9 0 A , - E - 7 2 黒 褐

5 4 4 - - - 9 0 A 2- E ー1 8 8 男 6 08 2 5 .5 - 6 .8 9 0 A , - E - 9 2 男 褐

5 4 5 - - -
9 0 A ,- E - 1 8 4 にぷ い黄 褐 6 09 - - -

9 0 A , - E - 1 2 : にぷ い葺 栓

5 4 6 - 5 .4 (3 .0 ) 9 0 A ?ーE ー1 8 9 にぷ い黄 栓 6 10 - - - 9 0 A , ーE ー9 8 暗 灰 黄

5 4 7 2 6 .3 - ( l l .3 90 A ,- E -1 79- 1 にぷ い黄 褐 6 1 1 - 5 .4 7 .4 9 0 A , ーE ー8 3 にぷ い赤 褐

5 4 8 1 8 .8 - 16 .2 90 A ,- E - 1 78 -l 男 褐 6 12 - 5 .8 (3 .3 ) 9 0 A , - E - 7 9 黒 褐

5 4 9 - 6 .6 - 90 A ,- E - 1 78 -2 男 褐 6 13 - 4 .5 (2 .0 ) 9 0 A , - E - 7 7 黒 褐

5 5 0 - - - 9 0 A .- E - 1 8 3 褐 6 14 - - - 9 0 A ? - E ー1 9 9 淡 黄

5 5 1 - - - 9 0 A .- E ー1 8 0 黒 褐 6 15 - 7 .6 4 .8 9 0 A ,- E ~ 1 9 7 灰 黄

5 5 2 - - - 9 0 A ,- E - 1 8 1 男 褐 6 16 (2 9 .6 ) -
(8 .9 ) 9 0 A , - E - 1 96 黄 灰

5 5 3 - - - 9 0 A .- E - 1 8 7 男 褐 6 17 l fi .3 - 1 9 .9 9 0 B . - E - 5 灰 黄褐

5 5 4 - - I 9 0 A .- E - 1 8 5 にぷ い黄 褐 6 18 - 6 .1 2 3 .7 9 0 B .- E ー6 浅 黄樫

5 5 5 - 4 .3 9 .6 ) 9 0 A ,- E - 1 6 7 男 褐 6 19 - - 8 .9 9 0 B 2- E - 1 2 灰 黄褐

5 5 6 - - - 9 0 A 2- E ー1 6 6 にぷ い黄 褐 . 6 20 - - - 9 0 B ,- E - l l 灰 黄褐

5 5 7 - - - 9 0 A ,- E - 1 6 5 盟 6 2 1 - 6 .9 3 .7 ) 9 0 B 2- E - 1 3 に ぷ い黄 鐙

5 5 8 - - - 9 0 A ,- E - 1 6 4 男 褐 6 22 - 4 .8 (2 .7 9 0 B ,- E ー1 4 灰 黄褐

5 5 9 - - - 9 0 A ,- E - 1 9 5 重 褐 6 23 (1 0 .0 ) - (1 0 .0 ) 9 0 B ,- E - 5 9 に ぷ い黄

5 6 0 - 4 . 1 ( 12 .4 9 0 A ,- E - 1 6 8 にぷ い褐 6 24 - - - 9 0 B ,- E - 6 1 灰 黄

5 6 1 - 5 .4 (9 .8 9 0 A ,- E - 1 9 1 褐 6 25 - - - 9 0 B ?- E - 6 2 -l 褐 灰

5 8 2 - - -
9 0 A ,ーE ー1 2 3 男 褐 6 26 - - - 9 0 B 2- E - 6 2 ー2 褐 灰

5 6 3 12 .7 - (6 .0 9 0 A ,- E - 1 2 8 にぷ い黄 燈 6 27 - - 1 6 .8 9 0 B ,- E - 5 8 褐灰

5 6 4 - 5 . 1 2 6 .6 9 0 A ,- E - 1 2 7 灰 白 6 28 3 2 .2 - (1 8 .5 9 0 B ?- E - 5 7 樫

5 6 5 - - (2 1 .2 9 0A ,- E - 12 5ー1 にぷ い黄 樫 6 29 (1 8 .2 ) - 3 .7 9 0 B ?- E - 4 3 に ぷ い黄 栂

5 6 6 - 5 .5 (6 .0 9 0A .- E - 12 5- 2 にぷ い黄 栓 63 0 - - - 9 0 B ,- E - 4 7 に ぷ い黄

5 6 7 - 6 .1 (2 .0 9 0 A ,- E - 1 3 4 にぷ い褐 63 1 - - - 9 0 B ,- E - 4 1 に ぷ い黄 樫

5 6 8 - 4 .6 4 .8 9 0 A ,- E - 1 3 8 灰 褐 63 2 T T - 9 0 B ,、E - 4 0 に ぷ い黄 褐 .

5 6 9 ( 14 .1 ) - (9 .4 ) 9 0 A ,- E - 1 6 9 灰 オ リーブ 63 3 T - - 9 0 B 2ーE ー4 4 に ぷ い黄 褐

5 7 0 - - - 9 0 A ,- E - 1 7 1 灰 黄 63 4 - - - 9 0 B ?- E - 4 6 褐灰

5 7 1 - - - 9 0 A ,- E - 1 7 0 灰 黄 褐 63 5 - I - 9 0 B .- E - 3 2 浅 黄

5 7 2 - - -
9 0 A ,- E - 1 7 3 暗 灰 黄 63 6 - - -

9 0 B ?- E - 3 3 黄灰



番号 口径 底径 器 高 登録 番 号 色 調 備 考 容量 c c 番号 口径 底径 器 高 登録 番 号 色 調 備 考 容 量 cc

6 3 7 - - - 9 0 B ,- E ー3 4 に ぷ い黄栓 7 0 1 - - - 9 0 A ,- E - 3 3 9 暗 灰 黄

6 3 8 (5 .6 ) - (7 .3 ) 9 0 B ,- E -3 8 - l に ぷ い黄 7 0 2 - - - 9 0 A ,- E - 3 4 1 暗 灰 黄

6 3 9 - - - 9 0 B ,- E -3 8 ー2 に ぷ い黄 7 0 3 - 7 .0 (6 .7 ) 9 0 A ,- E - 3 3 3 黒 褐

6 4 0 - - - 9 0 B ,- E -3 8 - 3 に ぷ い黄 7 0 4
- - -

9 0 A ,- E - 3 4 5 オ リー ブ黒

6 4 1 - - - 9 0 B ,- E -3 7 灰 白 7 0 5 - - - 9 0 A ,ーE - 3 4 9 黄 褐

6 4 2 - I - 9 0 B ,- E -3 黒褐 7 0 6 - - - 9 0 A ,- E - 3 4 8 オ リー ブ黒

6 4 3 3 0 .5 5 .2 2 8 .0 9 0 B ,- E - l 灰 白 7 ,4 7 3 7 0 7 - - - 9 0 A ,ーE - 3 5 0 黒 褐

6 4 4 - - 2 9 .7 9 0 B ?- E -4 黒褐 7 0 8 - - - 9 0 A ,ーE - 3 4 7 黒

6 4 5 - -
(9 .5 9 0 B ,ーE ー2 5 5 にぷ い黄樫 T P 2 9 7 0 9 1 4 .1 - (5 .0 ) 9 0 A ,- E - 2 3 4 にぷ い黄 褐

6 4 6 9 .8 -
(9 .0 9 0 B ,- E -2 7 7 灰黄 褐 7 1 0 1 9 .fi - l l .7 9 0 A 2- E - 2 2 3 灰 褐

6 4 7 8 .3 -
(1 0 .2 ) 9 0 B ,- E ー2 7 8 灰黄 褐 7 1 1 1 0 .4 - 10 .0 9 0 A 2- E - 2 1 9 褐 灰

6 4 8 - - (1 7 .8 ) 9 0 B ,ーE ー2 5 3 にぷ い 黄樫 7 1 2 1 0 .2 - (9 .7 ) 9 0 A ,- E - 2 2 4 黒 褐

6 4 9 - - 4 .2 9 0 B ,- E -2 6 6 灰黄 褐 7 1 3 - - - 9 0 A ,- E - 2 5 4 黒 褐

6 5 0 - I -
9 0 B ,ーE - 14 0 盟

川、
7 1 4 - - 9 .3 ) 9 0 A ,ーE ー2 2 6 にぷ い黄 樫

6 5 1 - - - 9 0 B 2- E ー11 0 黄褐 7 1 5 - - - 9 0 A ,- E - 2 6 9 黒 褐

6 5 2 - - - 9 0 B ,- E - ll l 黄褐 7 1 6 - - - 9 0 A ,- E - 2 6 0 にぷ い黄 程

6 5 3 - - - 9 0 B ,ーE ー12 4 黒 褐 7 1 7 - - -
9 0 A ,- E - 2 3 8 盟

6 5 4 - - - 9 0 B ,- E ー10 7 浅 黄 7 1 8 - - - 9 0 A 2- E - 2 5 9 黒 褐

6 5 5 - - - 9 0 B ,- E -3 1 4 にぷ い 赤褐 7 1 9 - 5 .5 2 1 .0 9 0 A ,- E - 2 1 8 黒 褐

6 5 6 - - - 9 0 B ,ーE ー1 3 3 浅 黄 7 2 0 - 5 .2 (8 .2 ) 9 0 A .- E - 2 3 2 男 褐

6 5 7 - - - 9 0 B ,- E ー2 5 6 オ リー ブ男 7 2 1 - - ( 16 .0 ) 9 0 A 2- E - 2 2 1 黒 褐

6 5 8 - - - 9 0 B 2- E -2 5 7 黄灰 7 22 - 6 .8 ( 19 .5 ) 9 0 A 2- E - 2 2 2 灰 黄褐

6 5 9 - - - 9 0 B ,- E - 2 6 1 暗 灰 黄 7 23 - 6 .6 ( 13 .6 ) 9 0 A ,- E - 2 2 0 褐 灰

6 6 0 - - - 9 0 B ,- E - 1 0 4 にぷ い 黄 7 24 - - - 9 0 A ,- E 一2 4 3 黒 褐

6 6 1 - I - 9 0 B 2- E - 2 6 8 黒 7 25 - - - 9 0 A ,- E ー2 7 0 黒 褐

6 6 2 - - - 9 0 B ,- E - 1 3 9 灰 7 26 - - - 9 0 A ,- E - 2 5 1 黒 褐

6 6 3 - - - 9 0 B ,ーE - 1 2 3 オ リー ブ黄 7 27 - - - 9 0 A ,- E - 2 6 1 黒 褐

6 6 4 - - - 9 0 B ,- E - 2 7 0 盟 7 28 - - - 9 0 A 2 - E - 2 6 i にぷ い黄 樫

6 6 5 - - - 9 0 B ?- E - 2 7 1 浅 黄 7 29 - - - 9 0 A ,- E ー2 6 2 黒 褐

6 6 6 - I - 9 0 B .- E - 2 6 2 黒 褐 7 30 - - - 9 0 A ,ーE ー2 5 6 にぷ い黄 樫

6 6 7 - - - 9 0 B ,ーE ー1 1 6 灰 オ リーブ 7 3 1 I - - 9 0 A . - E - 2 4 0 にぷ い黄 樫

6 68 - - - 9 0 B 2- E - 1 3 5 オ リー ブ黒 7 32 1 2 .9 - (5 .1 ) 9 0 A . - E - 2 28 にぷ い黄 樫

6 6 9 - - - 9 0 B ,- E - 1 3 7 オ リー ブ黒 7 33 - - - 9 0 A 2 - E - 2 49 にぷ い黄 燈

6 70 - - - 9 0 B ,- E - 2 6 3 黒 褐 73 4 3 1 .6 - 1 4 .8 9 0 A , - E - 2 1 7 にぷ い黄 燈

6 7 1 - - - 9 0 B 2- E - 3 1 5 盟 73 5 2 7 .2 - 1 8 .5 9 0 A , ーE - 2 16 黒 褐

6 72 - - - 9 0 A 2- E - 1 1 3 黒 褐 73 6 - 3 .8 (5 .5 ) 9 0 A 2 - E - 2 30 男 褐

6 73 - - - 9 0 A ,- E - 2 6 5 にぷ い褐 73 7 - - - 9 0 A , - E - 2 7 1 圭邑

6 74 - 6 .9 3 .3 9 0 A ,ーE ー2 7 9 男 褐 73 8 - - - 9 0 A .- E - 2 57 男褐

6 75 - - - 9 0 A ,- E - 1 0 5 にぷ い黄 褐 73 9 - - - 9 0 A .- E - 2 55 にぷ い葺 樫

6 76 - 8 .4 10 .4 9 0 A ,- E - 2 7 6 黄 灰 74 0 - - - 9 0 A ,ーE - 2 48 黒褐

6 77 - 6 .1 (2 .0 ) 9 0 A ,- E - 1 3 4 にぷ い褐 74 1 1 9 .9 3 .9 2 4 .6 9 0 A ,ーE - 2 15 黒褐 4 ,1 9 7

6 78 - - - 9 0 A .- E - 3 1 6 にぷ い黄 褐 74 2 - - (3 2 .4 ) 9 0 A ,- E ー3 に ぷ い樫

6 79 I - - 9 0 A ,- E - 3 1 7 暗 褐 74 3 - 5 .6 1 7 .1 9 0 A 9- E - 4 暗灰 葺

68 0 - - -
9 0 A ,ーE ー1 1 4 男 褐 74 4 10 .4 -

(4 .2 ) 9 0 A .- E - 12 灰

68 1 - - - 9 0 A 2 ーE ー1 1 5 にぷ い黄 74 5 9 .8 -
(3 .6) 9 0 A 2- E ー10 灰 黄

68 2 - - (2 7 .4 ) 9 0 A , ーE - 2 7 4 黒 褐 74 6 - - - 9 0 A ,- E - 6 暗褐

6 8 3 3 3 .6 6 .4 3 5 .7 9 0 A 2 - E - 2 7 5 黒 褐 7 4 7 - - - 9 0 A ,- E - 13 栓

6 8 4 - - - 9 0 A , ーE ー3 08 黒 7 4 8 - - - 9 0 A ,- E - 30 黒褐

6 8 5 - - I 9 0 A , - E - 1 3 1 暗 褐 7 4 9 - - - 9 0 A ,- E - 18 ー1 灰黄

6 8 6 2 5 .0 - (6 .6 ) 9 0 A .- E - 1 26 にぷ い葺 樫 7 5 0 - - - 9 0 A .- E - 18 - 2 灰黄

68 7 - - - 9 0 A ,- E - 1 2 1 にぷ い褐 7 5 1 - - - 90 A ,- E -5 黒褐

68 8 - - - 9 0 A ,ーE - 1 18 灰 白 7 5 2 - - - 90 A ,ーE 一19 に ぷ い葺褐

68 9 - - - 9 0 A ,- E - 30 4 にぷ い黄 栓 7 5 3 - I - 90 A ,- E - 17 暗灰 葺

6 90 - - - 9 0 A ,- E ー30 3 にぷ い黄褐 7 5 4 - - - 90 A ,- E - 16 浅黄

6 9 1 1 6 . 1 - (1 7 .3 9 0 A ,- E - 33 1 褐 灰 7 5 5 - - - 90 A 2- E ー11 暗灰 黄

6 92 - - - 9 0 A ,- E - 34 3 黄褐 7 5 6 - - - 90 A ,- E -8 ー2 淡 黄

6 93 - - - 9 0 A ,- E - 34 2 褐 灰 7 5 7 - - -
90 A 2ーE -8 - 1 淡 黄

6 9 4 I - - 9 0 A ,- E - 33 4 オ .) ーブ 果 7 5 8 - - - 90 A ,- E -8 - 3 淡 黄

6 9 5 - - - 9 0 A ,- E - 33 5 オ .) I ブ 黒 7 5 9 T - - 9 0 A 2- E -8 - 4 淡 黄

6 96 - - - 9 0 A 2- E - 33 7 灰 オ リー ブ 7 6 0 - - - 9 0 A .- E -9 - 1 黄 灰

6 9 7 - - - 9 0 A .- E - 33 6 オ リーブ 黒 7 6 1 - - - 9 0 A ,- E - 9 - 2 黄 灰

6 98 - - - 9 0 A ,- E - 33 8 に ぷ い黄 樫 7 6 2 - - - 9 0 A ,- E - 2 7 男

6 99 - - - 9 0 A ,- E - 34 6 オ リーブ 黄 7 6 3 2 9 .0 6 .3 26 .6 9 O A 2- E - 1 にぷ い黄 褐 6 ,9 7 1

7 00 - - - 9 0 A 2ーE ー3 44 灰 7 6 4 2 3 .4 -
(14 .7 9 0 A ,- E ー2 3 にぷ い樫



番号 口径 底径 器 高 登録 番 号 色 調 備 考 容量 c c 番号 口径 底径 器 高 登録 番 号 色 調 備 考 容量 c c

76 5 23 .0 - (1 3 .8 ) 90 A 2- E -2 黒褐 8 2 9 - - - 9 0 B ,- E - 19 3 暗 灰 葺

76 6 28 .7 - 6 .7 ) 9 0 A 2- E -2 6 灰 白 8 3 0 - - - 9 0 B ,- E ー16 7 にぷ い 葺栓

76 7 - - - 9 0 A ,- E - 14 男褐 8 3 1 - - - 9 0 B ,ーE ー18 6 オ リー ブ黒

76 8 2 3 .5 - (8 .3 9 0 A ,ーE -2 5 灰 8 3 2 - 5 . 5 7 .8 ) 9 0 B ,- E ー18 4 灰 黄 褐

7 6 9 - - - 9 0 A ,- E -2 4 盟
川、

8 3 3 - 4 . 0 4 .6 ) 9 0 B .- E - 1 4 5 E邑

7 7 0 - - - 9 0 A ,- E 一7 黒 8 3 4 - -
(2 7 .4 ) 9 0 A ,- E - 2 7 4 男 褐

7 7 1 2 5 .fi -
(l l .7 ) 9 0 A ,- E - 2 2 にぷ い 黄樫 8 3 5 - -

(15 .6 ) 9 0 A ,- E 一2 7 7 累 褐

7 7 2
T 5 . 3 (3 .4 ) 9 0 A ,- E - 2 1 にぷ い 樫 8 3 6 - - (8 .5 ) 9 0 A ?ーE - 2 8 0 男 褐

7 7 3 - 5 .0 3 .4 9 0 A ,- E - 1 5 黄 褐 8 3 7 - - - 9 0 A ,- E - 2 9 1 にぷ い黄 褐

7 7 4 - - - 9 0 A 2 ーE ー1 4 3 灰 黄 褐 8 38 - I - 9 0 A ,- E ー3 1 2 男 褐

7 7 5 - - - 9 0 A ,ーE - 1 4 1 灰 黄 褐 8 39 - - - 9 0 A 2 - E - 2 9 2 灰 黄褐

7 7 6 - - - 9 0 A 2 - E - 1 4 2 にぷ い黄 8 40 - - - 9 0 A 2 - E - 3 1 7 暗 褐

7 7 7 - - - 9 0 A , - E - 1 4 4 にぷ い黄 栓 8 4 1 - - - 9 0 A 2 - E - 3 0 9 にぷ い黄 樫

7 7 8 - - - 9 0 B , - E ー2 0 9 にぷ い黄 84 2 - - - 9 0 A 2 - E - 3 1 6 にぷ い茸 褐

7 7 9 - T - 9 0 B ? - E - 2 0 5 樫 84 3 - - - 9 0 A , ーE - 3 03 にぷ い黄 褐

7 80 - - - 9 0 B . - E - 2 0 8 暗 灰 責 84 4 - - - 9 0 A , - E - 3 06 灰 葺褐

7 8 1 I - - 9 0 B , - E - 2 10 黄 褐 8 4 5
- - - 9 0 A .- E - 2 99 黒 褐 .

7 82 - - - 9 0 B ,- E - 2 02 黄 褐 8 4 6 - - - 9 0 A ,ーE - 3 10 に ぷ い黄 褐

7 83 - I - 90 B ,- E ー20 4- 4 にぷ い黄 8 4 7 - - - 9 0 A ,- E - 29 5 暗 褐

78 4 - - - 90 B ,ーE - 204 - 5 に ぷ い黄 8 4 8 - - - 9 0 A ,ーE - 30 4 に ぷ い黄 樫

78 5 - I - 9 0 B ,- E -2 04 -6 に ぷ い黄 8 4 9 - 8 .4 (1 0 .4 ) 90 A ,- E ー27 6 黄 灰

78 6 - - - 90 B ,- E - 20 3 黒褐 8 5 0 - 6 .9 (3 .9 ) 90 A ,- E - 28 1 黄灰

78 7 - - - 90 B ,- E ー20 6 黒褐 8 5 1 - 6 .9 (3 .3 ) 90 A ,- E - 27 9 黒褐

78 8 - - - 9 0 B ,- E -2 07 - 1 黒褐 8 5 2 - 6 .1 5 .4 ) 90 A ,- E -2 8 4 暗褐

78 9 - - - 9 0 B ,- E -2 07 -2 男褐 8 5 3 - 8 .2 (6 .5 ) 9 0 A ,- E -2 7 8 に ぷ い黄栓

79 0 - 4 .6 (2 . 1) 9 0 B ,- E -2 11 灰褐 8 5 4 - 6 .5 1 .8 ) 9 0 A 2- E -2 8 6 灰黄 褐

79 1 - - - 9 0 B ,- E -2 18 黒褐 8 5 5 - - - 9 0 A 2- E -3 1 1 褐

79 2 39 .1 -
(2 4 .4 ) 9 0 B .- E ー2 1 6 黄灰 8 5 6 12 .0 -

(5 . 1) 9 0 A ,- E ー2 8 2 灰黄 褐

79 3 (29 .4 -
(1 2 .7 ) 9 0 B 2ーE -2 1 7 灰黄 8 5 7 - - - 9 0 A ,- E ー2 8 9 黒褐

7 9 4 17 .0 -
(8 .5 ) 9 0 B ,ーE ー15 2 にぷ い 黄樫 8 5 8 - - -

9 0 A .- E - 3 0 7 盟

7 9 5 - - 8 .5 ) 9 0 B ,ーE - 17 8 男褐 8 5 9 - - - 9 0 A ,- E - 3 1 3 累 褐

7 9 6 - - (8 .3 ) 9 0 B .- E ー1 5 0 黒 褐 8 6 0 - - - 9 0 A ,ーE ー3 1 5 男 褐

7 9 7 I - 6 .0 9 0 B .- E - 1 4 8 褐 灰 8 6 1 - - - 9 0 A ,- E ー3 0 0 暗 灰 葺

7 9 8 10 .0 - 6 .4 ) 9 0 B ,- E - 1 4 6 灰 黄 褐 8 62 - - - 9 0 A ,- E - 2 9 7 男 褐

7 9 9 - - - 9 0 B ,- E ー1 7 4 にぷ い黄 8 63 - - - 9 0 A ,- E - 3 1 8 にぷ い栓

8 0 0 - - - 90 B ,ーE - 18 7- 2 にぷ い黄 樫 86 4 I - - 9 0 A ,- E - 2 9 3 にぷ い黄 燈

8 0 1 - - - 90 B ,- E ー18 7- 1 にぷ い黄 樫 86 5 - - - 9 0 A , - E - 2 9 8 にぷ い葺 樫

8 0 2 - - - 9 0 B . - E ー1 7 9 灰 86 6 3 3 .6 (6 .4 ) 3 5 .7 9 0 A , ーE - 2 7 5 男 褐 1 7 ,10 3

8 0 3 - - - 90 B ,- E - 19 0- 2 浅 黄 86 7 - 6 .3 (5 .0 9 0 A , - E - 2 83 にぷ い黄 栓

8 0 4 - - - 90 B ,- E - 16 5- 3 暗 灰黄 8 6 8 - 5 .4 3 .1 ) 9 0 A .- E - 3 02 黒 褐

8 0 5 - - -
90 B ,- E - 16 5- l 暗 灰黄 8 6 9 - - - 9 0 B ,- E ー23 8 にぷ い黄 褐

8 06 - - - 90 B ,- E - 16 4- l 浅 黄 8 7 0 - - - 9 0 B ,- E - 23 7 に ぷ い葺褐

8 0 7 - - - 90 B ,- E ー16 4-3 浅 黄 8 7 1 - - - 9 0 B ,- E - 23 2 に ぷ い褐

8 08 - - - 90 B ,- E - 164 -2 浅 黄 8 7 2 - - - 9 0 B .- E - 23 3 に ぷ い黄樫

8 09 - - - 90 B ,- E - 164 -4 浅黄 8 7 3 - - - 90 B .- E -2 2 9 褐

8 10 - - - 90 B ?- E ー164 -5 浅 黄 8 7 4 - - - 90 B ,- E -2 3 1 黒褐

8 1 1 - - - 9 0 B ,- E - 15 1 黒褐 8 7 5 - - - 90 B .- E -2 3 0 黒褐

8 12 - 5 .3 (3 .0 ) 90 B ,- E - 17 5 一灰褐 8 7 6 - 5 .2 (3 . 1) 90 B ,- E -2 2 6 灰黄 褐

8 13 - 6 .3 (3 .7 ) 90 B ,- E - 14 9 暗褐 8 7 7 - 4 .9 (3 .4 9 0 B ,ーE ー2 2 5 黒褐

8 14 - 7 .5 (3 .0 ) 90 B ,- E - 17 7 灰葺 褐 8 7 8 3 5 .8 - 1 9 .9 ) 9 0 B ,- E - 2 2 4 灰 褐

8 15 - 5 .0 (3 .0 ) 90 B 2- E ー18 2 褐 灰 8 7 9 3 0 .7 5 .1 32 .1 9 0 B 2- E - 2 2 3 黒 褐 10 ,2 53

8 16 19 .8 5 .0 1 7 5 90 B 2- E - 15 3 男褐 3 ,5 1 6 8 8 0 - - - 9 0 B ,ーE - 2 3 6 匪 黄 褐

8 1 7 - - - 90 B 2- E - 18 1 オ リー ブ男 8 8 1 - - - 9 0 B ,ーE - 2 3 4 にぷ い茸 褐

8 1 8 24 .2 - (1 4 .0 90 B ,- E - L 黒褐 8 8 2 1 6 .7 - l l .5 9 0 B .- E - 2 2 8 にぷ い黄 褐

8 1 9 - - - 90 B ,- E - 15 8 にぷ い 栓 8 8 3 2 6 .6 -
19 .8 ) 9 1 A - E - 2 4 灰 黄褐

8 2 0 - - - 90 B ,- E -1 6 6 にぷ い 黄相 8 8 4 (1 9 . 5 -
10 .6 ) 9 0 B - E - 6 2 にぷ い黄 樫

8 2 1 - - - 9 0 B ?- E - 1 7 0 暗オリーブ褐 8 8 5 2 0 .2
-
( 10 .0 9 0 B , - E - 2 3 9 にぷ い黄 褐

8 2 2
- - - 9 0 B ,- E - 1 6 2 男 褐 8 86 (1 3 .7 ) - (9 . 1) 9 1 A - E - 3 0- 1 浅 黄

8 2 3 - - - 9 0 B ,- E - 1 6 8 オ リー ブ褐 8 8 7 - - 2 3 .3 9 1 A - E ー30 - 2 湧 黄

8 2 4 - - I 9 0 B ,- E - 1 6 0 浅 黄 8 88 - 6 .4 (1 7 .5 ) 9 0 A 9- E - 3 54 男褐

8 2 5 - - - 9 0 B ,ーE - 1 9 1 男 褐 88 9 2 8 .9 6 .1 2 7 .7 9 0 B ーE - 49 黒褐 6 ,2 1 6

8 2 6 - - - 9 0 B ,- E - 1 6 3 暗 褐 89 0 28 .0 - (1 7 .2 ) 9 0 A ーE -9 8 黒

8 2 7 - - - 9 0 B .- E - 1 7 2 暗 褐 89 1 1 7 .0 - 4 .8 9 0 B - E -6 9 - 1 暗 赤褐

8 28 - - - 9 0 B ,ーE ー1 8 9 盟 8 9 2 - - 2 1 . 8 9 0 B - E ー6 9 - 2 暗 赤褐



番号 口径 底 径 器 高 登 録番 号 色 調 :I: , 容 量 cc 番号 口径 底 径 器 高 登録 番 号 色 調 備 考 容量 c c

8 9 3 - 5 . 4 (13 .4 9 0 B - E - 69 - 3 暗 赤褐 9 5 7 1 7 .fi 9 .9 1 5 .0 9 0 B 2 - E -2 4 5 に ぷ い黄 樫

8 9 4 6 .6 4 .8 2 3 .0 9 0 B ,- E - 2 5 1 男 褐 2 ,79 8 9 5 8 10 .5 1 0 .0 1 7 .2 9 0 A ーE -8 ! 灰 白

8 9 5 - - 2 3 .0 9 0 A ,- E ー3 5 1 にぷ い黄 栓 9 5 9 19 .6 - (1 5 .0 8 9 B - E - 17 - 1 男褐

8 9 6 - 6 .0 2 8 .7 9 0 B .- E - 2 50 男 褐 9 6 0 - 1 0 .0 (1 9 .0 ) 8 9 B - E ー17 - 2 黒褐

8 9 7 15 .5 5 .6 1 fi .7 9 0 B .- E - 2 40 灰 黄褐 5 ,64 3 9 6 1 25 .6 l l .4 2 6 .fi 8 9 A 2 - E - 17 8 明黄 褐

8 9 8 13 .4 - (1 4 .0 ) 9 0 B ?ーE - 2 52 黒 褐 9 6 2 16 .8 9 .0 2 0 .0 8 9 A 2 ーE -1 8 5 暗褐

8 9 9 - - (4 1 .7 9 0 A ーE ー9 1 灰 褐 9 6 3 14 .5 7 .9 1 9 .0 89 A 2 - E - 18 6 褐

9 0 0 2 2 .4 6 .0 2 5 .fi 9 0 B - E - 5 1 于炎黄 4 ,67 0 9 6 4 90 - W ー1

9 0 1 1 9 .2 5 .8 2 5 .4 9 0 B - E - 50 燈 3 ,0 5 5 9 6 5 90 - W - 2

9 0 2 2 5 .2 6 .1 2 2 .7 9 0 B - E ー70 黒 褐 4 ,3 3 5 9 6 6 90 - W - 3

90 3 1 4 .3 5 .5 3 0 .5 9 0 A - E - 1 10 灰 8 ,2 14 9 6 7 90 - W - 4

90 4 1 5 .6 - 3 0 .3 89 A ,- E - 18 3- 1 灰 黄褐 9 6 8 90 - W ー5

90 5 - 5 .fi5 4 .6 89 A ,- E - 18 3-2 灰 黄褐 9 6 9 90 - W ー6

9 0 6 3 4 5 .4 3 7 .1 8 9 B ?- E - 13 黄灰 l l ,2 6 0

9 0 7 7 .8 - 8 .5 8 9 A ?- E - 15 0 に ぷ い黄 樫

9 0 8 16 .8 - 1 9 .4 8 9 A ,ーE - 14 1 に ぷ い褐

9 0 9 20 .6 6 .8 4 2 2 89 A .- E - 15 8 盟 2 0 ,5 2 3

9 1 0 15 .3 - 3 6 .5 89 A ,- E ー15 4 黄灰

9 1 1 15 .5 4 .6 3 5 . 1 89 A ,- E - 13 4 暗 赤妖 1 3 ,4 3 3

9 12 16 .0 - (1 6 .9 ) 89 A ,- E - 14 7 男褐

9 1 3 12 .3 - 2 7 .8 89 B ?- E - 14 男褐

9 1 4 15 .8 - (1 6 .2 ) 89 A ,ーE - 13 9 燈

9 1 5 18 .9 6 .0 4 4 .3 89 A ,L E - 13 0 オ リー ブ男 2 9 ,0 1 5

9 1 6 - 4 .8 (3 2 . 1) 89 B ?ーE -0 8 黒褐

9 1 7 2 0 .3 -
(1 8 .3 89 A ,ーE - 16 3 葺灰

9 1 8 ll .4 6 .0 2 4 .8 89 A .- E - 13 2 灰 自 4 ,0 0 7

9 1 9 8 .1 4 .7 2 0 .7 89 A 2- E - 14 2 黒褐 1 ,9 1 7

9 2 0 8 .6 6 .0 2 5 .0 89 B ,- E - 16 灰褐 4 ,2 5 0

9 2 1 6 .8 - (1 0 . 1) 89 A ?- E - 12 8 灰黄 褐

9 2 2 10 .5 - 8 .3 89 A ?- E - 12 6 褐灰

9 2 3 - 5 .7 1 8 .0 8 9 A .- E - 14 6 男褐

9 2 4 1 3 .7 3 .6 2 5 .0 8 9 A ,ーE ー12 5 にぷ い黄鐙 4 ,1 4 6

9 2 5 2 5 .2 8 .0 4 5 .3 8 9 A ,- E - 16 0 浅黄 2 1 ,2 4 0

9 2 6 2 3 .7 T
(3 4 .6 ) 8 9 A ,- E - 15 2 灰黄

9 2 7 2 0 .7 T
(7 .3 ) 9 0 A ,- E -3 29 ー1 嘩黄

9 2 8 - - 2 4 .7 9 0 A ?ーE ー3 29 -2 浅黄

…9 2 9 - 8 . 3 35 .8 8 9 A ,ーE -3 8 2 にぷ い 黄栓

9 3 0 2 5 .4 - (28 .6 ) 8 9 A .- E - 19 3 浅黄 栓

9 3 1 2 1 .7 - (36 .5 ) 8 9 A ,- E - 19 0 にぷ い 黄樫

9 3 2 1 3 .8 - (2 1 .0 ) 8 9 B ,- E -1 5 黄灰 T . P 3 7

9 3 3 3 2 .0 - (10 .0 ) 8 9 A ,- E - 1 2 9 灰 白

9 3 4 2 8 .7 - (10 .1 ) 8 9 A ,ーE - 1 9 5 淡 黄

9 3 5 7 .3 I
(8 .2 8 9 B ,- E - 1 8 - 1 にぷ い 黄栓

9 3 6 - -
( 10 .3 ) 8 9 B .- E - 1 8 - 2 にぷ い 黄栓

9 3 7 1 4 .0 5 .8 3 0 .0 8 9 A ,- E - 1 3 8 男 褐 8 ,1 4 5

9 3 8 - 5 .0 2 0 .3 8 9 A ,- E - 1 3 6 灰 自

9 3 9 - 6 .4 2 5 .9 8 9 A ,- E - 1 2 4 にぷ い 黄燈

9 4 0 T 8 .3 3 5 .8 8 9 A ?ーE - 3 8 3 にぷ い黄 樫

9 4 1 - 4 .2 12 .7 ) 8 9 A ,ーE ー1 2 7 灰 白

9 4 2 T 4 .4 ( 12 .3 ) 8 9 A ?ーE - 1 2 2 灰 自

9 4 3 - - ( 15 .9 ) 8 9 A ? - E - 1 8 4 燈

9 4 4 3 1 .3 9 .2 19 .7 8 9 A , - E - 1 8 1 灰 黄

9 4 5 (2 2 .0 ) -
(3 1 .4 ) 9 0 A . - E - 3 3 0 にぷ い黄 栓

9 4 6 1 4 .2 5 .7 2 0 .4 8 9 A , ーE - 1 4 4 灰 白

9 4 7 1 6 .7 - 13 .7 ) 8 9 A , - E - 1 5 9 男 褐

9 4 8 2 3 .0 - (2 2 .4 ) 8 9 A . - E - 1 3 5 極 暗 赤褐

9 4 9 8 7 - ( 15 .0 9 0 A ,- E ー9 9 男 褐

9 5 0 15 .6 - ( 12 .9 ) 8 9 A ?- E - 1 4 9 褐 灰

9 5 1 - - 2 0 .5 8 9 B ,- E - 1 9 暗 赤褐

9 5 2 19 .7 6 .9 3 3 .5 9 0 B ,ーE - 2 4 6 にぷ い黄 樫

9 5 3 17 .4 8 . 1 2 8 .2 8 9 A ,- E - 1 9 4 栓

'9 5 4 1 4 .4 - 2 8 .6 9 0 B 2- E - 2 4 2 にぷ い樫

9 5 5 2 0 .4 - 16 .3 9 0 B - E - 3 4 灰 白

9 5 6 2 0 .2 12 .9 13 .8 9 0 B 2- E - 2 49 にぷ い黄 榎

遺物番号 器 種 重さ(g ) 比重(g ) 登録番号 石 質

10 0 1 磨 製 石 斧 17 2 .1 2 .9 8 S I 1 ハ イア ロ ク ラス タ イ ト

10 0 2 磨 製 石 斧 3 2 9 .9 2 .9 S - 2 塩基 性凝 灰 岩

10 0 3 磨 製 石 斧 2 2 0 .9 2 .7 4 S - 3 凝灰 岩

10 0 4 磨 製 石 斧 4 3 9 .1 2 .9 7 S - 4 玄武 岩 (バ サ ル ト)

10 0 5 磨 製 石 斧 5 8 0 .6 2 .8 4 S ー5 塩基 性凝 灰 岩

10 0 6 磨 製 石 斧 4 7 8 .2 2 .9 9 S I 6 塩基 性凝 灰 岩

10 0 7 磨 製 石 斧 8 1 6 .1 3 .0 6 S - 7 玄武 岩

10 0 8 6 3 .7 2 .3 7 S - 」 砂岩

10 0 9 4 9 1 .3 2 .58 S - 9 アプ ライ ト (巨 晶花 こ う石 )

10 0 石 庖 丁 7 5 .7 2 .8 4 S - 10 緑 色 片 岩

in n 石 庖 丁 2 8 .2 2 .82 S - l l 紅 レ ン石 片岩

10 1 2 石 剣 1 7 .5 2 .73 S - 12 頁貢

10 1 3 磨 石 4 9 4 .0 2 .62 S - 13 砂 岩

0 4 磨 石 2 8 5 .7 2 .6 1 S - 14 砂 岩

10 1 5 石 鉄 3 .2 2 .6 7 S - 15 溶結 凝灰 岩

10 1 6 石 鉄 ′ 3 .8 2 .53 S - 16 溶結 凝灰 岩

10 7 石 鉄 2 .6 2 .36 S - 17 ガ ラス 質石 英 安 山岩

10 1 8 石 鉄 3 .8 2 .53 S - 18 溶 結 凝灰 岩

10 1 9 石 鉄 2 .2 2 .44 S - 19 溶 結 凝灰 岩

0 2 0 石 鉄 0 .9 3 S -2 0 泥 岩

0 2 石 鉄 2 .6 2 .6 S -2 1 チ ャー ト

10 2 2 管 玉 0 .5 2 .5 S - 2 2 緑 色 凝灰 岩

10 2 3 管 玉 1 . 1 2 2 S - 2 3 緑 色 凝灰 岩

10 2 4 磨 製石 斧 1 7 .8 2 9 2 S - 2 4 塩 基性 凝 灰 岩

10 2 5 磨 製石 斧 1 0 .9 2 .8 9 S - 2 5 玄武 岩 (バ サ ル ト)

凡例

○色調は財団法人日本色彩研究所『標準土色帖』 (1989年版)による

○土器の容積は図L計算による

○土製品は長径、短径、重量を表現

○単位はcm
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図版79
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図版80

石器・石製品1
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図版81

石器・石製品2
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図版82

調査区全景1

89A-B区第1両
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調査区全景2
89A-B区第2面
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図版85

調査区全景4
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例言

1.本書は愛知県額田郡幸田町大字須美字不馬人に所在する、不馬入(めいらず)遺跡の発掘調査報告

書である。

2 (調査は、建設省による国道23号岡崎バイパス建設工事・愛知県土木部道路建設課による国道23号

拡幅工事に伴う事前調査として、財団法人愛知県埋蔵文化財センターが愛知県教育委員会を通じ

た委託を受け、平成3年4月から6月にかけて行った。調査面積はそれぞれ300m2・100m2である。

3.現地調査は、地元住民の方々の参加を得て、本センター調査課主査大橋正明、同調査研究員野本

鉄也、同松田訓が担当した。

4.調査にあたっては、次の各関係機関の御協力を得た。

愛知県教育委員会文化財課、愛知県埋蔵文化財調査センター、建設省中部地方建設局名四国道工

事事務所、愛知県土木部、幸田町教育委員会

5・本書の編集は、松田訓が担当した。執筆分担は次のとおりである～

Ⅰ-Ⅱ-1 ・Ⅲ-Ⅵ松田訓

Ⅱ- 2大橋正明

なお、遺構、遺物の撮影は松田訓が行った。

6 ・遺物整埋作業については次の方々の協力を得た。

槻木えみ子、薮田久子、山本章子、西山朋子

7 (本書に示す座標数値は、建設省告示に定められた平面直角座標第Ⅶ系に準拠する。また、本書に

示す海抜表記は、東京湾標準(T. P・)の数値である。

8.遺物の整理番号と登録番号の対照は、表として本文中に示した。

9 (調査記録、出土遺物は、愛知県埋蔵文化財調査センターにて保管する。

10・本書の執筆にあたり次の諸機関、諸氏に御指導・御助言をいただいた。記して感謝したい。 (敬称

略)

井上喜久男、内野正、大橋康二、鈴田由紀夫、立松宏、中井さやか、中村徹也、楢崎彰一、

西岡義貴、藤澤艮祐
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第Ⅰ章調査の経緯

1調査にいたる経過

不馬入遺跡は、愛知県額田郡幸田町大字須美字不馬入地内に所在する。この地に建設省

中部地方建設局名四国道工事事務所及び、愛知県土木部道路建設課によって、それぞれ国

道23号岡崎バイパス建設・国道23号拡幅工事が行われることとなった。工事に先立ち愛

知県教育委員会文化財課は、 (財)愛知県埋蔵文化財センターと共に、予定地内の埋蔵文化

財の包蔵状況、遺跡の広がりを確認するための確認調査を平成2年6月6-8 -11日に

行った。試掘坑からは明瞭な遺構は認められなかったものの、陶磁器片などの出土をみた

ことから、事前に発掘調査が必要と判断された。

(財)愛知県埋蔵文化財センターではこのような事前協議を経て、両事業者から愛知県

教育委員会を通じた委託を受け、幸田町教育委員会の協力のもと、平成3年4月から発掘

調査を実施した。

2調査の経過

調査区はバイパス予定地・拡幅予定地が隣接していることから、あえて分割をせず一括

して設定をした。この調査区に4月10日、表土剥ぎを実施し、資材搬入後、発掘作業を4

月12日に開始した。調査地は斜面にあたるため、土層断面は水平ではなく、この中に大型

の自然礫を含む崩壊土、盛り土が混在し、こうした砂礫土の除去に時間を要した。調査期

間はほぼ2ヶ月を要し、測図、写真撮影、補足調査を含めて6月7日に調査を終了した。

その後、 6月8～9日にかけて、現地の埋め戻し作業を行った。出土遺物の整理作業は、

調査終了後洗浄、注記作業を本センター西尾事務所で行い、引続き同三河事務所において、

調査報告書作成までの作業を行った。

■ ■ l 一 一
平成3年4月 l 5月 - 6月( (

IIIK M 9 1

l l
I l

準備 ( 調査 ( 埋め戻 し

= LL+、/A YA、、L、L1、/A '//<、y/.、++A、A
l l

一 一

一 (

第 1 表 調 査 日程 表



第Ⅱ章遺跡の立地と環境

1遺跡の位置

愛知県は日本列島のほぼ中央、太平洋側に位置する。不馬入遺跡の所在する額田郡幸田

町は、愛知県のほぼ中央部南寄り西三河平野南端にあり、その東境は蒲郡市、南境は幡豆

郡幡豆町、西境は西尾市、北境は岡崎市と接する。この幸田町の山間部は三河高原の末端

にあたり、日本を代表する大断層である中央構造線の内帯にあり、この大断層に斜交して

いくつかの小断層が走り、複雑な地質構造を形成している。地質構造からは領家変成帯に

属し、本遺跡の立地する字不馬入周辺は、領家変成岩の上に中部更新続の堆積物がみられ

る。

遺跡は幡豆山塊の北向き斜面の山裾に立地し、開析の進行した浅い谷に、周辺から幾筋

もの沢が流れ落ちている。これらの大小河川は矢作川水系に属しており、直線距離にして

約6kmで本流(矢作古川)と合流する位置にある。調査地は標高約53メートルを測り、周

囲は松、杉、槍といった針葉樹を中心に、植林が丁寧に施されている。調査地は北向きで

はあるが、傾斜が緩やかであるため日照条件は悪くない。こうした立地から、調査地の旧

態は畑地として利用され、果樹、野菜、穀類が栽培されていた。遺跡の所在する額田郡

周辺の気候は、典型的な東海型気候で表日本式に属している。比較的温暖で年間を通して

晴天の日が多く、特に冬期はこの傾向が顕著で降雪はほとんど見られない。県内の各地と

比較してみると、海岸線に近いとはいえ幡豆山塊が壁になっているため、やや内陸型の性

格を持つと思われる。



第II章遺跡の立地と環境

第3図額田郡周辺地形図(国土地理院1/200,000地勢図「豊橋」)

-3-



2歴史的環境

平安期大字須美の集落を南に見下ろす丘陵の一角に、蘇美天神社(祭神建速須佐之男

神)が位置している。この神社は『三河国内神明名帳』にも記載され、遅くとも平安時代

末期にはこの地の開発が進められていたことを示している。また、 『伊勢大神宮神領注文』

によれば、この地は古くからの神領であり、保延六年(1140)に再寄進され、久安元年1145

には伊勢外宮領「蘇美御厨」として奉免の宣旨を被ったことが知られる。これらのことか

らして、伊勢神宮勢力のこの地への進出は、平安時代中頃にまでさかのぼることは間違い

のないところである。

鎌倉期須美集落の西の端、大字牛ノ松には鎌倉時代を中心とする牛ノ松遺跡がある。最

近の発掘調査によれば、谷を隔てた東西にそれぞれ溝(堰)によって囲まれた数件の屋敷

地が確認され、灰釉系陶器のほか、輸入陶磁の青磁・白磁・宋三彩、墨書土器などの出土

がみられた。鎌倉期における須美集落内の有力者(在地中領主)の存在と、発展を窺がい

知ることができる。

南北朝期須美は依然として神宮領として史料の上では兄いだされる。延文五年(1360)

成立の『神風砂』に「外宮領蘇美御厨」と見られることが明らかである。ところが遡る

こと24年すなわち建武三年(1336)には、吉良庄の吉良満義が今川氏兼に「三河須美保政

所職」を与えており、在地における支配権は徐々に武士が掌握していったことが窺われる。

現在の西尾・幡豆・幸田の一部は、東・西吉良氏の支配するところとなっていった。

南北朝～戦国期幡豆山塊の東側すなわち現在の国道248号・東海道本線沿いには、大庭

(深溝城) ・夏目(六栗城) ・岩堀(東部城) ・西郷(大草城) ・高力・熊谷・築田(高

力城) ・天野)平岩(坂崎城)といった小領主層の台頭が見られる。また、西の広田川・

矢作古川沿いにおいても吉良氏被官の荒川(荒川城) ・戸ヶ崎(戸ヶ崎城) ・伊奈(小島

城).浅井(浅井東・西条) ・江原(江原城)などの諸氏が確認されている。

こうした小領主層分立の中にあって、須美がどのような支配のもとにあったのか不明で

あるが、少なくとも東条吉良氏の本領としての位置に変わりはなかったと思われる。永禄



四年(1561)、吉良義昭が松平元康に降伏した際、 「東条本地之内」須美などが長沢松平親広・康忠に

与えられていることから明らかである。また、天文十八年(1550)の『本音寺門徒連判状』に、 「すミ

浅井八右衛門尉信忠」の名が見え、武士身分の人物が居住していたことも明らかである。

幡豆山塊の東西を結ぶ中世のルートは、深溝から逆川を通って吉良に出るコース、上六栗から桐山

・須美を通って家武(西尾)に出るコース、それに幡豆山塊を北で迂回する広田川沿いのコースがあっ

た。 16世紀初め、東条吉良氏が須美の西方2kmの位置に室城(連郭式平山城・城主富永氏)を創建し

たのも、深溝松平氏による吉良庄侵攻の際に、桐山・須美コースの守りを固める上での要衝の地であっ

たからにほかならない。

江戸期慶長六年(1601)に須美は旗本板倉伊賀守勝重領となり、天和元年(1682)に天領となるま

では、代々板倉氏の領地としてその支配を受けた。このとき勝重領となったのは、いずれも三河国幡

豆郡吉良庄内の11ヶ村であり、現在幸田町に所属する須美・六栗もそのうちに含まれていた。貞享四

午(1687)以降、須美村は甘縄藩分家松平地頭領(松平斎宮為政領)として、一時天領に編入される

こともあったが、明治維新まで存続した。支配陣屋は、当初は吉良の小牧陣屋、後に幡豆の欠陣屋で

あった。

村高は、元禄以降342石であり、享和2年(1802)の村明細書帳によれば、家数91、馬小、反別は

本田16町余・田畑成小町余.茶畑5町余・新田1町余で、高札場1、郷倉1、百姓持林山10町余りであっ

た。また農間稼ぎは、男は山稼ぎ・藁細工、女は織機稼ぎで、職人は大工2とある。不馬入遺跡をその

うちに含む須美村は、幡豆山塊の裾野に開けた農村であり、前代からの街道が村城内を通っていた。



第II迎 迫跡の立地と哀境

須美村の隣村桐山は 、 吉良の小牧陣屋の支配を受けており、 年貢納入にあたっては須美

を通ったことは想1象に難くない。 また、 江戸期の産業の発達と街道の整備により、 須美を

通る街道は「平坂街逍」と呼ばれ 、 東三河の小坂井方而から御津・蔀郡・深滞• 上六栗・

桐山・須美を通って、 平坂湊に達していた。 乎坂湊は 、 当時矢作川の船運によって上流の

足助・信州方面との物賓の交易が盛んであり、 それらの品物を江戸 ・ 大坂などへ送り出す

海述の基地でもあった。 それだけに 、 年貢米や特産品その他の物査を運搬する上で、 この

平坂街道の果たした役割は大きかった。

明治26年作成の大日本帝国陸地測批部「深溝村」地形図によれば 、 上六栗から桐山・須

美に至る道路は「平坂街道」と明示してあり、 須美川を下って家武村に仲ぴている。 不馬

入迫跡はこの街道沿いにあり、 また迫跡の脇から山中に入って平原村に至る道路の分岐点

でもある。 村人の伝承によれば、 古くはこの不馬入・平原ル ー トが使われていたという。

ともあれ不馬入迫跡はかかる街道沿いに残された江戸時代の人々の営みの踪である。

第7図 不馬入迫跡と街道位骰図（大日本帝国陸地測漿部「深溝村」 明治26年）

一 6 -



第Ⅲ章調査の概要

1調査区

本調査に先立って行われた確認調査の結果から、不馬入遺跡は国道23号岡崎バイパス建

設予定地と、国道23号拡幅工事予定地に展開している可能性が考えられたため、調査区は

両予定地にわたって設定した。この調査区はいずれも畑地、果樹園として利用されてきた

場所であり、須美川によって開析された中位段丘に発達した須美集落から、距離にして1,

000m程南へ登った地に開けた北向きの緩やかな斜面である。そしてこの傾斜は、北側の山

裾に近接するにしたがってきつくなってゆく。陽あたりは北向きではあるが緩斜面である

ために比較的良好で、乾燥した水はけのよい土地であったため、調査にとって水はけより

も乾燥の方が障害であった。

2調査の方法

調査区内の表土の除去は、機械(バック・ホウ)掘削によって行った。この調査地に排

土処埋のためにベルトコンベヤーを配し、調査区西に排土置場を設けこれををまとめた。

調査区内には50cm幅のトレンチを壁面に沿って入れた。これによって人為的な掘り込み・

包含層の存在が確認できた。この調査区においては掘り込み面が複数でないことが確認で

きたため、掘り下げに際しては、実質的にはグリッド毎に検出作業を繰り返して基盤層に

到達する方法をとった。



第Ⅳ章遺構

1基本層序
不馬入遺跡の基本層序を概観すると、第6図のような状況がみてとれる。地表面は標高

52・5-53・0mで、地表直下には客土(第1層)または旧耕作土(第2層)である暗黄褐色

シルトが15-30cm程堆積していた。調査区全体を覆っているのはこの客土及び旧耕作土の

みであったため、表土除去作業はこれらの層の直下までとした。その下には部分的に赤褐

色シルト(第3層)、赤褐色粘質土(第6層)が15-30cm程堆積していたが、これらには

人為的な性格は認められず遺構とは認定し得なかった。この下には暗黄褐色シルトが混じ

る径5-20cmの角礫層(第5層)が10-100cmの厚さで堆積していた。この層には近世後

期の陶磁器片が含まれており、本遺跡の遺物包含層にあたる。この角礫層の下に、基盤層

として明赤褐色砂質シルト層(第7層、通称「山砂」)、岩盤(第8層)が斜面堆積してい

るのが確認できた。この斜面堆積をした基盤層は、表土(第1 ・ 2層)を除去した時点で

部分的に露呈しており、調査区の壁面においてもこれらの層が水平方向に削平されている

ことが確認できた。したがってこの地は平坦面(第9図・A線)を確保するために、これ

らの基盤層を標高52m程の高さで削平した(第9図・B線)後、さらにこの面積を広げる

ために盛土(第5層)を近世後期に行ったと考えられる。



2遺構

本遺跡で検出した遺構は、土坑(SK) 23基、溝(SD) 3条、井戸(SE) 2基、そ

の他不定形な掘り込み(SX) 6カ所である。

遺構検出面は、いずれも概ね標高52-53mである。この検出面は、基本層序の項でも述

べたように近世の整地された面であるため、基盤層が露呈している部分と、盛土で築かれ

た部分とがみられた。こうした部分に掘り込まれている遺構は、出土遺物から江戸時代後

期のものと思われる。

これらの遺構の中で一定の規格性、方向性が窺われたのは、 SK 10-18にいたる土坑列

及び、調査区中央に展開する石列、南側に位置する柵列の可能性が考えられる土坑である。

土坑列は標高53.2mのコンターに沿うように、東西方向(E-25・6。 -S)に並んで

いる。これらの土坑のうちSK12-18は、類似する形状、規模でわずか数cmの間隔で掘ら

れており、時間差をもってこうした土坑列が成立したとは考えにくい。なんらかの目的を

もって同時期に掘り込まれた可能性が高いものと思われる。これらの土坑からの出土遺物

はSK10以外では確認できず、時期差を比較することができなかった。

調査区中央付近の右列は、まず石を置くための掘り込みが行われた後、その中に石を1

～数個並べたものである。こうした痕跡からこの右列は、なんらかの上部構造をつくる基

礎として設置された可能性が窺える。この右列を単体の同一上部構造の一部と考えると、rJ=-



土坑

SK01

SK02

平面形態は方形とはなり得ず、一部(南東角)にクランク状の引っ込みを持つ形態が考え

られる。これらの右列は、前述した土坑列を切っている溝(SD01)をさらに切っており、

少なくとも土坑列よりも後につくられたことが見て取れる。

SK02-07の土坑はいずれも素掘りで、無遺物であるが埋土は締りが強く、基盤層のブ

ロックが撹乱状に多量に混じっている。柱痕等は検出し得なかったが、掘り込まれた後、

時間を経ずして意識的に埋められたものと思われる。これらの土坑は、右列のクランク状

の引っ込みから南東方向に並列して位置している。柵列の可能性を指摘したのは以上のよ

うな理由による。

調査区内の遺構のうち空間的特質、相互関係について、わずかながら手がかりとなり得

そうなものを掲載した。しかし近世後期のものと思われるこれらの遺構は、その日的、性

格まで判断できる材料とはなり得ない。以下、各遺構について説明する。

調査区南側東寄りに位置する。検出高は53.16mを測り、平面形態は隅丸方形を志し、

長径2・1m、短径1.2m、深さ0・1mを・測る。埋土は淡灰褐色シルトを基調とする。 SK

02に切られている。

調査区南側東寄りに位置する。検出高は53・15mを測り、平面形態は不整円形を志し、

「



SK03

SK04

SK05

SK06

SK07

SK08

SK09

SK10

SK11

SK12

SK13

SK14

直径0・6 m、深さ0・04 mを測る。埋土は淡灰褐色シルトを基調とし、 S K 01を切っている。

調査区南側東寄りに位置する。検出高は53・16mを測り、平面形態は不整台形を志し、

長径0.8m、短径0・5m、深さ0・03mを測る。埋土は明黄褐色シルトを基調とLSK04を

切っている。

調査区南側東寄りに位置する。検出高は53・14mを測り、平面形態は円形を志し、直径

0.3m、深さ0.2mを測る。埋土は赤灰褐色シルトを基調とし、 SK03に切られている。

調査区南側東寄りに位置する。検出高は53.09mを測り、平面形態は楕円形を志し、長

径1.1m、短径0・35m、深さ0.13mを測る。埋土は淡灰褐色シルトを基調とする。

調査区南側東寄りに位置する。検出高は53・09mを測り、平面形態は不整円形を志し、

直径0.38m、深さ0・13mを測る。埋土は淡灰褐色シルトを基調とする～

調査区南側東寄りに位置する。検出高は53・1mを測り、平面形態は不整円形を志し、断

面形態は垂下しつつもやや北東方向にオーバーハングしている。直径0・56m、深さ0・2m

を測る。埋土は淡灰褐色シルトを基調とする。

調査区南側東寄りに位置する。検出高は53.1mを測り、平面形態は不整方形を呈するも

のと思われ、残存長径0・9m、短径0.7m、深さ0.12mを測る。埋土は淡灰褐色シルトを

基調とし、 SK24に切られ、 SX01を切っている。

調査区中央やや南側に位置する。検出高は53・1mを測り、平面形態は楕円形を呈するも

のと思われ、残存長径1.5m、短径0・8m、深さ0・38mを測る。埋土は淡灰褐色シルトを

基調とし、 SE02に切られている。

調査区中央やや南寄りに位置する。検出高は53.2mを測り、平面形態は隅丸方形を呈し

ていたと思われ、残存長径1・9m、短径1.2m、深さ0・2mを測る。埋土は混土(淡灰褐

色シルト)礫(径5-40cmの角礫)層で、近世後期の陶磁器が含まれていた。この角礫は

南西隅及び南東隅に直角のコーナーを設けた痕跡が認められるため、なんらかの目的を

もって石を組んだ可能性が窺える。 SK11に切られている。

調査区中央やや南寄りに位置する。検出高は53・2mを測り、平面形態は不整三角形を志

し、長径1・0m、短径0・6m、深さ0.42mを測る。埋土は淡灰白色シルトを基調とし、径

5-20cmの角礫を多く含む。 SK10、 SK12を切っている。

調査区中央やや南寄りに位置する。検出高は53.2mを測り、平面形態は方形を志し、長

径1・1m、短径0.95m、深さ0.31mを測る。埋土は赤褐色シルトを基調とし、径5-20

cmの角礫を多く含む。 SK11に切られている。

調査区中央やや南寄りに位置する。検出高は53.2mを測り、平面形態は隅丸方形を志し、

長径1・2m、短径0・8m、深さ0.33mを測る。埋土は赤褐色シルトを基調とし、径5-20

cmの角礫を多く含む。 SD01に切られている。

調査区中央やや南寄りに位置する。検出高は53・2mを測り、平面形態は隅丸方形を志し、

長径1・5m、短径1・1m、深さ0.75mを測る。埋土は赤褐色シルトを基調とし、径5-30

cmの角礫を多く含む。 SD01に切られている。



SK15

SK16

SK17

SK18

SK22

港

SD01

SD02

SD03

調査区中央やや南寄りに位置する。検出高は53.2mを測り、平面形態は不整台形を志し、

長径1・8m、短径1・3m、深さ0・23mを測る。埋土は赤褐色シルトを基調とし、径5-30

cmの角礫を多く含む。 SK22を切り、 SD01に切られている。

調査区中央やや南寄りに位置する。検出高は53.2mを測り、平面形態は隅丸方形を志し、

長径1.6m、短径1.1m、深さ0・5mを測る。埋土は赤褐色シルトを基調とし、径5-30

cmの角礫を多く含む。 SD01に切られている。

調査区中央やや南寄りに位置する。検出高は53.2mを測り、平面形態は隅丸方形を志し、

長径1.4m、短径1.0m、深さ0.38mを測る。埋土は赤褐色シルトを基調とし、径5-30

cmの角礫を多く含む。

調査区中央やや南寄りに位置する。検出高は53.2mを測り、平面形態は不整方形を志し、

長径1.8m、短径0.8m、深さ0.2mを測る。埋土は灰黄褐色シルトを基調とし、径5～

30cmの角礫を多く含む。

調査区中央やや南寄りに位置する。検出高は53・1mを測り、平面形態は不整方形を呈す

るものと思われ、長径1.6m、短径1.5m、深さ0.5mを測る。埋土は赤褐色シルトを基

調とし、径5-20cmの角礫を含む。 SK15に切られている。

調査区中央やや南寄りに位置する。検出高は53.08-53.2 mを測り、軸線の方向はN-27。

-Wを示す。残存長4.7m、溝幅0.2-0.3m、深さ0・2mを測る。埋土は赤褐色シルトを

基調とし、 SK13-16を切り、右列に切られている。

調査区中央北寄りに位置する。検出高は52.87-52.97mを測り、軸線の方向はN-59。

一Wを示し、調査区北端で約45。この軸線から北寄りに方向が変えられている。残存長7(2

m、溝幅0.4-0・7m、深さ0・27mを測る。埋土は淡灰褐色シルトを基調とし、近世後期

の磁器が出土している。

調査区東側南寄りに位置する。検出高は51.9-52・3mを測り、軸線はほぼ南北ライン(N

- O。一W)を示す。残存長5・2m、溝幅0・25-0・55m、深さ0.15mを測る。埋土は灰黄

褐色シルトを基調とする。

不定形な掘り込み

SX01

SX02

SX03

調査区中央やや南寄りに位置する。検出高は53.1mを測り、平面形態は不整三角形を呈

するものと思われ、長径2.7m、幅1.8m、深さ0.1mを測る。埋土は灰褐色シルトを基

調とし、右列SK08・SX02に切られている。

調査区中央やや南寄りに位置する。検出高は53・1mを測り、平面形態は不整楕円形を呈

するものと思われ、残存長径0.9m、短径0.4m、深さ0.2mを測る。埋土は明黄褐色シ

ルトを基調とし、右列に切られ、 SX01を切っている。

調査区中央やや東寄りに位置する。検出高は53・0mを測り、平面形態は不整三角形を志

し、南北片2.2m、東西片2.1m、深さ0・18mを測る。埋土は明黄褐色シルトを基調とし、

右列に切られ、 SK23を切っている。



SX10

井戸

SE01

SE02

調査区西側に位置する。検出高は53.15 mを測り、平面形態は直線状の石組列の中途に、

逆「S」字状の石垣列が組み合わされた形状を志し、残存石組列は5.1m、逆「S」字状

の石垣列は総延長約4.0mを測る。 SE 01を埋設した上に築かれている。

調査区西側に位置する。検出高は52.5mを測り、平面形態は掘り形が不整方形を、石組

内側が不整円形を志し、掘り形の径は約1・3m、石組内側の径は約0.5m、掘り形上端か

らの深さは約2.0mを測る。埋土は灰褐色シルトを基調とし、 SX10に切られている。

調査区東寄りやや南側に位置する。検出高は53.1mを測り、平面形態は楕円形を志し、

長径1.3m、短径1.0m、深さ1・6mを測る。埋土は明赤褐色シルトを基調とし、 SK09

を切っている。

「



第Ⅴ章遺物

本遺跡から出土した遺物は、量的には少量で、種類も陶器・磁器・土師質土器に限られ

た。器種構成は、蓋・椀・皿・鉢・鍋であるが、完形品またはそれに近いものはほとんど

含まれていなかった。このうちある程度まとまって出土したものは、 SK10出土遺物のみ

である。これら出土遺物の時期については、近世でも後期のものが主体を成すかと思われ

る。

1～6 ・10・11・13-16は瀬戸・美濃産陶器である。この中で蓋・椀・皿類の器種分類

については、藤澤良祐氏が勇右衛門窯(愛知県瀬戸市)における出土遺物で詳細な分類を

行っているため、これに依拠する。 1・2は陶器の蓋である。 1はつまみのない落し蓋で、

平底で笠部は外反する。 2は円形のつまみを有する笠形の蓋で、外面全体に灰釉が施され

ている。 3 ・ 5 ・ 6 ・15は皿である。 15は藤澤分類皿Ⅰ類の染付皿で、体部内面に染め付

けが施され、見込み部には五弁花が呉須で描かれている。 3 ・ 6は藤澤分類皿Ⅱ類にあた

り、内面には呉須・鉄釉で梅文が描かれている。 Ⅰ類に比べて開きが弱く、やや深い。 5

は灯明皿のうち油皿で、口縁端部から内面を除いた部分には、全体に錆釉を施釉した後ぬ

ぐい取られた痕跡がある。見込み部には重ね焼き痕が残る。 4・10・11・13・14は椀であ

る。小は藤澤分類による茶碗Ⅰ類にあたり、高台脇近くまで全体に厚く鉄釉が施され、こ

の上から口線内外面にうのふ釉が漬け掛けされている。この椀は「天保十三年寅四月・ ・

・」と書かれた紀年銘資料が名古屋城二の丸庭園から出土しており、 19世紀前半代の使用

が窺える。 10-11・13・14は藤澤分類による茶碗Ⅲ類にあたり、広東茶碗と呼ばれている

ものである。本遺跡から出土した広東茶碗には高台と体部が直線的につながるⅢ類は見

られず、いずれも高台がほぼ直立するⅢA類で、大(10)と小(11・13・14)に分けられ

る。いずれも見込み部には五弁花が施され、松竹梅文(10)捻り文(11) ・花文(14)

などが呉頚で描かれている。 16は擂鉢で、本業焼における藤澤分類擂鉢Ⅱ類にあたる。口

縁端部は内側に折り返されており、鉄釉系の釉が内外面に施されている。

7・8・9・12は磁器の椀である。 8は染付筒茶碗で体部は筒形に直立しており、高台

径はかなり狭い。体部外面には菊花繋に斜格子が描かれ、見込み部には五弁花が呉須によっ

て施されている。 12は広東茶椀で体部外面には笹文が、見込み部には五弁花が呉須によっ

て施されている。 7 ・ 9は小型のいわゆる「くらわんか茶碗」で、丸腰で厚手の体部に特

徴を持つ。 7には体部外面には草花文が施され、 9には雪輪に梅樹が描かれ底部には大明

年製崩しが書かれている。

17-18は土師質の鍋である。 17は破片であるため耳部の確認ができないが、いずれも内

耳鍋と思われる。 2点とも口縁内側には紐状粘土を貼り付けて、蓋受け形の張り出しを読

けており、 18はその下に耳部を貼り付けている。
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第Ⅵ章まとめ

本遺跡では調査の結果、遺物の一括性はあまり認められなかったものの、近世の人々の

足跡が印されていることが判った。ここに今回の発掘調査の意義、問題点について簡単に

触れておく。

不馬入遺跡の立地する場所は、歴史的環境の項でも述べられているように旧平坂街道に

沿う位置にある。街道を中心に位置関係を考えてみると、東三河沿岸部と西三河平野部を

結んでいるこの街道のほぼ中間点に調査地は位置している。この地は山間部にあり立地環

境は、平野部が多くを占める街道全体の中ではやや性格を異にする。また、近位、近代の

絵図・地図などを見ても、この地に民家などは確認できず、それぞれの集落(生活域)か

らは離れた土地であったようである。こうした性格を持つ調査地で今回確認できた主たる

事実は、平面を確保するための造成の痕跡、なんらかの上部構造が想定できる右列と井戸

(SE 01)、饗応に使用された可能性が窺える遺物(4の椀などは当時の雑器とは一線を画

する)の出土である。少ない材料ではあるがこれらのことから本遺跡には、街道に依存する

なんらかの建物施設が、近世後期(19世紀代)に存在した可能性も考えられる。

近世を対象とした発掘調査は、城郭またはそれに付随する場所に片寄りがちである。し

かしこうした調査は、近世の都市遺跡解明には有効な資料となるが、都市部にのみ人々の

生活が存在しているわけではない。本遺跡の調査において確認できた遺構、遺物は、この

地域における近世の人々の足跡を考えるとき、有効な資料となるであろう。さらに視点を

広げ、交通史などこの地域の近世の未解明な部分を明らかにしてゆくためには、こうした

資料の増加が望まれる。



第VI章まとめ

図版
番号 遺 構 器 種

法量 cm 和英 .調整等
産 地

登録
番号

備 考
器高 口径 底径 内面 外面

1 S K 10 陶器 蓋 2.0 7.0 4.2 瀬戸●
美濃系 E - 1

2 S K 10 陶器 實
」ⅡL
3.3 灰牙由 瀬戸●

美濃系 E - 2

3 S K 02 陶器 皿 4.0 4.2 呉須.鉄柵 瀬戸●
美濃系 E - 3

梅文

4 検出I 陶器 梶 鉄事由●
うのふ粕

鉄牙由.
うのふ牙由

瀬if・*・
美濃系 E l 4

5 S K 14 陶器 皿 2.2 9.7 4.2 錆粕 錆粕 瀬′ri.
美濃系

E ー5

6 S K 10 陶器 皿 4.2 10.3 4.6 呉須.鉄粕
瀬戸●
美濃系 E - 6

7 S K 24 磁器 梶 4.2 3.0 呉須 肥前系 E - 7 草花文

8 検出II 磁器 梶 6.2 7.2 2.8 呉須 呉須 瀬戸●
美濃系 E - 菊花繋に斜格子

9 検出II 磁器 梶 5.0 9.0 3.5 呉須 肥前系 E - 9 雪輪に梅樹文底部に大明年製崩し

10 S K 10 陶器 梶 6.3 ll.9 6.0 呉須 呉須 潮[}''
美濃系 E - 10

松竹一梅文
見込み部に五弁花

ll S D 02 陶器 梶 6.1 10.6 5.7 呉須 呉須 瀬戸●
美濃系 E ー11

捻り文
見込み部に五弁花

12 S K 10 磁器 梶 5.2 10.1 5.2 呉須 呉須 瀬戸.
美濃系 E - 12

笹文
見込み部に五弁花

13 S K 1(1 陶器 梶 5.8 ll.1 5.5 呉須 呉須 瀬戸●
美濃系 E - 13

捻り文
見込み部に五弁花

14 石組内 陶器 梶 5.6 5.0 呉須 呉須 瀬戸●
美濃系 E - 14

花文
見込み部に五弁花

15 石組内 陶器 皿 3.6 12.0 5.4 呉須 瀬戸●
美濃系 E - 15 見込み部に五弁花

16 S D 02 陶器 鉢 鉄牙由 鉄粕 瀬戸●
三美濃系

E - 16

17 S K 10 土師質土器 鍋 E - 17

18 北トレンチ西 土師質土器 鍋
∫
E ー18

第2表出土遺物観察表

※器種名のうち、 「わん」に用いた文字は、引用名、通称を除いて「椀」に統一した。

参考文献

藤津艮祐1987 「西茨第2号窯(勇右衛門窯)」 『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要VI』

瀬戸市歴史民俗資料館
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所 在 地
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調査期間 調査面積 調査原因
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不馬人

ヌカタグンコウダチョウオオアザ
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井戸 2
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図版1

Q)遠景

(東より)

②近景

(東より)

③全景

(南西より)



①調査区中央
検出状況

(南西より)

②同上

完掘状況

(南西より)

図版2

③SKIO
(南東より)
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①

②SK22
(北西より)

③SD03
(西より)



図版4

①特殊石組遺構

(北西より)

②SEOl
(西より)

③SEOl断面
(東より)



図版5

①作業風景

(東より)

②出土遺物
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